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ま　　え　　が　　き


現在、地球的視野で生物遺伝資源の賦存状況をみた場合、経済のグローバル化による品


種の均一化、熱帯林の減少にみられる環境の激変などにより、貴重な生物遺伝資源が急速


に減失する恐れがある。また、先端技術の開発を行いバイオテクノロジー研究を積極的に


推進していくことは、わが国の農林水産業、食品産業等の今後の発展を図るために、欠か


せないものであり、今後はその基盤である生物遺伝資源の確保がますます重要となってい


る。1993年「生物多様性条約」が発効したが、これに呼応し、今後の遺伝資源の利用範囲


の拡大に的確に応えていくためには、現在のわが国の収集・保存している生物遺伝資源は


未だ不十分であり、今後さらなる整備が必要とされる。


農林水産省では、植物、動物、微生物、水産生物、林木の農林水産生物遺伝資源全般に


ついて、全国の試験研究機開、種首管理センター、家畜改良センター及び林木育種センタ


ーの機能と立地条件を生かし、これらの各機関の有機的、組織的連携協力の下にジーンバ


ンク事業を実施している。すなわち、国内外の遺伝資源の探索導入及び保存を行い、それ


らの遺伝資源の特性を調査評価してデータベース化し、遺伝資源及び遺伝育種情報を国公


立試験研究機関、民間、大学等に提供している。昭和60年から開始された本事業は、平成


4年までの8年間で第1期事業を終了し、平成5年度から第2期に入った。平成6年度に


は新たにDNA部門が加わり、広範な研究需要に対応する体制が整った。遺伝資源事業は


継続して実施し、常に利用環境を整えておくことが重要であるため、第2期事業において


は遺伝資源の晶質向上や効率的保存など、一層の充実を図る方向で進めている。


本報告書は、この農林水産省ジーンバンク事業のうち、動物遺伝資源部門について平成


11年度の事業実績を取りまとめたものである。動物遺伝資源についても国際的な動きが


活発になっており、その重要性は増大している。本報告書を、今後の動物遺伝資源を利用


した試験研究、技術指導、事業の円滑な推進等に役立てていただければ幸いである。


平成12年8月


農業生物資源研究所長


桂　　直樹
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1．動物遺伝資源部門事業実施体制







1）動物遺伝資源部会開催要領


（1）趣　　旨


農林水産省ジーンバンク事業実施要領第5の3に基づき，動物遺伝資源部会（以下


「部会」という）を設置する。この部会は，動物遺伝資源に関する事業の円滑な推進


に資するため，省内関係者のほか，民間，大学等の学識経験者から幅広く意見を聴取


しつつ，事業の運営に関する基本的な事項について協議するために開催する。


（2）構　　成


部会の構成員は，部会長またはサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中か


ら部会長が依頼する。


（3）事務局長


部会の円滑な運営をはかるため，部会に事務局長を置く。事務局長は農業生物資源


研究所遺伝資源調整官とし，部会長を補佐する。


（4）協議事項


部会は，動物遺伝資源の収集，管理，利用などの事業の運営に関する基本的事項に


ついて協議する。


（5）庶　　務


部会の庶務は，農業生物資源研究所企画調整部において処理する。
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2）動物遺伝資源部全委員
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所　　　 属 職　　 名 氏　　　 名


〔学識経験者〕


総合研究大学院大学 副学長 森脇　和郎


東京農工大学農学部 教　　 授 黄色　俊一


筑波大学農林学系 教　　 授 金井　幸雄


〔物　　 所〕


畜産試験場 場　　 長　　　 （副部会長） 横内　園生（10月から）


山下　良弘（9月ませ）


／／ 育種部長 大石　孝雄


／／ 繁殖部長 侶屋　莞由


蚕糸・一昆虫農業技術研究所 遺伝育種部長 宮崎　昌久


家畜衛生試験場 生体防御研究部長 関川　賢二


家畜改良センター 技術部長 新叫　正隆


農業生物資源研究所 所　　 長　　　 （部会長） 桂　　 直樹


／／ 遺伝資源調整官（副部会長） 宮崎　尚時


J／ 遺伝資源第一部長 加藤　邦彦


／／ 遺伝資源第二部長 大野　清春







3）動物遺伝資源部会ワーキンググループの運営要領および構成


（1）設置日的
l


動物遺伝資源部会並びにこの分野の円滑な活動を図るため，ワーキンググループ


（以下，WGと略す）を設ける。


（2）構　　成


WGのメンバーは，部会長が依頼する。原則として筑波の関係試験研究機関の研


究室長等で構成する。WGの事務局長は，動物遺伝資源部会の事務局長とする。


（3）WGの活動


WGは，事務局長を補佐し，部会の活動に必要な事項を検討し，部会への提案，


報告等に必要な資料を作成する。また，WGのメンバーは，関係研究機関相互の緊


密な連携を図り，この分野の円滑な活動に資する。


（4）事務局長の活動


WGの事務局長は，部会の活動に関する基本的な計画案を部会に提案し，部会の


承認のもとに実施する。計画の詳細等については，事務局長がWGに依頼して検討


を行い，部会長の承認のもとに実施し，部会に報告する。


（5）幹事及び検討チーム


WGの事務局長は，必要に応じ若干名の幹事をWGのメンバーから指名すること


ができる。また，特定の問題を解決するために，WGのメンバー及びそれ以外の者


から指名し，検討チームを必要な時期に設けることができる。


（6）庶　　務


WGの庶務は，部会の庶務とあわせて農業生物資源研究所企画調整部で行う。


ー　3　－







4）動物遺伝資源部会ワーキンググループ構成員


所　　 属 職　　　 名 氏　　 名


畜産試験場 育種素材開発研究室長 花田　 博文


みつばち研究室長 天野　 和宏


生殖細胞研究室長 下司　 雅也


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 遺伝素材研究室長 嶋崎　 旭


家畜衛生試験場 病原微生物管理研究官 上田　 久


家畜改良センター 種畜課長 藤田　 優．


農業生物資源研究所 遺伝資源調整官 宮崎　 尚時


遺伝資源第一部長 加藤　 邦彦


′′　　　 上席研究官 1加来　 久敏


遺伝資源第二部長 大野　 清春


′′　　　 上席研究官 橋本　 純治


研究交流第2科長 小林　 虞美


動物探索研究チーム長 峰澤　 満


情報システム研究チーム長 武田　 尚人


動物評価保存研究チー年長 金子　 浩之


遺伝資源管理情報科長 白田　 和人


総務部 業務管理課長 藤田新三郎
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動物遺伝資源部会運営体制


サブバンク


（1）全　　体


管理運営会議


動物遺伝資源部会


部会長　農業生物資源研究所長


副部会長　畜産試験場長


Jl　　　生物研遺伝資源調整官


センターバンク


農業生物資源研究所


事　務　局


事務局長　生物研　遺伝資源調整官


〝　　遺伝資源第一部長


〝　　遺伝資源第二部長


畜　試　育種部長


生物研　動物探索研究チーム長


11　動物評価保存研究チーム長


畜　試　育種素材開発研究室


※必要に応じて関係場所の担当官を


参加させることができる
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ワーキンググループ


生物研　動物探索研究チーム


〝　　動物評価保存研究チーム


畜　試　育種素材開発研究室


〝　　みつばち研究室


11　　生殖細胞研究室


蚕昆研　遺伝素材研究室


家衛試　病原微生物管理研究官


家畜改良センター　種畜課


畜産試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


・家畜衛生試験場


家畜改良センター







（2）動物遺伝資源センターバンク運営体制


農業生物資源研究所


（組　　　織）


動物遺伝資源管理運営責任者


動物遺伝資源委員会


動物遺伝資源管理者


動物遺伝資源管理運営委員


分担研究チー　ム・室


遺伝資源第一部


動物探索研究チーム


遺伝資源第二部


動物評価保存研究チーム


遺伝資源第二部


遺伝資源管理情報科


遺伝資源第二部


情報システム研究チーム


総務部


業　務　管　理　課


委員長：遺伝資源調整官


委　員：遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


遺伝資源第一部上席研究官


遺伝資源第二部上席研究官


研究交流第2科長


動物探索研究チーム長


動物評価保存研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


情報システム研究チーム長


業務管理課長


センターバンク機能


センターバンク管理運営の実


務


サブバンクとの連絡調整


サブバンク機能
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（担　　当）


所　　　長


業務　内　容


管理運営の全般にわたる総括


責任


部会の開催


動物遺伝資源の管理運営に関


する助言


管理運営責任者の補佐，WG


の開催，実務の責任者


WG：ワーキンググループ


探索，収集，評価に関する立案，


協議，実務


収集，評価，保存，増殖，管理，


に関する立案，協議，実務


品質管理に関する立案，協議，


実務


情報システムに関する立案，


協議，実務


受入，配布に関する立案，協議，


実務


各種動物遺伝資源の探索，


収集，評価


各種動物遺伝資源の収集，


評価，保存，管理


左に準ずる


左に準ずる


左に準ずる







（3）動物遺伝資源サブバンク運営体制


①畜　産　試　験　場


（組　　　織） （担　　当）


場　　　長


育　種　部　長
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サブバンク管理運営（文書受


付・発送等の窓口業務，遺伝


資源の収集管理，特性情報の


管理等），センターバンクと


の連絡・協議，WGへの参加


家畜・家禽・蜜蜂の情報管理，


特性評価，保存とそのためC


技術開発


業　務　内　容


管理運営の全般にわたる総括


責任


管理運営責任者の補佐


育　種　部　長


繁　殖　部　長


企　画　科　長


育種素材開発研究室長


みつばち研究室長


生殖細胞研究室長


その他関係室長


企画調整部　業務一科


業務二科


業務三科


育　種　部　上席研究官


育種素材開発研究室


計量遺伝育種研究室


みつばち研究室


繁　殖　部　生殖細胞研究室


その他関連研究室


動物遺伝資源管理運営責任者


動物　遺伝資源管理者


動物遺伝資源管理運営委員


分　　担　　研　　究　　室
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②蚕糸・昆虫農業技術研究所


組　　　織 担　　当 業　務　内　名


蚕遺伝資源管理責任者 所　　　長 管理運営の全般にわたる総括


責任


蚕　遺　伝　資　源　管　理　者 遺伝育種部長 管理責任者の補佐，実務の責


任


蚕遺伝資源管理運営委員会


委員長：遺伝育種部長


委　員：遺伝子工学研究室長


遺伝素材研究室長


研究交流科長


分　　担　　研　　究　　室


遺伝育種部


遺伝素材研究室 蚕（全般）の収集，保存，増殖，


評価及び評価データのとりま


とめ，保存法の開発


サブバンク管理運営（文書受


付，発送窓口業務，遺伝資源


の収集管理，特性情報の管理


等），センターバンクとの連


絡・協議，WGへの参加
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③家畜衛生試験場


組　　　織 担　　当 業務　内　容


実験動物遺伝資源管理責任者 場　　　長 管理運営の全般にわたる総括


責任


実験動物遺伝資源管理者 生体防御研究部長


実　験　動　物　遺　伝　資　源


管　理　運　営　委　員　会


委員長：生体防御研究部長


委　員：病原微生物管理研究官


管理責任者の補佐，実務の責


任者


サブバンク管理運営（文書受


付・発送などの窓口業務，遺


伝資源の収集管理，特性情報


の管理等），センターバンク


との連絡・協議，WGへの参


加


分　　担　　研　　究　　室


生体防御研究部


疾患モデル動物研究室


細菌・寄生虫病研究部


寄生虫病研究室


ウイルス病研究部


発病機構研究室


実験動物の収集，保存及び


特性評価


実験動物の維持および寄生虫


に対する特性評価


実験動物としての鶏系統の維


持，疾病特性の評価







技術部長
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サブバンクの管理運営


（文書受付・発送等の窓口業


務）


（遺伝資源の収集・管理）


（特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡・協


議


WGへの参加


種類別責任者としての業務


サブバンク管理運営責任者


サ　ブ　バ　ンク　管　理　者


サブバンク管理運営委員会


分　　　担　　　牧　　　場


④家畜改良センター


組　　　織 担　　当


所　　　長


委　員：十勝牧場長


岩手牧場長


長野牧場長


茨城牧場長


岡崎牧場長


兵庫牧場長


鳥取牧場長


宮崎牧場長


・委員長：技術部長
事務局：技術部種畜課長


業務　内　容


管理運営の全般にわたる総括


責任


管理運営責任者の補佐


本　　所


十勝牧場


岩手牧場


長野牧場


茨城牧場


岡崎牧場


兵庫牧場


鳥取牧場


宮崎牧場


家畜（豚）の収集・特性評価及


び保存


家畜（馬）の収集・特性評価及


び保存


家畜（めん羊）の収集・特性評


価及び保存


家畜（山羊・兎）の収集・特性


評価及び保存


家畜（豚）の収集・特性評価及


び保存


家禽の収集・特性評価及び保


存


家禽の収集・特性評価及び保
存


家畜（肉用牛）の収集・特性評


価及び保存


家畜（めん羊）の収集・特性評


価及び保存







2．平成11年度動物遺伝資源部門会議の


開催及び検討事項







1）動物遺伝資源部会


平成11年度動物遺伝資源部会議事録


日時：平成12年2月16日（火）13：30～16：00


場所：農業生物資源研究所研究本館大会議室


（1）挨拶


農業生物資源研究所長


農林水産技術会議事務局　　大川連絡調整課課長補佐


（2）議事（進行：大野遺伝資源第二部長）


1．遺伝資源をめぐる情勢報告


農林水産技術会議事務局から、農林水産ジーンバンク事業を取り巻く動向につい


て説明された。平成12年度予算について、遺伝資源事業は年々拡大する傾向にある


が来年度は特に昆虫等動物遺伝資源の保存を開始するとともに、牛凍結胚の保存強


化を行う手当がされたこと、独立行政法人化後の遺伝資源事業の運営・推進体制に


ついての概略が説明された。配布事業については、独立行政法人化後に他部門の価


格改定と足並みをそろえて規程等を整備し、配布業務を開始する方針が説明された。


2．平成11年度運営体制


転任等に伴う部会委員とワーキンググループ委員の変更ならびに運営体制の変更


について報告された。副部会長が横内畜産試験場長へ変更され、ワーキンググルー


プの構成研究室が畜産試験場生殖工学研究室から生殖細胞研究室へ変更されたこと


が報告された。また、平成12年度からはサブバンクとして農業環境技術研究所が参


画する予定であることが紹介された。


3．平成11年度事業実績と12年度事業計画及び10年度保存数


センターバンクおよび各サブバンクより11年度の事業実績と12年度の事業計画が


説明された。各場所でほぼ予定通りに収集・保存並びに遺伝資源の評価が進行して


いることが説明された。畜産試験場からは生体保存に加えて精液の凍結保存が鶏お


よび豚に関して進められていること、家畜衛生試験場からは生体保存されている鶏


の繁殖率の低下およびジャワマメジカの繁殖が依然困難であることから、これらを
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ベースコレクションからワーキングコレクションとして取り扱うことが説明された。


4．海外探索調査の実施と計画について


平成11年度の海外探索調査について、農業生物資源研究所よりインドネシアの遺


伝資源の探索（対象：家禽類）を平成12年3月上旬に実施する予定で準備を進めて


いる旨説明があった。また、追加として、パラグアイにおけるバリナシミツバチ類


の遺伝資源としての現状と利用に関する共同調査を目的に、畜産試験場より別個一


隊を派遣した旨が報告された。


平成12年度の海外探索調査計画について、牛等の実験動物として有用性が高いミ


ニ家畜を対象に、ネパールにおいてその飼養実態や遺伝的特性を調査する予定であ


ることが説明された。質疑応答では、近年遺伝資源に対する各国の意識の高まりか


ら国外への持ち出しに対する規制が強化される傾向にあり、海外の遺伝資源の導入


には購入を含めて積極的な方策で臨む必要があることが指摘された。


5．第2期動物遺伝資源事業の進捗状況


第2期遺伝資源事業が平成12年度に終了することに関連して、第2期基本計画の


達成見込みについて、センターバンクより資料を基に説明がなされた。平成12年度


終了時の収集達成度予測は基本計画の8割であり、国内在来種で導入が遅れている


ものおよび海外からの遺伝資源の導入が実現しなかった点が、問題点として指摘さ


れた。これに関して、次期事業で国内在来種を引き続き導入することが説明された。


評価について、特性評価マニュアルの定稿化が進められている一方、新たに加わる


天敵等昆虫の評価方法について補足する予定であることが説明された。保存につい


て、災害等に備えた二重保存の必要性が指摘されながらも第2期では対応できなか


った点が指摘された。


質疑では、昆虫等を海外から遺伝資源として導入する際には国内種への影響を十


分考慮する必要があることが指摘された。また、大学等の機関が保有する蚕等の遺


伝資源を遺伝資源事業に導入する可能性およびデータベース等の情報交換の現状に


ついて質問され、関係サブバンクから実状が説明された。2重保存の実施が遅れて


いる理由の一つとして、現行では新規導入以外は収集点数としてカウントされない


ことがサブバンクより指輸された。その対策に関連して、植物部門では追加導入分


についても実績として評価する方向で検討中であることがセンターバンクから説明


された。


－12　－







6．次期動物遺伝資源事業の計画


資料を基に次期動物遺伝資源事業の計画案について、センターバンクより説明


された。次期事業に於いても国内在来種を中心に収集と保存を進めるが、その中で


特に集団が小型化した品種については保存形態として新たに体細胞を加える予定で


あること、DNAレベルでの多様性評価を推進するとともに、保存資源について精


子の運動性等の品質評価を進める予定であることが説明された。質疑応答では、保


存精子のDNAを用いて特性評価を進める方法が提案された。また、精子中心の保


存では、核内遺伝子のみの保存になるので、核外遺伝子の保存のために、卵の保存


についても配慮する必要があるとの指摘があった。


7．配布事業への取り組み


動物遺伝資源の配布時期については独立行政法人化後に配布業務を開始すること


とし、センターバンクおよびサブバンクが現在保存している牛、鶏、カイコ、マウ


スの数系統が配布可能である旨の説明がセンターバンクよりあった。質疑応答では、


配布に対する要望の調査の必要性が指摘された。また、和牛の海外への配布が問題


点として指摘され、第3期事業計画に向けて詰めることとした。


8．その他


次年度からジーンバンク事業に参加する予定の農業環境技術研究所より、有用昆


虫資源についての事業説明がなされた。品質評価法や評価項目について質疑がなさ


れ、今後詰めていく旨の回答があった。
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平成11年度動物遺伝資源部会出席者名簿


所　　　 属 物　 名 氏　　　 名


遥舶壷嚢事務局〕
〝


吾妻補佐 剋‖館
〔学識経験者〕
総合研究大学院大学 副 学 長 森脇　 和郎
東京農工大学農学部 教　　 授 寅色　 俊一


〔場　 。所〕
畜産試験場 育種部長 大石　 孝雄


繁殖部長 償屋　 尭由


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 遺伝育種部長 宮崎　 昌久
遺伝素材研究室長 嶋崎　 旭


家畜衛生試験場 生体防御研究部長 関川　 賢二
病原微生物管理研究官 上田　 久


農業環境技術研究所 環境生物部昆虫管理科長 松井　 正春
天敵生物研究室長 矢野　 栄二
天敵生物研究室 望月　 雅俊
昆虫行動研究室長 斎藤　 修


家畜改良センター 技術部長 新山　 正隆


農業生物資源研究所 所　　 長　　　 （部一会 長） 桂　　 直樹
遺伝資源調整官　 （副部会長） 宮崎　 尚時
遺伝資源第一部長 加藤　 邦彦


′′　　　 上席研究官 加来　 久敏
遺伝資源第二部長 大野　 清春


′′　　　 上席研究官 橋本　 純治
研究交流第2 科長 小林　 虞美
動物探索研究チーム長 峰澤　 満
動物探索研究チーム 佐藤　 正寛
動物探索研究チーム 高橋　 秀彰
情報システム研究チーム長 武田　 尚人
動物評価保存研究チーム長 金子　 浩之
動物評価保存研究チーム 野口　 純子
動物評価保存研究チーム 菊地　 和弘
遺伝資源管理情報科長 白田　 和人
総務部 業務管理課長 藤田新三郎
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2）ワーキンググループ打ち合わせ会議


平成11年度ワーキンググループ打ち合わせ会議議事録


日時：平成11年11月26日（金）13：30～17：15


場所：農業生物資源研究所研究本館大会議室


（1）挨拶


農業生物資源研究所　　　　宮崎遺伝資源調整官


農林水産技術会議事務局　　大川連絡調整課課長補佐


（2）議事（進行：大野遺伝資源第二部長）


1．農林水産ジーンバンク事業を取り巻く動向


農林水産技術会議事務局から、農林水産ジーンバンク事業を取り巻く動向について以


下のような説明が行われた。


ィ．平成12年度予算要求の説明


動物遺伝資源では、遺伝資源の維持配布における昆虫の保存等を強化し、ウシの


凍結受精卵の保存に取り組むこと、また省庁間連携に対応し、ジーンバンク情報シ


ステムを強化すること等が報告された。


ロ．ジーンバンク評価委員会について


平成11年度ジーンバンク評価委員会の評価結果が報告された。全体として適切


または概ね適切と評価された。サブバンクから、評価結果のインターネットでの公


表に当たっては、事前に担当機関へ評価結果の連絡が欲しいことならびに否定的結


果が強調されているような今回の公表方式について見直して欲しいとの要望があっ


た。また、今年度のジーンバンク評価委員会について、微生物・動物部門の重点的


な議論、第2期基本計画、次期基本計画の暫定評価実施等の方針が示された。


2．平成11年度運営体制、部会委員、ワーキンググループ委員について


転任等に伴う部会委員とワーキンググループ委員の変更ならびに運営体制の変更につ


いて報告された。


部会委員では、副部会長が山下良弘前畜産試験場長より横内囲生畜産試験場長に変更、
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ワーキンググループ委員では居在家義昭生殖工学研究室長から下司雅也生殖細胞研究室


長へ変更され、それに伴い運営体制において、畜産試験場の担当を生殖工学研究室から


生殖細胞研究室に変更した。


3．平成11年度事業の進捗状況について


ィ．収集：


センターバンク、サブバンクとも、概ね当初計画通り進んでいるとの報告があった。


センターバンクから報告書の書き方について、収集した内容をわかりやすく表記して


欲しいとの要望が出された。


農業生物資源研究所：牛2点（黒毛和種1点、日本短角種1点）、豚2点（デュロック


1点、ランドレース1点）を新規導入し、牛1点（黒毛和種1点）を追加導入した


（いずれも凍結精液）。また牛1点（見島牛）を追加導入予定である。


畜産試験場：豚1点（バンプシヤー）の凍結精液を新規導入した。また本年度から繋養


している梅山豚の凍結精液作製に着手したことが報告された。


蚕糸・昆虫農業技術研究所：新規導入なし。


家畜衛生試験場：国立遺伝研よりマウス3系統を凍結胚で導入、マウス1系統を生体で


導入した。


家畜改良センター：めん羊1点（マンクスロフタン）を凍結精液で、牛1点（黒毛和


種）を凍結精液および凍結胚で導入した。鶏9点と山羊1点を、遺伝資源として組み


換え、新規導入した。


ロ．評価・維持：


センターバンク、サブバンクとも概ね順調に推進されているとの報告があった。家


畜衛生試験場から、繁殖生理の解明と増殖促進を目的とする共同研究としてジャワマ


メジカを東京都・上野動物園で飼育していることが報告された。


ハ．動物遺伝資源の保存数：


各サブバンクより平成10年度末における保存数として、雌雄別の個体数、凍結精


液本数、凍結胚個数等の報告があった。


二．情報の管理運営：


蚕糸・昆虫技術研究所から、蚕遺伝資源のデータベース化を進めたことが報告され


た。


4．海外探索の実施と計画について
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平成11年度は、インドネシアの遺伝資源の探索調査（対象：家禽類）を3月上旬に


行うよう準備を進めていることが報告された。次年度計画では、畜産試験場から、ネパ


ールにおけるミニ家畜遺伝資源の探索調査を第1案、パラグアイにおけるバリナシミツ


バチ類の遺伝資源としての現状と利用に関する共同調査を第2案として提案がなされた。


5．第2期動物遺伝資源事業の進捗状況について


センターバンクで取りまとめらた資料に基づき第2期事業の進捗状況が検討された。


収集点数に関しては目標点数が達成される見込みであること、パスポートデータにつ


いては入力が完了し、特性評価に関しては調査項目の見直しがほぼ完了し、現在見直


された調査項目に基づいてデータベース入力のための枠組みを構築中であることが説


明された。改良センターから、体細胞の保存に関する取り組みについて質問があった。


これに対し、精子・胚の凍結保存を進め、希少度の高いものについては体細胞でも保


存することを基本方針とし、次期事業でも踏襲することを確認した。また、各バンク


から要望の高かった要員特に専門職の増数の可能性について、連調課から定員削減の


関係から難しい状況であることが説明された。


6．次期遺伝資源事業の計画について


次期事業の基本計画が検討された。在来家畜を中心に探索・収集を行うこと、農業


関連野生種ならびに形質転換動物等の新創出遺伝資源をも対象とすること、体細胞保


存を導入すること、DNAマーカー等を利用した新しい評価法を導入すること、凍結


生殖質細胞の客観的評価法を導入すること等が確認された。これに関連して黒毛和種


において鳥取系が急速に失われつつあるので、これらの保存が急務であること、また、


海外探索調査についても、遺伝資源の導入が可能なものについては積極的に進めるべ


きであることが指摘された。


7．配布事業に対する取り組みについて


センターバンクより第2期事業期間中に配布を開始する方針とスケジュールが示さ


れた。これに対し、スケジュールが独立行政法人化の時期とも重なることが指摘され、


効率良く配布規程を策定し配布事業を開始するために、関係各局と調整を行った上で、


連調課が開始時期等のスケジュールを決定することが確認された。次に、各サブバン


クから、現状で配布可能な資源と問題点等の説明がなされた。生物研では黒毛和種の


凍結精液が配布可能；畜試ではニワトリ2系統（ファイオミならびに白色レグホーン


卵殻質系）の配布が可能ではあるが場内の再確認が必要なこと、さらに生体において
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は受注生産方式の導入が条件であること；蚕昆研からは現在配布を行っていることに


加え、国外流出の危険性ならびに教育用の遺伝資源配布についての配慮が必要である


こと；家衛試ではマウス4系統の配布が可能；改良センターからは和牛の凍結精液と


凍結胚の配布が可能であるが、和牛の海外流出を回避するための手段を講ずる必要が


あることならびに遺伝資源の配布価格に関しては種畜配布と同価格としたいこと、な


どが報告された。特定の遺伝資源について、海外流出を阻止するための技術的な手段


として、海外へ配布しないことを明記して配布リストに載せるかどうかが審議された


が、この間題に関しては継続して検討することとした。また、精液証明書の添付の問


題を含めて、遺伝資源と種畜の配布の違いを明確化させるための調整、および配布遺


伝資源の価格の整合性の調整を連調課が関係部局と行うこととした。
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平成11年度動物遺伝資源部会ワーキンググループ
打ち合わせ会議出席者名簿


平成11年11月26日（金）
農業生物資源研究所


所　　 属 職　　　 名 氏　　 名


技術会議 事務局〕
課長 補佐 大川　雅央


連絡調整課／／ 係長 斎藤　広伸


畜産試験場 育種素材開発研究室長 花田　 博文
ミツバチ研究室長 天野　 和宏
生殖細胞研究室長 下司　 雅也
業務第3科長 武田　 隆夫


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 遺伝素材研究室長 嶋崎　 ‾旭


家畜衛生試験場 病原微生物管理研究官 上田　 久


家畜改良センター 種畜課長 藤由　 優
（代理　 統括生産技術調整官 下平　 乙夫）


農業生物資源研究所 遺伝資源調整官 宮崎　 尚時
遺伝資源第一部長 加藤　 邦彦


〝　　　 上席研究官 加来　 久敏．
遺伝資源第二部長 大野　 清春


′′　　　 上席研究官 橋本　 純治
研究交流第2科長 小林　 虞美
動物探索研究チーム長 峰澤　 満
動物探索研究チーム 佐藤　 正寛
動物探索研究チーム 高橋　 秀彰
情報システム研究チーム長 武田　 尚人
動物評価保存研究チーム長 金子　 浩之
動物評価保存研究チーム 野口　 純子
動物評価保存研究チーム 菊地　 和弘
遺伝資源管理情報科長 白田　 和人
総務部 業務管理課長 藤田新三郎


業務管理課 鈴木　 昌幸
業務管理課 中澤　 恭子
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3．平成11年度動物遺伝資源部門事業実績







1）農業生物資源研究所における事業実績


（1）遺伝資源の収集


機関，部，室 動物 品 種，系 統 導入形態，点数 導入先 備　 考


生物研
遺資二
動保研


牛 黒毛和種
黒毛和種 （第 7・糸桜、


晴美系）
日本短角


1
2


凍結精液　 1


長野県
島根県


岩手県


新規 （37 71本、8頭）
追加 （3600本、3頭）


新規 （200本、1頭）


豚 デュロック（フジロック）
ランドレース （クンマL）


1
1


静岡県
群馬県


新規 （68本、6頭）
新規 （91本、7頭）


合　　　　　　　 計 6


（2）遺伝資源の評価


動物 品 種，系 統
担当機関


部，室


特性調査
主要調査項 目


1 次 2 次 3 次


牛 見島牛


黒毛和種 （鹿児島県、栄光系）
黒毛和種 （鹿児島県、田尻系）


褐毛和種 （高知系）
黒毛和種 （岩手県、安美土井系）．


生物研


遺資二
動物研


○
○


○
○


〇 ・


〇
〇


形態，体重，体型


繁殖性，交雑利用性


（文献）


豚 ラン ドレース （サガ L ）
大ヨークシャー （フジヨーク）


ラン ドレース （シンシュウ L ）


ラン ドレース （ダイ 2 サキタマ）


○
○


○
’○


○


○


形態，体重，体型
繁殖性，交雑利用性


（文献）


鶏 金八 （秋 田系）


声良 （秋田系）


比内 （秋田系）


〇


〇
〇


形態，体重，体型
繁殖性，交雑利用性


（文献）


合　　　　　　　 計 4 4 8
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（3）遺伝資源の維持


動 物 品 種 ， 系 統
担 当機 関


部 ， 室


ワー キ ン グ ベ － ス ア クテ ィ ブ
備　 考


形 態 点 数 形 態 点 数 形 態 点 数


牛


プ ラー マ ン


サンタ・ガ－トルーデ ィス


黒 毛 和 種 （倉 花 系 ）


黒 毛和 種 （第 7 糸 桜 系）


黒 毛 和 種 （島根 県 ・兵 庫 系 ）


黒 毛和 種 （城 松 系 ）


黒 毛 和 種 （松 田系 ）


褐 毛和 種 （重 玉 系 ）


褐 毛和 種 （第 5 光 浦 系）


褐 毛 和 種 （蘇 久 系 ）


黒 毛和 種 （晴 美 系 ）


黒 毛和 種 （島 根 県 ・気 高 系）


見 島牛


黒 毛 和 種 （鹿 児 島 県 ・栄 ＿光 系 ）


黒 毛 和 種 （鹿 児 島 県 ・田尻 系 ）


黒 毛 和 種 （岩 手 県 ・安 美 土井 系 ）


褐 毛 和 種 （高 知 系 ）


日本 短 角種 （岩 手 県 ）


黒 毛 和 種 （長 野 県 ）


生 物 研


遺 資 二


動 保 研


生殖


〝


1


1


生 殖


11


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


11


〝


〝


〝


〝


11


1


1


1°


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


豚


ラ ン ドレー ス （ハ ロセ ン陽 性 豚 ）


ラ ン ドレー ス （タテ ヤ マ L ）


ラ ン ドレー ス （ボ ウ ソ ウ L ）


ラ ン ・ドレー ス （ア キ ヨシ L ）


デ ュ ロ ッ ク （ボ ウ ソ ウD ）


東 北 民豚


中 ヨー ク シ ャー （豚 コレラ検 定 用 系 ）


ラ ン ドレー ス （エ ド）


大 ヨー クシ ャー （ハ マ ナ スW ）


北 京 黒豚


大 ヨー クシ ャー （ハヤチネW l）


ラ ン ドレー ス （けギ L）


金 華 豚


ラ ン ドレー ス （サ ガ L ）


大 ヨー ク シ ャー （フ ジ ヨー ク ）


ラ ン ドレー ス （シ ン シ ュ ウ L ）


ラ ン ドレー ス （ダ イ 2 サ キ ク マ）


デ ュ ロ ック （フジ ロッ ク）


ラ ン ドレー ス （グ ンマ L ）


生 殖 1


1


・．生 殖


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


鶏


東 天 紅 （茨 城 系 ）


声 良 （茨 城 系 ）


萄 鶏 （茨 城 系 ）


軍 鶏 （茨 城 系 ）


岐 阜 地 鶏 （茨 城 系 ）


名 古 屋 （茨 城 改 良系 ）


名 古 屋 （茨 城 系 ）


ロードアイランド レッド （茨 城 系 ）
横 斑 ブ リマスロック（茨 城 系 ）


ニューハンプ シャー（茨 城 系 ）
パ フ コー チ ン （東 京 系 ）


，薩 摩 鶏 （白笹 ） （東 京 系）
プ ラマ （東 京 系 ）


生 殖


〝


〝


11


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


1


1


1


1


1


1


1


1


1°


1


1


11
1


－　22　－







動物 品 種，系 統
担当機関


部，室


ワーキング ベース アクティブ
備　 考


形態 点数 形態 点数 形態 点数


l
l
l


中軍鶏（東京系）


軍鶏（東京系）


白色レグホー ン（アンソニー系） （東京系）


オース トラロープ （東京系）


烏骨鶏 （白） （東京系）


薩摩鶏 （赤笹） （茨城系）


萄鶏 （新潟系）


岩手地鶏 （赤笹） （岩手系）


岩手地鶏 （白笹） （岩手系）


小国 （茨城系）


名古屋 （東京系）


ミノルカ （東京系）


金八 （秋 田系）


声良 （秋田系）


比内 （秋田系）


／／‾


1！


／！


／！


／／


／／


／／


／／


／／


／／


／／


！！


！／


11


／！


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


・1
1 ＿


合　計 「‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾　4 I　　 6 2 I　　 i注）生殖：生殖細胞


H l O 年 度保存点 数 ワー キング 4 点 ベー ス 5 8 点 合計 6 2 点
H l 1 年 度保存点 数 ワー キング 4 点 ベー ス 6 2 点 合計 6 6 点


（4）情報の管理運営
1）平成10年度農林水産省ジーンバンク事業動物遺伝資源部門実績報告書
2）動物遺伝資源探索調査書（第10号）
3）MAFFセミナーProceedings
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（5）動物遺伝資源保存数


動物 品 種， 系 統
個 体 数 凍結精液 凍瑚 云


備軍
雄 雌 本数 頭数 個数 頭 数


牛


プ ラーマ ン
サンタ・ガ－トルディス
薫董篤 農 転 系，


黒毛和 種 （城松 系）
黒 毛和種 （松 田系）
褐 毛和種 （重 玉系）
褐毛 和種 （第 5 光浦 系）
褐 毛和種 （蘇 久系）
黒毛和種 （晴美 系）
黒 毛和種 （島根 県 ・鳥取気 高系）
見島牛
黒毛 和種 （鹿児 島県 ・．栄光系）
黒毛 和種 （鹿児 島県 ・田尻 系）
褐 毛和 種 （高知 系）
黒毛和 種 （岩手県 、安美 土井 系）


10
10


2，235
22，944
5，202


932
4 35
74 5


1，630
246 °


6，200
1，400


500
4，955


935
5，196


200


1
1
2


26
4
2
1
6


14
2
4
1
6
5
1
8
1


4．▼　1－　1．　°．　ttレ　1．　4．　t．　－　．．


豚


ラン ドレース （ハ ロセン陽性豚）
ラン ドレース （タテ ヤマ L ）
ラン ドレース （ボ ウソウ L ）
ラン ドレース （ア キ ヨシ L ）
デ ュロ ック （ボ ウソウD ）
東北民豚
中 ヨー クシ ャー （豚コレラ検定用系）
ラン ドレース （エ ド）
大 ヨー クシ ャー （ハマナス W ）
北京 黒豚
大 ヨー クシ ャー種 （ハヤチネW l）
ラン ドレース種 （けギ L）
金華豚
ラン ドレース （サガ L ）
大 ヨー クシ ャー （フジヨー ク）
ラン ドレース （シンシュウ L ）
ラン ドレース （ダイ 2 サキ タマ）


30
95


100
10 0
10 0
112
10 0
80
133
115
58
20
2 6
129
10 0
210
350


2
5
5


・5
5
2
2
4
9
2
4
4
6
10
7


°10
15


鶏


畢歪嶺 欝 戸）


蓋誓願 私 系，


名 古屋種 （茨城改 良系）


薩摩 鶏 （白笹 ） （東京系）
詣 還 佳 奈 票】


軍鶏 （東京 系）
白色 レグホー ン（アンソニー系） （東京 系）
オー ス トラ ロープ （東京 系）
烏骨鶏 （白） （東京 系）
欝 掩 産 卵 ’


（岩 手系）


小国 （茨 城系） （岩 手系）
名古屋 （東京 系）
ミノル カ （東京 系）
金八 （秋 田系）
声 良 （秋 田系）
比内 （秋 田系）


3 6
83


118
4 2
78 ．


106
280
365
118
34


109
9


20
334
3 1
24 8
105
38 0
6 5
10 9
2 1
2 2
54
52
3 7
54
6 4
165


混　合　精　液　の　た　め　頭　羽　数　な　し


合計 52，695 151
（平成 1 0 年 3 月 3 1 日現在）．
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2）畜産試験場における事業実績
（1）遺伝資源の収集


機関，部，室 動物 品 種，系 統 導入形態，点数 導入先 備　 考
育種部


育種素材研
豚 バ ンプシャ ー 生殖細胞、 1 群馬県 （新規導入 ） l


合　　　　　　 計 1


（2）遺伝資源の評価


動 物 品 種 ， 系 統
担 当 機 関


部 ，　 室


特 性 調 査
主 要 調 査 項 目


1 次 2 次 3 次


牛 日本 短 角種


畜　　　 試


育　　　 種


育種 素 材 研


企 画 調 整


業 務　 1 科


0 0


繁 殖 性 ，・産 肉性


交 雑 利 性 等 （文 献 ）


豚 ゲ ッチ ンゲ ン ミニ 豚ハンプ シャ ー


畜　　　 試


企 画 調 整


業 務　 2 科


畜 ’　　 試


育　　　 種


育 種 素 材研
0 0


0


生 理 特 性 ， 繁 殖 性


交 雑 利 用 性 （文 献 ）


鶏


ヨー ロ ッパ 鶏


（ハ ンブ ル グ ，・ブ ラバ ン ダ ー ）


白色 レグ ホ ー ン


（青 色 卵 殻 遺 伝 子 保 有 系 統 ）


企 画 調 整


業 務　 3 科
0


0


0


0


形 態 ， 体 重 ，体 型


産 卵 能 力


ミツバ チ 日　 本　 蜂


畜　　　 試


育　　　 種


み つ ば ち研


0 0


耐 病 害 虫性 ， 環 境


適 応 性 ， 行 動 特睦 ，


生 理 遺 伝 的特 性


合　　　　　　　　 計 ．3 5 3
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（3）遺伝資源の維持


動　 物 品　 種，系　 統
担当機関


部 ，．室


ワーキ ング ベース ア クテ ィブ
備考


形態 点数 ．形態 点数 形態 点数


牛


口之島


魯西黄牛


日本短角種 （笹川系－ 1 ， 2 ）


′′　　 （錦光系 ）


畜　　　 試


繁　　　 殖


生殖細胞研 細胞


細胞
2


1


細胞


細胞
1
1‾


水　 牛 ‘沼　 沢 細胞 1
山　 羊 シバ 畜　　　 試


企 画 調 整
業務　 1科


個体 1


めん羊 フィニッシュラン ドレース 個体 1


豚


ランドレース（ハ ロセン陽性）


梅山豚
ゲッチ ンゲンミニ豚


バ ンプシャ ー


畜　　　 試


企 画 調 整
業務　 2 科 個体


細胞
1


2


個体


〝


1


1


H ll


鶏


対馬地鶏


土佐地鶏


比 内鶏


ヨーロッパ鶏 （ハンブルグ ）


・〝　　　 （ブラバンダー


アロウカナ


ファ イオ ミ


白色 レグホーン（卵殻質選抜系）


強　 系


弱　 系


白色 レグホーン（dw）


白色 レグホーン（DW）


白色 レグホーン（青色卵殻）


畜　　　 試


企画調整


業務　 3 科


個体


細胞
個体


細胞


1


1


個体
細胞


個体


細胞
個体


細胞


個体


細胞
個体
細胞


個体


細胞


個体
細胞


個体
細胞
個体


細胞
個体


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


ウズラ


家禽系


野生系
先天性神経異常系


個体


JJ
〝


1
1


1
ウサギ ダッチ 個体 1


ミツ／了チ


西洋蜂


日本蜂


畜　　　 試


育　　　 種


みつばち研


個体 1


個体 1


合　 計 9 ‘2 2
備考）細胞：精子


H l O 年度保存点数 ワー キシグ 8 点 ベース 2 2 点 合計 3 0 点 ，
H 1 1 年度保存点数 ワ ー キング 9 点 ベース 2 2 点 合計 3 1 点
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（4）情報の管理運営


動物遺伝資源特性調査マニュアルに従い特性調査を実施中


（5）平成10年度動物遺伝資源保存数


動物 品 種， 系 統
個　 体　 数 凍結精液


本数


凍結胚


個数
群


雄 雌


牛


口之島


魯西黄牛


日本短角種 （笹川 系 － 1 ， 2 ）


′′　　 （錦 光系 ）


70


200


100


100
水　 牛 沼　 沢 200
山　 羊 シバ 5 44
めん羊 フ ィニ ッシュラ ン ドレー ス 1 4


豚


ラ ン ドレース（ハ ロセ ン陽性 ）


梅 山豚


ゲ ッチ ンゲ ン ミニ豚


バ ンプ シャ ー


1


3 30 30


20


30 1）


鶏


対馬 地鶏


土佐 地鶏


比 内鶏


ヨー ロッパ鶏 （ハ ンブル グ）


′′　　　 （ブラバ ンダー）


ア ロウカナ


ファイオ ミ
白色 レグホ ー ン（卵殻質選 抜系 ）


強 ．系


弱　 系


白色 レグホー ン（dw）


白色 レグ ホー ン（D W）


40


15


49


10


10 ・


9 3


70


56


45


3 1


40


32


13


56


10


7


108


88


143


133


60


105


165


3


158


68‾


116


92


171 2）


104 2）


8 82）


8 72）


140 2）


ウズラ


家禽 系


野 生系


先天性 神経異 常系


199


68


77


305


2 13


2 35
ウサギ ダ ッチ 18 14


ミツバ チ 甲洋蜂


日本蜂


75


5


合　　　　　 計 831


（620）
1，600


（1，424）
1，9 42
（1，322）


80
（80）


（平成11年3月31日現在）
（）：前年度の保存点数


1）：平成10年度新規導入保存
2〉：平成10年度に新たに精液を保存


－　27　－







3）蚕糸・昆虫農業技術研究所における事業実績


（1）遺伝資源の収集


機関，部，室 動物 品 種，系 統 導入形態，点数 導入先 備考
蚕　 昆　 研
遺 伝 育 種
遺伝素材研


蚕
なし


合　 二塁


（2）遺伝資源の廃棄


痍 関，部，室 動物 品 種，系 統 廃棄 理由 備考


蚕　 昆　 研


遺 伝 育 種
遺伝 素材研


蚕


な し


合　　　 計


（3）遺伝資源の評価


動 物 品種 ， 系 統 ， 品種 数
担 当機 関


部 ， 室


特 性 調 査
主　 要　 調　 査　 項　 目


1 次 2 次 3 次


蚕


日本 画　 在 来 種　 39


〝　　　　 11　　 10


〝r　 改 良 種　45


〝　　　　　 〃　　　 10
中 国種　 在 来 種　 4 1


〝　　　　 11　　 10


1／　 改 良 種　 62


〝　　　　　 〝　　　　 8
欧 州 種　 在 来 種　 27


〝　　 改 良 種 19
東 南 ア ジ ア 種　　 6


眠 性 種　　　　　 2 1


突 然 変 異 種 原 型 123


突 然 変 異 複 合 型　 49


蚕 昆 研


遺 伝 育種 部


遺 伝 素材 研


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


・〇


〇


〇


〇


〇


卵 色 ， 蟻 色 ， 斑 紋 ， 繭色


生 存 率 ， 飼 育 経 過 ， 玉 繭蚕 率


卵 色 ， 蟻色 ， 斑 紋 ， 繭色 等


生 存 率 ，飼 育 経 過 ， 玉 繭蚕 率


卵 色 ， 蟻 色 ， 斑 紋 ， 繭 色 等


生 存 率 ， 飼 育 経 過 ， 玉 繭蚕 率


越 年 卵 色 ， 蟻 色 ， 幼 虫斑 紋 ， 繭 色


生 存 率 ， 飼 育 経 過 ， 玉 繭蚕 率


卵 色 ， 蟻 色 ， 斑 紋 ， 繭色


卵 色 ， 蟻 色 ， 斑 紋 ， 繭色


休 眠 性 、卵 色 ， 蟻 色 ， 斑 紋 ， 繭 色


眠 性 ， 卵 色 ， 蟻 色 ， 斑 紋 ， 繭 色


卵 色 ，蟻 色 ， 体 色 ， 斑 紋 ， 遺 伝 様 式


卵 色 ，蟻 色 ， 体 色 ， 斑 紋 ， 遺 伝 様 式


合　　　　 計　 470 4 70 38


（4）遺伝資源の維持


動　 物 品　 種，系　 統
画当機関


部 ， 室
ワーキング ベース ア クティ ブ


備考
形　 態 点数 形　 態 点数 形　 態 点数


蚕


日本種　 在来種
露 悪 恕 琵


品璃 霊彙蓬


．覧群 ジ撃轟種


眠性種
妄欝 量彊讐墨


蚕昆研
遺伝育種部
遺伝素材研


受精卵 受精卵 49
55


51


70
27
19
6


21
123
49


受精卵 49
27
51
35
27
16
6


18
112
44


「 合　 計 470 385 】


H l O 年度保存点数 ワーキング 1 点 ベース 470点 合計 470点
H l 1 年度保存点数 ワーキング 0 点 ベース 470点 合計 470点
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（5）情報の管理運営


動物遺伝資源特性調査マニュアルに従って特性調査を実施した。


（6）遺伝資源の保存数


（平成11年3月31日現在）
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動物 品 種，系 統
個　　　 体　　 数 凍 結 精 液 凍　 結　 杯 ll備　 考　 ：


ll
品　 種　 数 蛾　 数 本数 頭 数 個数 頭 数


蚕


日　 本　 種 在　 来　 種


改　 良　 種


49


55


1960


2200


ltlllllll
小　 ＿計 104 4160


中　 国　 種 在　 来　 種


改　 良　 種


51


70


2040


2800


lllllllll．
小　 計 121 4 84 0


欧　 州　 種 在　 来　 種


改　 良　 種


2．7


19


1080


760


lllllllll
小　 計 46 184 0


東南アジ ア種 6 240 lll
眠　 性　 種 21 840 lll
突 然変異種


123 　 3 690
lllll


突 然変 異種
49 14 70 llllI合　　　　 計 4 70 17，080 lll







4）家畜衛生試験場における事業実績
（1）遺伝資源の収集


機関，部，窒 動　 物 品 種，系　統 導入形態，点数 導　　 入　　 先 備　　 考


家 畜 衛 ．試


生　 防　 部


疾患モデル研


マ　 ウ　ス


M．Bac－Gm s（遺伝研マウス）


M．Bac－Kjo （遺伝研マウス）


M．8ac－Nsh2 （遺伝研マウス）


HSP 70．トK，．0．（熱ショック蛋
白遺伝子欠損マウス）


凍結胚　　 1


凍結胚　　 1


凍結胚　　 1


生体　　　 1


国立遺伝学研究所


国立遺伝学研究所


国立遺伝学研究所


家畜衛生試験場


新規導入済み （18
個）
新規導入済み （56
個）
新規導入済み （8
個）
作出（♂30，♀60）


合　　　　 計 4


（2）遺伝資源の評価


動　　 物 品 種 ， 系 統
担 当 機 関


部 ，　 室


特 性 調 査
主 要 調 査 項 目


1 ．次 2 次 3 次


マ　 ウ　 ス Dh （先 天 性 牌 欠損 マウス）
KK （肥 満 マウス）
TNF α－K ．0 ．（TNF α遺 伝 子 欠 損 マウス）


家 畜 衛 試
生　 防　 部
疾 患 モデ ル研


〇
〇
〇


〇
〇
〇


疾 患 モ デ ル 動 物 と して活


用す るた め の 特 性 解 析


合　　　　　 計 3 3


（3）遺伝資源の維持


No 動　 物 品種，系統
担当機関


部 ， 室


ワーキング ベース アクティブ


備　　 考形態 点数 形態 点数 形態 点数


1


2


3


4


5


6


7


8


9


10


11


12


13 r


l4


15


16


17


18


19


20


2 1


マウス


CF＃1（アロキサン＊感受性マウス）


AA （細菌毒高免疫原性マウ


ス）


DDD（水腎症好発マウス）


KK（肥満マウス）


NC（アナブイラキシーマウス）


RR（アロキサン＊耐性マウス），


SS（アロキサン＊感受性マウス）


NC－br p （NCの短址ミュータントマ


ウス）


KSN （胸腺欠損マウス）


Dh （先天性牌欠損マウス）


129／S v （精巣奇形腫好発マ
ウス）


TNF α－K．0．（TNF α遺伝子


欠損マウス）


A．CA／Sn（遺伝研マウス）


A／Wy／SnJ（遺伝研マウス）


AKR／J （垣伝研マウス）


BlO．GD （遺伝研マウス）


BlO．hI／Sn（遺伝研マケス）


BlO．M O L－TE N l（遺伝研マウ


ス）
自10－a p（遺伝研マウス）


BlO－Po （遺伝研マウス）


BALB／CAn N （遺伝碗マウス）


家 畜 衛 試


生　 防　 部


疾患モデル研


生体 ‘


〝


〝


JJ


J／


〝


〝


〝


〝


〝


〝


11


月杢


〝


〝


〝


〝


〝


〝


〝


11


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1．


11


1


．1


1


1


1
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No 動　 物 品種，系統
担当機関


部 ， ‘室


ワーキング ベース アクティブ


備　　 考形態 点数 形態 点数 形態 点数


22


23


24


25


26


27


28


29


30


31


3 2


33


34


BFM／2 M s（遺伝研マウス）


C．OGS－Ap（遺伝研マウス）


C．U棚 （遺伝碗マウス）


C3H．JK／Sn （遺伝研マウス）


C3H．NB／Sn （遺伝研マウス）


C57BL／・10SnJ （遺伝研マウス）


CBA／CaH N（遺伝研マウス）


CBA／StM s（遺伝研可ス）


M．Bac－Avz3 （遺伝研マウス）


M．Bac－Gm s （遺伝研マウス）


M．Bac－Kjo （遺伝研マウス）


M．Bac－Nsh2 （遺伝研マウス）


HSP 70．1．－K．0．（熱ショック蛋


白遺伝子欠損マウス）


JJ


J／


1／


／／


／J


／／


／／


／／


ノ1


／／


／／


／／


生体


‘1


1


1


1


1


1


1


1


1－


1


1


1


1


35 マメジカ ジャ ワマメジカ 家 畜 衛 試
生　 防　 部
疾患モデル研


生体 1


36


3 7


38


ニワ トリ


15 I （採卵鶏， 白色バブ


コック系）
P2 （採卵鶏， 白色バ ブコ


ック系）r
PDL－1 （採卵鶏， 白色バブ


コック系）


家 吾 衛 試
ウイルス病 部
発病機構研
細 ・寄　 部
寄生虫病研
病態生理部
非感 染病研


生体


〝


11


1


1


°1


計 4 3 4


＊：アロキサン：糖尿病誘発薬


H l O 年度保存点数 ベース 3 4 点 合計 3 4 点


H l l 年度保存点数 ベース 3 4 点 ワーキング 4 点 合計 3 8 点


（4）情報の運営管理
・動物遺伝資源特性マニュアル（未定稿）に従って特性調査を実施している。


（5）その他
・マウス：TNFα－K．0．は，国際共同研究の一環としてInternational Livestock ResarchInstitute（ケニア）


に分与した。TNFα－K．0．については，胚の凍結保存化を終了し，他の近交系マウスについても順次着手する予定


である。


・ジャワマメジカ：雄3頭，雌3頭については，繁殖生理の解明と増殖の促進を目的に東京都・上野動物園にお
いて飼育中であるが，現在までに増殖の兆候が伺えず，また動物遺伝資源マニュアル（未定稿）に準じた1次特


性のデータも蓄積できておらず，遺伝資源としての基本的特性の調査の試みを継続中であり，ワーキングコレク


ションとして取り扱うこととした。


・遺伝研から導入したマウスは将来の実験動物の改良に備えて胚凍結保存中である。


・家きんは近交劣化による産卵率，受精率，ふ化率の低下及び卵殻の脆弱化の傾向が著しく，研究室への円滑な
供給も困難となりつつあり，また動物遺伝資源マニュアル（未定稿）に準じた1次特性のデータも蓄積できてお


らず，専門家の退職に伴う遺伝資源としての基本的特性の調査及び種鶏の維持が困難になりつつあり，当面はワ


ーキングコレクションとして取り扱うこととし，，早急にジーンバンクコレクションの登録からの削除を検討中


である。
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（6）遺伝資源の保存数


動　　　　 物 品　 種，系　 統
個　 体　 数 凍 結 精 液 凍　 緬　 胚


備考
雄 雌 本数 頭 数 個数 頭数


マ　　　 ウ　　　 ス


CF＃1 （アロキサン＊感 受性マウス）
AA （細菌 毒高感受 性マウス）
DDD （水腎症好発マウス）
KK（肥満マウス）
NC（アナフイラキシーマウス）
RR（アロキサン＊耐性マウス）
SS（アロキサン＊感受性マウス）
NC－brp （NC の短址 ミュータントマ
ウス）
KSN （胸腺欠損マウス）
Dh（先天性牌欠損マウス）
C129／sv （精巣奇形腫 好発
マウス）
T NF α－K．0．（TNF α遺伝 子
欠損マウス）
A．CA／S n （遺伝研マウス）
A／Wy／S nJ （遺伝研マウス）
AKR／J （遺伝研マウス）
B lO ．GD （遺伝研マウス）
B lO ・M／S n （遺伝研 マウス）
B IO ・M OL －T E単 （遺伝 研マウ
ス）
B lO－ap （遺伝研マウス）
B IO ．Po （遺伝研マウス）
BALB／cAnN （遺伝研マウス）
BFM／2MS （遺伝研 マウス）
C．OGS－A p （遺伝研 マウス）
C．URM （遺伝研マウス）
C3H ．JK／Sn （遺伝 研マウス）
C3H．・NB／Sn （遺伝 研マウス）
C苧7BL／10SnJ （遺伝研マウス）
CBA／CaHN （遺伝研 マウス）
CBA／StM s （遺伝研 マウス）
M．Bac．－Av z3 （遺伝 研マウス）


30
30
30
30
30
30
30
30


30
30
30


30


60
60
60
60
60
60


・60
60


60
60
60


．60


12
33
32
85
84
58


27
74
47
73
50
29
33
17
80
12
60
36


マ　　 メ　　 ジ　 カ ジャ ワマ メジカ 5＊＊ 5＊＊


鶏


1 5 I （採 卵 鶏 ， 白色バ
ブコ ック系）
P 2 （採 卵鶏 ， 白色 バ ブ
コ ック系）
P D L － 1 （採 卵鶏 ， 白
色バ ブコ ック系）


12


12


12


4 0


4 0


40


合　　　　　 計 4 01 ．84 5 842
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＊：アロキサン：糖尿病誘発薬


＊＊：ジャワマメジカ：雄3，雌3については，繁殖生理の解明と増殖の促進を目的に，東京都・上野動物園にお


いて飼育中である。


（平成11年3月31日現在）







5）家畜改良センターにおける実績
（1）遺伝資源の収集
牧場名 動　 物 品　 種 導入形態 ・点数 導入先 備　　　 考
岩　 手


鳥　 取


兵　 庫


長　 野


めん羊


牛


鶏


山羊


マンクスロフタン


黒毛和種


土佐 九斤
比 内鶏
薩摩 鶏
軍鶏
名 古屋
熊 本


ロードアイランドレッド
横斑フつマスロック
烏骨鶏
日本サーネン種


凍結精液　 1


凍結精液　 1
1


生　 体　　 1
生　 体　　 1
生　 体　　 1
生　 体　　 1
生　 体　　 1
生　 体　　 1
生　 体　　 1
生　 体　　 1
生　 体　　 1
凍結精液　 1


北海道
岩手県
静岡県
L IAJ


兵庫牧場
兵庫牧場
兵庫牧場
兵庫牧場
兵庫牧場
兵庫牧場
兵庫牧場
兵庫牧場
兵庫牧場
長野牧場


追加　 1 0 頭 1 0 0 本
平成 1 2 年 3 月導入予定


新規 兵庫茂金系 2 0 0 本
追加 鳥取気高系 3 0 本
組み換 え　 兵庫牧場系
組み換 え　　　 Jl
組み換 え　　 11
組み換 え　　　 〃
組み換え　　　 11
組み換え　　　 〝
組み換え　　　 〝
組み換え　　　 〝
組み換え　　　 〝
組み換 え （長野牧場系）


5 頭・5 0・本


計 1 3


（2）遺伝資源の評価


動　 物 品　　 種 牧場名 特性調査 1 次 主要特性調査項 目
2 次 3 次 ‾


牛 見島牛
無角和種
褐毛和種 （高知 系）
黒毛和種 （鳥取 花系）


〝　　 （島根倉花系）
Jl　 （兵庫熊波系）
〝　　 （鳥取気高系）
〝　　 （岡山藤 良系）
〝　　 （鳥取栄光系）
11　 （広島岩 田系）
〝　　 （岡山下前系）
〝　　 （兵庫城崎系）
〝　　 （岡山中屋系）
11　 （兵庫菊美系）
〃　　 （兵庫茂金系）


鳥　取
〝
〝
〝
〝
〝
〝
11
〝‘
11
〝
〝
〝
〝


〇
〇


〇
〇


〇
〇


〇
〇
〇


〇
〇


〇
〇
〇


外貌、体型、生理特性、繁殖能力
〝　　11　　　　11　　　　　11


特性調査終了
／！
／／
ガ
ガ
ガ
／1
／1


生理特性、繁殖能力
！／
〝


精密性状．（次年度に受精卵検討）‾


馬 対州馬
木曽馬
トカラ馬
北海道和種
宮古馬


十 勝
〝
JJ
〝
〝 ○


〇
〇
〇
〇
〇


〇
〇
〇
〇
〇


体重、体型、生理特性、繁殖能力
〝　　　ノ／　　　　11　　　　　11
1／　　〝　　　　　〝　　　　　　〝
JJ　　J／　　　　〝　　　　　 11


外貌　 〝　〝　 〝 ・精液性状


豚 梅 山豚
中 ヨークシャー
バー クシャー


茨 城


〝
本 所


○
特性調査終了
発育、繁殖能力
特性調査終了


め ん羊 バルバ ドスブラックベリー
マ ンクス ・ロフタン


宮　崎
岩　手 ○ ○ ○


特性調査終了
雄外貌、血液、精液性状等


山羊 ピグミーヤギ
日本ザーネ ン種


長　野
〝 P


○
○ ○


発育・（輸液導入先検討中）
外貌、生理特性、繁殖能力


鶏 三河種
名古屋種
ファ イオ ミ
ニューハ ンプシャー


岡　崎


11
〝


兵 庫


〇
〇


〇


〇
〇


〇


発育、産卵率、卵重


〝　　　　　 〝　　　　　 JJ
特性調査終了
発育、産卵性、産卵能力
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動　 物 品　　 種 牧場名 特性調査 主要特性調査項 目
1 次 2 次 3 次′


鶏 白色 プ リマスロ ック


土佐 九斤
比内鶏
薩摩鶏
軍鶏
名古屋
熊本


ロー ドアイラン ドレッド
横斑プ リマスロック
烏骨鶏


兵 庫


〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝


〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇


°○
○


○
○
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇一


〇
〇


〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇


発育 、産 卵性 、産卵能 力


外貌、発育、産卵性、産卵能力
JJ　　　　　　 Jl
〝　　　　　　　 〝
11　　　　　　 11
1／　　　　　　　 〝
〝　　　　　　　 〝
〝　　　　　　　 〝
〝　　　　　　　 〝
〝　　　　　　　 〝


兎＊ 日本 白色種 （大型）


〝　　　 （小型）
日本アンゴラ種


長　 野


〝
〝


〇
〇
〇


〇
〇
〇


生理特性、繁殖能力


〝　　　　　　　　　 〝
〝　　　　　　　　　 〝


計 1 6 2　9 2　9


（3）遺伝資源の維持


動　 物 品　 種 牧場 名 ワー キ ン グ ベー ス ア クテ ィブ
形　 態 点数 形　 態 点 数 形態 点 数


牛 見 島牛
無 角和 種
褐 毛和 種
黒 毛和 種


鳥　 取


11
〝
〝 生体・凍結精液 2


生体・生殖細胞
／！　　　 ／／


生殖 細胞


生体・生殖細胞


1
1
1


1 0


馬 対 州馬
木 曽馬
トカ ラ馬
北 海 道和 種
宮 古馬


十 勝


〝
11
〝
〝


生体・凍結精液
！／1　 ／1
／／　　　 ／／
／／　　　 ／／
／／　　　 ！／


1
1
1
1 ．
1


豚 梅 山豚
中 ヨー ク シ ャー
バ ー ク シ ャー＊


茨 城


〝
本 所


生体・凍結細胞
！／　　　 ／／
／／　　　 ／！


1
1
1


めん羊 ルバ ドスブラックべ リー
マ ンク ス ・ロフ タ ン


宮 崎
岩　 手 凍結 精液 1


凍 結精 液 1


山 羊 ピ グ ミー ヤ ギ


日本 ザー ネ ン種


長　 野


〝


生体 1
凍 結精 液 1


鶏 三 河種
名 古屋 種


フ アイ オ ミ
ニ ュー ハ ンプ シャ ー
白色 プ リマ ス ロ ッ ク
土佐 九斤
比 内鶏
薩摩 鶏 1
軍 鶏 ・
名 古屋
熊 本


ロー ドアイ ラ ン ドレ ッ ド
横 斑 プ リマ ス ロ ック
烏 骨鶏


岡　 崎


〝
〝


兵 庫


〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
11
〝
〝


生 体


Jl
凍 結精 液
生 体


〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝


1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1


．1
兎 日本 白色 種 （大 型 系）


〝　　　 （小 型 系）
‘日本 ア ン ゴ ラ種


長　 野


〝
〝


生体


〝
〝


1
1
1


計 4 ．4　0


平成 1 0 年度保存点数 ワーキング 3 点 ベース 3 0 点 合計 3 3 点
平成 1 1 年度保存点数 ワーキング 4 点 ベース 4 0 点 合計 4 4 点
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（4）動物遺伝資源の保存数


動　 物 品　 種 個 体数 凍 結精 液 凍 結胚
備 考


雄 雌 本数 頭 数 ． 個数 頭 数


牛 見 島牛
無 角和 種
褐 毛和種 （高 知 系 ）
黒毛 和種 （鳥 取花 系）


（島根 倉 花 系 ）
（兵庫 熊 波 系 ）
（鳥取 気 高 系 ）


．（岡 山藤 良系 ）（鳥 取 栄 光 系 ）
（広 島岩 田系 ）
（岡 山下 前 系 ）
（兵 庫城 崎 系 ）
（岡 山中屋 系 ）
（兵 庫 菊 美 系．）


1
2


1
2
2
2
2
2
1


4 69
1，076


547
189
78


3 60
6 72
3 00
185
4 80
2 88
3 5 1
35 4


1，0 00


7 ．
1 2


6
2
3 ’
3
4
2
2
5
3
8
3
6


1 1
2　3
5 1


4
8　8
8　9
3　7
2　2


9　9
9


．1 4
3　2


2
4
3
1
1
2
2
2


3
2
2
1


馬 対 州馬
木 曽馬
トカ ラ馬
北 海 道和 種
宮 古馬


1
2
2
1
1


7
2
3
3
1


9 4
8　5
2　3
6　7


8


1
2
2
1
1


豚 梅 山豚
中 ヨー ク シ ャー
バ ー ク シ ャー


8
9
1


1 3
2　2


3


2　2　7
2　0 4
1 8 1


1 3
8


1 0


めん羊 ルバ ドスブラ ックべ リー


マ ンクス ・ロフ タ ン


3 4　8
2　0　0


6
1 7


山羊 ピグ ミー ヤ ギ 1


鶏 三 河種
名 古屋 種


フ アイ オ ミ
ニ ューハ ン プシ ャー
白色 プ リマ ス ロ ツ ク


8　3
8　3


7　 5
2　0　5


1 7　7
2　0　9


1 2　5
3　5　8


2　3 ・3
2　5　6
2　2　9


2　0
2　0


9


兎 日本 白色 種 （大型 ）


〝　　 （小 型 ）
日本 ア ン ゴラ種


8
1 5


8 ‘


．1 1
1 7


・1 3


計 5　0　2 9　8　0 8，5 0 4 1 ．7　6 4　7　9 2　5


（平成11年3月31日現在）
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6）事業実績の総括
平成11年度農林水産ジーンバンク事業実績


（1）試験研究機関
（》動物種類別


－
∽
の
　
－


（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保 存 数 の 増 減 1 1 年 度 未 保 存 形 態 1 1 年 度 未 保 存 区 分


アクティブ


コレクション


特 性 調 査


1 0 年 度 末


計


1 1 年 度


収 集 受 入　 移 替　　 廃 棄


1 1 年 度


計 個 体　　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


1 次　　 2 次　　 3 次ワーキング　ベ ース


コレクション　 コレクション


生


水 牛


馬


め ん 羊


山 羊


豚


う さ ぎ


家 き ん


実 験 用 動 物


ミ ツ バ チ


蚕


2 2


1


0


1


1


2 1


1


4 6


3 1


2


4 7 0


2　　　　　 0　　　　　 0


0 ’　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


3　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


4　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


2 4


1


0


1


1


・2 4
1


4 6


3 5


2


4 7 0


0　　　　　　 0　　　　 2 4　　　　　 0


0　　　　　　 0　　　　 1　　　　 0


0　　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


1　　　　　 0　　　　 0　　　　 0


1　　　　　 0　　　　 0　　　　 0


3　　　　　　 0　　　　 2 2　　　　　 0


1　　　　　 0　　　　 0　　　　 0


18　　　　　　 0　　　　 3 9　　　　　 0


14　　　　　 2 1　　　　 0　　　　 0


2　　　　　　 0　　　　 0　　　　 0


0　　　　 4 7 0　　　　 0　　　　 0


2 4


1


0


1


1


2 5


1


5 7


3 5


2


4 7 0


2 4


1


0


1


‘1


24


1


4 6


3 5


2


4 7 0


5　　　　　 1 9


0　　　　　　 1


0　　　　　　 0


0　　　　　　 1


0　　　　　　 1


5　　　　　 19


0　　　　　　 1


5　　　　　 4 1


2　　　　　　 3 3


1　　　　　 1


0　　　　　 4 7 0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


3 8 5


2　　　　　 3　　　 ・4


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0 1　　　　 0


3　　　　　 3　　　　　 3


0　　　　　 0　　　　　 0


2 ‾　　　 2　　　　 3


3　　　　　 3　　　　　 0


0　　　　 1　　　　 1 r


4 7 0　　　　 3 8　　　　　 0


合　　　 計 5 9 6 9　　　　　 0　　　　　 0 6 0 5 4 0　　　　　 4 9 1　　　 8 6　　　　　 0 6 17 6 0 5　　　　 18　　　　　 5 8 7 3 8 5 4 8 0　　　　 5 0　　　 1 1







②実施機関別


－3　－


（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保 存 数 の 増 減 1 1 年 度 未 保 存 形 態 1 1 年 度 未 保 存 区 鍼 特 性 調 査


1 0 年 度 末


計


1 1 年 度


収 集 受 入　 移 管　　 廃 棄


1 1 年 度


計 個 体　　 受 精 卵　 生 殖 細 胞 そ の 他 小 計


保 存


総 数


アクティブ


コレクション 1 物　　 2 次　　 3 次ワーキング　ベ －ス


コレクション　 コレクション
農 業 生 物 資 源 研 究 所


牛


豚


家 き ん


6 2


ト ＿∴ i i．


4　　　　　 0　　　　　 0


2　　　　　 0　　　　　 0


2　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


6 6


1 9


19


2 8
…　 …　 ‥　■　－


0　　　　　 0　　　 6 6　　　　 0 ：


0　　　　 0　　 19　　　 0 ：
l


0　　　　　　 0　　　 19　　　　 0 ．


0　　　　　　 0　　　　 2 8　　　　　 0


6 6


19


19


2 8


6 6 ：


1 9 ：
l


19 ：


2 8


4　　　 6 2 i


2　　　 17 ：
l


2　　　　 17 ：
l0　　　　　 2 8 ．


0


0


0


0


4　　　　　 4　　　　　 8


2　　　　　 2　　　　　 3


2　　　　　 2　　　　　 2


0　　　　　 0　　　　　 3


畜 産 試 験 場


牛


水 牛


め ん 羊


山 羊


豚


う さ ぎ


家 き ん


ミ ツ バ チ


3 0


5


1


1


1


4


11


15


2


1　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


1　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


．0　　　　　 0　　　　　 0
0　　　　　 0　　　　　 0


3 1


5


1


1


1


5


1


15


2


■　■　－　，　■12 3　　　　　　 0　　　　 2 0　　　　 0


0　　　　　　 0　　　　　 5　　　　　 0


0　　　　　　 0　　　　 1　　　　 0


1　　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


1　　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


3　　　　　　 0　　　　 3　　　　 0


1　　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


15　　　　　　 0　　　 1 1　　　　 0


2　　　　　　 0　　　　 0　　　　 0


－　…　 H　lb　4°4 3


5


1


1


1


6


1


2 6


2


3 1


5


1


1


1


5


1 ，


15


2


．19　　　　　 2 2


3　　　　　　 2


0　　　　　　 1


0　　　　　　 1


0　　　　　　 1


3　　　　　　 2


0　　　　　　 1


2　　　　　 13


1　　　　　 1


0 ・


0


0


0


0


0


0


0


0


3　　　　　 5　　　　　 3


0　　　　 1　　　　 1


0 °　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


1　　　　 1　　　　 1


0　　　　　 0　　　　　 0


2　　　　　 2　　　　　 0


0　　　　 1　　　　 1


蚕 糸 昆 虫 農 業 技 術 研 究 所


蚕


4 7 0


4 7 0


0　　　　 0　　　 ，0


0　　　　　 0　　　　　 0


4 7 0


4 7‾0


0　　　　　 4 7 0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 4 7 0　　　 ・0　　　　　 0


4 7 0


4 7 0


4 7 0


4 7 0


0　　　　　 4 7 0


0　　　　　 4 7 0


3 8 5


3 8 5


4 7 0　　　　 38　　　　　 0


4 7 0　　　　 38　　　　　 0


家 畜 衛 生 試 験 場


家 き ん


実 験 用 動 物


3 4


3


3 1


4　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


4　　　　　 0　　　　　 0


3 8


3


3 5


17　　　　 2 1　　　 0　　　　 0


3　　　　　　 0　　　　 0　　　　 0


14　　　　　 2 1　　　　 0　　　　　 0


3 8


3


3 5


tP　t－　t▼　1°　－　t．　tp　tp3 8


3


3 5


5 ．　　　　 3 3


3　　　　　　 0


2　　　　　　 3 3


0


0


0


3　　　　　 3　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


3　　　　　 3　　　　　 0


合　　　 計 5 9 6 9　　　　　 0　　　　　 0 6 0 5 4 0 ・　　　 4 9 1　　　 8 6　　　　 0 6 1 7 6 0 5 18　　　　　 5 8 7 3 8 5 4 8 0　　　　 5 0　　　 1 1







（2）家畜改良センター関係


－
∽
∞
　
－


（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保 存 数 の 増 減 1 1 年 度 未 保 存 形 態 1 1 年 度 未 保 存 区 分


アクティ ブ


コレクション


特 性 調 査


1 0 年 度 末


計


1 1 年 度


収 集 受 入　 移 管　　 廃 棄


1 1 年 度


計 個 体　　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


1 次　　 2 次　　 3 次ワーキング寸　 へ十一ス


コレクション　 コレクション
牛


馬


め ん 羊


山 羊


豚


う さ ぎ


家 き ん


1 4


5


2


1


3


3


5


▼：　　 1　　　 0　　　　 0
：　　 0　　　 0　　　 0


l
：　　　 0　　　　 0　　　　 0
l
：　　　 1　　　 ．0　　　　　 0
l：　　 0　　　　 0　　　　 0
：　　 0　　　 0　　　 0


l：’　　 9　　　　 0　　　　 0


：　　 15
：　　　 5
l
：r　　　　 2
l
：　　　　 2
l
：　　　 3
：　　　 3


I
：　　　 1 4


9　　　　　 1 2　　　　 15　　　　　 0


5　　　　　　 0　　　　　 5　　　　　 0


0　　　　　　 0　　　　　 2　　　　　 0


1　　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


3　　　　　　 0　　　　　 3　　　　　 0


3　　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


1 3　　　　　　 0　　　　　 3　　　　　 0


▼：　　 3 6
：　 10
l
：　　　 2
l：　　　 l
l
：　　 6
：　　 3


t
：　 16


15


5


2


2


3


3


1 4


：　　 2　　　　 13
：　　 0　　　　 5
l
：　　 l　　　　 l
l
：　　 1　　　　　 1
l
：　　 0　　　　　 3
：　　 0　　　　 3
l
：　　　 0　　　　 14


：　　 0
：　　 0
l
：　　　 0
l
：　　　 0
l
：　　 0
：　　 0
I
：　　　 0


4　　　　　 5　　　　　 5


1　　　　 5　　　　　 5


1　　 1　　 1．


1　　　　 2　　　　 1


0　　　　　 0　　　　 1


0　　　　　 3　　　　　 3


9　　　 1 3　　　 13


合　　　 計 3 3 1 1　　　　 0　　　　　 0 4 4 3 4　　　　　 1 2　　　　 2 8　　　　　 0 7 4 4 4 4　　　　　 4 0 0 1 6　　　　 2 9　　　　 2 9







（3）事業全体
①動物種類別


－


∽


∽


　


－


（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保 存 数 の 増 減 1 1 年 度 未 保 存 形 態 1 1 年 度 ・未 保 存 区 分 特 性 調 査


1 0 年 度 末


計


1 1 年 度


収 集 受 入　 移 管　　 廃 菓


1 1 年 度


計 個 体　　 受 精 卵　 生 殖 細 胞 そ の 他 小 計


保 存


総 数


アクティブ


コレクション 1 次　　 2 次　　 3 次ワーキング　ベ －ス


コレクション　 コレクション


牛


水 牛


馬


め ん 羊


山 羊


豚


う さ ぎ


家 き ん


実 験 用 動 物


ミ ツ バ チ


蚕


3 6


1


5


3


2


2 4


4


5 1


3 1


2


4 7 0


3　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


1　　　　 0　　　　　 0


3　　　　　 0　　　　　 0


0　　　　　 0　　　　　 0


9　　　　　 0　　　　　 0


4　　　　　 0　　　　　 0


・0　　　　　 0　　　　　 0
0　　　　　 0　　　　　 0


3 9


1


5


3


3


2 7


4


6 0


3 5


2


4 7 0


9　　　　　 ‾12　　　　 3 9　　　　　 0


0　　　　　　 0　　　　 1　　　　 0


5　　　　　　 0　　　　　 5　　　　　 0


1　　　　　　 0　　　　　 2　　　　　 0


2　　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


6　　　　 0 ．　　 2 5　　　 0


4　　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0


3 1　　　　　　 0　　　　 4 2　　　　　 0


14　　　　　 2 1　　　　 0　　　　　 0


2　　　　　 0　　　　 0　　　　 0 r


0　　　　　 4 7 0 ‾　　　　 0　　　　　 0


6 0


1


10


3


2


3 1


4


7 3


3 5


2


4 7 0


3 9


1


5


3


3


2 7


4


6 0


3 5


2


4 7 0


7　　　　　 3 2


0　　　　　　 1


0　　　　　　 5


1　　　　　　 2


1　　　　　　 2


5　　　　　 2 2


0　　　　　　 4


5　　　　　　 5 5


2　　　　　　 3 3


1　　　　　 1


0　　　　　 4 7 0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


3 8 5


6　　　　　 8　　　　　 9


0　　　　　 0　　　　　 0


1　　　　 5　　　　　 5


．1　　　　 1　　　　 1
1　　　　 2　　　　 1


3 ‾　　　　 3　　　　　 4


0　　　　　 3　　　　　 3


1 1　　　 1 5　　　 16


3　　　　　 3　　　　　 0


0　　　　 1　　　　 1


4 7 0　　　　 3 8　　　　　 0


合　　　 計 6 2 9 2 0　　　　　 0　　　　　 0 6 4 9 74　　　　　 5 0 3　　　 1 14　　　　　 0 6 9 1 6 4 9 2 2　　　　　 6 2 7 3 8 5 4 9 6　　　　 7 9　　　　 4 0







②実施機関別


ー
合
　
－


（単位：品種・系統貌・点）


区　　　 分


保 存 数 の 増 減 1 1 年 度 未 保 存 形 態 1 1 年 度 未 保 存 区 分 i 特 性 調 査


1 0 年 度 末


計


1 1 年 度


収 集 受 入　 移 管　　 廃 棄


1 1 年 度


計 個 体　　 受 精 卵 ・生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


アクティブ


コレクション
1 彿　 2 次　 3 次ワーキング　ベ －ス


コレクション　 コレクション


農 業 生 物 資 源 研 究 所


畜 産 試 験 場


蚕 糸 昆 虫 農 業 技 術 研 究 所


家 畜 衛 生 試 験 場


6 2


3 0


4 7 0


3 4


4　　　　　 0　　　　　 0


1　　　　 0　　　　　 0


0　　　　 ‘0　　　　　 0


4　　　　 0　　　 ．0


6 6


3 1


4 7 0


3 8


0　　　　　　 0　　　　 6 6　　　　 0


2 3　　　　　　 0　　　　 2 0　　　　　 0


0　　　　　 4 7 0　　　　　 0　　　　　 0


17　　　　　 2 1　　　　 0　　　　 0


6 6


4 3


4 7 0


3 8


6 6


3 1


4 7 0


3 8


4　　　　　　 6 2


9　　　　　　 2 2


0　　　　　 4 7 0


5　　　　　 3 3 ・


0


0


3 8 5


0


4　　　　　 4　　　　　 8


3　　　　　 5　　　　　 3


4 7 0　　　　 3 8　　　　　 0


3　　　　　 3　　　　　 0


技 術 会 議


畜 産 局


5 9 6


3 3


9　　　　　 0　　　　　 0


1 1　　　　 0　　　　　 0


6 0 5


4 4


4 0　　　　　 4 9 1　　　 8 6　　　　 0


3 4　　　　　 12　　　　 2 8　　　　 0


6 1 7


7 4


6 0 5


4 4


18　　　　　 5 8 7


4　　　　　　 4 0


3 8 5


0


4 8 0　　　　 5 0　　　　 1 1


1 6　　　　 2 9　　　　 2 9


合　　　 計 6 2 9 2 0　　　　　 0　　　　　 0 6 4 9 74　　　　　 5 0 3　　　 1 1 4　　　　　 0 6 9 1 64 9 2 2　　　　　 6 2 7 3 8 5 4 9 6　　　　 7 9　　　　 4 0







7）平成11年度における動物遺伝資源の収集一覧


動　 物 品　 種　 ，　 系　 統 収集形態 機　　 関 導入先 備　 考


牛


黒毛和種・


・黒毛和種 （第 7 糸桜、晴美系）
黒毛和種 （茂金系）


黒毛和種 （気高系）


日本短角


凍結精液


〝


〝


〝


11


農業生物資源研究所


〝


家畜改良セ ンター


Jl


農業生物資源研究所


長野県


島根県


岩手県


兵庫県


鳥取県


追加導入


追加導入


めん羊 マンクス ・ロフタン


マンクス ・ロフタン


マ ンクス ・ロフタン


凍結精液


11


11


家 畜 改良セ ンター


〝


Jl


岩手県


静岡県


北海道


追加導入


Jl


J／


山羊 日本ザ －ネン（長野牧場系） 凍結精液 家 畜改 良セ ンタ・－ 長野県


豚 デュロック（フジロック）


ラン ドレース （グンマL）


バンプシヤー


凍結精液


〝


〝


農業生物資源研究所


〝


畜　 産　 試　 験　 場


静岡県


群馬県


群馬県


鶏 土佐九斤 （兵庫牧場系）


比内鶏　　　　　　 〝


薩摩鶏　　　　　　 〝


軍鶏　　　　　　　 〝


名古壷　　　　 〝


熊本　　　　　　　 〝


ロードアイランドレット　 〝


横斑フ○リマスロック　　 〝


烏骨鶏　　　　　　 〝


個　　 体


〝


11


〝


〝


〝


11


〝’


〝


家 畜改 良セ ンター


Jl


〝


JJ


〝


〝


Jl


J／


〝


兵庫県


〝


〝


JJ


JJ


J／


ノダ


〝


〝


マ ウス


M．Bac－Gms


M．Bac－Kjo


M．Bac－Nsh2


HSP70．1－K．0．


凍 結 胚


〝


〝．


個 ‘　 体


家 畜 衛 生 試 験 場


〝


〝


JJ


国立


遺伝学


研究所


茨城県


合　　　　　　　 計 2 5 点
l
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8）平成11年度動物遺伝資源における情報管理の概要


①平成10年度農林水産省ジーンバンク事業動物遺伝資源部門実績報告書


平成10年度における農林水産省ジーンバンク事業動物遺伝資源部門の事業実績に


ついて報告した。平成10年度においては、牛3点（うち追加1点）、豚3点、鶏1


点（うち追加1点）、実験用動物4点、めん羊2点（うち追加2点）、兎1点（うち


追加1点）、蚕1点の合計15点を収集した。


②動物遺伝資源探索調査報告（第10号）


海外探索調査に関しては、「ベトナムにおける家畜の希少遺伝資源の共同調査」


（畜産試験場古川　力・志水学、ベトナム畜産研究所Le Thi Thuy・Nguyen Van


Hau）を報告した。また、国内探索調査については、「系統造成豚「ナガラヨーク」の


凍結精液の収集・保存」（農業生物資源研究所金子浩之・野口純子・菊地和宏・


高橋秀彰）を報告した。
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4．海外フィールドサーベイ報告の要約







平成11年度　動物遺伝資源海外フィールドサーベイ


1）パラグアイにおけるバリナシバチ類の遺伝資源としての現状と利用に関する調査


畜産試験場　育種部　みつばち研究室　天野和宏


1.　調査日程:　　　　平成12年2月15日～3月2日(17日間)


2.　現地共同調査者:キンニヨネス(Prof.Quinonez)教授


(Asuncion大学養蜂学部　学部長)


3.　調査地域(図1) :原則としてAsuncionをベースとし、 SanLorenzo,


Oviedo, Caballero, Ciudad Del Este等-の調査車による探索


4.　サンプリングおよび導入種


サンプリング(乾燥標本)


Plebeia droryana


Tetragonisca angustula


Mellipona quadrifasciata


Scaptotrigona bipunctata


Tetragon clavipes


Trigona spinipes


Cephalatrigona capitat


生体導入種(コロニー)


Scaptotrigona bipunctata


調査背景


パラグアイを含む中南米には2種類の養蜂がなされている。1つは、ミツバチ類（Apinae


亜科）を使った養蜂であり、他方はバリサシバチ類（Meliponinae亜科）を使った養蜂で


ある0両類とも高次真社会性昆虫類の範噂に入り、．コロニー（巣）が世代を超えて存続す


る特徴を持つ。共に、養蜂の主たる目的は採蜜である。前者の養蜂種であるセイヨウミツ


バチ（4画椚elJ殖m）は、元々、ヨーロッパおよびアフリカに自然分布し、その飼養歴史


は6千年以上にも遡り、家畜と呼ばれるまでに育成された品種を含め24亜種が知られて


いる。16世紀あたりから新大陸を含め世界中に広められたのはヨーロッパで育成された


品種である。パラグアイで現在飼養されているセイヨウミツバチはそういった温帯地域に


適した品種であるから、亜熱帯地域では必ずしも適した系統とは言えない。これらを改良


するために、今世紀半ば、アフリカから熱帯地域に適した系統（』．肋瑚蹄ね（感肌矧繭）が


ブラジルに導入されている。


一方、養蜂種として利用されているバリナシバチ類は在来種であり、セイヨウミツバチ
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が導入される以前からアメリカインディオたちによって千年以上もの飼養の歴史がある。


こういった養蜂種はある程度家畜化されており、その飼養法も伝統的ながら確立されてい


る。バリナシバチ類の一般的な特性を略記すると、1）文字通り、刺針は退化しており、


飼養者を刺すことはない。2）花蜜より花粉を選考好するため広い訪花性をもつ。3）休


眠がなく周年活動する。4）耐高温性が強い。5）熱帯・亜熱帯にのみ棲息する（我が国


の自然環境では生存できず、生態系撹乱のおそれがない）。これらの特性のため、近年我


が国における施設栽培でのポリネ一夕（授粉昆虫）としての利用に注目されている。


本調査の目的は、ハリナシバチ種の資源探索および飼養法の調査、さらにできれば、我


が国の農業にとっての有用種の導入である。今回、小生1人の調査であったが、前もって


依頼していた現地での共同調査者らによって全行程を同行してもらえたため、収穫の多い


探索調査となった。


調査行程


調査行程は表1および図1の通りである。実際の調査期間は2週間と短いため、調査を


効率的に行う上で、現地との打ち合わせおよび両国の関係機関との事前連絡に多くの作業


を費やした。特にバリナシバチコロニーの導入に関しては、パラグアイにおける有用種と


して数種のバリナシバチを前もって選定し、植物防疫所と打ち合わせを行い、導入の手筈


をとった。また、パラグアイにおける輸出許可収得については共同調査者であるAssuncion


大学のQuinonez教授に依頼した。


アスンション到着後、日本大使館、パラグアイ農務省副大臣および大学の研究者に会い、


表敬訪問および調査打ち合わせを行い、翌日からはアスンション市をベースにした実調査


を行った。途中、農務省大臣表敬訪問およびTV取材等のためいくらかの時間がとられた


が、調査は概ね予定通り遂行された。


調査内容


ミツバチを使った養蜂は本調査の目的ではないが、バリナシバチ養蜂と関わりがあるの


で、得られた知見を略記しておく。


本来パラグアイには分布していなかったセイヨウミツバチを導入し、20世紀初頭にド


イツ植民者によって始められた養蜂産業が同国におけるセイヨウミツバチによる養蜂産業


の礎である。現在、パラグアイの養蜂戸数は、我が国の場合とほぼ同じ5，500戸で、飼養


数は40，000群である。生産物は、蜂蜜1，200トン、ローヤルゼリー1，000kg、蜜蝋2，000kg、


花粉粒500kg、プロポリス100kgなどであり、養蜂業が経済に直接寄与している総額は年


間6，500，000US＄と見積もられている。この養蜂産業発展の背景には近年の我が国からの援


助が大きく関わっていることを以下に付記しておく。日本政府の技術調査団（1970～1980


年）、日本国際協力事業団（JICA：1988～1990年、1992～1995年）、その他日本海外青


年協力隊（JOCV）。


一方、パラグアイの歴史的な養蜂であるバリナシバチ養蜂では、前述のセイヨウミツバ
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チ1種による養蜂とは異なり、多種の在来のバリナシバチが飼養対象となっており、その


飼養形態もバリナシバチ種により多岐に確立されている。現在、パラグアイにはバリナシ


バチ養蜂者が数百名程といわれ、多くは上記のミツバチの養蜂を兼ねている。これらは、


両養蜂に共通の手法および情報が多く存在するためであろう。


ハリナシバチ類は養蜂だけではなく、虫媒性植物がほとんどを占める熱帯・亜熱帯地域


の樹林地では、それらの授粉に果たす野生コロニーの役割は極めて大きく、環境保全の観


点からも重要視されている。全種数400種余りといわれるバリナシバチ類は、オオバリナ


シバチ族（Meliponini）とバリナシバチ族（Trigonini）に大きく二つのグループに分けら


れ、後者は汎熱帯性であるが前者は南米にのみ分布する。パラグアイに分布するバリナシ


バチ類の内、以下が養蜂種として飼養されている主要種である。


Plebeia droryana，Friesella schrottkyi, Tetragonisca angustula,


Mwllipona quadrifasciata,Scaptotrigona bipunctata,


Cephalatrigona capitata,Tetragon clavipes


フィールド調査における野生コロニーを見付けるのは、現地の協力者無しではほとんど


不可能である。また、見付けた野生コロニーの働きバチを採集するのは容易であるが、コ


ロニーそのものを採取するのは不可能である。養蜂種として巣箱に飼養できるバリナシバ


チは野外では大樹の洞に営巣する習性をもち、そういった大樹をコロニー採取のために切


り倒すことは通常許されないことが多い。我々は、養蜂家が大切に飼養しているコロニー


を譲り受けることによりコロニーのサンプリングとした。


海外からの生物種の導入には慎重でなければならないが、ハリナシバチのもつ授粉ある


いは飼養特性など優れた形質を考えると、将来の利用時のための有用な資源として管理・


掌握しておくことは決して無駄なことではないであろう。


調査行程のほとんどを同行願えた共同調査者であるQuinonez教授をはじめ、養蜂家と


の連絡を取り持ってくれた松橋健作氏（日系養蜂家）、貴重なバリナシバチコロニーを譲


渡してもらえたFleischer氏（バリナシバチ養蜂愛好家、ロシア領事）やBoggino教授（バ


リナシバチ研究家）、有用な情報の提供を願えたA．L．Cassanello教授（AsSunCion大学）、


また調査行程上、あるいは調査終了後の種々手続きにおいて多大な便宜を図ってもらえた


二階堂純信氏、大澤喜代司氏　川CA派遣専門家）など、現地における多大な協力があっ


てはじめて本調査が有効な成果を得られたものと信じる。彼等に感謝申し上げるとともに、


現地との協力がこういった調査には必須であることを痛感した。
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表1　パラグアイにおけるハリナシバチ類の遺伝資源としての現状と利用に関する調査日程表


日数 年 月 甲 ・曜 日 行　　　　　 程 用　 務　 先


1 12．2．15 火 畜産 試験 場 （茎 崎）　 →　 技 会 （東京 ）


→　 成 田空港　 →　 M iam i


農水 省調 査打合 せ


移動


2 12．2．1 6 水 M iam i　 － 移動


3 12．2．17 木 →　 A sun cion


4 12．2．18 金 As uncio n


日本 大使館 （中井書 記官 ）


パ ラグア イ農牧 省


（D r．G oiburu 副大 臣 ）


（D r．C atteb eke 家畜 生産 局長 ）


アス ンシ ョン大学


（D r．Q inon ez 養蜂 学教 授 ）


JIC A （二 階堂専 門家 ）


A B C coIor新 聞社 （D r．G ib ert）


以 上 、調査 打合 わせ お よび収集 準 備


5 12．2．19 土 A suncio n　 －→　 San L o renzo


→　 A suncion


養 蜂専 門家 訪問 ・養蜂 資材 購入


（松橋 養蜂 家）


6 12．2．20 日 A suncio n サ ンプル整 理


7 12．2．2 1 月 A suncio n　 →　 San L o renzo


→　 A suncion


バ リナ シバ チ研究 者 との打 合せ お よ び


調 査 （養蜂 場 2 個 所 ）


（】lng F leischer研 究者 所有 の養 蜂場 ）


8 12．2．22 火 As uncio n ＿　→　 San L orenzo


→　 A sun cion


アス ンシオ ン大学 昆虫 学研 究 室


（D r．C assanello 教 授 ）調査 打 ち合 わせ


アス ンシオ ン大学 養 蜂場


バ リナ シバ チ調 査お よび サ ンプ リング


9 12．2．231 水 A suncion　 －→　 O viedo


→　 A su ncion


現地調 査 （サ ンプル採 集 ）


（Ing Fleischer研 究者 所有 の養 蜂場 ）


10 12．2．24 木 A suncion　 →　 C ab allero


→　 A su ncion


現地調 査 （サ ンプル 収集 ）


（P rof．B ogino 所有 の養 蜂場 ）


11 12．2．25 金 ‾ ．A suncion 訪 問 （lng．Z u niga 農牧 省 大 臣） およ び


T V 取材 ・


ア ス ンシ ョ ン大学養 蜂場 サ ンプル 収集


12 12．2．2 6 土 A suricion　 →　 C iudad D el Este


－→　 A suncion


・現地 調査 （野生 種 サ ンプル収 集 ）


13 12．2．2 7 日 A sun cion サ ンプ ル整理


14 12．2．2 8 月 A suncion


アス ン シオ ン大学 養蜂 場 およ びlng Fleisch er研究者 所 有 の養 蜂 場 にて


採 集バ リナ シバ チ コロニ ーの梱 包 準備


15 12．2．2 9 火 A suncion　 －→　 M iam i 移 動


16 12．3．1 水 M iam i ，－ ・移動


17 12・3・2 木 →　 成 田
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図1パラグアイにおけるバリナシバチ翠の遺伝資源としての現状と利用に関する調査
での主な調査地点







2）インドネシアの家禽類の調査


農業生物資源研究所遺伝資源第一部動物探索研究チーム　高橋秀彰


1．調査日程　　　　平成12年3月7日～3月19日（13日間、表2）


2．現地共同調査者：ハルディ・プラセテイオ博士（Dr．Hardi Prasetyo、


インドネシア畜産中央研究所（Central Research Institute for Animal Science）、主任研究員）


3．調査地：インドネシア畜産中央研究所（Central Research Institute for Animal Science）


4．サンプリングおよび導入種


各品種24サンプル（雄12、雌12）をDNA溶液として持ち帰った。


ニワトリ　　Kedu　ケドゥ


Pelung　ペルーン


Kampu　カンプン


アヒル Alabio　アラビオ


調査背景


インドネシアを含む東南アジアには、家畜化されたニワトリの原種と考えられている赤


色野鶏をはじめとするニワトリ遺伝資源の宝庫である。アヒルは、ニワトリの飼養が困難


な熱帯雨林地域における主要畜産物として広く利用されている。今回現地共同調査者とな


ったインドネシア畜産中央研究所・ハルデイ・プラセテイオ主任研究員（Dr．Hardi


Prasetyo）は、1996年1～3月の3ケ月間、STAフェローシップ制度を利用して動物


探索研究チームに滞在し、我々が、インドネシアの家禽遺伝資源に興味を持つきっかけを


作った。平成9年度において動物遺伝資源の海外探索として、今回と同様の計画が提案さ


れたが、インドネシアの経済危機、それに伴う治安の悪化を理由に計画実現に至らなかっ


た経緯がある。今回、無事、インドネシアの家禽類の調査およびDNAの収集ができたこ


とに深く感謝する。


調査内容


インドネシア畜産中央研究所で維持されている、上記ニワトリ3品種、アヒル3品種の


DNAを抽出し、日本に持ち帰った。これらは、インドネシア国内において飼養羽数が多


い品種であり、現地の気候、飼養形態にあわせて、現在改良中、あるいは改良予定の品種


である。


DNAの収集を主目的とする調査は、今回が初めてである。限られた時間、未知の実験


環境の中で、ニワトリおよびアヒルの採血を行い、血液からDNA抽出を行う作業は、現
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地の共同研究者の協力なくしては、遂行しえない。採血器具、DNA抽出キット・小型遠


心器等、必要と思われるものは全て現地に持ち込んだっもりだったが、現地に行ってみな


いとわからないこと、想定していなかったアクシデントもあった。例えば、電気のプラグ


形状はけtype Cを想定していたが、研究所がオーストラリア政府の補助によって建設され


たものだったため、オーストラリアの形状であった。また、小型遠心器を日本にいる感覚


で連続運転したところ、ローターが熱くなり、DNA抽出キットによるDNAの分離が困


難となった。多くの問題は、現地共同調査者の協力によって事なきを得た。


興味深いことに、インドネシアの家禽品種は、西洋種では除かれてしまった遺伝形質が


残っている。代表的なものに、ニワトリの就巣性の形質、アヒルの換毛の形質がある。就


巣性（Broodiness）を持っニワトリでは、10～15個の卵を産むと巣に連続して座るよ


うになり、卵を暖め（抱卵、incubation）、21日後に解化した雛を育てる（育雛、brooding）。


この間、休産（卵を産まない）状態となり、休産は育雛中まで続く。このことから就巣性


は、採卵目的としては好まれざる形質である。同様に、アヒルの換毛の形質は、換毛によ


ってエネルギーを消費し、その間産卵成績が落ちる。これらの形質をDNAマーカー等を


使って効率的に除去できれば、かなりの生産性の向上が期待できる。しかしながら、近代


の家禽産業にとって好まれざる形質であっても、遺伝資源の多様性を維持する観点では、


これらの形質を容易に除くべきではないだろう。


滞在中、同研究所において、マイクロサテライトマーカーによる品種間の遺伝的類縁関


係の推定や、世界の家禽ゲノム研究の現状について講演する機会を得、現地研究者と意見


交換することができた。近い将来、パイロット家系をインドネシアで構築し、日本がDNA


分析を担当、その結果をインドネシア在来ニワトリ・アヒルの改良にフィードバックする


ような国際共同研究が提案できれば幸いである。
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表　2　インドネシア日程表


白数 年 月 日 曜 日 行　　　　　　　　　　　 程 用　　 務　　 先


1 12．3 ．7 火


10 ：55　 J L 72 5　 16 ：2 5


成 田　　 →　　 ジ ャ カ ル タ


鉄 道


ジ ャ カル タ　 →　 ボ ゴ ー ル


移 動 ボ ゴー ル


2 12．3 ．8 水 ボ ゴー ル イ ン ドネ シ ア 畜 試 、 収 集 打 合 わ せ ／／


3 12．3 ．9 木 〝 サ ンプ ル 収 集 （ボ ゴ ー ル 市 内 ） 〃


4 12．3 ．10 金 〃 〃 ／／


5 12 ．3 ．1 1 土 〃 〃 〃


6 12 ．3 ．12 日 〝 〃 ／／


7 12 ．3．13 月 〃 ／J 1／


8 12 ．3 ．14 火 〟 〃 ／／


9 12 ．3 ．15 水 ／／ 〃 〝


1 0 ‘ 1 2．3 ．16 木 J／ イ ン ドネ シ ア 畜 試 、 D N A 抽 出 〃


1 1 12．3 ．17 金 〝 ／1 ／／


1 2 12．3 ．18 土


鉄 道　　 2 3 ：45　 J L7 2 6


ボ ゴー ル　 ー→　 ジ ャ カ ル タ　 → 移 動 機 中 泊


1 3 12 ．3 ．19 日


J L7 26　 8 ：35


→　　 成 田


J R　　　 バ ス


空 港 第 2 ビ ル　 →　 牛 久　 →　 農 林 団 地 中 央


／／
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農林水産省ジーンバンク事業
動物遺伝資源部門海外フィールドサーベイ実施一覧


年産 調査地域 調査動物 調　　 査　　 日　　 的 出張期間 出　張 者


昭和


62年


タ　　　　 イ


マ　レー　シ ア
家 畜 家 禽


タイ，マ レーシア地域の各種在


来家畜家禽の所在情報の把握 と


有用資源の探索調査


昭和62年


11．24－＿12．13
大石　 孝雄


62年 イン ドネシア 家 畜 家 禽


イン ドネシア地域の各種在来家


畜家禽の所在情報の把握 と有用


資源の探索調査


昭和63年


3．3－　3．21
建部　 晃


63年 メ　 キ　 シ　 コ 実験用動物


医学 ・生物学上貴重な実験動物


であ．・る無毛動物の多 く存在す る


メキシコで探索調査


昭和63年


10．3－・10．28
福田　 勝洋


平成


元年
イ　　 ン　　 ド 家　　 ‘畜


イン ドの水牛ゼプー牛等の各種


在来家畜の所在情報の把握 と有


用資源の探索調査


平成元年


11．21－12．22
建部　 晃


2 年
タ　　　　　 イイン ドネシア 蚕


有 用 昆‘虫


耐病性，耐暑性に優れかつ成長


期間の短い東南アジアのカイコ
在来種等の探索調査


平成 2 年


10．10－10．29
山本　 俊雄


3 年
フ ィ リ ピ ン


東マ レーシア
家 畜 家 禽


東南アジアの島 しょ部における


各種在来家畜家禽の所在情報の


把握 と有用資源の探索調査


平成 3 年


11．27－12．17


大石　 孝雄


兵頭　 勲


4 年 ，イン ドネシア 実験用動物
イン ドネシアにおける実験用動


物の探索調査‾


平成 4 年


11．10－11．2 7
福田　 勝洋


5 年 ベ　 ト　ナ　 ム 家 畜 家 禽
ベ トナムにおける動物遺伝資源


の調査


平成 5 年


10．26－11．17
古川　 力


6 年 中　　　　 国 家　　　 畜
中国における家畜遺伝資源の保


存と利用に関する調査


平成 6 年


10．3⊥10．17


小畑　 太郎


伊藤　 政美


7 年 モ　 ン　 ゴ　 ル 家　　　 畜
モンゴルにおける動物遺伝資源


の調査


平成 7 年


7．11－　8．1．1


居在家義昭


山内　 和律


8 年
イ　　 ン　　 ド
ネ　 パ　 ー　 ル


ハ　　　 チ
有 用 昆 虫


インド、ネパ一ルにおけるミツバチ類、ハリナシバチ類の遺伝資源 としての現


状 と利用に関す る調査


平成 8 年


11．19－12．20
天野　 和弘


9 年 イン ドネシア 家　 禽　 類 インド ネシアたおける家禽類の調査 現地の政変の


・ため中止


19年 ベ　 ト　ナ　 ム 家 畜 家 禽
ベ トナムにおける家畜の希少遺


伝資源の共同調査


平成 11年


2．27－　3．18


古川　　 力


志水　　 学


11年 パ ラ グ ア イ ハリナシ ミツバチ
パラグアイにおけるハ リナシミ


ツバチ類の遺伝資源 としての現
状と利用に関する共同調査


平成 12年


2．1．5 －　3．2
天野　 和弘


11年 イ ン ドネシア 家　 禽　 類 インド ネシアにおける家禽類の調査 平成 12年


3．7－　3．19
高橋　 秀彰
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ま　　え　が　き


わが国の農林水産業，食品産業は国際化の進展に対応して，基礎的，先導的研究の充実，革


新的技術開発の推進，地域に対応した農業技術の開発等を図る必要がある。これには，∵バイオ


テクノロジー等先端技術の開発を積極的に推進していくことが不可欠であり，その基盤である


生物遺伝資源の確保はますます重要となっている。地球的視野で生物遺伝資源の斌存状況をみ


た場合，品種の均一化，熱帯林の減少等により，貴重な生物遺伝資源が急速に減失してしまう


恐れがあり，生物遺伝資源の保存は緊急の課題となった。平成5年に発効した「生物多様性条


約」はこれに取り組む国際的流れの一つである。これに呼応し，今後の利用範囲の拡大に的確


に応えていくためには，現在わが国が収集・保存している生物遺伝資源は未だ不十分である。


農林水産省ジーンバンク事業は，植物，動物，微生物，DNA，水産生物，林木の農林水産


生物遺伝資源全般について，全国の試験研究機関，種苗管理センター，家畜改良センター及び


林木育種センターの機能と立地条件を生かし，これらの各機関の有機的，組織的連携協力の下


に実施されている。すなわち，国内外の遺伝資源の探索導入及び保存を行い，それらの遺伝資


源の特性を調査してデータベース化し，遺伝資源とともに国公立試験研究機関，民間，大学等


に提供している。昭和60年から開始された本事業は年ごとに発展し，微生物遺伝資源部門にお


いては，保存菌株数が平成11年度末には，ベースコレクションで17，681菌株，アクティブコレ


クションは11，786菌株に達した。配布菌株数も平成11年度は718株となり，国公立研究機関，


大学，民間等に配付されている。今後も，特性調査や効率的保存などを行い，一層の充実を図っ


ていく所存である。


本報告書はこの農林水産省ジーンバンク事業のうち，微生物遺伝資源部門について平成11年


度の事業実績を取りまとめたものである。微生物遺伝資源を利用した試験研究，技術指導，事


業の円滑な推進等に役立てていただければ幸いである。


平成12年10月


農業生物資源研究所長


桂　　　直　樹
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I　微生物遺伝資源部門


事業実施体制と事業推進







I．微生物遺伝資源部門事業実施体制と事業推進


1．微生物遺伝資源部会開催要領


（1）趣　旨


農林水産ジーンバンク事業実施要領第5の3に基づき，微生物遺伝資源部会（以下「部


会」という）を設置する。この部会は，微生物遺伝資源に関する事業の円滑な推進に資す


るため，省内関係者のはか民間，大学等の学識経験者から幅広く意見を聴取しつつ，事業


の運営に関する基本的な事項について協議するために開催する。


（2）構　成


部会の構成員は，部会長またはサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中から部


会長が依頼する。


（3）事務局長


部会の円滑な運営をはかるため，部会に事務局長を置く。事務局長は，農業生物資源研


究所遺伝資源調整官とし，部会長を補佐する。


（4）協議事項


部会は，微生物遺伝資源の収集，管理，利用等の事業の運営に関する基本的事項につい


て協議する。


（5）庶　務


部会の庶務は，農業生物資源研究所企画調整部において処理する。


ー1－


2．微生物遺伝資源部会の構成


（学識経験者）


理化学研究所　培養生物部　　　　　部　長　　　　　　　　　　　　中　瀬　　　崇


海洋バイオテクノロジー研究所　　　取締役　　　　　　　　　　　　川　本　　　勲


国立環境研究所　生物圏環境部　　　部　長　　　　　　　　　　　　渡　通　　　信


（場所）


農業研究センター


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


病害虫防除部長


微生物管理科長


加工部長


環境部長


保護部長


環境部長


生体情報部長


製剤研究部長


応用微生物部長


藤　澤　一　郎


植　松　　　勉


永　田　忠　博


杉　原　　　進


工　藤　　　居


手　塚　信　夫


志　賀　正　和


三　浦　康　男


柳　本　正　勝







森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


国際農林水産業研究センター


農業生物資源研究所


森林微生物科長


利用化学部長


病理部長


生産利用部長


所長（部会長）


遺伝資源調整官（事務局長）


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


分子遺伝部長


金　子　　　繁


中　添　純　一


反　町　　　稔


野　口　明　徳


桂　　　直　樹


宮　崎　尚　時


加　藤　邦　彦


大　野　清　春


肥　後　健　一


熊　本　　　誠


大　川　雅　央


斉　藤　広　伸


3．微生物遺伝資源部会のワーキンググループの運営要領と構成


（1）運営要領


1）設定要領


微生物遺伝資源部会並びにこの分野の円滑な活動を図るため，ワーキンググループ


（以下，WGと略す）を設ける。


2）構　成


WGのメンバーは，部会長が依頼する。原則として筑波の関係試験研究機関の研究室


長等で構成する。WGの事務局長は，微生物遺伝資源部会の事務局長とする。


3）WGの活動


WGは，事務局長を補佐し，部会の活動に必要な事項を検討し，部会への提案，報告


等に必要な資料を作成する。また，WGのメンバーは，関係研究機関相互の緊密な連携


を図り，この分野の円滑な活動に資する。


4）事務局長の活動


WGの事務局長は，部会の活動に関する基本的な計画案を部会に提案し，部会の承認


のもとに実施する。計画の細部等については，事務局長がWGに依頼して検討を行い部


会長の承認のもとに実施し部会に報告する。


5）幹事及び検討チーム


WGの事務局長は，必要に応じ若干名の幹事をWGのメンバーから指名することがで


きる。また，特定の問題を解決するために，WGのメンバーおよびそれ以外の者から指


名し，検討チームを必要な時期に設けることができる。


6）庶　務


－2－


連絡調整課長


課長補佐


微生物遺伝資源係長


農林水産技術会議事務局







WGの庶務は，部会の庶務とあわせて農業生産資源研究所企画調整部で行う。


（2）ワーキンググループの構成


（サブバンク）


農業研究センター


農業生物資源研究所


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


国際農林水産業研究センター


（センターバンク）


農業生物資源研究所


上席研究官


畑病害研究室長


遺伝子応答研究室長


微生物特性・分類研究室長


土壌微生物利用研究室長


微生物利用研究室長


作物病害研究室長


病原機能研究室長


耐病性機構研究室長


生体情報部上席研究官


病原微生物管理研究官


応用微生物部上席研究官


樹病研究室長


応用微生物研究室長


ウイルス研究室長


畜産草地部主任研究官


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


遺伝資源第一部上席研究官


遺伝資源第二部上庸研究官


企画調整部　研究交流第二科長


微生物探索研究チーム長


微生物評価保存研究チーム長


情報システム研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


遺伝資源管理情報科主任研究官


業務管理課長　　　　5月まで


6月より


－3－


大　川　雅　央連絡調整課長補佐農林水産技術会議事務局


佐　藤　　　守


上　田　　　久


高　野　博　幸


河　連　祐　嗣


村　田　昌　一


中　島　員　洋


安　藤　康　雄


宮　崎　尚　時


加　藤　邦　彦


大　野　清　春


加　来　久　敏


橋　本　純　治


小　林　虞　美


長谷部　　　亮


土　屋　健　一


武　田　尚　人


白　田　和　人


佐　藤　豊　三


藤　沢　和　三


藤　田　新三郎


本　田　要八郎


賓　藤　初　雄


西　口　正　通


西　山　幸　司


宮　下　清　貴


岡　本　隆　史


島　貫　忠　幸


家　城　洋　之


堀　内　誠　三







微生物遺伝資源係長 斉　藤　広　伸


（3）ワーキンググループの幹事


WGの討議・運営および部会資料作成の効率化を図るため，WG内に下記のとおり微生


物グループ別責任者（WG幹事）を置く。


微生物グループ別責任者


植物病原細菌・放線菌


植物病原糸状菌


植物病原ウイルス


土壌微生物


畜産微生物


蚕糸・昆虫微生物


家畜衛生微生物


食品微生物


森林微生物


水産微生物


線虫


その他


農環研


農業研究センター


農業研究センター


農環研


畜試


蚕昆研


家衛試


食総研


森総研


中央水研


農研センター


生物研


（4）各場所の窓口責任者（代表研究室）


（サブバンク）


農業研究センター


農業生物資源研究所


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


畑病害研究室長


微生物評価保存研究チーム長


微生物特性・分類研究室長


微生物利用研究室長


作物病害研究室長


病原機能研究室長


耐病性機構研究室長


生体情報部上席研究官


病原微生物管理研究官


応用微生物部上席研究官


連絡科連絡室


応用微生物研究室長


ウイルス研究室長


－4－


室長


室長


上席


室長


室長


上席


研究官


上席


室長


室長


室長


上席


西　山　幸　司


賓　藤　初　雄


本　田　要八郎


宮　下　清　貴


岡　本　隆　史


佐　藤　　　守


上　田　　　久


高　野　博　幸


河　遽　祐　嗣


村　田　昌　一


水久保　隆　之


加　来　久　敏


斉　藤　初　雄


土　屋　健　一


西　山　幸　司


岡　本　隆　史


島　貫　忠　幸


家　城　洋　之


堀　内　誠　三


佐　藤　　　守


上　田　　　久


高　野　博　幸


浅　輪　和　孝


村　田　昌　一


中　島　員　洋







国際農林水産業研究センター


（センターバンク）


農業生物資源研究所


－5－


畜産草地部主任研究官


微生物評価保存研究チーム長


安　藤　康　雄


土　屋　健　一







4．微生物遺伝資源部門　実施推進体制（平成11年度）


センターバンク


サブバンク


Cn


生　　物　　研 農　　研　　セ 農　　環　　研 畜　　産　　試 草　　地　　試 果　　樹　　試 野菜・茶　試


遺伝資源第一，二部長
遺伝資源第一，二部上席研究官
微生物探索研究チーム
情報システム研究チーム
微生物評価保存研究チーム
遺伝資源管理情報科
業務管理課


農業生物資源研究所長


（部会長）


遺伝資源調整官


微生物遺伝資源部会


ワーキング・グループ


微生物グループ別責任者
植物病原細菌・放線菌
植物病原糸状菌
植物病原ウイルス
土壌微生物
畜産微生物
蚕糸・昆虫微生物
家畜衛生微生物


農環研
農研センター
農研センター
農環研
畜試
蚕昆研
家衛試


西山　幸司室長
賓藤　初雄室長


本田要八郎上席
宮下　清貴重長
岡本　隆史室長
佐藤　　守上席
上田　　久研究官


食品微生物
森林微生物
水産微生物


線虫


その他


食総研


森総研


中央水研


農研センター


生物研


高野　博幸上席
河連　祐嗣室長
村田　昌一室長


水久保隆之室長


加釆　久敏上席


つ
づ
く家城　洋之


病原機能研究室長


病　害　研　究　室


病原機能研究室


天敵機能研究室
病害研究室（カンキツ）
病害研究室（リ　ン　ゴ）
病害研究室（カキ・ブドウ）


堀内　誠三


耐病性機構研究室長


病害研究室（環境部）
耐病性機構研究室（野菜育種部）


病害研究室（花き部）


病害研究室（茶栽培部）


病害虫研究室（久留米支場）


島貫・忠幸
作物病害研究室長


土壌微生物研究室
作物病害研究室
飼料調製評価研究室


岡本　隆史


微生物利用研究室長


微生物利用研究室
消化管微生物研究室


西山　幸司
微生物特性分類研究室長


微生物特性・分類研究室
寄生菌動態研究室
土壌微生物生態研究室
土壌微生物利用研究室
線虫・小動物研究室


粛藤　初雄
畑　病　害研究室長


病害虫防除部上席研究官
水田病害研究室
畑　病　害　研　究　室


ウイルス病害研究室


マイコプラズマ病害研究室


虫　害　研　究　室


線　虫　害　研　究　室


畑土壌肥料研究室


窓　口


責任者


分　担


研究室


土屋　健一


微生物評価保存研究チーム長


微生物探索研究チーム


微生物評価保存研究チーム


遺伝資源管理情報科
ゲノム複製研究室
遺伝子応答研究室
窒素固定研究室







サブバンク


ー


　


↓


　


－


農業生物資源研究所長


（部会長）


遺伝資源調整官


微生物遺伝資源部会


病　原　機　能　研　究　室


細　菌　病　研　究　室


寄　生　虫　病　研　究　室


原　虫　病　研　究　室


病原ウイルス研究室


発　病　機　構　研　究　室


ウイルス生態研究室


免　疫　細　胞　研　究　室


病　原　診　断　研　究　室


疫　学　研　究　室


放　牧　病　研　究　室


診　断　研　究　室


免　疫　研　究　室


予　防　疫　学　研　究　室


が　ん　原　性　研　究　室


ズーノーシス研究室


細　菌　製　剤　研　究　室


ウイルス製剤研究室


生理活性物質研究室


製　剤　工　学　研　究　室


臨床微生物研究室
臨　床　細　菌　研　究　室
臨床ウイルス研究室


病原微生物管理研究官


炭　水　化　物　研　究　室


健全性評価研究室


微生物・トキシン制御研究室


資源素材化研究室


応用微生物部上席研究官
糸　状　菌　研　究　室


酵　母　研　究　室


発　酵　細　菌　研　究　室


酵　素　利　用　研　究　室


樹　病　研　究　室


腐　朽　病　害　研　究　室


土壌微生物研究室
昆　虫　病　理　研　究　室


き　のこ 生態研究室


き　のこ育種研究室


遺伝資源第一，二部長
遺伝資源第一，二部上席研究官
微生物探索研究チーム
情報システム研究チーム
微生物評価保存研究チーム
遺伝資源管理情報科
業務管理課


蚕　　昆　　研 家　　衛　　試 食　　総　　研


窓　口


責任者


分　担


研究室


佐藤　　守


生体情報部上席研究官


共生媒介機構研究室


桑　病　害　研　究　室


蚕　病　害　研　究　室


上田　　久


病原微生物管理研究官


高野　博幸


応用微生物部上席研究官


浅輪　和孝


連　絡　科　　連　絡　室


森　林　総　研 中　央　水　研


村田　昌一


応用微生物研究室長


養　　殖　　研


中島　員洋
ウ　イ　ルス研究室長


応用微生物研究室 ウ　イ　ル　ス　研　究　室


国　際　農　研


安藤　康雄
畜産草地部主任研


生　物　資　源　部


生　産　利　　用　　部


畜　産　草　地　部


林　　　　業　　　　部


水　　　　産　　　　部


沖縄支所作物保護研究室


ワーキング・グループ


微生物遺伝資源部門　実施推進体制　つづき


センターバンク







5．微生物遺伝資源センターバンク運営体制


農業生物資源研究所


微生物遺伝資源管理責任者


00


農業生物資源研究所長


（微生物の保存，管理，運営の総括責任者）


微生物遺伝資源管理者


遺伝資源調整官


（微生物の保存，管理，運営の実務の責任


分　担　研　　究　　室


運　営　委　員　会


センターバンク機能


微生物遺伝資源審査委員会


委員長：遺伝資源調整官
委　員：遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


関係各部，場から1名


微生物の保存，管理，運営についての協議，助言


微生物保存登録の審議，承認


微生物探索研究チーム


微生物評価保存研究チーム


遺伝資源管理情幸田斗


情報システム研究チーム


業務管理課


サブバンク機能


（遺伝資源第一部）


（遺伝資源第二部）


（分子遺伝部）


（生理機能部）


微生物探索研究チーム


微生物評価保存研究チーム


遺伝資源管理情報科


ゲノム複製研究室


遺伝子応答研究室


窒素固定研究室


微生物の探索，特性情報の収集，管理


微生物の保存，特性評価，目録作成，情報網の作成・管理
微生物の増殖保存，在庫管理


微生物の情報管理
文書の受付・発送，微生物の受入れ，配布


微生物の探索


微生物の収集，評価，保存法の開発


微生物の増殖保存，在庫管理


有用細菌の保存，評価


弱毒ウイルスの保存，評価


窒素固定菌の収集，保存，評価


委員長：遺伝資源調整官
委　員：遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


遺伝資源第一部
遺伝資源第二部
遺伝資源第一部
遺伝資源第二部


分子遺伝部


上席研究官
上席研究官
微生物探索研究チーム長
微生物評価保存研究チーム長
遺伝資源管理情報科長
遺伝子応答研究室







6．微生物遺伝資源サブパンク運営体制


（1）農業研究センター


（担　　当）


委員長：病害虫防除部長


委　員：畑土壌肥料研究室長
ウイルス病害研究室長
畑病害研究室長


病害虫防除部長


委員長：病害虫防除部長
委　員：畑土壌肥料研究室長


ウイルス病害研究室長
畑病害研究室長


病害虫防除部上席研究官


水田病害研究室


畑病害研究室


ウイルス病害研究室


マイコプラズマ病害研究室


虫害研究室


線虫害研究室


畑土壌肥料研究室


－9－


（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


登録微生物株の審査


収集・保存範囲の設定と分
担，その他管理運営に関する
協議と助言


管理責任者の補佐，実務の責


任者


○センターバンクとの連絡等


管理運営に関する連絡業務


OWGへの参加，微生物グルー


プ別責任者としての業務


所　長


（組織）


微生物遺伝資源


管理責任者


微生物株審査
委　　員　　会


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源


管理運営委員会


分担研究室


病原ウイルスの保存，増殖，
評価，保存法の開発


病原糸状菌の保存，増殖，評
価，保存法の開発


病原糸状菌の保存，増殖，評
価，保存法の開発


病原ウイルスの保存，増殖，
評価，保存法の開発


病原マイコプラズマ・細菌の
保存，増殖，評価，保存法の
開発


病原微生物（昆虫寄生性）の
保存，増殖，評価，保存法の
開発


寄生性線虫の保存，増殖，評
価，保存法の開発


生産性向上関連微生物の保存，
増殖，評価，保存法の開発







（2）農業環境技術研究所


（組織） （担　　当）


委員長：環境生物部長
副委員長：微生物管理科長
委　　員：微生物管理料4名


微生物管理科長


細菌，真菌：微生物特性・分類研究室長
放線菌，根粒菌：土壌微生物利用研究


室長


微生物特性・分類研究室


寄生菌動態研究室


土壌微生物生態研究室


線虫・小動物研究室


土壌微生物利用研究室
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（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


登録微生物株の審査


管理運営に関する助言


管理責任者の補佐，実務の責


任者


○サブバンク管理運営（文書
の受付，発送等窓口業務，


微生物株の受入・配布・在
庫管理，情報（来歴，特性，
文献等）の管理，物品購入等）


OWGへの参加，及び微生物


グループ別昔年者としての


業務


細菌・真菌の保存，増殖，評
価，保存法の開発


細菌・糸状菌・ウイルスの評
価


細菌・糸状菌の評価


線虫の保存，評価，保存法の
開発


放線菌・根粒菌，一般土壌細
菌の保存，増殖，評価，保存
法の開発


所　長
微生物遺伝資源


管理責任者


微　生　物　株


管　　理　　者


微　生　物　株


管　　理　　係


分担研究室


微生物株審査
委　　員　　会







（3）畜産試験場


（組織） （担　　当）


委員長：加工部長
委　員：企画科長


加工部微生物利用研究室長


その他関係研究者


栄養部　消化管微生物研究室


加工部　微生物利用研究室
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（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


管理責任者の補佐


○サブバンク管理運営（文書
の受付，発送等窓口業務，
受入・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報のDB


化等）
OWGへの参加


飼料微生物の保存，増殖，評
価及びそれらの方法の開発


畜産加工にかかわる微生物の
保存・増殖・評価及びそれら
の方法の開発


場長


加工部長


微生物遺伝資源


管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源


管理運営委員会


分担研究室







（4）草地試験場


（組織） （担　　当）


委員長：環境部長
委　員：環境部作物病害研究室長


生態部土壌微生物研究室長


飼料生産利用部
飼料調製評価研究室長


生態部　土壌微生物研究室


環境部　作物病害研究室


（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


管理責任者の補佐


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入・送付，保存・配布台


帳の整理，特性情報等のD
B化等）


生産性向上関連土壌微生物の


保存，増殖，評価


植物病原微生物の保存・増殖・


評価


飼料生産利用部　飼料調製評価研究室　サイレージ関連発酵微生物の
保存，増殖，評価
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場長


環境部長


微生物遺伝資源


管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源


管理運営委員会


分担研究室







（5）果樹試験場


（組織） （担　　当）


委員長：保護部長
委　員：病害研究室長


病原機能研究室長
天敵機能研究室長


病原研究室


病原機能研究室


天敵機能研究室


カンキツ部　病害研究室


リンゴ支場　病害研究室


カキ・ブドウ支場　病害研究室
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（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


管理責任者の補佐


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報等のD
B化等）


落葉果樹（主としてナシ，モ
モ，クリ）の病原菌及びウイ
ルスなどの収集・保存・評価


果樹病原菌，果樹ウイルスな
どの収集・保存・評価


害虫に対する天敵微生物（糸
状菌，ウイルスなど），天敵
微生物の培養細胞などの収集・
保存・評価


果樹病原体の樹種に応じた収


集・保存・評価


果樹病原体の樹種に応じた収


集・保存・評価


果樹病原体の樹種に応じた収


集・保存・評価


場　長


保護部長


微生物遺伝資源


管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源


管理運営委員会


分担研究室







（6）野菜・茶業試験場


（組織） （担　　当）


委員長：環境部長


委　員：野菜育種部
耐病性機構研究室長（窓口）


委　員：環境部病害研究室長


環境部　病害研究室


野菜育種部　耐病性機構研究室


花き部　病害研究室


茶栽培部　病害研究室


久留米支場　病害虫研究室
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（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


管理責任者の補佐


○保存微生物株の管理，運営


に関する協議
○サブバンク管理運営（文書


受付・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報等のD


B化等）


野菜病害の病原菌の保存なら


びに特性評価


病原菌の収集・評価


花き病害の病原菌の保存なら


びに特性評価


茶病害の病原菌の保存ならび


に特性評価


病原菌の収集・評価


場　長


環境部長


微生物遺伝資源


管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源


管理運営委員会


分担研究室







（7）蚕糸・昆虫農業技術研究所


（組織）


生体情報部長


（担　　当）


委員長：生体情報部長


委　員：上席研究官
共生媒介機構研究室長
桑病害研究室長
蚕病害研究室長


生体情報部　共生媒介機構研究室


生産技術部　桑病害研究室


生産技術部　蚕病害研究室


－15－


（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


管理責任者の補佐，実務の責
任者


○管理運営に関する協議と助
－


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等窓口業務，微
生物の受入，配布，物品購
入等，微生物株在庫管理，


微生物株の受入，保存，配
布台帳の整理，特性情報の
電算機入力）


OWGへの参加


昆虫媒介微生物の保存，増殖，


評価，必要に応じて保存法の
開発


植物病原糸状菌・細菌の保存，
増殖，評価，必要に応じて保


存法の開発


昆虫病原性ウイルス，微抱子・
糸状菌の保存，増殖，評価，


必要に応じて保存法の開発


所　長
微生物遺伝資源


管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源


管理運営委員会


分担研究室







（8）家畜衛生試験場


（組織）


製剤研究部長


（担　　当）


委員長：製剤研究部長
副委員長：病原微生物管理研究官
委　　員：原虫病研究室長


その他若干名
事務局：企画連絡室　研究交流科


細菌・寄生虫研究部：病原機能研究室，
細菌病研究室長，
寄生虫病研究室，
原虫病研究室


ウイルス病研究部：病原ウイルス研究室，
発病機構研究室，
ウイルス生態研究室


生体防御研究部：免疫細胞研究室


総合診断研究部：病原診断研究室，
疫学研究室，
放牧病研究室


海外病研究部：診断研究室，
免疫研究室，
予防疫学研究室


飼料安全性研究部：がん原性研究室，
ズーノーシス研究室


製剤研究部：細菌製剤研究室，
ウイルス製剤研究室，
生理活性物質研究室，
製剤工学研究室


北海道支場：臨床微生物研究室


九州支場：臨床細菌研究室，
臨床ウイルス研究室


病原微生物管理研究官
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（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


管理責任者の補佐，実務の責
任者


○微生物株等の受入，選定，
目録作成，配布等の審議，
及び管理，運営に関する協
議と助言


○受入，配布等の実務及びそ
れらに関する台帳の整理


OWGへの参加，グループ別
責任者としての業務


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


収集，保存，特性評価及び保存


場　長
微生物遺伝資源
管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源
管理運営委員会


分担研究室







（9）食品総合研究所


（組織） （担　　当）


応用微生物部長


委員長：応用微生物部長
委　員：酵母研究室長


その他研究室長　若干名


炭水化物研究室


健全性評価研究室


微生物・トキシン制御研究室


資源素材化研究室


応用微生物部上席研究官


糸状菌研究室


酵母研究室


発酵細菌研究室


酵素利用研究室
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（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


管理責任者の補佐


○サブバンク管理運営に関す
る協議と助言（受入，登録
微生物株の審査，登録番号
の決定）


○サブバンク管理運営（文書
の受付・発送等窓口業務，
微生物株の受入，配布，微
生物株在庫管理，保存，増
殖，評価，保存法の開発，
特性（来歴所在，一次特性）
情報電算機入力，文献情報
電算機入力，目録作成刊手前


OWGへの参加，グループ別
責任者としての業務


酵母の収集，特性評価及び保存


糸状菌の収集，特性評価及び
保存


糸状菌及び細菌の収集，特性
評価及び保存


細菌の収集，特性評価及び保存


酵母の収集，特性評価及び保存


糸状菌の収集，特性評価及び
保存


酵母，糸状菌の収集，特性評
価及び保存


細菌の収集，特性評価及び保存


放線菌の収集，特性評価及び
保存


所　長
微生物遺伝資源
管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源
管理運営委員会


分担研究室







（10）森林総合研究所


（組織）


企画調整部長


（担　　当）


座長：企画調整部長


委員：森林環境部長


森林生物部長


生物機能開発部長


木材化工部長


企画科長


連絡科長


委員長：森林生物部長


委　員：森林微生物科長


きのこ科長


樹病研究室長


腐朽病害研究室長


土壌微生物研究室長


昆虫病理研究室長


きのこ生態研究室長


きのこ育種研究室長


樹病研究室


腐朽病害研究室


土壌微生物研究室


昆虫病理研究室


きのこ生態研究室


きのこ育種研究室
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（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


管理責任者の補佐


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○遺伝資源の受入，選定，保


存，提供，これらの審査及


び情報整理，目録作成等に


関すること


○遺伝資源について，上記の


事項を円滑に推進するため


の管理運営に関すること


○その他委員長が必要と認め


た事項


糸状菌・細菌の収集・評価・
保存


糸状菌・細菌の収集・評価・
保存


糸状菌・細菌の収集・評価・
保存


細菌・糸状菌の収集・評価・
保存


糸状菌の収集・評価・保存


糸状菌の収集・評価・保存


所　長
微生物遺伝資源


管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


森林微生物遺伝


資源管理運営委員会


森林生物遺伝資
源（微生物部門）
管理小委員会


分担研究室







（11）中央水産研究所


（組織）


利用化学部長


（担　　当）


委員長：利用化学部長
委　員：企画調整部


応用微生物研究室長


応用微生物研究室長
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（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


管理責任者の補佐


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入，送付，保存・配布，
保存配布台帳の整理，特性


情報のDB化等）


細菌・糸状菌の収集・評価・
保存


・所　長
微生物遺伝資源


管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源


管理運営委員会


担当研究室







（12）養殖研究所


（組織） （担　　当）


委員長：病理部長
委　員：ウイルス研究室長


ウイルス研究室


（業　務　内　容）


微生物株管理運営等の全般に


わたって総括する


管理責任者の補佐


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，


受入，送付，保存・配布，
保存配布台帳の整理，特性
情報等のDB化等）


水産病原細菌，ウイルスの保


存，在庫管理，特性の評価，
保存法の開発，微生物株の収
集，受入等の実務，水産微生
物遺伝資源の特性評価
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所　長


病理部長


微生物遺伝資源


管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源


管理運営委員会


担当研究室







（13）　国際農林水産業研究センター


（組織）


生産利用部長


（担　　当）


委員長：生産利用部長
委　員：各部担当研究員


生物資源部


環境資源部


生産利用部


畜産草地部


沖縄支所


作物保護研究室
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（業　務　内　容）


管理・運営全般にわたる総括


責任者


管理責任者の補佐


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送，保存・配布台
帳の整理，特性情報のDB
化等）


植物病原ウイルス，MLOの


保存，増殖，評価，保存法の
開発


生産性向上関連微生物の保存，


増殖，評価，保存法の開発


植物病原細菌，寄生性線虫，


食品利用加工関連微生物の保
存，増殖，評価，保存法の開
発


家畜病原菌，畜産物利用加工
関連微生物の保存，増殖，評
価，保存法の開発


樹木病原微生物，林産物利用
加工関連微生物の保存，増殖，
評価，保存法の開発


水産病原微生物，水産加工関
連微生物の保存，増殖，評価，
保存法の開発


植物病原微生物の保存，増殖，
評価，保存法の開発


所　長
微生物遺伝資源


管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源


管理運営委員会


分担研究室


林業部


水産部







7．微生物遺伝資源部会の開催


第16回微生物遺伝資源部会


日　時：平成12年2月14日（月）13：30～17：00


場　所：農業生物資源研究所第1本館3階大会議室


出席者


（学識経験者）


海洋バイオテクノロジー研究所　　取締役


国立環境研究所　生物圏環境部　　部長


（行政部局）


農林水産技術会議事務局


（場所）


農業研究センター


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


国際農林水産業研究センター


農業生物資源研究所


連絡調整課課長補佐


連絡調整課生物資源係長


病害虫防除部長


微生物管理科長


加工部長


環境部長


保護部長


環境部長


生体情報部長


製剤研究部長


病原微生物管理研究官


応用微生物部長


森林微生物科長


利用化学部長


病理部長


生産利用部長


所長（部会長）


遺伝資源調整官（事務局長）


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


分子遺伝部長
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大　川　雅　央


賓　藤　広　伸


川　本　　　勲


渡　通　　　信


（代理）賓　藤　初　雄


植　松　　　勉


永　田　忠　博


杉　原　　　進


工　藤　　　居


手　塚　信　夫


志　賀　正　和


三　浦　康　男


上　田　　　久


柳　本　正　勝


金　子　　　繁


中　添　純　一


反　町　　　稔


（代理）椛　木　信　幸


桂　　　直　樹


宮　崎　尚　時


加　藤　邦　彦


大　野　清　春


肥　後　健　一







会議の概要


I．開会


Ⅱ．挨拶　農業生物資源研究所　桂所長（部会長）


ジーンバンク事業の第2期もあと1年を残すのみとなった。今回の部会では，第2期事業


の展開の総括と，次期事業計画を検討してほしい。微生物部門では収集菌株数はすでに目標


を達成し，コレクションの内容の充実に重点をおいた事業展開を図っている。農林水産業や


食品産業関連の微生物の遺伝資源研究をベースに，特色あるコレクションの充実に努める必


要がある。また，国内外の他の保存機関とのネットワーク形成も必要であり，このような視


点からも論議してほしい。


Ⅲ．委員紹介


Ⅳ．議事


報告連絡事項


1．遺伝資源関連情勢報告：（大川連絡調整課課長補佐）


資料に基づき，1）農林水産省ジーンバンク事業の予算，2）生物遺伝資源を取り巻く


内外の動向について，3）農林水産ジーンバンク事業の概要，4）ジーンバンク評価委員


会について，5）独法化後の農林水産ジーンバンク事業の推進体制について，説明があっ


た。これについて，独法化後，水産や森林関係のサブバンクとセンターバンクの関係につ


いては現状のままなのか，それとも3つに分かれるのかの問いに対し，水産庁関係や森総


研などとの横の連携はこれから作っていくなどの回答があった。


2．平成11年度運営体制


部会委員の交代，および運営体制についての説明が行われ，了承された。


3．平成11年度ワーキンググループ打合わせ会報告


資料に基づき平成11年度ワーキンググループ打合わせ会議の概要が報告され，了承され


た。


4．平成11年度事業実績及び平成12年度事業計画の検討


1）収集・保存点数，2）探索・収集微生物，3）特性評価，4）委託試験，5）情報，


6）配布実績について，資料に基づいて報告され，以下のような質疑応答があった。


ジーンバンク事業の活動が周りから見えにくく，情報を外に見えやすい形にする必要が


あるのではないかとの問いに対し，配布しているアクティブコレクションは約1万株で，


インターネットでリストを公開している。今後も情報の公開に努めたいとの回答があった。


「廃棄」の理由および糸状菌の学名の基準は何かとの問いに対し品質劣化等により菌株が


整理されたものがあること，糸状菌の学名は専門家との話し合いで一般的な学名を採用し，


植物病原菌については基本的には植物病名目録に従っているとの回答があった。委託に出


される菌株の基準は何かとの問いに対し，糸状菌に関しては未同定の菌株を中心に，植物


ウイルスについては在庫の少ないものを中心、に選んでいるとの回答があった。
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5．微生物遺伝資源配布目録追補版の作成


平成10年に公開可能となったリストが示され，インターネットで公開することが提案さ


れ了承された。


協議事項


1．平成12年度国内探索，海外探索


1）国内探索：農研センターによる「沖縄におけるいもち病菌の収集と特性評価」及び森


総研による「東北地方北部地域におけるナメコ等食用きのこの収集と特性評価」が提案


され了承された。


2）海外探索：生物研による「インドネシアにおける植物病原菌および共生シュードモナ


スの収集と特性評価」が提案された。これに対し，インドネシアとの協力体制の現状はど


うかとの問いに対し，カウンターパート経由で相手側の所長の許可を取り，政府との許


可申請も行っていることから菌株の持ち帰りはできると考えているなどの回答があった。


2．微生物遺伝資源利用マニュアルの作成


平成11年度に微生物遺伝資源利用マニュアル7が印刷されたことが報告され，12年度も


引き続き印刷することおよびインターネットにより内容の公開を行うことが提案され了承


された。


3．ジーンバンク事業第2期基本計画の進捗状況および微生物部門次期計画


2期計画達成度及び次期基本計画について資料に基づき説明され，以下の質疑応答があっ


た後了承された。


ゲノム解析について具体的な計画はあるのかとの問いに対し，ジーンバンク事業とゲノ


ム研究の関係は強くなっていくと思われる。ゲノム研究の成果をジーンバンク事業に積極


的に取り込んで行きたいとの回答があった。


全体的にこれほど多くの研究機関・研究者が張り付いているコレクションは世界にはな


く，農林水産省のジーンバンク事業はアジア・世界をリードして行くポテンシャルがある


ので，これを実現するよう具体的な方策を考える必要があることが述べられた。これに対


し，事業がうまく行くか行かないかはプロジェクト経費の中にどう人件費を入れるかにか


かってくると思われるが，まだ結論は出ていないとの発言があった。


ジーンバンク事業が民間から菌株を受け入れる可能性はあるのかとの問いに対し，植物


部門の例が参考までに紹介された。植物の場合は民間から受け入れること，受け入れた遺


伝資源の公開の可否は提供者が設定できること，基本的には微生物も植物部門と同じであ


ることなどの回答があった。


部会委員意見


サブバンクから以下のような意見があった。


エンドファイトのコレクションは豊富であること，分類・同定できる人材の養成が必要で


あること，バイオハザード対応の凍結乾燥機等の施設が必要であること，ジーンバンク事業
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で保存している菌株の分譲依頼が県や大学からくるので，もっとジーンバンク事業をPRす


べきであること，事業予算が少なくなってきているので増額してほしいこと，予算配分以前


の段階で予算の情報がほしいことなどが述べられた。
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8．微生物遺伝資源部会ワーキンググループの開催


日　時：平成11年11月22日（月）13：30～17：00


場　所：農業生物資源研究所第1本館3階大会議室


出席者


農林水産技術会議事務局


農業生物資源研究所


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合試験場


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


（センターバンク）


農業生物資源研究所


連絡調整課　課長補佐 大　川　雅　央


微生物遺伝資源係長　斉　藤　広　伸


上席研究官


畑病害研究室長


遺伝子応答研究室長


微生物特性・分類研究室長


土壌微生物利用研究室長


微生物利用研究室


作物病害研究室長


病原機能研究室長


耐病性機構研究室長


生体情報部上席研究官


病原微生物管理研究官


応用微生物部上席研究官


樹病研究室長


応用微生物研究室長


ウイルス研究室長


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第一部上席研究官


企画調整部　研究交流第二科長


微生物探索研究チーム


微生物評価保存研究チーム長
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宮　崎　尚　時


加　藤　邦　彦


加　来　久　敏


小　林　贋　美


青　木　孝　之


落　合　弘　和


北　本　宏　子


土　屋　健　一


永　井　利　郎


サブバンク


農業研究センター


（代理）加　納　　　健


堀　内　誠　三


佐　藤　　　守


上　田　　　久


高　野　博　幸


（代理）阿　部　恭　久


村　田　昌　一


（代理）栗　田　　　潤


本　田　要八郎


賓　藤　初　雄


西　口　正　通


西　山　幸　司


宮　下　清　貴


岡　本　隆　史


島　貫　忠　幸







情報システム研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


遺伝資源管理情報科主任研究官


業務管理課長


堀　田　光　生


武　田　尚　人


川　田　真佐子


白　田　和　人


佐　藤　豊　三


柘　植　倫　代


藤　田　新三郎


加　藤　由美子


会議の概要


I．開会　加藤遺伝資源第一部長


Ⅱ．微生物遺伝資源部会事務局長　宮崎遺伝資源調整官　挨拶


ジーンバンク事業の第2期も7年目を迎え，その間，品質管理・利用マニュアルの作成等


を行い，信頼されるバンクとなってきた。第2期は残り1年を残すのみとなり，次期に向け


てどのような展開ができるかについて議論をお願いしたい。


Ⅲ．議事


（1）遺伝資源をめぐる情勢報告　技術会議事務局　連絡調整課　大川課長補佐


平成12年度予算要求では昆虫等動物遺伝資源の強化，ジーンバンク情報システムの強化


等を要求している。平成10年度ジーンバンク評価委員会の評価が公表され，おおむね適切


であるという評価であった。今年度は動物・微生物の評価を重点的に行うことになってい


る。2期事業の改善方向については部門ごとに行い，次期計画を作成したい。


（2）平成11年度運営体制


平成11年度運営体制について，部会委員，ワーキング打合会委員の交代等資料に基づき


説明された。


（3）平成11年度事業の進捗状況及び平成12年度事業計画について以下の項目が報告された。


1）収集・保存点数　2）収集微生物　3）特性評価　4）委託試験　5）情報


6）平成11年度上半期配布実績


植物病原菌が主に収集されたことが報告された。各サブバンクで収集・保存点数，収集


微生物，特性評価についての平成11年度の実績と12年度計画をとりまとめ，平成11年12月


27日までに提出することが要請された。特性評価については評価した微生物種名を記入す


るよう要請された。委託試験については11年度の進捗状況が報告された。パスポートデー


タ項目をデータシートの新書式にあわせて更新し，データの移行を行っていること，在庫


管理はより有効な管理法を作成し，データの更新に着手していることが報告された。11年


度上半期配布実績が資料に基づき説明された。


データベースの新システムへの移行作業の終了はいっになるかとの質問に対し，パスポー
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トデータの項目の作成はすでに終了し，データベースは新規のもので運営されていること，


特性関係のデータベースがまだ新データシ「トに対応していないので，全体的な作業の終


了は次年度以降になることが回答された。


（4）微生物遺伝資源配布目録追補版の作成


平成10年に配布可能になった菌株リストを各微生物グループ別責任者がチェックしたこ


と，これをインターネットで公開することが報告された。


（5）特性データシートの改訂


10年度微生物遺伝資源部会で述べられた意見を参考に項目を微調整したこと，今後デー


タシート改訂検討作業部会に諮り，次年度には新書式の印刷を行う予定であることが報告


された。また，センターバンクより，インターネットにおける英語版公開のため，人名の


ローマ字表記についてサブバンクにおける調査協力が要請された。


協議事項


（1）国内探索


11年度の畜試の乳酸菌の探索はすでに終了したこと，野茶試の植物病原菌等については


年度内に終了の予定であることが報告された。12年度は農研センターの糸状菌，森総研の


キノコの探索が提案された。


（2）海外探索


11年度の農環研のロシアにおける探索はすでに終了したとの報告があった。12年度は生


物研からインドネシアにおける植物病原菌等の探索が提案された。


いづれの提案も了承されたが国内，国外ともに追加提案があれば受け付けることが承認


された。


（3）微生物遺伝資源利用マニュアルの作成について


今年度候補課題（農研センター）を発行することが了承された。また，マニュアルは印


刷物も出していくが，インターネットでも公開することが提案され了承された。インター


ネット公開においてそれを管理するのはどこかとの質問に対し，ジーンバンクのホームペー


ジで公開することを検討したいとの回答があった。


（4）内部評価方法


本年度予定されている内部評価に対する資料作成が資料に基づき提案された。これに対


し，資料の内容及び書き方等の質問及び例示を書くことなどの提案があった。これに対し，


資料は数字だけでなく，内容もなるべくわかるようにすること，特に成果を強調してほし


いこと，依頼文書は例示を含め至急送付することが述べられた。


（5）ジーンバンク事業第2期基本計画の評価及び次期基本計画策定のための検討資料作成


センターバンクでとりまとめた資料に基づき説明され，以下のような質疑があった。


収集の基本方針として，植物病原菌は農水省以外のところが持っているものをすべて集


めるのか。それとも，自分の基準で収集するのかとの問いに対し，なるべく広く収集する
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が内容についてはキュレーターを中心に検討してはしいとの回答があった。県がジーンバ


ンクから配布してもらう際には課金されるが，独立行政法人化後はどうなるのかとの問い


に対し，独立行政法人化以降は財産の扱いが自由になり，寄託者へただで資産を提供する


ことも独立行政法人の裁量できめられるとの回答があった。遺伝資源のうちセンターバン


クに移管していない菌株の取り扱いはどうなるのかとの問いに対し，各サブバンクの菌株


はそれぞれのサブバンクが移行する独立行政法人のものになるとの考えが連絡調整課から


示された。


分類同定の専門家育成について，具体的には正規職員を増やすのか，それともOB等で


対応するのかとの問いに対し，基本的にはこの部門の職員の増加を考えているが，必要な


らOB等も考えたいこと，サブバンクで必要な機材を設置するというのは，ジーンバンク


予算内で行うのかという問いに対し，その方向で考えたいこと，特性内容に関し，1，2，


3次特性の基準が唆味で判断に困るので微生物部門では言葉を換えた方がよいという提案


に対し，定義し直す方向で考えたいこと，配布した微生物に関する論文を貢献度の資料の


トップに持ってくるべきであるとの提案に対し，そのようにしたいとの回答があった。


（6）その他


予算配分が少ない割には報告書の数は多い。予算の最低ラインを決めてもらいたいとの


要望に対し，検討するとの回答があった。
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Ⅱ　平成11年度


微生物遺伝資源部門実績報告







1．遺伝資源の収集，受入，保存及び特性評価


（1）全微生物の機関別収集，受入，保存及び特性評価


全 場所　　　　　　　　　　　　　　　　　 平 成 1 1年 度 農 林 水産 省　 ジー ンバ ンク　 事 業 実績　　　 微 生 物部 門　　　　　　 注 ）　 各 柵 の 数 字 は点 数 を表 す


場 所 名


平 成


1 0 年


合 計


平 成 1 1年 度 保存 数 増 減


の 内 訳


平 成


1 1年度
合 計


平 成 1 1年 度　 保存 （増 殖 ） 形態 の 内訳 平 成 1 1年 度 保 存 区 分 の 内訳 特 性 調 査


継代


培 養 凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他   小 計


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ベ －ス


コレクション 一 次 二 次 三 次


アクティブコレクション
増 減


収集 受 入 移 管 廃 棄


農 業 研 究 セ ン ター 7，57 1 1，277 4 2 2 4 1．244 7．622 5，293 1．059 5 3 2 8 5 9 7，74 3 7，622 6．3 19 1，303 5 1 3 4‘92 3 4 2 13 1


農 業 生 物 資源 研 究所 16．946 3 8 9 6 0 3 5 5 22 0 17，663 10，799 1 3，161 6．291 2，686 3 2．937 17．663 5，882 1 1 7 8 1 8　917 6 7 1 0 5 7 4


農 業 環 境 技術 研 究所 5，582 1，038 3 3 0 9 6 2，892 3，962 1，784 1，971 1，469 4 5 5，269 3，962 2，734
I


1，228


I
9 3 6 1 13 4


t


6 3 1 0


畜 産 試 験 場 184 2 50 0 0 5 0 3 8 4 30 0 84 5 2 0 4 3 6 3 8 4 3 3 2 5 2 1 0
I


0 2 6 0 0


草 地 試 験 場 925 1 30 8 7 5 5 9 8 3 64 2 8 2 2 6 9 0 99 3 9 8 3 8 8 4 99 8 6 10 1 6 7 0


果 樹 試 験場 2，633 4 5 8 0 0 8 2 0 2，271 9 14 1，180 5 6 12 1 2，27 1 2，271 2，029 24 2 4 7 13 1 4 2 8 0


野 菜 ・茶業 試 験場 2，435 6 8 4 5 6 － 0 52 2 2，653 2．038 18 1 4 34 5 2 2，705 2．65 3 2．107 5 4 6 3 1 3 5 2 2 4 2 1 0


蚕 糸 昆 虫農 業 技術 研 究 所 725 1 15 0 ‘4 10 0 7 3 6 18 2 55 2 7 6 3 8 13 7 3 6 7 3 1 5 5 2 0 57 1


家 畜 衛 生試 験 場 2「184 3 2 6 0 0 2 3 2 2，278 5 4 7 12 1．892 0 2，658 2．278 1．559 7 19 9 6 4 8 4 36 4 0


食 品総 合 研 究所 711 2，114 3 4 7 1．935 8 4 6 4 3 2 56 7 6 1 0 1．060 84 6 8 3 4 12 0 0 2　085 4 3


国 際農 林 水 産業 研 究 センター 796 7 9 86 86 0 8 7 5 14 9 33 2 3 96 0 8 7 7 87 5 8 7 5 0 0 8
I


3 0 0 0


森 林総 合 研 究所 3．84 8 2 10 3 0 0 3 8 5 3，70 3 3．648 5 5 0 0 3．703 3，703 2．185 1，518 84 9 2 2 6 9 4 68


中 央水 産 研 究所 245 2 5 4 0 0 20 4 7 9 4 7 9 0 0 0 4 7 9 4 7 9 4 7 8 1 1 9 1 2 6 2 0


養殖 研 究 所 264 2 0 0 0 2 6 6 0 26 6 0 0 2 6 6 26 6 9 1 17 5 13 0 5 0


合 計 45，049 7，326 1，158 38 7 8，4 25 4 4，721 2 6．714 20．202 1 1，528 3，766 ‘62，210 4 4，721 2 7，040 17，681 1 1，786 4，006 6，273 24 7







（2）全機関の全微生物群別収集，受入，保存及び特性評価


全場所全微生物　　　　　　　　　　　　　　　平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


微生物種類


平成


1 0 年


合計


平成 1 1年度　 保存数増 減


の内 訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度 保存 （増殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存区分 の内訳 特性調査


継代


培養 凍結


真空


乾燥


その


他 小計


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベ 一ス


コレクション 一次 二次 三次


アククティブコレクション


増 減


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 16，580 2，135 330 214 2，752 16，079 2，896 10，85 1 7．893 969 22．609 16．079 10，240 5，839 3，898 1．610 2．647 93


370 21 4，482 129 －16 －160 67 20 －50 1 －751 250 113


糸状菌 ・酵母 26，005 3，924 764 148 4，822 25，723 23．358 8，333 2．607 2，231 36，529 25，723 14，784 10．939 7，570 1，957 3，236 73


163 67 6．887 240 －594 82 140 －18 －282 －532 136 －324


ウイルス ・ファージ等 1，836 1，244 35 25 834 2，256 52 908 1．0 28 400 2，388 2．256 1，596 660 297 382 352 81


10 0 193 14 ． 363 97 －17 457 420 414 6 3


原虫 ・線虫 606 21 29 01 17 639 398 96 0 166 660 639 409 230 21 55 38 0


0 0 0 38 4 0 1 43 33 －152 185 12


培養細胞 22 2 0 0 0 24 10 ・14 0 0 24 24 11 13 0 2 0 0


0 0 3 0 2 0 0 2 2 2 0 0


合計 45，049 7．326 1．158 387 8，425 44，7 2．1 26，714 20，202 11，528 3，766 62，210 44，721 27．040 17，681 11，786 4，006 6，273 247


543
1


88 11，565 421 －241 19 19 1 504 －328 －1．0 19 577 －196


下段 は当年度
i海外分


下 段は


i累計


！
l


　下 段は敵重度 の農産農 と本年度保存 数の差







（3）全機関の全微生物種類別収集，受入，保存及び特性評価
微 生物 種 類 別　　　　　　　　　　　　　　 平 成 1 1年 度 農林 水 産 省　 ジー ンバ ン ク　 事業 実 績　　　 微 生 物部 門　　　　　　　 注 ）　 各欄 の数 字 は点 数 を表 す


微 生 物 種 類


平 成


1 0 年


合 計


平成 1 1年 度 保 存 数 増 減


の 内 訳


平 成


1 1年 度
合 計


平 成 1 1年 度 保 存 （増 殖 ） 形 態 の内 訳 平 成 1 1年 度 保存 区分 の 内訳 特 性 調 査


継 代


培 養 凍 結


真 空


乾 燥


そ の


他 小 計


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ベ －ス


コレクション


アクティブコレクション


l


一次 二 次 三 次増 減


収 集 受入 移 管 廃棄


細 菌 15，278 1．884 234 118 1．832 15，44 6 2，576 10．643 7，600 969 21，788 15，446 9，867 5，579° 3，777 1，610 2，368 93


放 線 菌 1．302 25 1 96 96 920 633 320 208 293 0 ・821 633 373 260 12 1 0 279 0


酵 母 792 2，112 172 12 1，900 1，164 ． 430 896 500 0 1，826 1．164 657 507 118 300 2，180 2


糸 状 菌 25．213 1．8 12 59 2 136 2，922 24．559 22．928 7，437 2．107 2，23 1 34，703 24．559 14，127 10，4 32 7，452 1，657 1，056 71


植 物 ウイ ル ス 911 1，083 35 25 737 1・．267 4 524 6 14 132 1．274 ． 1．267 982 285 2 14 18 1 96 70


ウイ ロイ ド 19 5 0 0 ・5 19 0 0 0 19 19 19 13 6 1 5 6 0


動 物 ウイ ルス 510 119 0 ‘ 0 60 569 48 354 272 0 674 569 40 2 167 43 134 100 11


フ ァー ジ 12 0 0． 0 0 12 0 0 12 0 12 12 0 12 10 0 0 ° 0


フ ァイ トプ ラズ マ 246 3 0 0 0 24 9 0 0 0 ・249 249 24 9 122 127 27 10 110 0


マ イ コプ ラ ズマ 138 34 0 0 32 140 0 30 1130 0 ・ 160 14 0 77 63 2 52 40 0


リケ ッチ ア 9 2 0 0 2 9 0 9 0 0 9 9 7 2 0 0 ．0 0


原 虫 85 10 0 0 8 87 15 78 0 3 96 87 5 1 ・36 7 16 16 0


線 虫 512 9 29 0 7 543 383 9 0 163 5．55 543 35 1 192 14 39 22 ・0


細 胞 融合 微 生 物 5 0 0 0 0 5 0 5 ．0 0 5 5 0 5 0 0 0 0


培 養細 胞 17 2 ‘0 0 0 19 10 9 0 0 19 19 11 8 0 2 0 0


合 計 45，049 7，326 1，158 387 8，425 44，72 1 26．7 14 20，202 11！528 3，7661 62．210 44，7 21 27，040 17，68 1 11，786 4，006 6，273 247







（4）全機関の微生物グループ別収集，受入，保存及び特性評価


環境 微 生物　　　　　　　　　　　　　　　 平成 1．1年 度 農林 水産 省　 ジー ンバ ンク　 事業 実 績　　　 微 生 物部 門　　　　　　 注 ）　 各欄 の数 字 は点 数 を表す


微 生 物 種類


平成


1 0 年度


合計


平成 1 1年 度　 保 存 致 増 減


の 内 訳


平成


1 1年度
今計


平成 1 1年度　 保 存 （増 殖 ） 形態 の内 訳 平 成 1 1年度　 保存 区 分 の 内訳 特 性 調査


継 代


培姜 凍結


真 空


乾 燥
その


他 小 計


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ベー ス


コレクション 一 次 二次 三次


アクティブ


；コレクション増 減


収集 受入 移 管 廃 棄


細 菌 13．201 1．348 234 88 1．629 13．066 2．181 9．908 6．051 969 19．209 13，066 8．048 5，0 18 3，692 1，332 1，851 55
放 線 菌 1．273 251 96 96 920 604 320 187 276 0 783 604 344 260 121 0 279 0
酵 母 491 100 12 0 0 603 126 471 478 0 1，075 603 112 49 1 118 300 0 0
糸 状 菌 24，766 1．755 589 131 2．907 24．0 72 22，53 1 7，347 2．092 2．23 1 34．20 1 24．072 13，7 19 10，353 7，408 1，657 968 0
植 物 ウイ ル ス 911 1．083 35 25 737 1，267 4 524 614 132 1，274 1，267 982 285 214 181 96 70
ウ イ ロイ ド 19 5 0 0 5 19 0 0 0 19 19 19 13 6 1 5 6 0
動 物 ウイ ル ス 198 2 0 0 0 200 14 187 0 0 201 200 126 74 30 1 11 11
フ ァー ジ 12 0 0 0 0 12 0 0 12 0 12 12 0 12 10 0 0 ・0
フ ァイ トプ ラズ マ 246 3． 0 0 0 249 0 0 0 249 ’ 249 249 122 127 27 10 ‖0 0
原虫 3 0 0 0 0 3 0 0 0 ・3 3 3 0 3 3 0 0 0
線虫 503 7 29 0 5 534 383 0 0 163 546 534 349 185 12 34 22 0
培養 細胞 10 2 0 0 0 12 10 2 0 0 12 12 11 1 0 2 0 0


合 計 4 1，633 4，556 995 340 6．203 40，641 25，569 18．626 9．523 3，766 57，5糾 40，641 23，826 16，815 11，636 3，522 3．343 136


家 畜 微 生物　　　　　　　　　　　　　　　　 平 成 1 1年 度 農 林 水産 省　 ジー ンバ ン ク　 事業 実 績　　　 微 生 物部 門　　　　　　　 注 ）　　 各欄 の 数 字 は点 数 を表す


微 生 物種 類


平 成


1 0 年


‘合 計


平成 1 1年度　 保 存 数増 減


の内 訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度　 保存 （増 殖 ） 形態 の内 訳 平 成 1 1年 度　 保存 区 分 の 内訳 特 性 調査


継 代


培 養 凍結


真 空


乾 燥


そ の


他 小計


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


ベ －ス


コレクション 一 次 二 次 三次


アクティブコレクショシ


増 減
収集 受入 移 管 廃 棄


細 菌 1，614 161 0 0 128 1，647 5 407 1，482 0 1．894 1．647 1，138 509 75 278 2 19 0


放 線菌 8 0 0 0 0 8 0 0 8 0 3 8 8 0 0 0 0 0


動 物 ウイ ル ス 312 117 0 0 60 369 34 167 272 0 473 36＿9 276 93 13 133 89 0
マ イ コプ ラ ズマ 138 34 0 0 32 14．0 0 30 130 0 160 140 77 63 2 52 40 0


リケ ッチ ア 9 2 0 0 2 9 0 9 0 0 ． 9 9 7 2 0 0 0 0


原 虫 8 2 10 0 0 8 84 15 78 0 0 93 84 5 1 33 4 16 16 0
線虫 9 2 0 0 2 9 0 9 0 0 9 9 2 7 2 5 0 0


細 胞 融 合微 生 物 5 0 0 0 0 5 0 5 0 0 5 ．5 0 5 0 0 0 0


培養 細胞 7 0 0 0 0 7 0 7 0 0 7 7 0 7 0 0 0 0
合計 2．184 3 26 0 0 232 2！278 54 7 12 1，約 2 0 2，658 2，278 1，559 7 19 96 484 364 0


食 品 微生 物　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成 1 1年 度　 農 林 水産 省　 ジー ンバ ン ク　 事業 実 績　　　 微 生物 部 門　　　　　　　 注 ）　　 各 柵 の数 字 は 点数 を表 す


微 生 物種 類


平成


1 0 年


合 計


平 成 1 1年度　 保 存 数増 減


の内 訳


平成


1 1年度


合計


平 成 1 1年度　 保存 （増 殖 ） 形態 の内 訳 平 成 1 1年 度 保存 区 分 の 内訳 特 性 調査


継 代


培 養 凍 結


真 空


乾 燥


そ の


．他
小計


保 存


総 数


ワーキング


コレクション


べ 一ス


コレクション 一次 二次 三次


アクティブ


コレクション
ll


増 淑


収集 受入 移 管 廃 棄
細 薗 463 375 0 30 75 733 390 323 67 0 685 733 ° 631 52 10 ‘0 293 33


放線 菌 21 0 0 0 0 2°1 0 21 9 0 30 21 21 0 0 0 0 0


酵母 30 1 2．0 12 160 12 1．900 561 304 4 25 22 0 751 561 545 16 0 0 2，180 2


糸 状菌 447 57 3 5 15 487 397 90 15 0 502 487 408 79 44 0 88 7 1


合計 1，232 2，444 163 47 1，990 1．802 1，09 1 864 113 0 1．968 1．802 1．655 147 54 0 2，566 111







（5）研究機関別収集，受入，保存及び特性評価
セ ンターバ ン ク　　　　　　　　　　　　　 平成 1 1年 度 農 林 水産 省　 ジー ンバ ン ク　 事業 史 績　　　 微 生 物部 門　　　　　　 注 ）　 各 柵 の数 字 は点 数 を表 す


微生 物種 類


平 成


1 0 年 度


合 計


平 成 1 1年 度　 保存 数増 減


の 内 訳


平 成


1 1年度
合計


平 成 1 1年度　 保 存 （増 殖 ） 形態 の内 訳 平成 1 1年 度　 保存 区分 の 内訳 特 性 調査


継 代


培養 凍結


真 空


乾 燥


その


他 小計


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベ －ス


コレクション 一次 二次 三 次


アクティブ
！コレクション増 減


収集 受入 移管 廃 棄


細 菌 ・放 線 菌 3．26 5 0 2 12 0 0 3，47 7 1 0 3，13 2 3，35 1 0 6，49 3 3．47 7 0 3．47 7 2，84 5 0 0 0


0 0 0 0 14 6 2 1 2 0 3 5 8 2 12 0 2 1 2 1 3 7


糸 状菌 ・酵 母 7．5 15 0 18 7 0 7 7，695 7，036 6，81 2 2，14 6 1，58 1 17，575 7，69 5 0 7，69 5 5．77 5 0 0 0


0 4 9 0 180 16 8 8 2 細 5 18 18 0 0 1 80 1 0 5


ウイ ル ス ・フ ァー ジ等 119 0 2 5 0 12 1 3 2 0 13 2 0 5 13 7 13 2 0 1 3 2 1 1 6 0 0 0


0 0 0 0 1 3 0 0 1 3 13 0 13 2 1


原虫 ・線 虫 0 0 0 0


0


0 0 0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0 0 0


培養 細胞 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


合 計 10，899 0 4 2 4 0 1 9 11．30 4 7，04 6 10，07 6 5，49 7 1．58 6 2 4．20 5 1 1．30 4 ．0 1 1，30 4 声，73 6 0 0 0


0 4 9 0 1 80 3 27 29 4 88 8 89 4 05 0 4 0 5 26 3
i下 段 は 当年度


；海外分


下 段 は累計 l ；　　　　　　 下段 は 前 髪度 の 保 存数 と杢 年度 保夜 鷹 の羞


農 業研 究 セ ン タ ー　　　　　　　　　　　　　 平 成 1 1年 度 農林 水 産省　 ジー ンバ ンク　 事 業実 績　　　 微生 物 部 門　　　　　　　 注 ）　　 各 柵 の数 字 は点 数 を表 す


微生 物 種類


平 成


1 0 年 度
合 計


平 成 1 1年 度　 保存 数 増 減


の内 訳


平成


1 1年 度
合計


平成 1 1年 度　 保 存 （増 殖 ） 形 態 の 内訳 平 成 1 1年 度　 保 存 区分 の内 訳 特性 調 査


継代


培養 凍結


真空


乾燥


そ の


他 小 計


保存


総 数


ワーキング


コレクション


ベ －ス


コレクション 一 次 二 次 三 次


アクティブ


コレクション
t


増 減


収 集 受 入 移 管 廃棄


細 菌 ・放線 菌 120 3 8 5 0 0 5 17 77 1 8 5 5 8 1 17 3 17 8 5 6 77 1 5 98 17 3 15 2 28 0 1 6 5 0


0 0 33 －2 14 －36 2 0 17 －55 9 －43 2 －432 ‘ 0 0


糸 状菌 ・酵 母 5217 1 18 3 0 2 7 5 3 11 4 8 11 7 5 0 ・44 8 53 3 4 53 1 1 4 58 5 7 2 6 2 5 6 0 1 23 0


0 0 15 7 9 4 0 0 0 9 4 9 4 96 －2 0


ウイル ス ・フ ァー ジ等 690 10 7 3 10 24 7 0 0 10 4 9 14 4 0 3 3由 27 4 10 5 0 10 4 9 8 30 2 1 9 9 3 18 0 1 83 8 1


0 0 14 2 0 3 10 4 6 3 3 5 9 3 5 9 3 80 －21 －19


原 虫 ・線虫 461 l 29 0． 0 4 9 1 3 8 3 0 0 12 0 5 0 3 4 9 1 30 6 18 5 12 3 2 20 0


0 0 0 4 2 0 0 0 4 2 3 0 －15 5 18 5 12


培 養細胞


合計 757 1 1 27 7　　　　 42


．0　　　 0


24


3 3 2


12 4 4 7 6 2 2 5 2 9 3


－78


10 5 9


－52


5 3 2


4 6


8 5 9


2 0


7 7 4 3


－64


7 6 2 2


5 1


6 3 19


－1日


130 13


1 6 2


5 1 3


－7


4 9 2 3 4 2 13 1


t
下 段 は 当年 度海外 分 下 段 は


累計 l
王段 は 前 年 度 の保 在 数 と本 年 度保 夜 鷹 の羞　　　　　　　







農業生物資源 研究所　　　　　　　　　　　 平成 1 1年度 農林水産省　 ジー ンバ ンク　 事業実績　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　　 各柵の数 字は点数 を表す


微生物種類


平成


1 0 年度


合計


平成 1 1年度　 保存数増減


の内 訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度 保存 （増 殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存区分 の内訳 特性調査


継代


培養 凍結


真空


乾燥


その


他 小計


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベ －ス


コレクション 一次 二次 三次


アクティブコレクション


増 減


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 6．643 216 226 0 201 6．884 1，326 5，947 3，95 2 950 12，175 6．884 2，964 3．920 3，011 0 864 4


174 13 1．786 237 182 302 50 771 241 －46 287 137


糸状菌 ・酵母 9．965 173 352 54 7 10，429 9，473 7，057 2，146 1，73 1 20．407 10，429 2，730 7，699 5，775 67 192 0


98 49 1，898 246 350 82 88 766 464 284 180 105


ウイルス・ ファージ等 338 0 25 1 12 350 0 157 193 5 355 350 188 162 131 0 1 0


0 0 3 0 13 －1 0 12 12 －1 13 22


原虫 ・線虫 0 0


0


0


0


培養細胞 0 0 0 0


3


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


合計 16，946 3甲


272


603


62


55


3，690


220 17，663 10，799


483


13．16 1


545


6．291


383


2・，6鋼


138


3 2，937


1，549


17，663


7 17


5，882


237


日，78 1


480


8，9 17


264


67 1，05 7 4


下段は当年度


海外分


i下段は


累計


！　　　　　　 下段は前 年度の保養 数と杢 年度保象 数の差　 －


農業環境技術 研究所　　　　　　　　　　　　 平成 1 1年度 農林水産省　 ジー ンバ ンク　 事業実績　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　　 各柵の数 字は点数 を表す


微生物種類


平成


1 0 年


合計


平成 1 1年度　 保存数増減


の内 訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度　 保存 （増 殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存区分 の内訳 特性調査


継代


培養 凍結


真空


乾燥
その


・他 小計


保存


総数
ワーキング


コレクション


ベ －ス


コレクション 一次 二次 主次
アクティブコレクション


増 減


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 2，9 13 5 18 0 96 1，147 2，188 59 1，860 1，045 2 2．966 2，188 1，437 751 514 361 429 0


105 0 1，867 －91 50 －652 0 －693 －725 －670 －55 －28


糸状菌 ・酵母 2，6 19 5 14‘ 330 0 1，740 1．723 1，723 108 421 0 軍，252 1，723 1，254 469 422 771 200 0


0 18 1，063 156 －1．052 0 0 －896 －896 －967 71 61


ウイルス ・ファージ等 8 0 0 0 0 8 2 3 3 0 8 8 0 8 0 0 0 0


0 0 46 0 0 0 0 0 0 0 0 0


原虫 ・線虫 42 6 0 0 5 43 0 1 0 0 43 43 43 43 0 0 2 2 0


0 0 0 0 0 0 1 1 1 l 0 0


培養細胞 0 0


0


0


0


合計 5，582 1，038


10°5


330


18


96


2，976


2．892 3，962 1．784


65


1．971


－1，002


1，469


－652


45


1


5，269


－1‘，588


3．962


－1，620


2，734


－1，636


1．228


16


936


33


1．134 631 0


下段は当年度


海外分


下段は


累計 l
下段は前 年度の保 存数と本 年度保存 数の差　　　　　　　 ；







畜産試験場　　　　　　　　　　　　　 平成 1 1年度 農林水産省　 ジー ンバ ンク　 事業実績　 微生物部 門　　　　　　 注）　 各柵の数 字は点数 を表す


微生物種類


平成


1 0 年度


合計


平成 1 1年度　 保存数増 減


の内 訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度　 保存 （増殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存区分 の内訳 特性調査


継代


培養 凍結


真空‘


乾燥


その


他 小計


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベ －スコレクション


一次 二次 三次


アクティブコレクション


増 淑


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 182 250 0 0 50 382 300 82 5台 0 434 382 330 52 10 0 260 0


0 0 0 200 0 0 0 200 200 200 0 0


糸状菌 ・酵母 2 0 0 0 0 2 0 2 0 0 2 2 2 0 0 0 0 0


0 0 49 0 0 0 0 0 0 0 0 0


ウイルス ・ファージ等 0 0


．0


0


．0


原虫 ・線虫 0 0


0


0


0


培養細胞 0 0


0


0


0


合計 184 250


0


0


．0


0


49


50 384 300 84 52 0 436 384 332 52 10 0 260 0


200 0 0 0 200 200 200 0 0
下段は当年度
海 外分


下 段は


累計
I
l
i


；　　　　　　 下段は前 生皮 の保 在数 と杢 年度保在農 の差


草地試験場　　　　　　　　　　　　　　　 平成 1 1年度 農林水産 省　 ジー ンバ ンク　 事業実 績　　 微生物部 門　　　　　　 注）　 各柵の数 字は点数 を表す


微生物種類


平成


1 0 年度


合計


平成 1 1年度　 保存教増 減


の内 訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度 保存 （増 殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存区分 の内訳 特性調査


継代


培養 凍結


真空


乾燥


その


他 小計


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベ －ス


コレクション 一次 二次 三次


アクティブコレクション


増 減


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・破線薗 523 80 8 0 5 606 267 80 269 0 6 16 606 542 64 51 0 56 0


0 8 75 33 80 －20 0 93 83 83 0 0


糸状菌 ・酵母 40 2 50 0 75 0 377 375 2 0 0 3わ 377 342 35 35 10 1日 0


15 0 182 －2‾5 0 0 0 －25 －25 50 －75 －75


ウイルス ・ファー ジ等 0 0


0


0


0


原虫 ・線虫 0 ・0


0


0


0


培巷細胞 0 0


0


0


0


合計 925 130


15


8


8


75


257


5 983 642


8


82


80


269


－20


0


0


993


68


983


58


8糾


133


99


－75‾


86


－75


10 167 0


l
下段は当年度海外分 下段は累計 “　　　　　　 下段提虚 無度の保点 数と本 年度保在 数の差







果樹試験場　　　　　　　　　　　　　　　 平成 1 1年度 農林水産省　 ジー ンバンク　 事業実績　　　 微生物部 門　　　　　　 注）　 各柵の数 字は点数 を表す


微生物種類
平成


1 0 年
合計


平成 1 1年度　 保存数増 減


の内‥訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度　 保存 （増殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存 区分 の内訳 － 特性 調査


継代


培養 凍結


真空


乾燥


その


他 小計


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベ －ス


コレクション 一次 二次 三次


アクティブコレクション


増 減


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 925 341 0 0 420 846 366 445 35 0 846 846 751 95 5 50 321 0


0 0 0 －81 －24 26 0 －79 －79 －89 10 0


糸状菌 ・酵母 1，494 105 0 0 370 1，229 538 688 3 0 1，229 1，229 1．120 109 19 70 73 0


0 0 5 －320 55 0 0 －265 －265 －266 l 0


ウイルス・ ファージ等 204 10 0 0 30 184 0 45 18 121 184 184 147 37 23 9 34 0


0 0 2 0 0 0 －20 －20 －20 －2 1 l 0


原虫 ・線虫 0 0


0


0


0


培養細胞 10 2 0 0 0 12 10 2 0 0 12 12 1 1 1 0 2 0 0


0 0 0 0 2 0 0 2 2 2 0 0


合計


′


2，633 458 0 0 820 2，271 9 14 1，180 56 12 1 2，271 2，27 1 2．029 242 47 131 428 0


0 0 7 －401． 33 26 －20 －362 －362 －374 12 0
‘下段は当年度　　 －


海外分


下段は


累計 l


下段は前 生皮の保 姦数 と杢 年度保存数 の差　　　　　　　


野菜・ 茶業試 験場　　　　　　　　　　　　　 平成 1 1年度 農林水産省　 ジー ンバ ンク　 事業実．績　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　　 各柵の数 字は点数 を表す


微生物種類


平成


1 0 年


合計


平成 1 1年度　 保存数増 減


の内 訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度　 保存 （増 殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存区分 の内訳 特性調査


継代


培養 凍結


真空


乾燥


その


他 小計


保存


総数


ワ－キング


コレクション


ベ －ス


コレクション 一次 二次 三次


アクティブコレクション


増 淑


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 622 83 10 0 139 ‘576 73 122 381． 0 576 576 447 129 68 23 30 0


0 0 38 －54 －50 58 0 －46 －46 －52 6 6


糸状菌 ・酵母 1，758 601 46 0 383 2，022 1，965 57 0 52 2．074 2，022 1，651 371 214 499 391 0


0 0 355 2 13 51 0 52 3 16 264 175 89 45


ウイルス ・ファージ等 55 0 0 0 0 55 0 2 53 0 55 55 9 46 31 0 0 0


0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


原虫 ・線虫 0 0


0


0


0


培養細胞 0 0


0


0


0


合計 2，435 684


0


56


0


0


393


522 2，653 2，038


159


18 1


1


434


58


52


52


2，705


270


2，653


218


2．107


123


546


95


3 13


5 1


522 421 0


下段は当年度


廟 外分
下段は累計 ；　　　　　　 下段は前 葉度の保 存数 と本 年度保存数 の差







蚕糸 ・昆虫農 業技術研究 所　　　　　　　　 平成 1 1年度 農林水産省　 ジー ンバンク　 事業実績　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　　 各欄の数 字は点数 を表す


微生物種類


平成


1 0 年


合計


平成 1 1年度　 保存教増 減


の内 訳


平成


1 1年度
合計


平成 1 1年度　 保存 （増殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存区分 の内訳 特性調査


継代


培養 凍結


真空


乾燥


その


他 小計


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベ 一ス


コレクション 一次 二次 三次


アクティブコレクション


増 減


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 546 105


0


0


0


2


55


100 549 0


0


531


3


76


0


0


0


607


3


549


3


549


5


0


－2


0


0


20 52 l


糸状菌 ・酵母 174 10


0


0


0


2


93


0 182 182


8


19


0


0


0


0


0


20 1


8


182


8


182


8


0


0


0


0


0 5 0


ウイルス・ ファージ等 2 0


0


0


心


0


0


0 2 0


0


2


0


0


0


0


0


2


．0


2


0


0


0


2


0


2


0


0 0 0


原虫 ・線虫 3 0


0


0


0


0


0


0 3 0


0


0


0


0


0


3


0


3


0


3


0


0


0


3


0


3


0


0 0 0


培養細胞 0 0


0


0


0


合計 725 115


0


0


0


4


148
下 段は


累計


100 736 182


8


552


3


76


0


3


0


8 13


11


736


11


731


13


5


－2


5


0


20 57 1


下段は 当年度海外分 …　　　　　　　 下段は前 年度の保 存数と本 年度保存数 の差


家畜衛生試験 場　　　　　　　　　　　　　　 平成 1 1年度 農林水産省　 ジー ンバンク　 事業集 線　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　　 各柵の数 字は点数 を表す


微生物種類


平成


1 0 年度


合計


平成 1 1年度 保存数増減


の内訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度　 保存 （増 殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存 区分 の内訳 特性調査


継代


培姜 凍結


真空


乾燥


書の


他 小計


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベ －ス


コレクション 一次 二次 三次


アクティブコレクション


増 減


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 1．622 161


0


0


0


0


20


128 1，655 5


0


407


24


1．490


85


0


0


1．90 2


109


1，655


33


1，146


29


509


4


75


－2


278 219 0


糸状菌 ・酵母 0 0


0


0


0


ウイルス ・ファージ等 450 151


2


0


0


0


0


92 509 34


14


197


28


402


52


0


0


633


94


509


59


353


46


156


13


15


0


185 129 0


原虫 ・線虫 100 14


0


0


0．


0


0


12 102 15


－4


96


4


0


0


0


0


111


0


102


2


60


2


4 2


0


6


0


21 16 0


培巷細昭 12 0


0


0


0


0


0


0 12 0


0


12


0


0


0


0


0


12


0


12


0


0


0


12


0


0


0


0 0 0


合計 2．184 326


2


0


0


0


20


232 2，278 54


10


712


56


1，892


137


0


0


2，658


203


2，278


94


1，559


77


7 19


17


96


－2


484 364 0


l
li
；


下段は当年度　　海外分　　 下段は累計 l
t


下段は前 菜度の保姦 数 と本 年度保存数 の差　　　　







食品総合研究 所　　　　　　　　　　　　　　 平成 1 1年度 農林水産省　 ジー ンバ ンク　 事業実績　　　 微生物部 門・　　　　　　 注）　　 各柵の数 字は点数 を表す


微生物種類


平成


1 0 年


合計


平成 1 1年度　 保存数増 減


の内 訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度 保存 （増 殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存区分 の内訳 特性調査


継代


培養 凍結


真空


乾煉


その


他 小計


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベ －ス


コレクション 一次 二次 三次


アアクティブコレクション


増 減


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 33写 85


10


0


0


30


368


25 ．362 50


－21


297


5 1


24


0


0


0


371


30


362


30


362


30


0


0


0


0


0 48 38


糸状菌 ・酵母 379 2，029


0


3


0


17


897


1，9 10 484 382


15


270


0


37


0


0


0


689


15


484


105


472


105


12


0


0


0


0 2．037 5


ウイルス ・ファージ等 0 0


0


0


0


原虫 ・線虫 0 0


0


0


0


培養細胞 0 0


0


0


0


合計 711 2，日4


10


3


0


47


1，265


1，935 846 432


－6


567


5 1


61


0


0


0


1，060


45


846


135


834


135


12


0


0


0


0 2，085 4 3


下段は当年度海外分 下 段は累訃 ；　　　　　　 下段は前 年度の保 在数 と本 年度保存腰 の差　　 ‾


国際農林水産 業研究セン ター　　　　　　　　 平成 1 1年度 農林水産省　 ジー ンバンク　 事業実績　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　　 各柵の数 字は点数 を表す


微生物種類


平成


1 0 年度


合計


平成 1 1年度　 保存数増 減


の内 訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度 保存 （増 殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存 区分 の内訳 特性調査


継代


培養 凍結


真空


乾燥


その


他 小計


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベ －ス


コレクション 一次 二次 三次


アクティブコレクション


・増 淑


収集 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 629 7 1


4 1


畠6


0


86


240


0 700 0


0


304


30


396


41


0


0


700


71


700


71


700


71


0


0


0


0


0 290 0


糸状菌 ・酵母 147 0


0


0


0


0


0


0 147 147


0


0


0


0


0


0


0


147


0


147


0


147


0


0


0


0


0


0 10 0


ウイルス ・フ ァー ジ等 20 8


8


0


0


0


0


0 28 2


0


28


10


．0


0


0


0


30


10


28


8


28


8


0


0


0


0


8 0 0


原虫 ・線虫 0 0


0


0


0


培養細胞 0 0


0


0


0


合計 796 79


49


86


0


86


240


0 875 149


0．


332


40


396


4 1


0


0


877


8 1


875


79


875


79


0


0


0


0


8 300 0


下段は当年度


海外分


下段は累計 　　　　　　 下段は前 無塵の保 存数 と杢 年度保存 数の差







森林総合研究 所　　　　　　　　　　　　　　 平成 1 1年度　 農林水産省　 ジー ンバンク　 事業実．績　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　　 各欄の数 字は点数 を表す


微生物種類 ‘


平成


1 0 年度


合計


平成 1 1年度 保存数増減


の内訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度　 保存 （増 殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存区分 の内訳 特性調査


継代


培養 凍結


真空


乾燥


そ の


他 小計


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベ 一ス


コレクション 一次 二次 三次


アクティブコレクション


増 減


収集 　受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 0 0


0


0


0


糸状菌 ・酵母 3，848 210


50


30


0


0


2，188


385 3．703 31．648


－147


55


2


0


0


0


0


3，703


一145


3，703


－145


2，185


－17


1，518


－128


849


－460


226 94 68


ウイルス・ ファージ等 0 0


0


0


0


原虫 ・線虫 0 0


0


0


0


培養細胞 10 0


0


0


0


合計 3．糾8 210


50


30


0


0・


2，188


385 3．703 3，648


－147


55


2


0


0


0


0


3．703


－145


3，703


－145


2，185


－17


1，518


細128


849


－460


226 94 68


序 段は当年度海外分 下 段は累計 i　　　　　　 下段は前 葉度の保 存数 と杢 年度保存数 の差


中央水産研究 所　　　　　　　　　　　　　　 平成 1 1年度 農林水産省　 ジー ンバンク ・事業実績　　　 微生物部 門　　　　　　　 注）　　 各柵の数 字は点数 を表す


微生物種類


平成


1 0 年度


合計


平成 1 1年度 保存数増減


の内 訳


平成


1 1年度


合計


平成 1 1年度　 保存 （増 殖）形態 の内訳 平成 1 1年度　 保存 区分 の内訳 特性調査


継代


培養 凍結


真空


乾燥


その


他 小計


保存


総数


ワーキング


コレクション


ベ 一ス


コレクション 一次 二次 三次


アクティブコレクション


増 減


収集 ． 受入 移管 廃棄


細菌 ・放線菌 245 140


40


0


0


0


0


20 365 365


120


0


0


0


0


0


0


365


120


365


120


364


120


1


・0


1


0


598 62 0


糸状菌 ・酵母 0 ll・4


0


0


0


0 0 114 114 0 0 0 114


114


114


114


114 0 0 314 0 0


ウイルス ・ファージ等 0 0


0


0


0


原虫 ・線虫 0 0


0


0


0


培養細胞 0 0


0


0


0


合計 245 254


4d


0


0


0


0


20 479 479


120


0


．0


0


0


0


0


479


234


479


234


478


120


1


0


1


0


912 62 0


下段は当年度海外分 下段は


累計


！　　　　　　 下段は前 年度の保 存農 と本 年度保存 数の差
I







平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す養殖研究所


微生物種類


細菌 ・放線菌


糸状菌 ・酵母


ウイルス ・ファー ジ等


原 虫 ・線虫


培養細胞


合計
l
l
l







（6）各機関の微生物種類，研究室別収集，受入，保存及び特性評価


農業研究センター 平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業垂線　　　微生物部門　　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


細菌


研究室名


畑病害研究室


マイコプラズマ
病害研究室


虫害研究室


線虫害研究室


畑土壌肥料研究室


合計


放線菌


研究室名


畑土壌肥料研究室


合計


農業研究センター 平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を麦す







－


念


1


農業研究センター 平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


農業研究センター 平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業安綾　　　微生物部門　　　　　　　　拝）　　各柵の数字は点数を表す


農業研究センター 平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


糸状菌


研究室名


水田病害研究室


畑病害研究室
l


虫害研究室


線虫害研究室


畑土壌肥料研究室


合計


ll
植物ウイルス


研究室名


病害虫防除部


上席研究官
ウイルス病害研究室


合計


動物ウイルス


研究室名


虫害研究室


合計







平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


農業研究センター 平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


農業研究センター


農業研究センター 平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


ファージ


研究室名


マイコプラズマ
病害研究室


合計


ファイ トプラズマ


研究室名


マイコプラズマ
病害研究室


合計


線虫


研究室名


線虫害研究室


合計







農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


農業生物資源研究所 平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


　 細菌


研究室名


微生物探索研究チーム


遺伝資源第二部上席
研究官（ゲノム複製研より）
微生物評価保存


研究
窒素固定研究室


センターバンク


合計


放線菌


研究室名


センターバンク


合計


酵母


研究室名


微生物探索研究チーム


センターバンク


合計







農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


糸状菌


研究室名


微生物探索研究チーム


センターバンク


合計


植物ウイルス


研究室名


l
遺伝子応答研究室


センターバンク


合計







農業環境技術研究所


農業環境技術研究所


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


植物ウイルス


研究室名


寄生薗動態研究室


合計


線虫


研究室名


線虫 ・小動物研究室


合計







農業環境技術研究所


農業環境技術研究所


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各櫛の数字は点数を表す


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　徽生物部門　　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


細菌


研究室名


微生物特性 ・分類研究室


寄生薗動態研究室


土壌微生物生態研究室


土壌微生物利用研究室


線虫 ・小動物研究室


合計


放線菌


研究室名


土壌微生物生態研究室


土壌微生物利用研究室
l
l
合計







畜産試験場


畜産試験場


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実繚　　　微生物部門　　　　　　注）　各柵の数字は点数を表す


細菌


研究室名


微生物利用研究室


消化管微生物研究室


合計


糸状菌


研究室名


消化管微生物研究室


合計







草地試験場


草地試験場


草地試験場


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事童愛縁　　　徴牛物部門　　　　　　　　柱）　　各柵の数字は点数を表す


細菌


研究室名


土壌微生物研究室


飼料調製評価研究室


合計


酵母


研究室名


飼料調製評価研究室


合計


糸状菌


研究室名


土壌微生物研究室


作物病害研究室


飼料調製評価研究室


合計







果樹試験場


果樹試験場


果樹試験場


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


l
ll 細菌


研究室名


病原機能研究室


天敵機能研究室


病害研究室
（カンキツ部）‘


病害研究室


（カキ ・ブドウ支場）


合計


放線菌


研究室名


病害研究室


合計


酵母
［
！　 研究室名


病害研究室
（カンキツ部）


合計







果樹試験場


果樹試験場


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


糸状菌


研究室名


病害研究室


病原機能研究室


天敵機能研究室


病害研究室
（カンキツ部）


病害研究室
（リンゴ支場）


病害研究室
（カキ ・ブドウ支場）


合計


植物ウイルス


研究室名


病原機能研究室


病害研究室
（カンキツ部）


病害研究室
（カキ ・ブドウ支場）


合計







果樹試験場


果樹試験場


果樹試験場


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　　注）　　各楯の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す果樹試験場


ウイロイ ド


研究室名


病害研究室


病害研究室


（リンゴ支場）


合計


動物ウイルス


研究室名


天敵機能研究室


合計


ファージ


研密室名


病害研究室
－　 （カンキツ部）


合計


培養細胞


研究室名
lll束敵機能研究室


合計







野菜・茶業試験場


野菜・茶業試験場


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


細菌


研究室名
l
商害研究室


（環境部）
耐病性機構研究室


（野菜育種都）
病害研究室


（花き部）
病害研究室


（茶栽培都）
病害虫研究室


（久留米支場）
合計


放線菌


研究室名


病害虫研究室
（久留米支場）


合計







野菜・茶業試験場


野菜・茶業試験場


各欄の数字は点数を表す平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


糸状菌


研究室名


病害研究室
（環境部）


耐病性機構研究室
（野菜育種部）


病害研究室
（花き部）


病害研究室
（茶栽培部）


病害虫研究室
（久留米支場）


合計


植物ウイルス


研究室名


病害研究室
（花き部）


病害虫研究室
（久留米支場）


合計







蚕糸・昆虫農業技術研究所


蚕糸・昆虫農業技術研究所


蚕糸・昆虫農業技術研究所‡


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


細菌


研究室名


共生媒介機構研究室


桑病害研究室


合計


放線菌


研究室名


桑病害研究室


合計


［［
糸状菌


l
研究室名


桑病害研究室


合計







蚕糸・昆虫農業技術研究所


蚕糸・昆虫農業技術研究所


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


動物ウイルス


研究室名


蚕病害研究室


合計


原虫


研究室名


蚕病害研究室


合計







家畜衛生試験場


家畜衛生試験場


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実続　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


細菌
［［ 研究室名


llll靡原微生物管理研究官
lll
癖原機能研究室


細菌病研究室


病原診断研究室


疫学研究室


放牧病研究室


がん原性研究室


ズーノーシス研究室


細菌製剤研究室


生理活性物質研究室


臨床微生物研究室


臨床細菌研究室


合計


放線菌


研究室名


病原機能研究室


合計







家畜衛生試験場 平成11年膚　農林水産省　ジーンバンク　事業妥結　　　微生物部門　　　　　　　　拝）　　各欄の数字は点数を表す


動物ウイルス


研究室名


病原微生物管理研究官


病原ウイルス研究室


発病機構研究室


ウイルス生態研究室


免疫細胞研究室


病原診断研究室


放牧病研究室


診断研究室


免疫研究室


予防疫学研究室


ウイルス製剤研究室


製剤工学研究室


臨床微生物研究室


臨床ウイルス研究室


合計







家畜衛生試験場


家畜衛生試験場


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


lll：　 マイコプラズマ
l
l 研究室名


細菌病研究室
ll
細菌製剤研究室
［


合計


l


リケッチア


研究室名


寄生虫病研究室


合計


家畜衛生試験場 平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


原虫


研究室名


原虫病研究室


疫学研究室


合計







家畜衛生試験場


家畜衛生試験場


家畜衛生試験場


＿＿＿＿＿＿平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各席の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表すⅠ


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


線虫


研究室名


寄生虫病研究室


合計


細胞融合微生物


研究室名


病原ウイルス研究室


生理活性物質研究室


合計
［l


培養細胞


研究室名


病原ウイルス研究室


ウイルス生態研究室


病原診断研究室


ウイルス製剤研究室


生理活性物質研究室


合計







食品総合研究所


食品総合研究所


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


細菌


研究室名


資源素材化研究室


糸状菌研究室


酵母研究室


発酵細菌研究室


酵素利用研究室


合計


放線菌


研究室名


炭水化物研究室


微生物 ・トキシン
制御研究室


酵素利用研究室


合計







食品総合研究所


食品総合研究所


Ⅰ＿平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す


酵母


研究室名


炭水化物研究室


微生物 ・トキシン
制御研究室


応用徴生物部
上席研究官


糸状菌研究室


発酵細菌研究室


酵母研究室


合計


糸状菌


研究室名


健全性評価研究室


微生物 ・トキシン
制御研究室


凄源素材化研究室


糸状菌研究室


酵母研究室


合計







国際農林水産業研究センター


国際農林水産業研究センター


国際農林水産業研究センター


平成11年度盛林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　　各柵の数字は点数を表す


細菌


研究室名


生物資源部


l
圃境資源部
l
生産利用部


畜産草地部


合計


糸状菌


研究室名


厚産利用部
ll
畜産草地郎


合計


植物ウイルス


研究室名


生産資源部


合計







森林総合研究所 平成11年度農林水産省　ジーンバンク　　事業実績　　　微生物部門　　　　　　注）　各柵の数字は点数を表す


糸状菌


研究室名


樹病研究室


腐朽病害研究室


土壌微生物研究室


昆虫病理研究室


きのこ生態研究室
lllきのこ育種研究室


合計







中央水産研究所


中央水産研究所


中央水産研究所


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　生）　　各組の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


細菌


研究室名


応用微生物研究室


合計


酵母


研究室名


応用微生物研究室


合計


糸状菌


研究室名


応用微生物研究室


合計







養殖研究所


養殖研究所


平成11年度　農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各欄の数字は点数を表す


平成11年度農林水産省　ジーンバンク　事業実績　　　微生物部門　　　　　　　注）　　各柵の数字は点数を表す＋


細菌


研究室名


ウイルス研究室


合計


動物ウイルス


研究室名


ウイルス研究室


合計







2．微生物遺伝資源の国内探索・収集


＊詳細は「平成11年度・微生物遺伝資源探索収集報告書」農業生物資源研究所（ISSNO915－


2830）に掲載される。


3．微生物遺伝資源の海外探索・収集


＊詳細は「平成11年度・微生物遺伝資源探索収集報告書」農業生物資源研究所（ISSNO915－


2830）に掲載される。
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対象微生物 対象地域 研究課題名 担当場所・部・室


乳酸菌


糸状菌


沖縄本島および


石垣島


東北地方


沖縄における乳酸菌の収集と


特性評価


東北地域におけるイチゴうど
んこ病菌に対する措抗微生物


の収集と特性評価


畜試・加工部・微生物利用研


野茶試・久留米支場・病害虫研


対象微生物


昆虫病原性線虫


対象地域


ロ　シ　ア


研究課題名


ロシア極東地域におけるSとeわememq属・


Heterorhabditis属昆虫病原性線虫およ


びそれらの共生細菌の収集と特性評価


担当場所・部・室


農環研・環境生物部・


線虫・小動物研







4．微生物遺伝資源の収集実績の概要（1）
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農業研究セン夕ー


細 菌 イネ体上細菌,キャベツの根圏細菌等


糸 状 菌 いもち病菌,Fusarium属菌,ジャガイモ粉状そうか病菌等


ウ イ ル ス ナス科,ウリ科及びマメ科作物等の病原ウイルス,花き類の病原ウイルス


ファイトプラズマ ヒメフタテンヨコバイ媒介性ファイトプラズマ


線 虫 Meloidogyne属


農業生物資源研究所


細 菌 Ralstonia　solanacearum,蛍光性Pseudomonas　spp., 植物内生細菌,


Xanthomonas campestris pvs.,Agrobacterium属細菌,マメ科植物根粒菌


酵 母 Kluyveromyces lactis代謝酵素欠損変異株, Saccharomyces cerevisiae形


態変異株(パン酵母)


糸 状 菌 イネ,サトウキビ植物体上糸状菌


農業環境技術研究所


細 菌 植物病原細菌及びその関連細菌(JICA要請に合わせパラグアイ産野菜の紬


菌を分離), Burkholderia　spp.,Pseudomonas　spp., Erwinia　spp.,


Xanthomonas　spp.,土壌細菌一般
放 線 菌 Streptomyces属等


糸 状 菌 植物体上生息真菌及びその関連真菌,Helicobasidium属菌,Rosellinia属菌,


担子菌一般


線 虫 ビンセンチュウ,イシユクセンチユウ


畜産試験場


細 菌 プロバイオテイク乳酸菌,バクテリオシン生産性乳酸菌等


草地試験場


細 菌 牛ふん尿由来大腸菌,家畜ふん尿悪臭分解菌
糸 状 菌 エンドファイト,芝草病原菌,アーバスキュラー(VA),菌根菌


果樹試験場


細 菌 カメムシ共生細菌,カンキツかいよう病細菌


糸 状 菌 自紋羽病菌に措抗能のある菌株
酵 母 納豆菌等


糸 状 菌 ブドウ灰色かび病菌,昆虫寄生菌,疫病菌等


ウ イ ル ス 温州萎縮ウイルスgrape　virusA等


ウイロイド ゆず果病病原等


野菜・茶業試験場


細 菌 野菜・花に病原性を有する細菌,チャに病原性を有する細菌,括抗性を有す


る細菌


糸 状 菌 野菜・花き類の病原糸状菌(Trichothecium　roseum Botrytis cineraなど),


チャに病原性を有する糸状菌,チャ樹冠部生育菌,茶園土壌生育菌,イチゴ


植物体の糸状菌(Cladosporium cladosporioides,Alternaria alternataな


ど)







微生物遺伝資源の収集実績の概要（2）


蚕糸・ 昆虫農業技術研究所


細 菌 汚染絹糸褐色素生産細菌 (色素生産菌による染色性と菌の同定),
各種昆虫関連微生物等


糸 状 菌 クワ菓病原糸状菌等 (病原毒素生産菌)


家畜衛生試験場


細 菌 サープ リナ属菌, ストレプ トコッカス, パスツレラ,ヘ モフィルス, ボルデ


テラ, 嫌気性菌, 抗酸菌, 腸内細菌等
ウ イ ル ス アルポウイルス, インフルエンザウイルス, エンテロウイルス, バキュ ロウ


イルス, ペスチウイルス, ヘルペスウイルス, ボックスウイルス, レオウイ


ルス, レトロウイルス等
マイ コプラズマ ウシ等, 動物由来マイコプラズマ


原 虫 ネオスポーラ, ピロプラズマ等


線 虫 鞭虫等


食品総合研究所


細 菌 大豆発酵食品由来細菌, 乳酸菌


酵 母 S accharom yces　cerevisiae (特にパン酵母) (交雑育種による有用パン酵母


の開発), 冷凍耐性パン酵母
糸 状 菌 A sp ergillus　caelatus, Sp icellum　roseum , 醗酵食品由来糸状菌等


森林総合研究所


細 菌 P hom op sis spp ., 木材腐朽菌, キノコ類, 外生菌根菌,


昆虫・ 小動物寄生性糸状菌等


ファイトプラズマ P hy top la sm a


中央水産研究所


細 菌 淡水魚醤油発酵菌 (乳酸菌), アオサ分解 (発酵) 菌


酵 母 アオサ分解 (発酵菌)
糸 状 菌 アオサ分解 (発酵菌)


養殖研究所


ウ　 イ　 ル　 ス 海産魚イ リドウイルス等


国際農林水産業研究セン夕ー


細 菌


1 植 物 ウ イ ル ス


イネ白菜枯病菌, イネ条斑細菌病菌,


So y b ean　m osa ic　viru s等
エンドファ イティツクバクテリア


1
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5．微生物遺伝資源の特性評価の概要（1）


農業生物資源研究所


一次特性


細 菌 リボゾーマルR N A イネ白菜枯病菌X a n th o m on a s　o ry za e　p v. o ry za e,


ナス科植物青枯病菌旦Ra lston ia so la n a cea ru m ,
イネ もみ枯病菌B u rk h o ld eria g lu m a e


クラスター解析 ナス科植物青枯病菌R a lston ia so lan a cea ru m
糸 状 菌 温度特性 F u sa n u m n yg am ai, F u sa riu m sacca r,


C o n io th y rium fuclceli, T etrap lo a a rista ta
二次特性


細 菌 再分類 レース判 別 イネ白菜枯病菌X an th o m on a s ory za e p v. o ry za e


病原性 根頑がん腫病菌A g ro b ac terium tu m efac ien s,


イネ苗立 枯病菌B u rk h o lderia p la n ta ri


イネ もみ枯病菌B u rk h o lderia g lu m a e,


ナス科植物青枯病菌R a lston ia so lan a cea rum
IS因子 イネ もみ枯病菌B u rk h o lderia g lum a e


血清型 ナス科植物青枯病菌R a lston ia so lan a cea rum ,


トマ ト斑点細 菌病菌 X an th o m on a s ca m p estris p v .


vesic a to ria
浩抗性 蛍光性 シュー ドモナスP seu d om o n a s f lu o rescen s


農業研究セ ンター


一次特性


ファイトプラズマ リボゾ- マルR N A P h y to p lasm a


原 虫 同定 ヘテロラブデテ イスH eterorh a bd itis ba cteriop h o ra


一一l
-


形態 ネグサ レセ ンチュ ウP ra ty len ch us　p en e tra n s,


P -coffeae, P -vu ln u s
二次特性


ファイトプラズマ 宿主範 囲 P h y to p lasm a


R F L P P h y to p lasm a


病原性 P h y to p lasm a


糸 状菌


-l


病原性 イネい もち病菌P y ricu la ria g risea, F usa rium u


ox y sp o rum , S p ong osp o ra su b terran cea
交配能 イネい もち病菌P y ricu la ria g risea


括抗性 F u sarium ox sp oru m
核型 F u san u m g ra m in ea ru m


動物 ウイル ス 遺伝子検 出 A m a th es c-nigrum N P V , モ ンシロチ ョウG Ⅴ,.


エ ゾギクキ ンウワバN P Ⅴ
塩基配列 A m a th es c-n ig rum N P V , モ ンシロチ ョウG Ⅴ,


エゾギクキ ンウワバN P Ⅴ
病原性 A u tog rap h a ca lifo rn ica N P V


植物 ウイル.ス 病原性 B roa d b ea n w ilt viru s, T o ba cco m o sa ic viru s,


.K on ja c m osa ic viru s, So yb ea n dw a rf viru s,


M ilk -vetch dw a rf viru s
- 原 虫
ll一一一一一l一一l一一一


アイソザイム泳動 ネ コプセ ンチ ユウM elo id og y n e in cog n ita,


M . a rena r ia
全 タ ンノヾク質泳動 ス タイナーネマS tein ern em a g la seri


S . ca rp ocap sa e
l 三次特性


植物 ウイル ス 抗血清 B roa d b ean w ilt viru s, T o ba cco m osa ic v iru s,


.K o nja c m osa ic viru s, S o yb ea n dw a rf viru s,


M ilk -vetch dw a rf virh S







微生物遺伝資源の特性評価の概要（2）


農業生物資源研究 (つづき)


酵 母


糸 状 菌


植物ウイルス


三次特性


細 菌


rep -P C R


生理型


薬剤感受性


塩基配列


病原性


モノクロナール抗体


ナス科植物青枯病菌R alston ia so la n a cea ru m,


P seu d om o na s cich oru
ナス科植物青枯病菌R alston ia so la n a cea ru m


S a ccha ro m y ces cerevisia e


F u sa rium g ram in ea ru m ,


F u sa rium p seu d og ra m in ea rum
ジャガイモⅩウイルス


ナス科植物青枯病菌R alston ia so la n a cea ru m ,


トマ ト斑点細菌病菌X an th om o n a s ca m p estris p v.


..


vesica to ria


草地試験 場


二次特性
細 菌


糸 状 菌


耐塩性
悪臭軽減能
病原性
感染性


IT S配列


大腸菌E scherichia　coli


B acillus　sp.
B ip olaris　sp., E xserohilum sp.


エンドファイトN eotyp hodium sp.
ア⊥バスキエラー菌根菌G lom us　lep totk hum ,
A canlosp ora　g erdem annu
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農業環境技術研究所


一次特性
細 菌.


糸 状 菌


.線 虫
二次特性
細 菌


放 線 菌


糸 状 菌


線 虫


同定
生育特性
同定


F
同定


病原性


RFLP
その他二次特性


菌体外酵素生産能
芳香族化合物分解能


その他二次特性


その他二次特性


イネ葉面細菌,土壌生息細菌


Burkholderia　sp.
紫紋羽病菌Helicobasidium　mompa,
白紋羽病菌Rosellinia necatrix,Colletotrichum sp.,


Nectoria ochroleuca
ピンセンチュウ,イシュクセンチュウ


Xanthomonas　campestris,
Xanthomonas　campestris　pv.hyacinthi
イネ葉面細菌
Xanthomonas　oryzae,Burkholderia　glumae,
Burkholderia　plantaru
Streptomyces　sp.
Nocardiopsis　dassonvillei,Nocardia　asteroides,.
Nocardia　brasilens,Streptomyces　scabies,
Streptomyces　sp.
紫紋羽病菌Helicobasidium　mompa,
自紋羽病菌Rosellinia　necatrix


ピンセンチュウ,イシュクセンチユウ


畜産試験場


二次特性
細　　　　 菌


細　　　　 菌


l


セルロース分解


プロバイオテック


ルーメン細菌F ibrobacterr succinogenes


乳酸菌Lactococcus sp・，Lactobaculus sp・，


Leuconostoc sp・







微生物遺伝資源の特性評価の概要（3）


蚕糸・ 昆虫農業技術研究所


一時特性
細 菌


二次特性
細 菌


三次特性
細 菌
糸 状 菌


同定


色素産生能
病原性


エチレン生産能


昆虫腸管定着能
除草活性


X anthom onas　cam p estris


色素生産菌Janth inobacterium　lividum


X anthom onas　cam p estris
P seudom onas syringae, E rw in ia herbicola


P seudom onas　syringae, E rw in ia　herbicola.
クワ暗斑病菌M yrothecium　roridum
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果樹試験場


一次特性
細 菌
糸 状 菌


動物ウイルス
植物ウイルス
培養細胞


二次特性
細 菌
糸 状 菌


動物ウイルス


.植物ウイルス


同定
同定


同定
同定
同定


その他二次特性
病原性


その他二次特性


その他二次特性
病原性


Serratia　marcescens,Hafnia　alvei
白彊病菌Beauveria　bassiana,
黒彊病菌Metarhizium　anisopliae


バキュロウイルスBaculovirus
Grapevine　virus　A
ミグレカクモンハマキArchips　fuscocupreanus


Serratia　marcescens,Hafniaalvei
リンゴ疫病菌Phytophthora　syringae,ナシ黒星病
菌Venturia　nashicola,モモ黒星病菌Cladosporium


carpophilum
白彊病菌Beauveria　bassiana.
黒彊病菌Metarhizium　anisopliae


バキュロウイルスBaculovirus


カンキットリステザウイルスCitrus　tristeza　virus


野菜・茶業試験場


二次特性
細 菌


糸 状 菌


病原性


桔抗性
病原性


括抗性


スイカ果実汚斑細菌病菌Acidovorax　avenae　subsp.


citrulli,チャ赤焼病菌Pseudomonas　syringae　pv.
theae
Flexibactorsp.
トマト糞力ビ病菌Fuluiafulva,


.白絹病菌Sclerotium rolfsi乙イチゴ炭痘病菌Colletotrichum acutatum.


レタス斑点病菌Septorialactucae,
チヤ輪斑病菌Pe云talotiopsislongiseta,
Pdstalotiopsistheae.チヤ炭痘病菌,
Colletotrkhum theae-sinensis,
Corynesporasp.,Botrytiscinerea,
Sclerotiniasclerotiorum.
Verticulium sp.,Trichothecium roseum
Pestalotiops乙ssp.,Penicillium sp.,. .
Aspergu


illlus sp.







微生物遺伝資源の特性評価の概要（4）


食品総合研究所


二次特性
細 菌


糸 状 菌


三次特性
細 菌


.酵 母
細胞融合微生物


粘質物生産性
被膜形成能


アミラーゼ生産性
プロテアーゼ生産性
その他二次特性


その他三次特性


製パン特性
製パン特性


納豆菌B acillus subtilis
納豆菌B acillus subtilis
納豆菌B acillus subtilis
納豆菌B acillus subtilis
A sp erg illus caelatus, 麹菌A sp erg illus oryzae,
トリコデルマ菌Trich oderm a viride
Sp icellum roseum


乳酸菌L euconostoc m esen teroid es, L actobacillus


curvatus
パン酵母Saccharom yces cerevisiae
パン酵母Saccharom yces cereuisiae
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家畜衛生試験場


一次特性
細 菌


動物マイコプラズマ
動物ウイルス


二次特性
細 菌


細 菌


動物マイコプラズマ


動物ウイルス


l一
一一


原 虫


線 虫


生化学的性質
糖分解性


リボゾ-マルRNA
生化学的性質


血清型
薬剤感受性
細胞壁タンパク質


抗原性状
遺伝子型
遺伝子検査法
診断法


血清型


遺伝子
通伝子検査法


血清型


遺伝子解析


病原性


リセブター


モノクローナル抗体
抗原性状
細胞付着因子
抗酸化酵素


ブドウ球菌Staphylococus　aureus
豚丹毒菌Erysipelothrix　rhusinopathiae
豚由来マイコプラズマMycoplasma　hyopneumoniae
牛アデノウイルスBovine　adenovirus


豚赤痢菌Brachyspira　hyodysenteriae
腸炎菌Salmonella　enteritidis
牛へ.モフィルスHaemophilus　somnus,
連鎖球菌Streptococcus　suis
気腫痘菌Clostoridum　chawvoi
牛パスツラ肺炎菌Pasteurella　haemolytica
鳥型結核菌Mycobacterium　avium


ヨーネ菌Mycobacterium　paratuberculosis,
病原性大腸菌Escherichina　coli
牛由来マイコプラズマBovinemycoplasma,豚由来


マイコプラズマMycoplasmahyopneumoniae
牛由来マイコプラズマBovinemycoplasma
悪性カタール熱ウイルスBovineherpesvirustype3,
年下痢症ウイルスBovine virus diarrheal-disease


.Ⅵ∫uS
牛ボックスウイルスOrfvirus,豚コレラウイルスH0g


choleravirus,ロタイウイルスRotavirus
ブルータングウイルスBlue　tongue　virus,ニューカッ


スル病ウイルスNewcastle　disease　virus,
豚伝染性胃腸炎ウイルスPorcine　transmissible


gastroenevitis　virus
豚腹水疱病ウイルスSwine　vesicular　disease　virus,
豚水疱疹ウイルスSwine　vesicular　exanthem　avirus
牛アールエス・ウイルスBovine　respital　syncytial


virus


アイノウイルスAino virus
ネオスポーラNeospora caninum
小型ピロプラズマTheileria sergenti
豚回虫Ascaris suum







微生物遺伝資源の特性評価の概要（5）


国際農林水産業研究センター


一次特性


植物ウイルス 同定 ダイズモザイクウイルスSoy b ean m o sai c v iru s,


カルラウイルスC arlav iru s


中央水産碗究所


一次特性
細 菌


酵 母
糸 状 菌


同定


同定
同定


アオサ発酵菌L actobacillus　sp. Cytophag a　sp.,
A lterom onas　sp., F lavobacterium　sp., 海草分解
菌P seudoalterom onas　atlan tica,A lterom onas　sp.,


V ibrio　fisheri
アオサ発酵菌
アオサ発酵菌


養殖研究所


二次特性
動物ウイルス 細分類


病原性
海産イリドウイルス
海産イリドウイルス
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森林総合研究所


一次特性
糸 状 菌


二次特性
糸 状 菌


同定


病原性
物質生産
括抗性
RAPD


Trichoderma耐病性


mtーDNAタイピング
対時培養


栄養菌糸体不和合
菌床栽培


Hypoxylon　monticulosum,Xylaria　fockeu


ツチダリAstraeus　hygrometricus,


ニセショウロScleroderma　citrium


Ceratocystis　piceae,Stewartia pseudo-camellia.
. .Cryptosporiopsis abietina,Ceratocystis piceae


Fusarium oxysporum,Guignardia cryptomeniae
カイメンタケPhaeolus　schweinitzii,


ツキヨタケLampteromyces　japonicus
シイタケLentinula　edodes,Hypsizygus　marumonarius,
ヌメリスギタケモドキ


ナメコPholiota namekoナメコPholiota nameko


ナメコPholiota nameko


ナメコPholiota nameko,


シイタケLentinula edodes,ブナシメジ







6.委託試験結果


(1) VA菌根菌接種源の保存


1.課題の分類　生物資源　遺伝資源　保存増殖


2.研究課題名　特殊有用内生菌根菌の大量増殖技術の開発


3.予算区分　遺伝資源事業(委託)


4.研究期間　継平5-


5.担当　㈱関西総合環境センター　生物環境研究所　大和政秀


6.日的


VA菌根菌の増殖のためには宿主植物の培養が不可欠である。しかし,遺伝資源の保


存を目的として多種,多系統の菌を維持していくためには,この作業が大きな負担とな


るため,長期保存法の開発が求められている。


これまでの試験で, VA菌根菌は種類によって凍結保存中に胞子の発芽能力が著しく


低下する場合のあることが明らかとなっている。この活性の低下が温度低下中に起こる


のか,あるいは低温自体に問題があるのかは定かでないが,凍結の際,ゆっくりと温度


変化を行わせることによって,発芽活性の低下を緩和できる可能性が考えられる。


また,胞子の他に接種源として利用される感染根についてその保存法が確立されれば


胞子の保存に固執する必要がなくなり,保存中に胞子の活性が低下しやすい菌に対して


も長期保存を実施できる可能性がある。


本研究所では以上の点を背景として,ナルゲン杜のクライオ1℃凍結容器(サンプル


を1分間に1℃の割合で低下させることができ,細胞の凍結保存などに用いられている。)


による温度変化制御のもとにディープフリーザー(-80℃)による凍結処理を行い,そ


の後1ケ月間の-80℃での保存あるいは液体窒素の気相(約-160℃)での保存が胞子


発芽と感染根の感染力に対しておよぼす影響について,それぞれ試験を行った。


また,平成8年度から実施しているディープフリーザー(-80℃)による胞子の長期


保存試験についても,引き続きその発芽率の変化について調査を行った。


7.試験研究結果


試験-1


クライオ1℃凍結容器を用いた-80℃までの温度低下とその後1ケ月間のディープフリー


ザー(-80℃)での保存,あるいは液体窒素の気相(約-160℃)での保存が胞子の発芽


活性と感染根のイノキュラムポテンシャルにおよぼす影響について検討した。


1)材料および方法


・供試菌


522052 ; Gigaspora margarita (MAFF登録株5220052)


522053 ; Glomus etunicatum (MAFF登録株5220053)


OK-2 ; Glomus leptotichum (MAFF登録予定株)
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GE ; Glomus etunicatum (BEI保有菌株)


GR ; Gigaspora rosea (BEI保有菌株)


・菌株増殖


接種源;ポット培養土約10ml


培土;赤玉土,川砂1 : 1混合土(オートクレーブ滅菌済み)


宿主植物;アルファルファ


施肥;週1回,ピータースの液肥20-5-30　をN-100ppmの濃度で潜水時にかけ流した。


培養条件;温室で3ケ月間


培養終了後,潜水を中止し,宿主のアルファルファが完全に枯死した後に感染土をプ


ラスチックケースに充填し, 1ケ月間4℃で冷蔵保存した。


・試験区


試験処理区はクライオ1 ℃凍結処理が胞子の発芽活性に与える影響と液体窒素保存法


をそれぞれ検討するため,以下のように設定した。


a.無処理　　　　　　　; 4℃, 30日間


b. -80℃処理　　　　　　; -80℃, 30日間


C. -80℃処理(1℃凍結　　-80℃ (1℃凍結)→一80℃, 30日間


d.液体窒素処理　　　　;液体窒素, 30日間


e.液体窒素処理(1℃凍結) ; -80℃ (1℃凍結) -液体窒素, 30日間


・処理方法


感染土を2mg容量のクライオバイアルに充填し, 1処理区当たり, 15本のバイアル


を供試した。感染根は約50mgを同バイアルに入れ,感染土と同様に供試した。


1℃凍結処理はクライオ1℃凍結容器に入れたサンプルを-80℃のディープフリーザー


で3時間冷却して行った。液体窒素(1℃凍結)処理区ではこれを直ちに液体窒素の気


相域に設置した　-80℃処理と液体窒素処理はバイアルをそのままディープフリーザー,


あるいは液体窒素の気相に設置して行った。


・処理効果の判定


胞子の活性は発芽率によって求めた。 wet sieving法を用いて回収した胞子を滅菌水


中で超音波洗浄後, 96穴マイクロプレートを用いて,各穴毎に約5個ずっの胞子を滅菌


水と共に25℃で培養し, 10日後に発芽率を求めた。各処理区とも15本のクライオバイア


ルを供試したが,これを5本ずっの3区に分け,それぞれから分離された約50個ずっの


胞子について発芽率を測定し,その平均値を求めた。


また,感染根を接種源としてアルファルファを宿主としたポット培養を行い,感染の


有無から感染根のイノキュラムポテンシャルを判定した。ポットには容積　　のセル


トレーを用い,培土と施肥は上述の菌株増殖と同様に行った。ポット培養は1ケ月間行


い,培養終了後根をトリパンブルーを用いて染色し,感染の有無を調査した。


－78－







2)結果(図-1)


OK-2 (Glomus leptotichum)は3ケ月間のポット培養終了後,まだほとんど胞子の


増殖が行われていなかったので,胞子発芽率を求めることはできなかった。


520052 (GLmargarita)は無処理で約15%の発芽率がみられたが,低温処理後は全く


発芽がみられなかった。


520053 (G.etunicatum)は-80℃処理によって胞子発芽率が高まった.これは胞子の


休眠が低温処理によって打破されたためと思われる。また, 1℃凍結処理を併用するこ


とによって,発芽率がさらに高まった。液体窒素処理でも対照区よりも発芽率が高まっ


たが, 1℃凍結処理による効果は認められなかった。これは-80℃から-160℃まで一


気に冷却されたことによって, -80℃までの1℃凍結処理による効果が消滅したためと


考えられる。


GE (G.etucatum)は520053と同種であるが,処理の影響は多少異なったo無処理で約


60%あった胞子発芽率が, -80℃処理によって約24%まで低下した。しかし, 1℃凍結


処理によって発芽率の低下はみられなくなった。液体窒素処理では1℃凍結処理の有無


に関わらず,発芽率は10%以下まで大きく低下した。


GR (Girosea)は無処理で約21%の発芽率がみられたが,低温処理後はほとんど発芽


がみられなかった。


・感染根を接種源としたポット培養では胞子の形成がみられなかったOK-2 (Glomus


leptotichurm)を含むすべての菌において,すべての処理区で感染が認められ,処理後


も感染根のイノキュラムポテンシャルは維持されていることが明らかとなった。


3)考察


G.etunicatumの2菌株(520053, GE)では1 ℃凍結処理によって,胞子の発芽活性を


高く維持することができた。温度低下をゆっくり行わせることによって,温度変化による


ダメージを軽減する作用があったものと思われる。しかし,その後,液体窒素の気相で約


-160℃まで急速に冷却すると,この効果も消滅するようであった。


一方,胞子の発芽が全く見られなかった処理区でも感染根にはイノキュラムポテンシャ


ルが存在したことから,感染根中の菌糸はこれらの処理に対してあまりダメージを受けな


いものと思われた。


試験－2　長期保存試験


平成8年度から凍結保存中の2種の胞子について3年後の発芽率を調査した。


1）試験方法


アルファルファを宿主としてGE（G．etunicatum）およびGR（Gi．rosea）を赤玉土，


川砂1：1混合土で3ケ月間ポット培養し，植物が枯死するまで乾燥させた。この培土を


10mずつプラスチックチューブに充填後，－80℃で凍結し，1週間後，1年後，2年後，
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3年後と,経時的に約100個の胞子を対象として,胞子の発芽率を測定した。対照として


冷蔵保存した胞子の発芽率も同様に求めた。


2)結果(図-2)


GEは冷蔵保存で2年後発芽率が大きく低下したが, 3年後は概ね横ばいであった。凍


結保存では高い発芽率が維持されているものの,幾分減少傾向にあった。


GRは冷蔵保存では1年後に大きく発芽率が低下したもののその後は概ね横ばいであっ


た。しかし,凍結保存では1年後以降全く発芽がみられなくなった。


8.総合考察


長期保存試験ではG.etunicatumで凍結保存による長期間の胞子発芽活性の維持が認め


られ,種類によっては結果は異なるものの,凍結保存が有効な保存法であることが示され


た。今後は凍結保存に適するVA菌根菌の特徴を探る必要があると考えられる。


また,今回の試験で-80℃までの冷却の際に1℃凍結容器を用いて温度変化をゆっくり


行わせることによって,胞子活性を高く維持できる場合のあることが明らかとなった。


液体窒素処理については胞子の発芽活性に対して好ましい結果を得ることができなかっ


た。


Gigaspora属菌は1 ℃凍結処理の有無に関わらず, -80℃以下の温度に置くことによっ


て発芽活性をほとんど失った。昨年の試験ではGR (Gigaspora rosed)では-80℃の凍


結処理後も25%以上の高い発芽率が得られており,今回はそれとは異なる結果となった。


昨年の試験ではGRは無処理でほとんど発芽がみられず,胞子が休眠状態にあったと考え


られることから,胞子の休眠と凍結処理に対する耐性との間に関係があるものと思われた。


今回の試験のG-etunicatumの2種をみても,無処理で発芽率が低かった　　　では


-80℃処理後に発芽率が高くなり,無処理で発芽率が高かったGEでは-80℃処理後に発


芽率が低下した。凍結処理は胞子の休眠が打破される前,すなわち,ポット栽培終了後直


ちに行うことが望ましいと考えられる。


これまでの試験結果を総合し,以下の長期保存法を提唱する。


ポット培養で十分な胞子形成を確認後,給水を停止し,地上部が枯死するまで培土を乾


燥させる。乾燥後直ちに感染土を感染根と共にバイアルに充填し,そのまま4℃で保存,


あるいは1 ℃凍結容器を用いて-80℃まで冷却後-80℃で保存する。


4℃と-80℃の間に-20℃の保存区を設けるとさらによい。この場合も1℃凍結容器の


使用が有効と思われる。
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図－11℃凍結処理による－80℃までの温度低下とその後1ケ月間の－80℃での


保存あるいは液体窒素での保存がVA菌根菌胞子の発芽率におよぼす影響
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図－2　VA菌根菌胞子長期保存試験







（2）植物病原ウイルスの同定


社団法人　日本植物防疫協会研究所


植物病原ウイルスの分類・同定について


1.平成11年(1999年)受託ウイルスの活性と再同定


本年度は在庫標品数の少ないウイルスのはか,失活したウイルスの復元,失活して保存皆


無となったウイルスの補充,混在ウイルスの除去,およびウイルス系統の同定など配布上緊


急の調査を必要とするウイルス株を含む4種9株(表1)を調査対象とした。調査対象ウイ


ルス標品の活性および再同定の結果の概要は下記のとおりである。


^Soybean mosaic virus (SMV)


MAFF104029 (1993年作アンプル)標品は系統判別ダイズ品種の反応でSMV-C系統と同


定された(表2)。また, 104030は平成6年度に受託した1990年作アンプルでは失活とされ


たが,本年度新たに委託された　　年作アンプルでは活性が認められた。復元された本標品


は再同定の結果, SMV-A系統と同定された(表2)0


Potato virus Y (PVY)


4株の調査対象ウイルスのうちMAFFIO4074, 104077 (本年度補充)および　　　は宿主


範囲,病徴,ウイルス粒子の形態および抗PVY血清でPVYと同定された(表3)307024


表1　平成11年(1999年)度受託ウイルス株と再同定の結果


注　1）葉片：病葉片をガラスアンプルに詰め真空凍結乾燥した標品
2）葉片（シリカゲル）：病葉片を真空凍結乾燥し，シリカゲル入りチューブに保存した標品


－83－


MAF番号ウイルス (属名,記号-系統 ) 株番号　 原宿主　 方法 アンブル　製作日　 結 果


104029


104030


104074


104077


307024


307025


307056


307057


260050


Soybean　mosaicvirus
(Potyvirus, SM V)


Soybean　mosaic　virus
(Potyvirus, SM V)


Potato virus　Y
(Potyvirus, PVY)


Potato virus　Y
(Potyvirus, PVY)


P、otato virusY
(Potyvirus,P ⅤY)


Potato virus Y
(Potyvirus, PVY-T)


Cucumbergreenmottlemosaicvh S
(Tabamovirus,CGMMV,強毒)


Cucumber gree nmottle mosaic virus
(Tabamovirus,CGMMV,弱毒)


Tomato spotted wilt virus
(Tospovirus,TSWV)


SB84-27


SB84-1


C


Y7


L85-1


GA-30


JP98V6


ダイズ


ダイズ


ツノナス


バレイシヨ


バレイシヨ


バレイシヨ


ユウガオ


ユウガオ


シネラリア


葉片葉片


菓片


葉片葉片葉片


菓片2)


(シリカゲル)


葉片


(シリカゲル)


葉片


1993.6.30


1993.6.30


1993.11.10


1990.12


1986


1986


1988


1988


1998.10.16


C系統


復元


A系統


PⅤY


PⅤY
補充


PⅤⅩ吸収


PⅤY


PⅤY


W系.統


W系統


TSW V
補充







(PVY)は判別植物にPVXの病徴が強く現れ,かつウイルス粒子の形態と血清反応でもPV


Xが検出され,その混在を認めた(表3)。この混在PVXは判別植物上では除去できなかっ


た。 PVXを除去するため抗PVX血清による吸収を試みたところ,表4に示すようにPVYの


単独株が得られた。なお,明確なPVYの系統類別については今後の研究を待ちたい。


表2　SMV（104029，104030アンプル標品）の再同定


植 物 品 種
104029 104030ー


接種要 上葉 検出2) 接種葉 上薬 検出


ダイズ H arosoy


白豆


輿.羽13号


十勝長菓


N S


ⅤN


ⅤN


V C-M


V C-M ⑦


N S


N S


V N V C-M ⑦


同定結果 SM V -C SM V -A


注1)平成6年度委託のアンプル('90年5月作製)は失活。今回新たに'93年6月30日作製アンプルを再
同定


2) ⑦ウイルス粒子がひも状,長さが約750nm
3)病徴:表3の注参照


表3　PVY4株のアンプル標品の再同定


植物 「品種」
104074 104077 307024 307025


L" 検出2) L . S 検出 1L S 検出 L S 検出


バレイシヨ(シードポテト)


タバコ「X anthi-nc」


タバコ「K Y 57」


タバコ「Bright Yellow 」


N .debneyi


N .sylvestris


ピーマン「京みどり」.


D .stram onium


P .floridana


C.am aranticolor


センニチコウ


N S3) m


N SーY M -V N ⑦+


N S M ⑦十


- CS-M
(CS)


CS M


V C-Y M ⑦+


N S M ⑦+


CS


- M ,LC ⑦Ⅹ


V C-Y CS.M ⑦X


N S M ,V N


VC-M M ,Cr ⑦Ⅹ


CS M ⑦Ⅹ


CS N S


CS CS,M ⑦Ⅹ


- CS,M
CS⑦X I


N S


Y M ⑦+


CS M


m
Y M ⑦十


CS、CS,m


cs


CS


同定結果 PⅤY PⅤY PVY + PV X PⅤY


注　1)L:接種葉, S:上葉


2) V+ :電顕観察(DN法)でウイルス粒子はひも状, 700-750nm, DAS-ELISA検定で抗PVY血清
(+).抗PVX血清(-)


⑦Ⅹ:電顕観察でウイルス粒子はひも状, 700-50nm (PVY)は少なく,ひも状450-500nm
(PVX)が多数検出され, PVYとPVXの両血清に(+)


3)病徴　CS:退緑斑点, Cr:れん葉, LC:巻葉, M:モザイク, m:軽微なモザイク, N:えそ,
NS:えそ斑点, Stu:萎縮, VC:葉脈透化　VN:葉脈えそ, Y:黄化, -:無病徴または


非感染, ()内はときにあるいは不明瞭な病徴
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表4　PVY－0（307024アンプル標品）に混在したPVXの抗血清による吸収試験1）


.植物 「品種」
病徴 血清反応2)


接種葉 上菓 検出3) PⅤY PⅤⅩ


タバコ 「K Y 5 7」


「B rig h t Y ellow 」


N .g lu tm osa


ピーマン 「京みどり」


D .stram on ium


C .am a ranticolor


センニチコウ


N S -Y 4)


N S一Y


C S


M -N


M


m


⑦ +


+


同定結果 PⅤY


注1）凍結乾燥原標品（葉片）0．04gに0．1MPBを1．5m加えて磨砕した液に抗PVX血清0・1ml
に0．1MPBを0．9m加え，その10倍希釈液と等量混和→37℃に2時間静置→低速遠心（3


000rpm5分）上清→判別植物の接種源とした
2）⑦：電顕観察（DN法）でウイルス粒子はひも状，700～750nm
3）DAS－ELISA検定


4）病徴：表3の注参照


)Cucumber green mottle mosaic virus (CGMMV)


CGMMVの受託MAFF307056 (強毒)と307057 (弱毒)は両者ともにユウガオからの分


離株なのでW (スイカ)系統と推定して調べた.その結果,宿主範囲はC.amaranticolorと


センニチコウ以外で一致した(表5)。さらにウイルス粒子の形態からはTabamovirus属と


推定された。さらに, CGMMV-WとC系統の抗血清との反応からW系統と同定された(義


5)0


>Tomato spotted wild virus (TSWV)


Tospovirus属のTSWVは不安定なウイルスでその保存も真空凍結乾燥法による長期保存


は困難である。配布用ウイルス株(MAFF104053)は平成9年度の受託試験で失活廃棄さ


れて,現在保存株が皆無となり配布に支障をきたしていた。そこで配布用TSWVとして新


たに260050を再同定した(表6)。現在,常法(表7)での活性年限を調査中であるが,今


後安定した長期保存法を検討する必要がある。
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表5　CGMMV（307056，307057アンプル標品）の再同定


植 物
文献1)


品種
307056 307057


接種葉 上菓 接種菓 上薬 検出2) 接種菓 上葉 検出


スイカ


ユウガオ


カンピヨウ


ヒョウタン


メロン


キュウリ


ヘチマ
C .am aranticolor


センニチコウ


ツルナ


N .glutinosa


D .stram onium


- 3)


L


M


M


M


M


縞王


こだま


長房蒲


巨大九六貫匁


交配ブレンド


千成瓢箪


サンライズ


青長地這


大へちま


N S


N S


N S


CS


N S


N S


N S


M


M


V C M


V C.M


V C.M


M


m


m


m


㊦


㊦+


N S


N S


M


M


V C.M


V C M


V C.M


M


m


m


m


㊦


㊦+


同定結果 (CG M M V -W ) CG M M V -W CG M M V -W


荏) 1)土崎常男ら編　原色作物ウイルス病事典　全国農村教育協会(1993)からCGMMV-Wとして引用


2) ⑦:電顕観察(DN法)によりウイルス粒子は棒状, 300×18nm,
+ : DAS-ELISA検定による抗CGMMV-W血清(+),抗CGMMV-C血清(-)


3)病徴:表3の注参照


表6　TSWV（260050アンプル標品）の再同定


植 物
文 敵) 2060050


品 種 接種壷 上葉 品 種 接種葉 上菓 検出2)


トマト


N .glutinosa


タバコ


D .stram onium


ペチュニア


C.quinoa


C.am aranticolor


センニチコウ


ササゲ


シネラリア


Bright yellow


黒種三尺


L3)


L


L


L


L


L


L


L


L


N ,Y


M ,N


M ,N


M ,N


M


世界一


Bright Y ellow


ファンタジー


黒種三尺


スカイブルー


N S


N S-N


N S一N


N S


N S


N S


CS,N S


CS,N S


CS-N S


N S-N


M ,N ,Y


M ,N


M ,M r


M ,Cr


M ,CS


M ,N ㊦+


同定結果 TSW V T SW V


荏) 1)土崎常男ら編　原色作物ウイルス病事典　全国農村教育協会(1993)


2) ⑦:電顕観察によりウイルス粒子は球形,径約85nmで文献と同じ,
+ : DAS-ELISA検定による抗TSWV血清(+),抗INSV血清(-)


3)病徹　L:局部病斑,その他は表3の注参照
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表7　平成11年度受託ウイルスのアンプル再製とその活性


M A F F
ウイルス 活性検定


略名・系掛アンプル 作製日 接種日 植物「品種」 接種葉 上葉


260050


307056


307057


104077


307025


104074


307024


104029


104030


T SW V


C G M M V -W


(強毒)


C G M M V -W


(弱毒)


P V Y


P V Y -T


PⅤY


PⅤY


SM V -C


SM V -A


'99. 4 .19


'99. 4 .22


'99. 4 .22


'99. 8 .27


'99. 7 .29


'99. 8 .26


'99. 9 .22


'99. 9 .22


'99.ll.16


'99.ll.16


'98. 6 . 1


'99. 5 .20


'99. 5 .20


'99. 8 .31


'99. 8 .31


'99.10.12


'99.10.12


'99.10.12


'99.ll.30


'99.12.16


'99.ll.30


'99.12.16


C .qu in oa


センニチコウ


ユウガオ
C .am aran ticolor


ユウガオ
C .am aran ticolor


タバコ 「K Y 57」


タバコ 「K Y 57」


タバコ 「K Y 57」


タバコ 「K Y 57」


タバコ 「K Y 57」


タバコ 「X anthi-n c」


ダイズ 「十勝長葉」


ダイズ 「十勝良妻」


ダイズ 「十勝長莫」


ダイズ 「十勝長葉」


N S 1


C S-N S


N S


N S


N S


Y


Y


Y


Y


Y


ⅤN


ⅤN


ⅤN


ⅤN


M


M


V C -M


M


M ,V N


M ,V N


M


V C -M


M


ⅤCーM


V C -M


V C -M


V C -M


注　1）病徴：表3の注参照


2．平成11年度受託ウイルスのアンプル再製とその活性


平成11年度受託ウイルスの4種9株はそれぞれ適切な植物に接種して増殖した病葉を約10


～15本のガラスアンプルに詰め，冷却したのち真空凍結乾燥機に懸架し作製した。アンプル


標品の活性は作製2か月以内に数種の判別植物に接種して活性を調べて納入した。主な植物


の反応を表7に示したが，いずれも十分な活性を保持していた。真空凍結乾燥法で短年間に


失活し易いと考えられるSMVおよびTSWVの保存年限については経年的に活性検定を行っ


て確かめる必要がある。
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3．平成11年度に実施した液体窒素法によるウイルス株の永久保存


昨年度に引き続き，平成11年度に再同定した受託ウイルス株を中心に10株を永久保存法と


して液体窒素容器に各4本ずつ納入した（表8）。


表8　液体窒素法1）によるウイルス株の永久保存


No. M A F F ウイルス・系統 (株名) 宿主植物 「品種」 保存年月日


39


40


41


42


43


44


45


46


47


48


260050


307056


307057


260049


104077


307025


104074


307024


304029


304030


T SW V (JP 98V 6)


C G M M V (L 85-1)


C G M M V (G A -30)


S M V -A S (JP 93V 6)


P V Y (Y 7)


P V Y -T


P V Y (C )


PⅤY


SM V -C (SB 84-27)


S M V -A (SB 84-1)


N .ru stica


スイカ「縞王」,ユウガオ「長房蒲」,


C .am aranticolor


スイカ「縞王」,ユウガオ「長房蒲」,


C .am aranticolor


ダイズ 「十勝長葉, 白豆」


タバコ 「K Y 57」


タバコ 「K Y 57」


タバコ.「K Y 57」


タバコ 「K Y 57」


ダイズ 「十勝長菓」


ダイズ 「十勝長葉」


1998. 10.15


1999. 4 .22


1999. 4 .22


1999. 4 .22


1999. 9 . 8


1999. 9 . 8


1999. 9 .22


1999. 9 .22


1999.ll.16


1999.ll.16


注　1）ウイルス羅病葉片→セラムチューブ詰め→冷温1～2時間→超低温（－80℃）2時間以上→液体


窒素タンク（気層，－150～－170℃）に保存
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（3）糸状菌の同定


㈲林業科学技術振興センター


平成11年度，依頼のあったMAFFジーンバンク保存の下記の菌株について，形態的性質等


を検討し，以下のように再同定した。


菌株番号 菌株菌種名 同定菌題名 備 考


M A F F -236689


-236731


-237302


-237774
-410032


-237705


-237139
-237716


-237861
-410031


-237486


-237161


-237703


-237729


-237744
-237745


-237746
-237747
-237748


-237749


-237723


-237724


C olletorichum sp-


C ercosp ora corylop sidis
T og ashi et K atsuki


C olletotn chum sp .


C ercosp ora abeliae K atsuki


P estalotiopsis sp.


C ercosp ora chionanth iretusi
T og ashi et K atsuki


P hom a sp.


S ep toria sp.


D othiorella sp.


Sep ton a sp .


C olletotrichum g loeosp orioides
(Penzig) P enzig et Saccardo


P seud ocercosp ora cory lop sidis
(Togashi et K atsuki) N akashim a


et K obay ashi


C olletotn chum dem atm m
(Persoon:F ries) G rove


P seud ocercosp ora abeha e
(K atsuki) N ishijikm a, N ak ashim a


et K obayashi


P estalotiop sis long iseta (Spegazzini)
D ai et K obay ashi


P seudocercosp ora chionanthiretusi
(T og ashi et K atsuki)


N ishijijm a, N akashim a et K obayashi


P hy llosticta oleandri G utner


S ep ton a centellae W inter


M acrop hom a com m elinae T ogashi


Sep toria conuolvuliiD esm azieres


培養による


同定


保存標本に


よる再同定


培養による
同定


保存標本に


よる再同定


培養による


同定


保存標本に


よる再同定


培養による


同定


保存標本に


よる再同定


保存標本に


よる再同定


保存標本お


よび培養に
よる同定


合計 10菌種 22培養株
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7．微生物遺伝資源の配布


（1）微生物遺伝資源の配布実績（平成11年度）


〔11．4．1～12．3．31〕


区　 分
国立試験


研究機関


公立試験


研究機関
大　　 学


民 問


そ　の他
外　　 国 合　　 計


細　　　　　 菌
130


11


15


7


68


6


38


14


7


1


258


39


糸　　 状　　 菌
67


9


26


8


120


20


159


41


1


1


373


79


植物ウイルス
23


3


6


2


2


1


9


4


40


10


動物ウイルス
5


2


4


1


9


3


原　　 線　　 虫
2


．1


2


1


マイコプラズマ
0．


0


放　　 線　　 菌
17


2


17


2


酵　　　　　 母
11


2


2


1


6


1


19


4


合　 計
231


25


54


20


217


31


208


60


8


2


718


138


〔上段：配布単位数／下段：配布件数〕
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（2）微生物遺伝資源の配布実績（累計）


〔昭和62年9月～平成12年3月〕


平成12年3月31日現在


区　 分


国立試験


研究機関


公立試験


研究機関
大　　 学


良　 問


そ　の 他
外　　 国 合　　 計


件数 数量 件数 数量 件数 数量 件数 数量 件数 数量 件数 数量


細　　　　　 菌 162 1588 50 119 107 889 222 897 15 111 553 36 24


糸 　 状　　 菌 166 1216 55 162 101 902 ．341 1586 17 84 681 4005


植 物 ウ イ ル ス 33 109 21 41 15 35 53 122 4 10 128 326


動 物 ウ イ ル ス 2 2 18 22 9 13 25 38 2 3 56 78


原　　　　　 虫 4 4 1 1 2 2 4 5 rl 3 12 15


マイコプラズマ 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1． 1


放　　 線　　 菌 2 4 1 1 3 18 7 7 0 0 13 30


酵　　　　　 母 8 29 2 3 2 7 7 9 1 10 20 58


合　 計 377 295 2 148 349 239 18 66 660 266 5 4 0 221 1464 8137
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Ⅲ　参　考　資　料







農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程


農林水産省告示第1227号


昭和62年　9　月1日


改正　農林水産省告示第437号


平成元年　3　月29　日


改正　農林水産省告示第226号


平成　8　年　2　月22　日


改正　農林水産省告示第972号


平成　9　年　6　月23　日


（趣旨）


第1条　農業生物資源研究所（以下「研究所」という。）が行う試験研究用の微生物遺伝資源の


配布については，この規程の定めるところによる。


（定義）


第2条　この規程において，「微生物遺伝資源」とは，研究所の扱う微生物（原虫を含む。），線


虫及び培養細胞（遺伝子の本体であるデオキシリボ核酸又はリボ核酸であって単離したものを


除く。）をいう。


（微生物遺伝資源の配布及び価格）


第3条　研究所は，その保管する微生物遺伝資源を1株1本につき6，700円で配布するものとす


る。


（配布の申請）


第4条　微生物遺伝資源の配布を受けようとする者は，別記様式第1号による申請書（以下単に


「申請書」という。）を農業生物資源研究所長（以下「研究所長」という。）に提出しなけれ


ばならない。


（配布の制限等）


第5条　研究所長は，前条の規定による申請書の提出があった場合において，当該申請に係る微


生物遺伝資源の不足その他の相当な理由があるときは，微生物遺伝資源の配布を拒み，又はそ


の数を制限することができる。


（代金の納付）


第6条　微生物遺伝資源の配布を受けようとする者は，その代金を，研究所長の定める期日まで


に，現金をもって又はその発行する納入告知書により納付しなければならない。


（譲渡等の制限）


第7条　微生物遺伝資源の配布を受けた者は，当該微生物遺伝資源の自己の試験研究の用に供す


るものとし，第三者に使用させ，又は譲渡してはならない。


（変更の届出）
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第8条　微生物遺伝資源の配布を受けた者は，当該微生物遺伝資源を用いて行おうとする試験研


究について，申請書に記載した事項に変更を生じたときは，遅滞なく，別記様式第2号による


届出書を研究所長に提出しなければならない。


（試験研究結果等の報告）


第9条　微生物遺伝資源の配布を受けた者は，当該微生物遺伝資源に係る試験研究が終了したと


きは遅滞なく，別記様式第3号による報告書を研究所長に提出しなければならない。


第10条　研究所長は，微生物遺伝資源の配布を受けた者に対し，当該微生物遺伝資源に係る試験


研究の実施状況について報告を求めることができる。
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別記様式第1号（第4条関係）


試験研究用微生物遺伝資源配布申請書


年　　月　　日


住所


氏名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）　印


農業生物資源研究所長　殿


農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第4条に規定により，下記のとお


り試験研究用微生物遺伝資源の配布を申請します。


記


1　配布を受けようとする試験研究用微生物遺伝資源の種類及び株番号


2　配布を受けようとする試験研究用微生物遺伝資源を用いて行おうとする試験研究の概要


（1）目的


（2）内容


（3）実施期間


（4）実施場所


（5）実施者


3　取扱方法（復元方法等）書の要否


（備考）


1　用紙の大きさは，日本工業規格A4とすること。


2　実施者は試験研究の担当者とする。
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別記様式第2号（第8条関係）


試験研究用微生物遺伝資源配布申請書記載事項変更届出書


年　　月　　日


住所


氏名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）　印


農業生物資源研究所長　殿


年　月　日付けをもって提出した試験研究用微生物遺伝資源配布申請書の記載事項に下


記のとおり変更を生じたので，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第8


条の規定により，下記のとおり届け出ます。


記


1　変更した年月日


2　変更した事項


3　変更した理由


（備考）　用紙の大きさは，日本工業規格A4とすること。
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別記様式第3号（第9条関係）


試験研究用微生物遺伝資源試験研究結果報告書


農業生物資源研究所長　殿


年　　月　　日


住所


氏名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）　印


年　月　日付けをもって配布を受けた試験研究用微生物遺伝資源に係る試験研究が終了


したので，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第9条の規定により，下


記のとおり提出します。


記


1　配布を受けた試験研究用微生物遺伝資源の種類及び株番号


2　試験研究の目的及び内容


3　試験研究の実施時期


4　試験研究の成果の概要


（備考）　用紙の大きさは，日本工業規格A4とすること。
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微生物遺伝資源取扱要領


第1　趣旨


農林水産省が行う生物遺伝資源の総合的な収集，管理，利用システムにおける微生物遺伝資


源の取扱いについては，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程（以下「配布


規程」という。），農林水産省ジーンバンク事業実施要綱（昭和60年7月16日付け60農会第1510


号農林水産事務次官通達。以下「事業実施要綱」という。）及び農林水産省ジーンバンク事業


実施要領（昭和60年7月16日付け60農会第1511号農蚕園芸局長，畜産局長，農林水産技術会議


事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通達。以下「事業実施要領」という。）に定めるほか，


この要領に定めるところによる。


第2　用語


この要領において使用する用語は，配布規程，事業実施要綱及び事業実施要領において使用


する用語の例による。


第3　微生物遺伝資源の受入れ


1　研究所において保管する微生物遺伝資源の受入れ


（1）研究所長が受け入れる微生物遺伝資源は，次に掲げる要件の全てを満たすものとする。


一　微生物の種類，系統（株）名及び来歴が明らかにされていること。


二　形態的特性等のいわゆる一次特性が明らかにされていること。


三　特に危険性が高くないこと，あるいは培養・保存が困難でないこと。


四　保存に必要な一定量の確保がなされていること。


五　現在又は将来の試験研究に有用であると認められるものであること。


（2）微生物遺伝資源部門のサブバンクの長（以下単に「サブバンクの長」という。）は，（1）


の要件に該当すると認められる微生物遺伝資源を別記様式第1号（微生物遺伝資源送付


書）により研究所長に送付するものとする。


（3）サブバンクの長は，（2）により微生物遺伝資源を送付しようとするときは，あらかじめ送


付する微生物の種類，系統（株）名（株番号），送付時期，送付形態・数量及び送付方法


を研究所長に協議しなければならない。


2　サブバンクにおいて保管している微生物遺伝資源の取扱い


（1）サブバンクの長は，1の（1）の全ての要件に該当すると認められる微生物遺伝資源及び1


の（1）の三以外の要件を満たす微生物遺伝資源であって，当該サブバンクにおいて保管して


いるもの（1の（2）により送付したものを除く。）について微生物の種類，株番号，配布の


可否及び所在地の情報を別記様式第2号（微生物遺伝資源所在報告書）により研究所長に


報告するものとする。
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（2）サブバンクの長は，当該サブバンクにおいて保管している微生物遺伝資源について，別


記様式第2号の記載事項に変更を生じた場合は，速やかにその旨を報告するものとする。


第4　維持及び管理


1　維持


（1）研究所長は，研究所で保管している微生物遺伝資源のうち，在庫量が少なくなったもの


又はアンプル（乾燥状態でアンプルに封入したもの）の復元性等に問題を生じたものにつ


いては，必要に応じサブバンクの協力を得て増殖及びアンプル作製を行い補充するものと


する。


（2）サブバンクの長は，研究所長の依頼に応じ，増殖及びアンプル作製を行うとともに，当


該サブバンクにおいて保管している微生物遺伝資源について，適宜増殖等を行い，研究所


長から第5の6の（3）による送付依頼があった場合，速やかに応じられるようにするものと


する。


2　管理


（1）研究所長は，研究所で保管している微生物遺伝資源及び第3の2により情報を受け入れ


た微生物遺伝資源について，整理番号及び統一した株番号を付した上で微生物の種類，系


統（株）名，来歴等（以下「パスポート情報」という。）を把握整理するものとする。


（2）研究所長及びサブバンクの長は，相互に，緊密に連携をとり，それぞれが保管する微生


物遺伝資源の適正な管理に努めるものとする。


第5　配布


1　配布対象とする微生物遺伝資源


配布対象とする微生物遺伝資源は，次に掲げる要件を全てを満たすものとする。


－　増殖能力が十分あり，配布に必要な量の確保が容易であること。


アンプルについては，復元力が十分認められること。


三　農林水産省の機関以外の者が種首法（昭和22年法律第115号）第7条の登録の出願を行


っている品種又は同法第12条の4第1項の品種登録を受けている品種（以下「登録品種等」


と総称する。）に係わるものでないこと。


四　植物防疫法（昭和25年法律第151号）第7条の試験研究の用に供するため農林水産大臣


の許可を受けた輸入有害動植物のうち，特に我が国が侵入を警戒しているものでないこと。


五　農林水産省の機関以外の者の提供等に係る微生物遺伝資源について，当該提供者等が当


該微生物遺伝資源の配布に同意しているものであること。


2　微生物遺伝資源の範囲


配布規程第2条で規定する微生物遺伝資源の範囲は，菌類（かび，きのこ，酵母），細菌


類（細菌，放線菌，リケッチア，マイコプラズマ），原虫，ウイルス（ファージを含む。）


等の微生物，線虫及び培養細胞とする。


3　配布目録の作成
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（1）研究所長は，配布に係る事務の円滑な処理に資するため，配布対象とする微生物遺伝資


源についての目録（以下「配布目録」という。）を作成するものとする。


（2）研究所長は，微生物遺伝資源の保存状況等を勘案し，必要に応じ配布目録の見直しを行


うものとする。


（3）研究所長は，配布目録の作成及び見直しに当たって，あらかじめ，農林水産技術会議事


務局長に協議しなければならない。


（4）配布目録は，農林水産技術会議事務局，研究所及びサブバンクに備え置くものとする。


4　配布に関する技術指導等


（1）研究所長は，配布申請者から要求があった場合には，微生物遺伝資源の復元方法等の「取


扱方法」を微生物遺伝資源を送付する際に添付するものとする。


（2）（1）の場合に，サブバンクの保管に係る微生物遺伝資源については，研究所長は当該サブ


バンクの長に対し「取扱方法」を微生物遺伝資源を送付する際に添付するよう依頼するも


のとする。


（3）なお，一般的な取扱方法については，配布目録に記載するものとする。


（4）この他，配布物に関する捜術的問い合わせ等については，研究所を窓口とし，サブバン


クに係る専門的事項については，サブバンクの協力を求めるものとする。


5　配布物の管理適正化


研究所長は，配布物の品質等の管理の適正化を図るため，配布者に対し何らかの異常がみ


られた場合には連絡するよう要請するものとする。また，配布申請のあった微生物遺伝資源


について当初保有していた特に重要な形質が，明らかに消失したとみなされる場合には，配


布前にその旨通知し，了承の上で配布する等の措置を講ずるものとする。


6　配布の手続き


（1）研究所長は，配布規程第4条に基づく申請があった場合において，配布規程第5条に掲


げる事実がないと認めるときは，速やかに配布を決定するものとする。ただし，申請のあ


った微生物遺伝資源がサブバンクの長の保管に係るものである場合にあっては，当該サブ


バンクの長に確認の上，配布の決定を行うものとする。


（2）（1）により配布を決定した微生物遺伝資源が研究所の保管に係るものである場合は，研究


所長は，別記様式第3号による試験研究用微生物遺伝資源配布通知書（以下単に「配布通


知書」という。）を添付して，配布申請者に当該微生物遺伝資源を配布するものとする。


（3）（1）により配布を決定した微生物遺伝資源がサブバンクの保管に係るものである場合は，


研究所長は，配布通知書を添付の上，別記様式第4号（微生物遺伝資源送付依頼書）によ


り当該サブバンクの長に，当該微生物遺伝資源の配布申請者への送付を依頼するものとする。


（4）（3）の送付依頼を受けたサブバンクの長は（3）により送付された配布通知書を添付して当該


微生物遺伝資源を配布申請者に送付するとともに，その旨を別記様式第5号（微生物遺伝資


源送付通知書）により，毎4半期ごとに研究所長に報告するものとする。
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7　移動の制限を要する微生物等の扱い


（1）配布申請のあった微生物遺伝資源が植物防疫法（昭和25年法律第115号）に基づく輸入


有害植物（輸入有害菌）である場合には，研究所長は，その菌株（微生物遺伝資源）の輸


入許可番号及び菌株番号を付記した上，当該微生物遺伝資源の申請者に対し，植物防疫所


の譲受け許可に必要な手続きを行うよう通知するものとする。


研究所長は，当該配布申請者から譲受許可書（写）の送付があった場合には，第5の6


により速やかに配布するものとする。


なお，研究所長は，譲受許可のあった菌株を，当該配布申請者に対し配布した旨を「輸


入有害菌の分譲報告書」により植物防疫所長あて報告するものとする。


（2）配布申請のあった微生物遺伝資源が家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）に基づ


く輸入禁止の家畜の伝染性疾病の病原体である場合には，研究所長又はサブバンクの長


は，当該微生物遺伝資源の配布申請書及び大臣指令書の写しを添付して畜産局長に対し分


与許可願を申請し，分与許可があった場合には，第5の6により速やかに配布するものと


する。


なお，研究所長は，当該配布申請者に対し分与許可を要する旨の通知をするとともに，


分与許可に必要な資料等を求めるものとする。


（3）このほか，人体への感染等を防止する観点から次の措置を講ずるものとする。


①　人畜に対する危険度から専門度の高い者のみが扱いうると判断される微生物遺伝資源


（パスポート情報における人畜毒性危険度ランク2）の配布は，試験研究機関，法人等


の代表者から申請があった場合に限るものとし，原則として個人に対しては配布を行わ


ないものとする。また，配布に当たっては感染防止のための取扱注意書を添付するもの


とする。


②　人畜に対する危険度から専門家でも注意を要するもの，あるいは危険性が高く特定の


者以外の取扱は危険と判断される微生物遺伝資源（ランク3及び4）の配布は，①同様


に，原則として個人に対しては配布を行わないものとする。また，安全性を確保するた


め，当該申請者の実験設備が整備されていること，専門知識を有する者が実験を担当す


る等安全を確保しうる取扱体制が整備されていることの確認を行った上で配布するもの


とする。


なお，その際の判断基準は，「国立予防衛生研究所病原体等安全管理規程の病原体等


取扱実験室安全設備及び運営基準（以下「予研基準」という。）」を準用するものとし，


人畜毒性危険度ランク3については予研基準の3a程度，ランク4については予研基準


の3b程度の設備及び取扱いが行われることとする。


8　配布の制限


配布規程第5条の規定する「その他の相当な理由があるとき」とは，次に掲げる場合とす


る。
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一　第5の1の対象とする微生物遺伝資源でないとき。


二　配布を受けようとする者が配布規程に違反したことがあるとき。


三　配布申請のあった微生物遺伝資源が危険度が高い（人畜毒性危険度ランク3及び4）


微生物であって，当該申請者の設備・体制等が整備されていないとき。


四　登録品種等について，「植物の新品種の保護に関する国際条約」加盟国への申請が行


える期間内における配布であるとき。


五　その他我が国の農林水産業，食品産業等に重大な悪影響を及ぼすおそれがあるとき。


第6　試験研究結果の報告


1　報告書の送付


研究所長は，第5の6の（3）により送付した微生物遺伝資源について，配布規程第9条の規


定による試験研究結果の報告があった場合には，当該報告書の写しをサブバンクの長に送付


するものとする。


2　特性情報等の報告の徴収


研究所長は，微生物遺伝資源の配布を受けた者に試験研究の結果，明らかとなった特性情


報等について報告を求めることができる。また，成果の発表に際しては，配布微生物遺伝資


源の株番号の明示を要請するものとする。


第7　実施状況の徴収


研究所長は，微生物遺伝資源の配布を受けた者から配布規程第9条の規定による試験研究結


果の報告がない場合には配布規程第10条の規定に基づく報告の徴収を行う等，配布した微生物


遺伝資源の利用状況等の把握に努めるものとする。


第8　回の機関の配布申請の取扱


（1）国の機関から配布申請に係る配布に伴う微生物遺伝資源の物品上の取扱いについては，


物品管理法第16条の管理換により行う。


（2）国の機関からの配布申請に係る配布については，（1）のほか配布規程（第3条，第5条及


び第6条の規定を除く。）及びこの通達（第5の8の規定を除く。）の規定を準用する。


第9　外国政府等との交流


研究所長は，微生物遺伝資源研究における国際協力の重要性に鑑み，外国政府，外国の地方


公共団体，国際機関及び外国の大学との微生物遺伝資源に関する研究協力とその他の交流につ


いて，国際慣行等に十分配慮しつつその積極的な推進に努めるものとする。
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別記様式第1号


番　　　　　　　号


年　　　月　　　日


場（所）長　印


微生物遺伝資源送付書


農業生物資源研究所長　殿


下記の微生物遺伝資源を「微生物遺伝資源取扱要領」（昭和62年9月1日付け62農会第1503


号農林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通達）第3の1の（2）の規定により


送付する。


記


微生物の種類 株番号 配布の可否 送付形態及び数量・ 備　 r考


備考　微生物の種類及び株番号は，配布目録に記載されたものを記入する。ただし，新規のもの


については，パスポートデータ表に株番号を記入し，備考欄に＊印を付記するとともに，


パスポートデータ表を添付すること。
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別記様式第2号


番　　　　　　　号


年　　　月　　　日


場（所）長　印


微生物遺伝資源所在報告書


農業生物資源研究所長　殿


下記の微生物遺伝資源を「微生物遺伝資源取扱要領」（昭和62年9月1日付け62農会第1503


号農林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通達）第3の2の規定により報告


する。


記


微生物の種類 株番号 配布の可否 送付形態及び数量 備　　 考


備考　別記様式第1号の備考の規定は，この様式に準用する。
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別記様式第3号


番


年　　　月


農林水産省農業生物資源研究所長　印


試験研究用微生物遺伝資源配布通知書


農業生物資源研究所長　殿


平成　　年　　月　　日付けで配布申請のあった試験研究用微生物遺伝資源については，


農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第3条の規定により下記のとおり配


布する。


記


微生物の種類 株　 番　号 配布形態


（備考）　申請のあった○○の微生物遺伝資源については△△の理由により配布できない。


備考　1別記様式第1号の備考の規定は，この様式に準用する。


2　「配布形態」の欄には，「アンプル」，「培養状態」及び「その他」の区分により記載


すること。
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別記様式第4号


番　　　　　　　号


年　　　月　　　日


農業生物資源研究所長　印


微生物遺伝資源送付依頼書


場（所）長殿


下記の微生物遺伝資源について，配布申請があったので，貴職から送付されたく，「微生


物遺伝資源取扱要領」（昭和62年9月1日62農会第1503号農林水産捜術会議事務局長，林野庁


長官及び水産庁長官通達）第5の6の（3）の規定により依頼する。


記


配　布　 申　請　者 配布する微生物遺伝資源


氏名 （又は名称） 住所 （送付先） 微生物の種類 株番号 配布形態


備考　別記様式第3号の備考の2の規定は，この様式に準用する。
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別記様式第5号


番　　　　　　　号


年　　　月　　　日


場（所）長　印


微生物遺伝資源送付報告書


農業生物資源研究所長　殿


貴職から送付依頼のあった微生物遺伝資源を下記のとおり送付したので，「微生物遺伝資


源取扱要領」（昭和62年9月1日付け62農会第1503号農林水産技術会議事務局長，林野庁長官


及び水産庁長官通達）第5の6の（4）の規定により報告する。


記


送付依頼
年　月　日


配布申請者


配布した遺伝資源


送付先 送付年月日


微生物の種類 株番号 配布形態


備考　別記様式第3号の備考の2の規定は，この様式に準用する。
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（参考）


取扱方法の参考様式（例）


年　　　月　　　日


農林水産省農業生物資源研究所


取扱方法（アンプルの開封，復元方法）について


配布申請者　殿


配布いたしました微生物遺伝資源のアンプルは乾燥凍結アンプルです。アンプルの開封及


び復元は次のように行ってください。


（1）アンプルの開封


①　アンプルの先端から3cm程度の所にヤスリで傷をつける。


②　アンプルの外面をアルコールで湿したガーゼ等で拭いて殺菌する。


③　アンプルを滅菌ガーゼ等で包み，傷をつけた部分で注意深く折る。


CUT


J


（2）開封後は直ちに滅菌したパスツールピペットを用いて液体培地を0．3～0．4ml程度加


え，よく税はんして懸濁させた後，培養液5～6mlが入った試験管に移植する。同時


に一部を斜面培地にも移植するのが望ましい。


また，成育に長時間を要することがあるので通常の培養日数の2倍以上の期間は培養


を続けてください。


なお，アンプルを直ちに開封しない場合は冷蔵庫に保存してください。


〔培養条件〕


①　復元培養基


②　温度条件


③　その他の条件


〔間合先〕茨城県つくば市観音台2－1－2


農業生物資源研究所遺伝資源第二部微生物評価保存研究チーム


TELO298－38－7053（直通）
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取扱方法の参考様式（例）


年　　　月


農林水産省農業生物資源研究所


取扱上の注意事項について


配布申請者　殿


配布いたしました下記の微生物株は，稀に感染・発病するおそれがあります。


（国立予防衛生研究所病原体等安全管理規程における危険度2b程度）


取扱いには，感染防止のため次の事項を厳守してください。


（1）実験室の実験区城を限定した上で用いる。


（2）微生物が空中に飛散するおそれがある実験は，生物学用安全キャビネットの中で行


う。


（3）実験中は一般外来者の立入りを禁止する。


（4）実験に用いた器具及び培養物は終了後滅菌処理する。


記


微生物の種類 株 番　号 学　　 名
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一・一・…・一…微生物遺伝資源の配布を受けられた皆様へのお願い…′一′一′…′一一一′


1．配布された微生物遺伝資源について何らかの異常がみられた場合


には，多少にかかわらずお知らせ下さい。


2．配布された微生物遺伝資源を用いた研究結果を学会などで発表す


る場合には当該微生物遺伝資源の株番号を明示して下さい。


〔例〕


MAFF XX XXX X
⑳MAFFはMinistryofAgriculture，ForestryandFisheriesの略称


3．発表された論文・資料等については当研究所に送付して下さい。


4．配布された微生物遺伝資源に係る特許出願等を行う場合には，当


研究所に連絡してください。


（連絡先）


茨城県つくば市観音台2－1－2


農業生物資源研究所遺伝資源第二部遺伝資源管理情報科


TEL O298－38－7050（直通）
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ま　　え　　が　　き


わが国の農林水産業・食品産業のさらなる発展を図るためには，新品種の育成やバイオ


テクノロジー等先端技術の利活用が不可欠であることから，その基盤となる遺伝資源の確


保及び利用がますます重要となっている。また国際的にも，品種の均一化，熱帯林の減少


等により，貴重な生物遺伝資源が急速に減失してしまう恐れがあり，生物遺伝資源の保全


及び利用が重大な関心事となっている。とくに1993年の「生物多様性条約」発効後，


生物遺伝資源を巡る国際的な潮流は，「人類共通の財産」から「原産国の主権的権利」を


大きく認める考え方に変化し，我が国も多様性条約に従いつつ，国際的協力関係を一層発


展させながら，その収集・保全に努める必要が生じている。


農林水産省ジーンバンク事業は，植物，動物，微生物，林木および水産生物の農林水産


生物遺伝資源全般について，全国の試験研究機関，種首管理センター，家畜改良センター


及び林木育種センターの機能と立地条件を生かし，これらの各機関の有機的，組織的連携


協力の下に実施している。すなわち，国内のみならず国際的協力関係を基に海外の遺伝資


源の探索導入及び保存を行い，それらの遺伝資源の特性を調査評価してデータベース化し，


遺伝資源及びその情報を国公立試験研究機関，民間，大学等に提供している。本事業は、


昭和60年に事業開始以来，平成4年までの第1期に続いて、平成5年度からの8年間で


第2期事業を展開し、遺伝資源の晶質向上や効率的保存など，事業の一層の充実を図って


いる。


本報告書は，この農林水産省ジーンバンク事業のうち，植物遺伝資源部門について平成


11年度の事業実績を取りまとめたものである。本報告書を，今後の植物遺伝資源を利用


した試験研究，技術指導，事業の円滑な推進等に役立てていただければ幸いである。


平成12年12月


農業生物資源研究所長


桂　直樹
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I　植物遺伝資源部門事業実施体制と事業推進







1植物遺伝資源部会開催要領


1．趣　　旨
農林水産ジーンバンク事業実施要領5の3に基づき、植物遺伝資源部会（以下
「部会」という）を設定する。この部会は、植物遺伝資源に関する事業の円滑な推


進に資するため、省内関係者のほか、民間、大学等の学識経験者から幅広く意見を
聴取しつつ、事業の運営に関する基本的な事項について協議するために開催する。


2．構　　成
部会の構成員は、部会長またはサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中


から部会長が依頼する。


3．事務局長


部会の円滑な運営をはかるため、部会に事務局長を置く。事務局長は農業生物資
源研究所遺伝資源調整官とし、部会長を補佐する。


4．協議事項


部会は、植物遺伝資源の収集、管理、利用等の事業の運営に関する基本的事項に


ついて協議する。


5．庶　　務
部会の庶務は、農業生物資源研究所企画調整部において処理する。
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2　植物遺伝資源部会の構成


［学識経験者］


東京農業大学


社団法人　日本種苗協会


国立遺伝学研究所


茨城県農業総合センター


生物工学研究所


［場　　所］


農業研究センター


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場
JJ


〃


北海道農業試験場


東北農業試験場


北陸農業試験場


中国農業試験場


四国農業試験場


九州農業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


国際農林水産業研究センター


種苗管理センター


家畜改良センター


農業生物資源研究所
ル


ル


／J


農林水産技術会議事務局
JJ


〝


／／


客員教授


専務理事


助教授


所　長


作物開発部長


育種部長


育種部長


野菜育種部長


花き部長


茶栽培部長


作物開発部長


作物開発部長


地域基盤研究部長


作物開発部長


作物開発部長


作物開発部長


生産技術部長


生物資源部長


企画管理課長


技術部長


菊池　文雄


上原　達雄


倉田　のり


岡　　成美


ー　2　－


所　長　　（部会長）


遺伝資源調整官（事務局長） 宮崎　尚時


桂　　直樹


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


加藤　邦彦


大野　清春


連絡調整課長


連絡調整課課長補佐


遺伝資源管理官


植物遺伝資源係長


柘植　茂晃


大川　雅央


久田　方彦


金澤　賢一


喜多村　啓介（10月から）


山田　利昭（9月まで）


井上　康昭


山根　弘康


吉川　宏昭


浅野　次郎


大槻　義昭


番場　宏治


酒井　真次


黒田　　秩


小川　紹文


中村　茂樹


松井　重雄


尾暮　正義


星野　次江


片山　信浩


新山　正隆







3　植物遺伝資源部会ワーキンググループ運営要領


1．植物遺伝資源部会長（農業生物資源研究所長）の活動を補佐し、部会の円滑な


運営を図るため、ワーインググループ（以下、WGと略す）を設ける。WGの事


務局長は、植物遺伝資源部会の事務局長とする。


2．WGメンバーは、部会長が依頼する。原則として筑波の関係試験研究機関の研


究室長等で構成する。


3．WGは、事務局長を補佐し、部会の活動に必要な事項を検討し、部会への提案、


報告等に必要な資料を作成する。また、WGのメンバーは、関係試験研究機関相


互の緊密な連携を図り、部会の円滑な運営に資する。


4．WGの事務局長は、部会の活動に関する基本的な計画案を部会に提案し、部会


の承認のもとに実施する。計画の細部等については、事務局長がWGに依頼して


検討を行い、部会長の承認のもとに実施し、部会に報告する。


5．WGの事務局長は、必要に応じ、若干名の幹事をWGのメンバーから指名する


ことができる。また、特定の問題を解決するため、WGのメンバー及びそれ以外


の者から指名し、検討チームを必要な時期に設けることができる。


6．WGの庶務は、部会の庶務とあわせて、農業生物資源研究所企画調整部で行う。
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4　植物遺伝資源部会ワーキンググループの構成


農業研究センター


ル


JJ


JJ


JJ


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場
JJ


JJ


蚕糸・昆虫農業技術研究所


国際農林水産業研究センター


農林水産技術会議事務局
JJ


JJ


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


遺伝資源第一部上席研究官


遺伝資源第二部上席研究官


研究交流第2科長


業務管理課長


植物探索研究チーム長


情報システム研究チーム長


植物評価保存研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


作物開発部稲育種研究室長


作物開発部小麦育種研究室長


作物開発部豆類育種研究室長


作物開発部甘しょ育種研究室長


作物開発部資源作物育種研究室長


育種部育種資源研究室長


育種部遺伝資源研究室長


野菜育種部上席研究官


花き部上席研究官


茶栽培部生理遺伝研究室長


生産技術部桑育種研究室長


沖縄支所作物導入栽培研究室長


連絡調整課課長補佐


遺伝資源管理官


植物遺伝資源係長
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井邊　時雄


吉田　　久


高橋　良二


小巻　克己


石　　真澄


中川　　仁


佐藤　義彦


五十嵐　勇


平田　良樹


水野　直美


町井　博明


江川　宜伸


大川　雅央


久田　方彦


金澤　賢一


宮崎　尚時


加藤　邦彦


大野　清春


加来　久敏


橋本　純治


小林　康美


藤津　和三（5月まで）


藤田　新三郎（6月より）


奥野　員敏（9月まで）


長峰　　司（10月より）


武田　尚人


長峰　　司（9月まで）


門脇　光一（10月より）


白田　和人


農業生物資源研究所







5　植物種類別責任者の設定


（趣旨）


次官通達（要綱）、5局長通達等により、ジーンバンク事業運営の枠組みは示されているが、


当該植物遺伝資源部門のより円滑な運営には、一定の植物種類区分について経常的に関与し、


又精通している者の積極的な参画が必要である。かかる観点から、植物遺伝資源部門における


研究を推進し、その事業の円滑な運営を図るために、別添1の12植物種類につき責任研究室


（室長を責任者とし、以下「植物種類別責任研究者」という。）を設定する。植物種類別責任


者は、センターバンクとの密接な連携の下に、関与する植物種類についてのジーンバンク事業


に係る企画及び連絡調整の業務を分担するほか、当該事業と通常の育種研究との接点領域にお


いて責任者としての積極的な役割が期待される。


（選出）


1．植物種類別責任者（以下「責任者」という。）は、12植物種類毎に選出し、当該者は原則


として、専門場所の職員で、WGの構成員とする。


（ジーンバンク事業における任務）


2．責任者は、センターバンク（WGを含む）との密接な連携の下に、ジーンバンク事業にお


いて次のような役割を分担する。


（1）当該年度の実績及び次年度計画（案）のとりまとめ。


（2）予算要求基礎（案）のとりまとめ。


（一般的任務）


3．責任者は、当該作物分野の遺伝資源に関する試験研究において、中心的役割を果たす。具


体的には、次のような役割を分担する。


（1）育種動向の調査・把握
1）緊急性の高い形質と、その遺伝的変異についての予備調査


2）緊急性の高い育種材料、あるいは未調査（末収集）材料の調査、探索収集計画
3）海外遺伝資源動向の調査と、内外の有望材料の分譲依頼、導入（注1）


（2）遺伝資源の特性評価の推進


1）特性記載方式の整備（DESCRI PTOR）、特性評価マニュアルの整備


2）ジーンバンク事業その他における特性調査の集約、有用特性材料の情報集約（注2）、


遺伝情報システム研究室との連絡窓口


3）未調査遺伝資源の重要度に基づく特性調査計画の策定、1－（1）による。


農場等との連絡窓口、調査番号の整備等


（3）増殖計画の立案・実施（作物間の調整はセンターバンク）


1）種子保存可の作物


イ　センターバンクに未保存の材料の増殖


ロ　センターバンクに保存中のものの再増殖


ハ　イ、ロを調整し、農場等と協力して増殖し、センターバンクに送付する。


2）種子保存不可のもの


関連研究室等と協力し、維持増殖計画をたてて実行する。


隔離増殖関連事務


（4）センターバンクのカタログ整備・配布事業への協力


試験研究用植物遺伝資源取扱要領の規程による。


（5）その他


1）安全のための二重保存計画の推進


2）同名異番号など、重複保存材料の検出と整理


（注1）　主としてセンターを通して


（注2）　外国からの要望特性に基づいて、品種名を挙げることが要望される。
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6　植物遺伝資源部門実施推進体制


農業生物資源研究所所長


生物研遺伝資源調整官
生物研遺伝資源第一・第二部長


植物探索研 ・情報システム研 ・植物評価保存研


・集団動態研究室 ・遺伝資源管理情報科


総　 括
担当者


農 業 研 究 セ ン タ　ー
作物開発部長


植物名 稲 麦　　　　 類 い　　 も　　 類


植　 物
種類別
責任者


農業研究センター
作物開発部稲育種研究室長


農業研究センター
作物開発部小麦育種研究室長


農業研究センター
作物開発部甘 しょ育種研究室長


担


当


場


所


●


研


究


室


農研七　　 作開部　 稲育研
作品部　 作物品評研
病虫部　 ウイルス研


生物研　　 遺一部　 植物探索研
遺二部　 植物評価保存研
遣二部　 遺管科
企調部　 業務科
放育場　 放育法1 研 ＊


北農試　　 作開部　 稲育研
東北農試 ．水利部　 稲育研
北陸農試　 地基部　 稲育素材研


稲育研
稲遺伝解析研


中国農試　 作開部　 稲育研
九州農試　 水利部　 稲育研
国際農研　 沖縄支　 作育世促研


北海道上川農試　　 育種科＊
青森県農試藤坂支場


品種改良科
宮城県古川農試育種部


育種科 ＊
福井県農試　　　　 育種科
愛知県農総試山間農研育種研＊
宮崎県農総試作物部育種科＊
鹿児島県農試　　　 作物部＊
茨城県農総七　　　 生工研 （陸稲）


日本穀物検定協会 （米食味）


麦


共


通


東北農試　 作開部　 麦育研
作開部　 品質評価研‾＊


北陸農試　 水利部　 畑飼育研
九州農試　 水利部　 麦育研


長野県農事試育種部


甘


し


よ


農研七　　 作開部　 甘しょ育研
九州農試　 畑利部　 甘しょ育研


遣資利用研


種苗管理センター農場 （2 ）
雲　　　 仙
鹿　 児　 島


小


麦


農研七　　 作開部　 小麦育研
生物研　　 遺二部　 植物評価保存研


企調部　 業務科
北農試　　 畑研七　 麦育研
中国農試　 作開部　 畑作物育研


北海道北見農試　　 小麦科 ＊
種苗管理センター農場 （5 ）


北海道中央　 後　　 志


八　　 岳　　 金　　 谷


馬


鈴


し


よ


北農試　　 畑研セ　 ばれい育研


北海道北見農試馬鈴 しょ科＊
長崎県総合農試


愛野馬鈴薯支場 ＊


種苗管理センター農場　 （6 ）
北海道中央
上　　　 北
嬬　　　 恋
八　　　 岳
雲　　　 仙


大


麦


農研七　　 作開部　 大麦育研
四国農試　 作開部　 資源作育研


栃木県農試栃木分場
ビール麦育種部 ＊


福岡県農総試農産研究所


二条大麦育研
種苗管理センター農場 （3 ）


後　 志　 雲　 仙
鹿児島


え
ん
麦


九州農試　　 草地部　 牧草育種研


裸
麦


四国農試　　 作開部　 資源作育研


＊印は11年度は該当しないが、長期的にみて参画が可能な場所・研究室
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平成12年3月31日現在


野菜 ・茶業試験場
野菜育種部長 ・花き部長


ま　　 め　　 類 雑穀 ・特用作物 野菜 ・花き緑化植物


農業研究センター
作物開発部豆類育種研究室長


農業研究センター
作物開発部資源作物育種研究室長


（野菜）野菜 ・茶業試験場
野菜育種部上席研究官


（花き）花き部上席研究官


豆　類
農研七　　 作開部　 豆類育研
生物研　　 遺一部　 植物探索研


遺二部　 集団動態研


国際農研　 沖縄支　 作物導入栽培研


雑　穀　・　特　用　作　物


農研七　　 作開部　 資源作育研
生物研　　 遣一部　 植物探索研


放育場　 ‾照射法研
北農試　　 畑研七　 遺資利用研
東北農試　 作開部　 資源作育研
北陸農試　 水利部　 畑飼育研
中国農試　 企画室　 業務科
四国農試　 作開部　 上席研究官


資源作育研
九州農試　 作関都　 資源作物研
国際農研 ．沖縄支　 作物導入栽培研


長野県中信農試　 畑育部＊


種苗管理センター農場 （7 ）
北海道中央 （除虫菊、そば）
後　　　 志 （そば）
上　　　 北 （そば）
金　　　 谷 （みつまた、こうぞ、


ちょま）


八　　　 岳 （はっか）
知 ‘一　　 覧 （はっか、除虫菊）


ウリ科 野茶試　　 久留米支　ウリ科育研


ナス科 野茶試　　 野育部　 ナス科育研
長野県中信農試　　 畑育部＊


ラブ科アナ 野茶試　　 野育部


アプラナ科育研


大　　　　　豆


東北農試　 作開部　 大豆育研
九州農試　 作開部　 大豆育研


北海道十勝農試　　 豆類一科 ＊
北海道中央農試　　 畑作一科
長野県中信農試　　 畑育部


種苗管理センター農場 （6 ）
後　　 志　 八　　 岳
金　　 谷　 雲　　 仙
知　　 覧　 沖　　 縄


ユリ科 北農試　　 作開部　 野菜花き研
野茶試　　 野育部　 ユ リ科育研
種苗管理センター （2 ）


八　　　 岳、雲　　　 仙


キク科
セ リ科
アカザ
科


野茶試　　 野育部
夏秋野菜育研


小豆 北海道十勝農試　　 豆類二科＊ ‾


種苗管理センター農場　 上北 栄養繁殖性
野茶試　　 野育部　 育法研


種苗工研
久留米支　 栄養繁殖性野菜研
種苗管理センター農場 （3 ）


知　 ’覧 （さといも）
八　　　 岳 （いちご）
沖　　　 縄 （さといも）


落花生
生物研　　　 遺二部　 遺管科


企調部　 業務科
国際農研　　 沖縄支　 業務科


千葉県農試　 落花生研 ＊


いぐさ


九州農試　　 畑利部　 遺資利用研


熊本県農研セ　 い業研究所 ＊
種首管理センター農場 （2 ）


雲　　 仙、知　　　 覧


そ　の　他


野茶試　　 野育部　 育法研


北農試　　 作開部　 上席研究官
野菜花き研


国際農研　 沖縄支　 作物栽培導入研
長野県中信農試　　 畑育部
種苗管理センター農場 （2 ）


八　　　 岳、沖　　　 縄こんにゃく 群馬県農総試　 こんにゃく分場


種苗管理センター農場　 金　　 谷


花　　　　　　　　き


野茶試　　 花き部　　 育種法研
育種研
開花制御研
緑化殖物研
流通技術研


久留米支　 花き研
北農試　　 作開部　　 野菜花き研
四国農試　 作開部　　 野菜花き研


富山県農技ヤ野菜花き試 ＊
鹿児島県農試花き部＊
種苗管理センター農場 （8 ）


本 ．　 部、北海道 中央
嬬　　　 恋、八　　　 岳
金　　　 谷、関　　　 西
雲　　　 仙、知　　　 覧


てんさい 北農試　 畑研セ　 てん育研


種苗管理センター農場　 後　　 志


さとうきび
生物研　　 放育場　 照射法研
九州農試　 作開部　 さとう育研
国際農研　 沖縄支　 作育世促研


沖縄県農試　 さとうきび育研＊
種首管理センター農場 （2 ）


鹿　 児　 島、沖　　 縄
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総　 括
担当者


草地試験場
育種部長


果樹試験場
育種部長


物物名 牧草 ・飼料作物 果　　　　　　　　　 樹


植　 物
種類別
責任者


草地試験場
育種部育種資源研究室長・


果樹試験場
育種部翠伝資源研究室長


担


当


場


所


●


研


究


室


牧飼作共通 草地或　 育種部　 育種資源研


国際農研　 沖縄支　 作育世促研 果　 樹　 共　 通
生物研　　 放育場　 放育法二研
果樹試　　 育種部　 遺伝資源研


育種技術研


北農試　　 作関都　 果樹研


寒地型イネ科
牧草


北農試　　 草地部　 イネ科牧育研・
東北農試　 草地部　 飼料作研＊
北陸農試　 水利部　 畑飼料育研


北海道北見農試＊
山梨県酪農試 ‾
家畜改良センター牧場　　 十勝


か　 ん　 き　 つ


果樹試　　 カンキツ部　 遺伝資源研
育種研
育種技術研＊


種苗管理センター農場 （4 ）
金谷 ・雲仙 ・鹿児島 ・沖縄


り　　 ん　　 ご
果樹試　 リンゴ支　 育種研
種苗管理センター農場 （2 ）


北海道中央 ・上北


暖地型イネ科
牧草


草地試　　 育種部　 牧草育種研


ヘテロ研
九州農試　 草地部　 牧草育種研


畑利部　 遺資利用研


茨城県畜試＊
山口県農試＊
鹿児島県農試　 大隅支場＊
沖縄県畜試
家畜改良センター牧場　　 熊本


宮崎


日　 本　 な　 し 果樹試　　 育種部　 ナシ ・クリ研


グ　　　　　 ．リ 果樹試　　 育種部　 ナシ ・クリ研
種苗管理センター農場　　 嬬恋


アンズ・ウメ・


モモ ・スモモ


果樹試　　 育種部　 核異類育研


種苗管理センター農場　　 雲仙


オ　 ウ　 ト　 ウ 果樹試　 リンゴ支　 育種研


山形県園試　　 育種部＊


マメ科牧草


草地試　　 育種部　 育種工学研
北農試　　 草地部　 マメ科牧育研
東北農試　 草地部　 上席研究官
九州農試　 草地部　 牧草育種研


愛知痕農総試　 作物研究所
家畜改良センター牧場　　 十勝


ブ　　 ド　　 ウ
果樹試　　 カキ ・ブ ドウ支　 育種研
山梨県果試＊
福岡県農総試園芸研＊


カ　　　　　　 キ 果樹試　　 カキ ・ブ ドウ支　 育種研


ビ　　　　　　 ワ
果樹試　　 カンキツ部　 遺伝資源研
長崎県果試　 育種科＊
種苗管理センター農場　 鹿児島野　　　　 草


草地試　　 育種部　 牧草育種研
東北農試　 草地部　 飼料作研＊


家畜改良センター牧場　　 熊本


小果樹類その他


果樹試　　 育種部　 遺伝資源研
（イチジク）


育種部　 ナシ・クリ研
（イチョウ、チテクゴクナシ）


カンキツ部　 遺伝資源研
（オリーブ、ナツメ）
リンゴ支　 育種研 ．
（小果樹類、セイヨウナシ、
カリン、 くるみ、まるめろ）


カキ・ブドウ支　 育種研
（キウイフルーツ）


北農試　 作開部　 果樹研
くセイヨウスグリ、きいちご）


和歌山県園試栽培部 （チェリモヤ）＊
種苗管理センター農場　　 上北


（くるみ）


とうもろこし


草地試　　 育種部　 ヘテロ研
北農試　　 草地部　 飼料作育研
九州農試　 畑利部　 飼料作育研


北海道十勝農試＊
長野県中信農試＊


家畜改良センター牧場　　 長野


ソ　ル　ガ　ム


草地試　　 育種部　 ヘテロ研
四国農試　 作開部　 上席研究官


資源作育研


国際農研　 沖縄支　 業務科


長野県畜試
家畜改良センター牧場　　 長野


飼　料 カ　ブ 北陸農試　　 水利部　 畑飼料育研
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野菜 ・茶業試験場
茶栽培部長


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所
生産技術部長


国際農林水産業研究センター
生物資源部長


茶 桑 熱帯 ・亜熱帯作物


野菜 ・茶業試験場
茶栽培部生理遺伝研究室長


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所
生産技術部桑育種研究室長


国際農林水産業研究センター
沖縄支所　 作物導入栽培研究室長


国内種 ・
国内の育
成系統・
中国種及
び近縁種


野茶試　 茶栽培部生理遺伝研
育種研


埼革県茶業試験場　 育種部 *
宮崎県農総試 一茶業支場


桑共通 蚕昆研　　 生技部　 桑育研
熱帯作
物全般


国際農研　　 沖縄支所
国際共同研究科*
作物導入栽培研
作育世促研


熱帯果
樹全般


国際農研　 沖̀縄支所
熱帯果樹研アッサム


種 ・アッ
サム雑種


野茶試　 茶栽培部
暖地茶樹育研


パイン
アップ
ル


生物研　　　 放育場　 照射法研
国際農研　　 沖縄支所


熱帯果樹研


沖縄県農試　 名護支場
種苗管理センター農場　 沖縄


地域の系
統


1


種苗管理センター農場 (3 )
金　　　 谷
関　　　 西
知　　　 覧


パパイ
ア


種苗管理センター農場　 沖縄


キャッ
サバ


種苗管理センター農場　 沖縄
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1）植物遺伝資源センターバンク運営体制


農業生物資源研究所


所　長


委員長：遺伝資源調整官
委　員：各部，場から1名


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長
遺伝資源第二部長
遺伝資源第一部上席研究官
遺伝資源第二部上席研究官
研究交流第2科長
植物探索研チーム長
情報システム研チーム長
植物評価保存研チーム長
集団動態研究室長
遺伝資源管理情報科長
業務管理課長


センターバンク機能 サブバンク機能
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植物遺伝資源管理運営責任者


植物遺伝資源委員会


植物遺伝資源管理者


植物遺伝資源管理運営委員


分担研究チーム・室


植物探索研究チーム


情報システム研究チーム


植物評価保存研究チーム


集団動態研究室


遺伝資源管理情報科


業務管理課


業務科


照射法研究室


放射線育種法第一研究室


〝　　　第二　〝


管理運営の全般にわたる総括
責任
部会の開催


各種作物の受入，保存，配布
，イネ導入資源の隔離採種と
1次評価


左に準ずる


各種遺伝資源の評価等


野生種遺伝資源の評価等


左に準ずる


左に準ずる


稲，麦，豆の評価，再増殖


さとうきび，パインアップル
の保存


稲，大豆，とうもろこしの
保存


りんご，もも，にはんなし
かんきつ類の保存


受入，配布に関する立案，協
議，実務


育種素材化に関する立案，協’
議、とりまとめ


評価に関する立案，協議，と
りまとめ


探索，導入に関する立案，協
議


植物遺伝資渡の管理運営に関
する助言


管理運営責任者の補佐
WGの開催


センターバンク管理運営の
宴務
サブバンクとの連絡
植物種類別責任者との協議，
連絡


遺伝資源情報管理に関する立
案，協議，実務


受入、保存、＿配布、増殖に関
する立案、協議、実務







2）植物遺伝資源サブバンク運営体制


（1）農業研究センター


所　長


委員長：作物開発部長
委　員：関係各部


より1名


作物開発部長


作物開発部上席研究官
稲育種研究室長


小麦育種研究室長


豆類育種研究室長


甘しょ育種研究室長
資源作物育種研究室長


稲育種研究室


小麦育種研究室


大麦育種研究室


豆類育種研究室


甘しょ育種研究室


資源作物育種研究室


作物品質評価研究室


ウイルス病害研究室
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管理運営の全般にわたる総括責任〕


管理運営責任者の補佐


サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺伝
資源の受付，配布，サブバンク在
庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡
WGへの参加，及び植物種類別責任
者としての業務


サブバンク管理運営責任者


遺伝資源委員会


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


受入・作出遺伝資源のW－，B－，
A－Collectionへの仕分けその他


サブバンク管理運営に関する助言


稲の導入，保存，増殖，評価及び評
価データのとりまとめ


麦類の導入，保存，増殖，評価及び
評価データの♪りまとめ


まめ類の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


いも類の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


特用作物類の導入，保存，増殖，評
価及び評価データのとりまとめ


作物の品質評価及び評価データの


とりまとめ


稲の縞菓枯病抵抗性の評価







（2）草地試験場
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〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の受入，W－，B－，A－


Collectionへの仕分け，配布，
在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡


WGへの参加及び植物種類別責任
者としての業務


サブバンク管理運営責任者


育種部長サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員会 委員長：育種資源研究室長
委　員：牧草育種研究室長


へテロシス育種
研究室長


育種工学研究室長


分担研究室 育種資源研究室


牧草育種研究室


ヘテロシス育種研究室


育種工学研究室


管理運営責任者の補佐


牧草類・野草類，長大型飼料作物
の導入・保存・増殖及び保存・増
殖に関する助言ととりまとめ


牧草・野草類の保存，増殖・評価
及び評価データのとりまとめ


長大型飼料作物の保存，増殖・評
価及びデータのとりまとめ


飼料作物の再分化系の保存，増殖
・評価及び評価データのとりまと


場　長







（3）果樹試験場


サブバンク管理運営責任者


遺伝資源委員会


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


場　長


委員長：育種部長
委　員：企画連絡室長


栽培部長
保護部長
カンキツ部長
カンキツ研究官
リンゴ支場長
カキ・ブドウ支場長


育種部長


育種部上席研究官
育種部遺伝資源研究室長


育種部育種技術研究室長


育種部ナシ・クリ育種研究室長
育種部核果類育種研究室長


カンキツ部遺伝資源研究室長


育種部遺伝資源研究室


育種部育種技術研究室


育種部ナシ・クリ育種研究室


育種部核果類育種研究室


カンキツ部遺伝資源研究室


カンキツ部育種技術研究室


カンキツ部育種研究室


リンゴ支場育種研究室


カキ・ブドウ支場育種研究室
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サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺


伝資源の受入，配布，サブバンク
在庫管理，特性情報の管理等）
センターバンクとの連絡
WGへの参加，及び植物種類別責
任者としての業務


各種常緑果樹の探索，導入に関する立
案，協議，カンキツのウイルス無毒化
，各種常緑果樹の育種素材化，各種常


緑果樹の受入，評価，保存配布及び評
価データのとりまとめ


管理運営の全般にわたる総括責任


者


受入，作出遺伝資源のW－，B－，
A－Collectionへの仕分けその他


サブバンク管理運営に関する助言


管理運営責任者の補佐


各種果樹の探索，導入に関する立案，
協議，各種導入果樹の隔離栽培とウイ
ス無毒化，各種果樹の受入，評価，保
存，配布及び評価データのとりまとめ


各種果樹の育種素材化


ナシ，クリ，イチョウの導入，保存，増


殖，評価及び評価データのとりまとめ


核果類（オウトウを除く）の導入，保
存，増殖，評価及び評価データのとり
まとめ


常緑果樹の育種素材化


カンキツの導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


寒冷地果樹の導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


カキ，ブドウ，キウイフルーツの導入
，保存，増殖，評価及び評価データの
とりまとめ







（4）野菜・茶業試験場


サブバンク管理運営責任者


遺伝資源委員会


サブバンク管理者


場　長


委員長：企画連絡室長
委　員：野菜育種部長


花き部長
茶栽培部長
久留米支場長


サブバンク管理運営委員


分担研究室


野菜育種部長


花き部長


茶栽培部長


野菜育種部


上席研究官


花き部


上席研究官
茶栽培部


生理遺伝研究室長


野菜育種部育種法研究室


JJ　　ユリ科育種研究室


〝　　アブラナ科育種研究室


〝　　ナス科育種研究室


JJ　　種苗工学研究室


野菜育種部夏秋野菜育種研究室


花き部育種法研究室


JJ　育種研究室


JJ　開花制御研究室


JJ　緑化植物研究室


管理運営の全般にわたる総括責任


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，遺伝資源の


受入，配布，サブバンクの在庫管理，特


性情報の管理等）
センターバンクとの連絡


WGへの参加及び植物種類別責任者として


の業務
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受入，作出遺伝資源のW－，B－，A－
Collectionへの仕分け，その他サブバンク
管理運営に関する助言


栄養繁殖性野菜，マメ科野菜等の導入，保
存，増殖，評価及び評価データのとりまとめ


ユリ科野菜の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


アブラナ科野菜の導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


ナス科野菜の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


ヤマノイモの保存，評価及び評価データの
とりまとめ


キク科，セリ科，アカザ科野菜の導入，保
存，増殖，評価及び評価データのとりまとめ


ツバキ科花きの導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


キク科花きの導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


ナデシコ科花きの導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


バラ科花きの導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


管理運営責任者の補佐







花き部流通技術研究室


茶栽培部生理遺伝研究室


JJ　育種研究室


〝　暖地茶樹育種研究室


久留米支場ウリ科野菜育種研究室


〝　　栄養繁殖性野菜育種
研究室


JJ　　花き研究室
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ラン科花きの保存


茶樹の在来種及び中国種の導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりまとめ


茶樹の導入，保存，増殖，評価及び評価デ
ータのとりまとめ


アッサム種、アッサム雑種等暖地系茶樹の
導入，保存，増殖，評価及び評価データの
とりまとめ


ウリ科野菜の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


イチゴ等栄養繁殖性野菜の導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりまとめ


ツツジ科花きの導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ







（5）北海道農業試験場


委員長：企画連絡室長


委　員：地域基盤研究部長
作物開発部長


草地部長


畑作研究センター長


作物開発部長
企画科長


用度課長


作物開発部上席研究官
稲育種研究室長


麦育種研究室長


野菜花き研究室長


イネ科牧草育種研究室長
てん菜育種研究室長


作物開発部上席研究官


稲育種研究室


麦育種研究室


ばれいしょ育種研究室


野菜花き研究室


果樹研究室


マメ科牧草育種研究室


イネ科牧草育種研究室


飼料作物育種研究室


てん菜育種研究室


遺伝資源利用研究室
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サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の受入，配布，サブバン
ク在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡


サブバンク管理運営責任者


遺伝資源委員会


サブバンク管理者


サブバンク管理ミ軍営香呂


分担研究室


管理運営の全般にわたる総括責任


受入，作出遺伝資源のW－，B－，
A－Collectionへの仕分け及びサブ
バンク管理・運営全般に関する助言


管理運営責任者の補佐


野菜の導入，保存，増殖，評価及び評価
データのとりまとめ


小麦，えん麦の導入，保存，増殖，評価
薙び評価データの♪りま♪め


野菜，花きの導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


果樹の導入，保存，増殖，評価及び評価
データのとりまとめ


ばれいしょの導入，保存，増殖，評価及
び評価データの♪りまつ十め


マメ科牧草の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


イネ科牧草の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


てん菜の導入，保存，増殖，評価及び評
価データのとりまとめ


そば，はっか，きびの導入，保存，増殖
，評価及び評価データのとりまとめ


飼料用とうもろこしの導入．侵在,　増殖
，評価及び評価データのとりまとめ


稲の導入，保存，増殖，評価及び評価
データのとりまとめ







（6）東北農業試験場


委員長：作物開発部長
委　員：関係各部長


作物開発部長


作物開発部品質評価研究室長
JJ　　麦育種研究室長


〝　　大豆育種研究室長


〝　　資源作物育種研究室長


水田利用部稲育種研究室長
草地部飼料作物研究室長


作物開発部品質評価研究室


作物開発部麦育種研究室


作物開発部大豆育種研究室


作物開発部資源作物育種研究室


水田利用部稲育種研究室


草地部上席研究官


草地部飼料作物研究室
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サブバンク管理運営責任者 場　長


遺伝資源委員会


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


管理運営の全般にわたる総括責任


受入，作出遺伝資源のワーキング
コレクション，アクティブコレク


ション，ベースコレクションへの


仕分けその他サブバンク管理運営


に関する助言


管理運営責任者の補佐


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，
特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡


麦共通・雑穀の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ
遺伝資源の受入，配布，在庫管理


小麦・大麦の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ
遺伝資源の受入，配布，在庫管理


大豆の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ
遺伝資源の受入，配布，在庫管理


なたね・はとむぎ等の導入，保存，
増殖，評価及び評価データのとり
まとめ
遺伝資源の受入，配布，在庫管理


稲の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ
遺伝資源の受入，配布，在庫管理


画料作物の導入，保存，増殖，評
価及び評価データのとりまとめ
遺伝資源の受入，配布，在庫管理







（7）北陸農業試験場


サブバンク管理運営責任者


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


場　長


地域基盤研究部長


委員長：地域基盤研究部長


地域基盤研究部


稲育種素材研究室長
地域基盤研究部


稲育種研究室長


水田利用部
畑・飼料作物育種研究室


地域基盤研究部稲育種素材研究室


〝　　　　　稲育種研究室


JJ　　　　　稲遺伝解析研究室


水田利用部畑・飼料作物育種研究室
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サブバンク管理運営
（文書受付，発送等受付業
務，遺伝資源の受入，配
布，サブバンク在庫管理
，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡


管理運営の全般にわたる総括責任


管理運営責任者の補佐


稲の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


稲の保存，増殖，評価及び評価デ
ータのとりまとめ


稲の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


麦，牧草，飼料作物の導入、保存
、増殖，評価及び評価データのと
とりまとめ







（8）中国農業試験場


作物開発部長


委員長：作物開発部長
委　員：企画科長


稲育種研究室長
畑作物育種研究室長
業務科長


稲育種研究室


畑作物育種研究室
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サブバンク管理運営責任者 場　長


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


業務科


管理運営の全般にわたる総括責任


管理運営責任者の補佐


サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の受入，配布，サブバン
ク在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡
受入・作出遺伝資源のW－，B－，
A－Collectionへの仕分け


稲の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


力、麦の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


工芸作物の導入，保存，増殖，評
価及び評価データのとりまとめ







（9）四国農業試験場


作物開発部長


委員長：作物開発部長
委　員：企画科長


作物開発部上席研究官
資源作物育種研究室長
野菜花き研究室長


作物開発部上席研究官


資源作物育種研究室


野菜花き研究室
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サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，遺


伝資源の受入，受入・作出遺伝


資源のW－，B－，A－
Collectionへの仕分け，配布，


サブバンク在庫管理，特性情報


の管理等）


センターバンクとの連携


サブバンク管理運営責任者 場　長


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


管理運営の全般にわたる総括責任


者


管理運営責任者の補佐


大麦（裸麦），雑穀，飼料作物，
工芸作物の導入，保存，増殖，評
価及び評価データのとりまとめ


ラン科シンピジュウムの特性評価







（10）九州農業試験場
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1．受入・作出遺伝資源のW－，
B－，A－Collectionへの仕分
けその他サブバンク管理運営に
関する助言


2．サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，
遺伝資源の受入，配布，サブ
バンク在庫管理，特性情報の
管理等）


3．センターバンクとの連携


サブバンク管理者運営責任者


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


遺伝資源委員会


サブバンク管理
運営委員会


分担研究室


場　長


作物開発部長


稲育種研究室長


麦育種研究室長


甘しょ育種研究室長


大豆育種研究室長


さとうきび育種研究室長


委員長：作物開発部長
委　員：水田利用部長


草地部長
及びサブバンク管理
運営委員


大豆育種研究室


さとうきび育種研究室


資源作物研究室


稲育種研究室


麦育種研究室


遺伝資源利用研究室


甘しょ育種研究室


飼料作物育種研究室


草地部上席研究官
牧草育種研究室


管理運営の全般にわたる総括責任


管理運営責任者の補佐


大豆の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


さとうきびの導入，保存，増殖，


評価及び評価データのとりまとめ


雑穀，特用作物の導入，保存，増


殖，評価及び評価データのとりま
とめ


稲の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


麦類の導入，保存，増殖評価及び
評価データのとりまとめ


甘しょ野生種，いぐさ，暖地型牧
草の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


甘しょの導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


とうもろこしの導入，保存，増殖，


評価及び評価データのとりまとめ


牧草の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ







（11）蚕糸・昆虫農業技術研究所
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桑遺伝資源管理責任者 所　長


サブバンク管理者 生産技術部長


サブバンク管理運営委員 委員長：生産技術部長
委　員：桑育種研究室長


分担研究室 桑育種研究室


管理運営の全般にわたる総括責任


管理運営責任者の補佐


サブバンク管理運営に関する協議
及び実務
（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の導入・収集，ワーキン
グ・アクティブ・ベースコレク


ションへの仕分け・配布・廃棄


・在庫管理，特性情報の管理等
センターバンクとの連絡・協議，


ワーキンググループへの参加及び
旛肋蒲類別書体着♪l一て‾の茎蕗


桑の収集，保存，増殖，評価及U
評価データのとりまとめ







（12）国際農林水産業研究センター


サブバンク管理運営責任者


遺伝資源委員会


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


所　長


委員長：沖縄支所長
委　員：生物資源部長


研究技術情報官
国際研究情報官


生物資源部


主任研究官


沖縄支所
作物導入栽培研究室長


沖縄支所長


沖縄支所・国際共同研究科長
沖縄支所・作物導入栽培研究室長
沖縄支所・熱帯果樹研究室長
押縄支所・作物育種


世代促進研究室長


生物資源部


沖縄支所・国際共同研究科


JJ　　作物導入栽培研究室


JJ　　熱帯果樹研究室


〝　　作物育種世代促進研究室


JJ　　業務科


ー　23　－


サブバンク管理運営
（文書受付・発送等窓口業務，
遺伝資源の受入・配布，サブ
バンクの在庫管理，特性情報
の管理等）


センターバンクとの連絡・協議


管理運営の全般にわたる総括責任


サブバンクの管理運営に関する協
議・助言


管理運営責任者の補佐


開発途上地域の植物遺伝資源の評
価・利用


栄養繁殖性熱帯・亜熱帯作物の導
入・評価・保存法の開発


熱帯作物全般の導入・保存・増殖
・評価及び評価データのとりまと
め


熱帯果樹類全般の導入・保存・増
殖・評価及び評価データのとりま


とめ


さとうきび，熱帯イネ科・マメ科
牧草，稲類の導入・保存・増殖・
評価及び評価データのとりまとめ


ラッカセィ、ソルガムの増殖・評


価及び評価データのとりまとめ







（13）種苗管理センター


委員長：企画管理課長


委　員：各農場長
サブバンクにおける事業の管理運営


遺伝資源の保存，増殖，評価，配布


，在庫管理，特性情報管理等
センターバンクとの連絡調整


その他試験研究機関等との連絡調整


サブバンク内の連絡調整


WGへの参加


注：各農場の保存対象植物が2種類以上ある場合，そのうち取扱い点数の多い2種類を記した。
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サブバンク管理運営責任者


サブバンク管理運営委員会


分担研究室（農場）


所　長


本部


北海道中央農場


後志原種生産分場


上北農場


嬬恋農場


八岳農場


金谷農場


関西品種調査農場


雲仙農場


知覧農場


鹿児島農場


沖縄農場


管理運営の全般にわたる総括責任者


管理運営責任者の補佐


ランの保存


ばれいしょ，りんご等の保存，増殖
，評価


ばれいしょの保存，増殖，評価


りんご，ばれいしょ等の保存，増殖
，評価


ばれいしょ，つつじ等の保存，増殖
，評価


いちご，バラ科等の保存，増殖，評
価


茶，ちょま等の保存，増殖，評価


茶，きく等の保存，増殖，評価


かんしょ，いぐさ等の保存，増殖，


評価


茶，いぐさ等の保存，増殖，評価


かんしょ，さとうきび等の保存，増
殖，評価


さとうきび，パイナップル等の保存
．増殖．評価







（14）家畜改良センター


サブバンク管理運営責任者


サブバンク管理運営委員会


分担研究室（牧場）


所　長


委　員：飼料種苗課長
技術調整係長


種苗計画係長


各牧場長


十勝牧場


長野牧場


熊本牧場


宮崎牧場


サブバンクにおける事業の管理運営


遺伝資源の保存，増殖，評価，配布
，在庫管理，特性情報管理等


センターバンクとの連絡調整


その他試験研究機閑等との連絡調整


サブバンク内の連絡調整
WGへの参加
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委員長：技術部長


管理運営の全般にわたる総括責任者


管理運営責任者の補佐


とうもろこし，ソルガム等の保存，


増殖，評価


暖地型イネ科牧草，野草等の保存，
増殖，評価


暖地型イネ科牧草等の保存、増殖、
評価


寒地型イネ科・マメ科牧草等の保存
，増殖，評価







（15）指定試験地等


サブバンク運営体制には含まれないが，「農林水産省ジーンバンク事業実施要領」に基づき，特性
調査等の業務を必要に応じ委託する指定試験地等。


稲　類


1．北海道立上川農業試験場　水稲育種科（水稲）
2．青森県農業試験場　藤坂支場　品種改良科（水稲）
3．宮城県古川農業試験場　育種部　育種科（水稲）
4．福井県農業試験場　育種科（＊水稲）
5．愛知県農業総合試験場　山間農業研究所　稲作研究室（水稲）
6．宮崎県農業総合試験場　′栽培部　育種科（水稲）
7．鹿児島県農業試験場　作物部（水稲）
8．茨城県農業総合センター　生物工学研究所（＊陸稲）
9．日本穀物検定協会（＊米食味）


麦　類


1．北海道立北見農業試験場　小麦科（小麦）
2．栃木県農業試験場　栃木分場　ビール麦育種部（大麦）
3．長野県農事試験場　育種部（＊小麦・大麦）
4．福岡県農業総合試験場　農産研究所　育種部（＊大麦）


いも類
1．北海道立根釧農業試験場　馬鈴しょ科（ばれいしょ）
2．長崎県総合農林試験場　愛野馬鈴薯支場（ばれいしょ）


まめ類


1．北海道立十勝農業試験場　豆類第一科（大豆）
2．北海道立十勝農業試験場　豆類第二科（あずき）
3．北海道立中央農業試験場　畑作第一科（＊大豆）
4．長野県中信農業試験場　畑作育種部（＊大豆）
5．千葉県農業試験場　落花生試験地（落花生）


雑穀・特用作物
1．群馬県農業総合試験場　こんにゃく分場（＊こんにゃく）
2．熊本県農業研究センター　い業研究所　育種部（いぐさ）
3．沖縄県農業試験場　砂糖黍育種研究室（さとうきび）
4．北海道立植物遺伝資源センター　資源貯蔵科（ルービン等）
5．岡山県農業試験場　作物部（ルービン等）


果樹類


1．山形県園芸試験場　育種部（おうとう）
2．山梨県果樹試験場　育種部（ぶどう）
3．福岡県農業総合試験場　園芸研究所　果樹部　落菓果樹研究室（ぶどう）
4．長崎県果樹試験場　育種科（びわ）
5．和歌山県園芸試験場　栽培部（チェリモヤ）
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牧草・飼料作物
1．北海道立北見農業試験場　牧草科（寒地型イネ科牧草）
2．北海道立十勝農業試験場　とうもろこし科（とうもろこし）
3．茨城県畜産試験場　飼料開発部（暖地型イネ科牧草）
4．山梨県酪農試験場（＊寒地型イネ科牧草：ベレニアルライクつス）
5．長野県中信農業試験場　畑作育種部（とうもろこし，雑穀）
6．長野県畜産試験場　草地飼料部（＊ソルガム）
7．愛知県農業総合試験場　作物研究所　畑作研究室（＊マメ科牧草）
8．山口県農業試験場　経営作物部　牧草育種研究室（暖地型イネ科牧草）
9．鹿児島県農業試験場　大隅支場　牧草育種研究室（暖地型イネ科牧草）
10．沖縄県畜産試験場（＊暖地型イネ科牧草：ギニアクつス）


野菜類


1．長野県中信農業試験場　畑作育種部（＊野菜）


花き・緑化植物
1．富山県農業技術センター　野菜花き試験場（チューリップ）
2．鹿児島県農業試験場　花き部（ゆり）


茶
1 ．埼玉県茶業試験場　 育種部 （茶）


2 ．宮崎県農業総合試験場　 茶業支場 （＊茶）・


熱帯・亜熱帯作物
1．沖縄県農業試験場　名護支場　パイン研究室（＊パインアップル）


注）＊平成11年度特性評価委託場所
稲類の日本穀物検定協会は、指定試験地以外の場所である。
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7　植物遺伝資源部会の開催


第16回植物遺伝資源部会


日時　平成12年2月18日（金）13：30～17：00


場所　農業生物資源研究所1号本館大会議室


会議の概要


開会　宮崎　遺伝資源調整官


挨拶　桂　農業生物資源研究所長（部会長）


議事　（司会：大野遺伝資源第二部長）


1．遺伝資源をめぐる情勢報告


連絡調整課より以下のような報告があった。


・植物部門に関する平成12年度事業予算は、作物開発強化事業の予算が品質評価の強化等に


関する予算に組替えられた外には変化はない。


・遺伝資源を取り巻く国外の情勢では、生物多様性条約に述べられている原産国の主権的権利


に関し、依然として交渉が継続中である。特にFAOでは遺伝資源の利用から生じる金銭的利


益の配分が最大の課題である。多様性条約を受けて、各国で法律が整備されつつあり、今年


度の探索でもタイの遺伝資源の持ち出しやベトナムの探索が中止になった例が紹介された。


国内の動向では、遺伝資源は「知的基盤」として位置付けられており、基盤的な情報整備が


必要である。


・独法化後、現在の農林水産ジーンバンク事業を引き続き維持する方向で遺伝資源の帰属や体


制を検討している。


・特性調査の内部評価として、87％の達成率が得られた。


2．平成11年度植物遺伝資源部門運営体制について


運営体制が了承された。


3．平成11年度植物ワーキンググループ打ち合わせ会議報告


会議の内容が報告された。


4．平成11年度事業実績と平成12年度事業計画について


（1）収集・受入・無毒化


海外探索は、ミャンマーのコンニャク等資源作物、ラオスのダイズ及び近縁種、南欧の牧草、


ミャンマーの稲に関する四課題が了承された。国内探索では、果樹、花井、茶等に重点を置い


た六課題が了承された。


（2）　特性評価


引き続き、海外での探索収集品の一次特性評価及びセンターバンク保存の稲・麦・大豆の評


価を優先する方針が提案された。成果が上がっているOB活用、都道府県委託事業は引き続き実


施される。特性評価における「重複を防ぐ手だてをとる」ということに対し、カンショのよう


に毎年系統の確認を要する作物では重複する特性データの入力は行わないという説明があっ
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た。なお、これを受けて、栄養系の場合には、特性評価ではなく系統保存の意味での予算措置


が必要との意見も出た。特性評価点数を系統数×項目数で行っている件について質問があり、


評価が困難な形質について考慮したいためという回答があった。


（3）素材化


現在の12課題が来年度も引き続き行われる。うち9課題は育種素材化の可能性が高い。な


お、この事業以外にも遺伝資源の素材化事例はあるので、発掘の必要があるという指摘があっ


た。


（4）保存・増殖


今年度より、オンライン集計が行われ、保存点数の的確な把握が可能になった。パスポート


データの精査の結果、二重登録や未登録のデータが整理されたことが報告された。ワーキング


やベースコレクションのセンターバンクへの移管も進んでいる。アクティブコレクションの割


合が作物によって異なる理由について説明が求められ，繁殖特性や研究室の労力によって制限


されるという回答があった。国以外の機関にも遺伝資源保管に参画してもらってはという意見


に対し、指定試験地については既にそのような状況にある旨が説明された。インビトロ保存の


実態に関する質問に対しては、テンサイ・桑などで進めているという回答があった。利用結果


の報告に関する質問があり、配布時に結果報告を求めているが報告者の了解なしに外部に公表


することはないという回答があった。


（5）情報管理


パスポートデータの来歴情報と所在情報を分離し、JP番号と保存番号の二種類で遺伝資源を


管理する改訂が行われたことが報告された。ホームページへのアクセスが増えている中で、シ


ステム変更に伴う見直しとともに、外国産遺伝資源の情報公開に向けてデータの点検を行って


いるという報告があり、これに関して、多様性条約問題が決着する今年10月以降までは、公


開する遺伝資源の範囲の決定は保留したいと連調課から意見があった。委員からは、諸外国の


動きに合わせては、という意見があった。アメリカのジーンバンクは全ての情報を公開してい


るが同国は多様性条約を批准していないので、参考にはならないという意見もあった。ホーム


ページの整備や画像データの蓄積、次期コンピュータシ


ステムの更新予定が了承された。


（6）配布


配布実績の報告があった。配布先の利用目的に関する質問があり、バイテクへの利用や新規


特性のスクリーニングのほか、従来とは異なった利用目的で地域特産物への利用があると回答


された。


5．ジーンバンク事業第二期基本計画の進捗状況及び次期基本計画（案）


資料に基づく説明の後、質疑応答があった。


遺伝資源に関する国際的な見通しは悪化する一方ではという質問に対し、マルチラテラル式


の遺伝資源へのアクセスが可能になる可能性もあるので、これを目指して環境整備を行ってい


るという回答がなされた。国際協力研究において生物資源に関する滞在型の研究が必要という


意見もあった。育種態勢の弱体な資源作物の収集・評価・利用に関して質問があり、これに対


し、資源作物研究室を応援する形で生物研など他の研究室の協力を得て対応していきたいとい


う回答があった。特性評価の簡素化とは何かという質問に対し、現在の特性評価項目は品種登


録用の識別項目であり遺伝資源に必要な評価項目とは異なるため、内容を整理することである


と説明された。特性評価事業の実施に当たり柔軟性がほしいという意見があった。素材化に関


して、特定の形質に関する探索収集を行うよりは、現在保持している遺伝資源についてその形


質に関する特性評価を行うほうが優先ではないかという指摘があった。難増殖性種子の海外増


殖に関する質問があり、台湾の稲やベトナムの豆類増殖の成果が説明され、特性評価について
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も行われているという説明があった。


独法化以後の体制に関し、遺伝資源の扱いや配布、運営状態に関する質問があった。これに


対し、原則として現状を維持すること、ただし、遺伝資源は現在保持している機関に帰属する


こと、現行の有償配布を見直すこと、提供者の利益を保護する方策を考えたいということ、運


営体制が複雑なためスリム化したいなどの回答があった。


以上の議論を終えて、次期基本計画（案）の大筋が了承された。
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8．植物遺伝資源部会ワーキンググループの開催


日　時：平成11年11月19日（金）13：00～17：00


場　所：農業生物資源研究所


会議の概要


挨拶　　（宮崎遺伝資源調整官）


議事　　（司会：大野遺伝資源第二部長）


1．平成11年度植物遺伝資源部門運営体制等について


資料に基づいて中止研究室，部会委員の変更および実施推進体制等について報告があり，本


年度の運営体制を確認した．また，平成10年度植物遺伝資源部会の議事概要について報告が


あった。


2．遺伝資源を巡る情勢報告（大川連絡調整課課長補佐）


連絡調整課から平成12年度予算要求内容およびジーンバンク評価委員会による評価結果の


説明があった。本年度の評価委員会は昨年同様3月に実施すること，重点評価部門は微生物・


動物部門とすること，第2期基本計画および次期基本計画の暫定評価を実施することなどが示


された。また，本年度予算で海外探索収集の事前調査を予定していること，さらには特性調査


結果の入力状況の調査結果について報告があった。


他方，遺伝資源をめぐる最近の国際情勢について，「農民の権利」は国際的な権利でなく各


国で実現するものという理解で，FAO内でほぼ合意に達している旨の報告がなされた．来年


2月の会合までに商業利用に伴う利益配分について日本も何らかの提案を作りたいとの考えが


示された。


これらの報告について若干の質疑応答がなされた。ジーンバンク評価結果について，貢献度


の評価は一次的貢献である利用件数，新品種や論文等の成果という二次的貢献の両者をあわせ


て評価すればよいのではないかとの提案が出された。評価の視点や方法等，今年度の評価まで


に連絡調整課で検討を行うとされた。一方，特性調査結果の入力状況報告について，特性調査


を実施したが出穂しなかったために入力項目の割合が減った場合は理由を実演提出時に記載す


ればよいこととされた。


3．平成11年度事業の実施状況と平成12年度事業計画について


資料に基づいて今年度事業の実施状況について報告があり，また，来年度の海外収集計画等


の提出が依頼された．これに関して様々な質疑応答が行われた。


育種素材化の期間が3年では短いとの意見があり，5年でも構わないのではないかとのコメ


ントが出された。海外増殖を熱帯ウリ科などでも行ってほしいとの要望が出され，考慮してい


るが検疫の関係で難しい場合もある旨の返答がなされた。配布実績について，もう少し分析的


な評価をできないか，また，成果としてこの実績をどのようにアピールするか検討してほしい


との意見が出された。


特性評価の記載事項の欠損に関して活発な議論が行われ，一次特性の必須項目は1年で調査


が済むものであってほしい，植物種により項目数の整理が必要ではないか，未出穂や未開花も


データとして入力できるようにしてほしい等の意見が出された。
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これに対して，現在の表が新品種登録時の表がベースなので，次期では特性内容をキュレー


ターで再考し，今後のワーキンググループの課題とすることとされた。


4．ジーンバンク事業次期計画について


資料に基づいて次期基本計画についての説明があった．その後，多数の意見交換および質疑


応答が行われた。


遺伝資源に関する国際的な情報収集を担当する専門官を設置してほしいとの要望が出され


た。多様性条約や国際情勢についての情報が断片的でわかりにくいので，説明の機会が欲しい


という要望が出された。


野生種の探索・評価の効率化のため，分類同定を大学と共同で行う枠組みや，探索予定地の


事前調査が必要である旨の意見が出された。資源作物の探索については，探索プロパーに任せ


られないと困難である旨の意見が出された。また，収集したものの評価を共同研究にできない


かという提案が出された。さらに農水省としては様々なチャンネルを使って，協定を結んで探


索を進めたいという見解が述べられた。


特性評価の外部委託ついて，共同研究が一つの方策であるとの提案があった．また，現在の


特性評価マニュアルは不足があるので，次期で検討する方針が示された。このほか，調査困難


な有用形質の検定法開発の予算化が必要との要望も出された。配布に関して，今後は配布件数


が増えて増殖が追いっかないのではとの質問に対し，配布単位を見直すなど仕組を検討したい


との回答があった。また，配布が遅れ適期を逸する場合があるとの指摘に対し，事務手続先の


迅速化で改善するとの回答があった。


ジーンバンクの手数料が品種の市価に対して非常に高い場合があるとの指摘があった。無償


譲渡は現在は困難だが，独法化後は自由に決められるようになるとのコメントがよせられた。


その際には商業化時に配分を受ける制度も検討が必要になるとの意見が出された。


利用目的を研究用から拡げてはとの意見に対し，可能な限り研究用という目的を読み広げて


対応する考えが示された。また，受入れについて，現在は基本的に一次特性評価が終了したも


のとしているが，次期には考え方を変えてハードルを低くしたいとの方向性が示された。


その他，管理運営に民間を加える意見については具体的な論議が必要であるとされた。ジー


ンバンクからの分譲系統を直接品種にする場合についての質問があった。遺伝資源は誰が使っ


てもよいとしたいが，知的所有権や提供者の権利などは議論が必要であるとの回答がなされた。
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Ⅱ　平成11年度植物遺伝資源部門事業実績報告







1．遺伝資源の収集・受入


1）海外探索収集実績（平成11年度）


課　　　 題 対 象 植物 対象 地 域 担 当者 （所 属 ） 派遣 期 間 主 な収 集 品


ギ リシャにおけ るア ブラナ


由野生種 と在来 野菜品種の共


同探索 ・収集


アグラナ科


野菜 および


近縁野生種


ギ リシャ 飛弾健 一


・塚崎光


（野茶試 ）


11．6．29


－11．7．30


ア ブラナ科 野菜 お


よび野 生種


2 7 4 点


タイにお けるサ トウキ ビ近


縁 遺伝資源の調査収集


さとうきび


近縁野生種


タイ 伊確　 信


（沖縄県農試 ）


・杉本　 明


（九農試 ）


11．11．16


－11．12．15


さとうきび近縁野生


種　 合計 1 5 6 点


ミャンマー連邦 におけ る稲


遺伝 資源の探 索収集


栽培 イネ


及 び


近縁 野生種


ミャンマー 三浦清之


（生物研 ）


・坂 井　 真


（農研 セ）


11．11．16


－11．12 ．15


栽培稲お よび野生稲


合計 2 0 1 点


スペ インにお けるカンキ ツ


遺伝資源 の調李 と収集


カ ンキツ 類 スペイ ン 根角 博久


・三谷宣仁


（果樹試 ）


12．2．23


－12 ．3．11


カ ンキ ツ類


合 計 1 3 点
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2）国外からの遺伝資源の受入実績（平成11年度）


機　 関 ・部 ・室 対 象 植 物 主 な　 導 入 先


農研セ ・作 開部 ・麦育種研 コムギ　　　 5 5 点 ロシア、 メキシコ （CIMMI T）


農研セ ト作 開部 ・甘 しよ育種研 かん しよ　　 2 3 点 インドネシア、マレシア、タイ、ブイリピ ン


生物研 ・遺 一部 ・植探研 イネ　　　 2 3 1 点


コムギ　　　　 5 点


ダイズ　　　　 4 点


フィリピン（IRRI）、個人、 日中交換


日中交換


日中交換


生物研 ・遺二部 ・集団研 V ign a属植 物 ‘


1 9 2 点


Ph aseo lu s属植物


4 9 点


コロンビア （C IAT）、ナイジ ェリア（IITA）、


エチオピ ア（ILR I）、ベルギ －


コロンビア （C I A T ）


ベルギー


生物研 ・遺二部 ・遺管科 オオムギ　　 5 0 点 ロシア


草地試 ・育種部 ・育種資源研 ギ二アグラス　　　 2 点パスパルム　　　 1 点


Brach iria 属　 4 点


タイ、オース トラ リア


タイ


タイ


果樹試 ・育種 部 ・遺伝資源研 カンキ ツ　　　　 2 点


リンゴ　　　　 2 点


ナシ　　　　　 1 点


モモ　　　　　 1 点


スモモ　　　　 1点


ブ ドウ　　　　 1点


アーモ ン ド　　 7 点


大韓民国、スペイ ン


カナダ


フランス


大韓民国


大韓民国


スロベニア


アメ リカ


果樹 試 ・カキブ ドウ ・育種研 ブ ドウ　　　　　 5 点 アメ リカ、 イタ リア、．トルクメニス タン


野茶試 ・野菜育種部 ・ナス科育種研 トウガラシ　　 9 点


トマ ト　　　　　 2 点


メキシコ


メキシコ


野茶試 ・野菜育種部 ・アブラナ科育


種研


キャベ ツ　 1 ’4 点


ハ クサ イ　　 1 2 点 ・


メキャベ ツ　　 1 点


ブロ ッコ リー　 2 点


ダイコン　　 2 6 点


コール ラビ　　 2 点


その他　　　　 6 点


ポー ラン ド、チ ェコ


韓国、チ ェコ


チェコ


コロンビア、チェコ


ポーラン ド、韓国


チェコ


トルクメニスタン


野茶試 ・野菜育種部 ？夏秋 野菜育種


研


ホウ レンソウ　 1 点


ニ ンジン　　 1 1 点


ポーラン ド


ポーラン ド


野茶試 ・久留米 ・ウ リ科育種研 キュウ リ　　 2 4 点 イスラエル、・アメ リカ、台湾、オランタヾ、ロシア
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機　 関 ・部 ・室 対 象 植 物 主　な　導 入 先


北農試 ・作開部 ・野菜花 き研 ネギ属植物　 1 2 点アストロメリア属　　 3 点


デイケトステンマ　　 1 点


アリチラリア属植物　 4 点


トリテレイア属植物　 1 点


アメリカ


アメリカ


アメリカ


アメリカ


アメリカ


北農試 ・草地部 ・マメ科牧草育種研 アル ァルフア　　　 4 7 点


アカクローバ0　　 1．9 点


シロタロ一バや　　　 1 点


ハンガリー、カナダ、アメリカ


ハンガリー、ロシア


ロシア


北農試 ・畑研セ ・てん菜育種研 てんさい　　 2 ，8 点 アメリカ、オランダ、 ドイツ


東農試 ・草地部 ・上席研究官 トリゴネラ　　 1 点


シロタローバ　　 1 4 点


ドイツ


イタリア、チェコ、オランダや、オーストラリア、ホ0－ランド、


その他


九農試 ・草地部 ・上席研究官 エンバク　　 1 7 点


エンバク近縁種　 8 1 点


フェスク類　 1 0 点


スウェーデン、ドイツ、ァナダ、アメリカ


エチオピア、エリトリア、ウルグアイ、アメリカ、アルゼンチ


ン、チリ、


イタ リア
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3）国内探索収集実績（平成11年度）


課　　　 題 対象 植 物 対 象地 域 担 当者 （所 属 ） 主な 収 集 品


大 分 県、 熊 本 県 北部 お よび宮


崎 県北部 にお け る作 物 在来 種


の探 索収 集


作物 一 般 大 分 県 、熊 本 県、


宮 崎 県


三浦 清之 ・中 山博 貴


（生 物研 ）


ダ イズ 1 0 点 、 ア ズ


キ 1 7 点　 他


合 計 8 5 点


関東 ・東 山地域 にお け るソバ


在 来 品種 の分 布調 査 と収集


ソバ 手塚 隆久 ・原　 貴 洋


（九農 試 ） ・勝 田


（石 ）真 澄 （農研 セ ）


ソバ　　　 1 1 点


北 陸地域 にお け る雑 穀 類遺 伝


資源 の探 索 収 集


雑穀 類 新 潟 県、 富 山県 、福


井 県、 石 川 県


加 藤 晶子 ・石 田正彦


（東北 農 試 ）


シコクビ土1 点、 アワ1 点


キビ 1 点　 他


合 計 3 1 点


鹿 児 島県 奄 美 諸 島 にお け るさ


とう きび 遺 伝 資源 の収 集


さ とう きび 鹿 児 島 県 下 田　 聡 （九 農試 ）他 サトウキビ近 縁 種


2 2 点


長 野 県お よび京 都 府 に お ける


ユ ス ラ ウ メ系統 の 収集


ユ スラ ウ メ 長野 県 、 京都府 山口正 己 ・八 重垣 英 明


・土師　 岳 （果樹 試 ）


ユ ス ラ ウ メ　 1 1 点


合 計　 1 3 点


南 西 諸 島 にお け る アズ キ近縁


野 生 種の 分 布調 査 と収集


ア ズキ近 縁


野生 種


沖縄 県 友 岡憲彦 （生 物研 ）他 V igna属 植 物　 7 6 点


合 計 9 1 点


ア ズキ近 縁


野生 種


鳥取 県 、 岡 山県 生物 研 ・遺 二 部 ・集 団


研


ヤブツ ルアズ キ　 1 3 点


合 計 2 1 点


い も類 北海 道 北農 試 ・畑 研 セ ・


ば れ い しょ育 種 研


ば れ い し ょ　　 1 点


牧草 類 青森 県 、岩 手 県、 東農 試 ・草 地部 ・


上席 研 究 官


ノ シバ　　　　 4 点


シロクローバ　　　 7 点


桑 東 京 都 蚕昆研 ・生技 部 ・


桑 育研


オガ サワラクワ　　　 3 点


野 菜類


雑 豆類


沖 縄 県 国際 セ ・沖縄 ・


作 導研


カラ シナ　　　 1 点


シカクマメ　　　　　 2 点
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4）国内からの遺伝資源の受入実績（平成11年度）


機　 関 ・部 ・室 対 象 植 物 主 な　導 入 先


農研 セ ・作 開部 ・小麦育研 小麦　　　　　 3 点 群馬県農試


生物研 ・遺 一部 ・植探研 水稲　　　　　 1 点


インケ寸ンマメ　　　　 2 点


熊本県農試 （ミャ ンマーの系統 ）


野茶試


生物研 ・遺 二部 ・遺管科 ゴマ　　　　 2 2 点 富山大学


草地試 ・育種部 ・育種資源研 Macroptu litlm　 l点 琉球大学


果樹試 ・育種部 ・遺伝資源研 ヤ マモモ　　　 2 点


ナツメ　　　　 1 点


個人


民間会社


果樹試 ・カンキツ部 ・遺伝資源研 カンキツ　　　 3 点 個人、和歌 山県園試


果樹試 ・カキブ ドウ部 ・育種研 カキ　　　　　 1 7 点 京都大学、新潟 県農総研


野菜茶試 ・野菜育種部 ・ナ ス科育研 トウガラシ　　　 2 点


トマ ト　　　　 1 点


民間会社、個人


民間会社、個人


野菜茶試 ・野菜育種部 ・アデガ育研 キャベ ツ　　　 8 点


ダイコン　　　 3 点


ハ クサイ　　　　 2点
タカナ　　　　　 2 点


カブ ‘　　　 1 点


カリフラワー　　　　 1 点


民間会社


民間会社


民間会社


民間会社


民間会社


民間会社


野菜茶試 ・野菜育種部 ・夏秋野菜研 レタス　　　　 1 4点 民間会社


野菜茶試 ・花 き部 ・緑化植 物研 バラ　　　　 4 3 点 民間会社


野菜茶試 ・花 き部 ．・育種研 コハマギク　　 3 6 点


イ ワギク　　　　 5 点


ノジギク　　　　 1 点


北海道花 ・野菜技術 セ ンター、個 人


北海道花 ・野菜技術セ ンター、個人


個人


野菜茶 試・久留米 ・栄養繁殖研 イチゴ　　　　　 3 点 兵庫島、民間会社


北農試 ・作 開部 ・果樹研 リンゴ　　　　　 3 点・民間会社


北農 試 ・草地 部 ・マメ科牧草育種研 アルファルファ　　 1 9 点 ホ クレン


東農 試 ・作 開部‘・資源作物研 ル タバ ガ　　 2 9 点 北海道道資セ、福 岡県豊 前分場


東北農 試 ・草地部 ・上席研究官 ノシバ　　　 1 4 点 千葉 県農試


中国農 試 ・作 開部 ・畑育研 小麦　　　　　 1 点 北海道農試


四国農 試 ・作 開部 ・野菜花 き研 シンヒ寸シナウム　　 1 0 点 個人


九州農 試 ・畑利 部 ・甘 しよ育研 甘 しよ　　　　 2 点 個人、徳島県農試


蚕昆研 ・生技 部 ・桑育研 オガ サワラグ ワ　　　 8 点


ヤマ グワ　　　 1 点


東京都農試


福島県蚕試
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5）隔離無毒化実績（平成11年度）


機　 関 ・部　 室 対象作物


点　 数


事　業　 内　容　 の　概　 要


処理数 完了数


生物研 ・遺資一 ・


植探研


イネ 1 3　5 1 2　4 ベ トナムか ら導入 した栽培種


132 点 と日中遺伝 資源交換 で
導入 した 3 点を隔離栽培 した。


不発芽の 11 点をのぞく 124 点


について無毒化を終了した。


農研セ ・作開 ・


甘しょ育研


カンシヨ 5


5


7


1 9


5


4


4


1 0


1989－1990 年にマレシアで収集 し、


茎頂培養を継続 していた　5 点


は合格 し、特性評価を実施 す


る。


1990 年にインドネシアで収集 し、


・茎頂培養 を継続 したうち　4 点
が合格 し、残 る 1 点は茎項培
養を継続する。


1994 年にタイより受入た ものの
で不合格 となった 7 点のうち、
1 点が枯死、4 点が合格 した。
残 る 2 点は茎頂培養 を継続す


る。


1994 年 7イリヒ0ンで収集。隔離栽
培中に 7 点が枯死、 12 点の茎


頂培養の結果、10 点が合格。


残る 2 点は茎頂培養を昭続。


果樹試 ・育種 ・


遺伝資源研


果樹試 ・カンキツ


・遺伝資源研


野菜茶試 ・久留米


・栄養繁殖研


リンゴ


ナシ


オウ トウ


モモ


スモモ
アンズ
ブ ドウ


スグ リ
キイチゴ
ウメ


アーモンド
カンキツ


カンキツ


イチゴ


1 2　9
4　0


2　6


1 1
2　2


3
9　3


1


3


2
8


1 6　3


1 8


3　2


2：5


6
8


2
0


0


7
0


0


0
0


2　9


0


3　2


海外 か ら穂木 または苗木で導


入 した果樹 を隔離栽培．し、 ウ
イルスを保毒 していない こと


が判 明 した個体は隔離解 除に
な るが、保毒 している個体 は


農水大 臣宛に特別許可願 いを
申請 して隔離栽培を継続する。


‘これ ら特別許可物件について
は熱処理後、実生苗木に茎頂


接木 を行い、 ウイルス を検定


の結果、無毒化された個体 は
隔離解除になる。それ以外 は


隔離栽培を継続する。


ネ八〇一ルよ り導入 した7予ンタン1 点


は熱処理 と茎頂接木法の併用


によるウイルス フリー化 を実
施 した。現在隔離検定．中であ


る。スリランカよ り導入 したスイートオレ


ンジ 17 点は活着後に無毒化 を
実施する。．


導入 したイチゴ 32 点について


成長点を摘出 し、B5 培地で培


養 し、無毒化 を行った。
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2　遺伝資源の評価及び育種素材化


1 ） 特 性 評 価 実 施 状 況 （平 成 1 1 年 度 ）


稲類 担当機関 部室名 1必系統 1必点数 1遠系統 1遠点数 2必系統 2必点数 2遠系統 2選点数 3必系統 3必点数 3選系統 3違点数


稲


稲


稲


稲


稲


稲


稲


稲


稲


揺


稲


稲


稲


稲


稲


稲


稲


農研セ農研セ農研セ


生物研


生物研


生物研


生物研


北農試


東北農試


北陸農試


北陸農試


北陸農就


中国鳥試


九農試


国際セ


ウイ防研


稲育研


品質評価研


植探研


植保研


遺管科


業務科


稲育研 ．


稲育研


稲育研


稲遺伝解析


稲育素材研


稲育研


稲育研


育種世促研


200


200


201


100


100


100


268


200


200


149


180


200


150


58


2，600


2，400


2，613


1，300


1，300


1，300


3，484


‘2，600


2，600


1，937


2，340


2，600


1，950


754


200


268


200


1，000


536


400


100


200


201


100


400


268


200


200


149


200


150


58


100


400


201


100


400


536


400


400


298


400


150


58


100


58


100


58


260


200


149


1，300


200


745


100


200


201


100


260


149


100


200


20 1


100


520


149


福井県農業試験場


茨城県農業総合センター


植物種類別合計 2，306 29，778 668 1，936 2，226 3，443 158 158 609 2，245 1，010 1，270


麦類 担当機 関 部室名 1必系統 1必 点数 1選系統 1選 点数 2必系統 2必点数 2選系統 2選点数 3必系統 3必点数 3選系統 3選点数


小麦


小麦


小麦


小麦


小麦


小麦


小麦


小麦


′ト麦


小麦


小麦


小麦


農研セ


生物研


生物研


北農試


東北農試


中国農 試


九農試


種苗 セ


種苗 セ


種苗セ


種苗セ


小麦育研


植 保研


業務 科


麦育研


麦育研


麦育研


麦育研


道 中央


後志


八岳


金谷


193


100


100


11 7


193


2 22


1 22


3 10


10 0


8 0


5 0


8 6


1，737


90 0


90 0


1，053


1，737


1，998


1，098


2，790


8 0 0


6 40


4 50


7 74


19 3


117


93


2 22


12 2


1 93


2 34


83 7


3，426


1，8 13


．193


1 93


2 22


12 2


8 6


77 2


8 6 5


31 8


7 32


86


86


193


12 2


8 6


39 3


2 44


193


77


2 93


22 2


12 2


19 3


53 9


1，251


5 40


1 22


19 3


3 2


12 2


7 72


25 6　＿


122


長 野県農 事試験場


小麦 （マカロニ） 長野 県農事試験場 47 423 4 7 4 7


小麦 （野生 ） 長野県農事試験場 2 18


Ae g i lop s 四国農試 資作育研 4 24


大麦


大麦


大麦


大麦


大麦


大麦


農研セ


東北農試


北陸農試


四国磨耗


種苗セ


大麦育研


麦育研


畑飼作研


資作育研


後志


103


50


3 0


18 2


5 0


13 6


1，236


60 0


2 69


2，065


4 92


1，632


5 0


3 0


1 00


30


50


13 6


1 50


1 36


5 0 15 0 50


24


15 0


19 2


福 岡農業総合試験場


大麦 （二条 ） 九農試 麦育研 41 482 4 1 5 3 3 4 1 1 64 4 1 4 1 4 1 12 3


大麦 （六条） 九農試 麦育研 39 429 3 9 4 68 3 9 1 56 3 9 39 39 1 17


H. bu lbo sumH.mu r im um 四国農拭


四国農試


資作育研


資作育研


2


2


22


22


ライ麦 四国農試 資作育研 5 49


植物種類別合計 2，366 2 2，640 9 0 7 7，634 1，129 3，426 5 3 1 9 53 1，061 3，227 3 47 1，150
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豆類 担 当機関 部室名 1必 系統 1必点数 1遠系統 1選点数 2必系統 2必 点数 2選系統 2選点数 3必系統 3必点数 3選 系統 3選点数


大豆


大豆


大豆


大豆


大豆


大豆


大豆


大豆


大豆


大豆


大豆


大豆


農研セ


生物研


東北農試


九農試


種苗セ


種苗セ


種首セ


種苗セ


種苗セ


種苗セ


豆育研


集団動態 研


大豆育研


大豆育研


後志


八岳


金谷


雲仙


知覧


沖縄


50


7 0


32 0


．10 0


4 0


14 0


5 0


4 0


5 0


4 0


5 0


10 0


6 00


8 40


3，840


1，200


4 80


1，680


6 00


4 80


5 8 5


4 80


5 28


1，200


7 0


32 0


5 0


5 0


10 0


140


1，280


50


176


4 00


2 2 5


4 0


15 3


22 5


4 3


1 53


100


50


10 0


1 75


4 5 7


100


9 1 4


2 0 0


北海道立 中央農試


長野 中信農試


あず き


あずき


あず き


生物研


国際セ


種苗セ


集団勅像研


導入栽培研


上北


53


2 0


10 0


5 30


140


1，000


5 3


10 0


106


6 00


らっかせい


らっかせい


生物研


国際セ


遺管科


業務科


50 4 00 5 0 100


ささげ 生物研 集団動僚研 11 16 5


リ‾ヨク トウ 国際セ 導入栽培研 34 2 38


いんげんまめ


いんげんまめ


生物研


種苗セ


集 団動態 研


八岳


15


2 9


150


2 90


15 75 1 5 3 0


植物種類別合 計 1，36 2 15，426 80 8 2，927 4 3 3 4 51 150 2 75 5 5 7 1，11 4 0 0


い も類 担 当機関 部室名 1必 系統 1必点数 1選系統 1選 点数 2必系統 2必点数 2選系統 2選点数 3必系統 3必点数 3選 系統 3選点数


ばれい しょ


ばれい しょ


ばれい しょ


ばれい しょ


ばれい しょ


ばれい しょ


北農拭


種苗セ


種苗セ


種苗セ


種苗セ


種苗セ


馬鈴薯育研


道中央


後 志


上北


嬉恋


八岳


384


17 6


9 2


7 7


9 0


4，224


1，929


7 36


7 66


3 60


9 2


9 0


3 68


3 60


7 7 7 7


4 0 8


20


40 8


2 0 7 7 8 4 7


かん しょ


かん しょ


かん しょ


かん しよ


農研セ


九農試


種苗セ


種苗セ


甘 しょ育研


甘 しょ育研


雲仙


鹿児島


49


26 9


11


50


7 3 5


4，03 5


2 4 5


7 5 0


4 9


26 9


196


5 38


2 5 7


1，61 1


2，156


1，68 5 7 4 74


179


2 69


1，66 6


98 2


植物種類別合計 1，19 8 13，78 0 50 0 1，462 1，94 5 3，918 50 2 50 2 52 5 3，49 5 ．0 0


雑穀 ・特用作物 担 当機関 部室名 1必 系統 1必点数 1違 系統 1選点数 2必系統 2必 点数 2選系統 2還 点数 3必系統 3必点数 3選系統 3遠 点数


あわ


あわ


生物研


東北農拭


植探研


資作研


87


9


6 9 6


9 9


8 7


9


2 6 1


7 2


きび 生物研 植探研 5 15 5 2 5


ひ え 生物研 植探研 4 24 4 8


ソル ガム 生物研 椎探研 6 30 6 1 2


そば


そば


そば


そば


そば


北農試


九農試


種苗セ


種苗 セ


種苗セ


遺伝資源研


資作研


道中央


後志


上北


20


2 0


4


2


4


2 00


168


4 0


2 0


40


2 0


4


96


56


2 0 2 0 1 2 2 4


なたね 東北農試 資作研 28 2 5 2 2 5 1 45 20 4 1，04 4 5 3 10 6


ごま 農研 セ 資作研 105 1，26 0 10 5 1，42 1 10 0 100 10 0 140 10 0 1 20 10 0 14 0


えごま 生物研 植保研 19 13 3 19 5 7


さとうきび


さとうきび


さと うきび


九農試


国際セ


種苗 セ


さとうきび育研


育種世促研


沖縄


32 35 2


40 0


32


4 0 0


3 2


93 6 2，808


4 0 40


てん さい


てん さい


北農試


種苗 セ


てん葉 育研


後志 2 14


18 32 14 2 4


はとむぎ 東北農試 資作研 9 81 9 18 9 2 7 9 36 9 18


日本 はっか 中国農試 業務科 25 30 0 2 5 37 5 2 5 5 0


クフェア属 中国農試 育 工研


こんにゃく 群馬県農 試 30 2 9 4 30 2 10 19 48 2 7 7 4


植物種類別合計 411 4，018 7 55 3，04 3 1，152 3，230 1 14 16 4 39 2 1，338 16 2 26 4


－　40　－







牧草 ・飼料作物 担 当機 関 部室名 1必系統 1必点数 1選系統 1選 点数 2必系統 2必 点数 2遠系統 2選点数 3必系統 3必点数 3選系統 3遠点数


イタリアンライグラ 北陸農試 畑飼作研 8 72 8 24 8 3 2 8 16


ペ レニアルライグラ 山梨 県酪農試 験場 57 5 13 5 7 2 28 5 7 17 1


ケンタッキーブルーグラ 家畜改セ 十勝 （種苗） 10 8 0


シバ 草地試 育種資源研 195 19 5 1 95 19 5


オーチヤー ドグラ


オーチヤー ドグ ラ


トールフェスク


トールフェスタ


メ ドゥフェスク


ハイブリッ ドライグ


草地試


家畜改セ


九農試


家畜改セ


北農試


北陸農試


牧育研


十勝 （種苗）


草地部上席


十勝 （種苗 ）


イネ牧研


畑飼作研


45


100


19


6


2 2 5


4 00


152


54


19


6


3 8


18


60


100


30


19


6


30 0


10 0


15 0


3 8


24


60


10 0


30


6


6 0 0


10 0


3 0 0


12


ギニアグラス


ギニアグラス


ギニアグラス


ギニアグラス


パ ニカム属


壷地試


九農試


家畜改セ


育種資源研


牧育研


熊本 （原種）


290


16


3


8 5


10


2，610


1 4 1


27


76 5


9 0


17 9


3


8 5


4 5 8


18


4 2 5


1 79


8 5


179


1 70


1 11 ＿ 11 1


沖縄 県畜産試験場


九農試 牧育研


と うもろこ し


と うもろこ し


と うもろこ し


と うもろこ し


草 地試


北農試


九農試


種苗セ


ヘテ ロ研


飼料 育研


飼作研


道 中央


41


1 10


14 3


9


40 5


1，10 0


1，57 3


9 9


11 0


14 3


4 40


1，563


4 1


5 0


9 0


71


20 0


27 0 90 9 0 7 6 3


ソルガム


ソルガム


ソルガム


ソルガム


ソルレガム


草地試


九農試


国際セ


家畜改セ


ヘテ ロ研


牧育研


業務科


長野 （原種）


29


24


105


37 7


33 6


1，05 0


10 8 54 0 108 32 4 10 8 10 8 10 8 5 40長野県畜産試験場


えん麦 九農試 草地部上席 64 6 40


しろク ローバ


しろク ローバ


東北農試 草地部上席 24


8


144


80 8 5 6


24


8


7 2


32 8 16愛知県農業総合試験場


あかク ローバ


あかクローバ


北農試 マメ牧研 28


6


28


48 6 1 8


2 8


6


28 －


24


2 8


6


28


1 1 6 18愛 知県農業総合試験場


アルファル ファ


アルファル ファ


北農試 ヤメ牧研


15 15


3 4


1 5


34


4 5


3 4


15


102


105


4 3 43


1 5 3 0愛知 県農 業総合試験場


め どはぎやはず そ う


まるぼや はず そ う


その他マ メ科


草 地拭


草地試


草地試


牧育研


牧 育研


牧 育研


60


4 5


2 3


5 8


60 0


4 50


23 0


58 0 58 2 32 5 8 17 4 58 17 4


45


2 3


4 9


9 0


4 6


98愛知 県農 業総合 試験場


植物種類別合計 1，44 1 12，88 4 8 39 4，137 1，20 1 12，76 1 84 3 1，78 8 7 6 3 2 54 8 38


果樹類 担 当機関 部室名 1必系統 1必点数 1選 系統 1選点数 2必系統 2必点数 2遺 系統 2選点数 3必 系統 3必点数 3遭 系統 3選点数


りんご


りんご


りんご


果樹試


種苗セ


種苗セ


リンゴ支場育種研


道 中央


上北


20


2 2 1


30


2 0 0


2，21 0


18 0


2 0


30


4 0


6 0


30 3 0 30 18 0 30 12 0 3 0 90


お うと う 果樹試 リンゴ支場育種研 10 6 6 10 50 19 9 5 19 5 7 19 1 14


きいちご 北農試 果樹研 16 12 8 16 16


くるみ 種苗セ 上北 25 14 5 25 30


く り 種苗セ 金谷 43 6 0 9


にほんやまな し 果樹試 ナシ、クリ育研 54 2 7 2 54 19 7 54 38 4 4 1 8 1


ミロバ ランスモモ 果樹試 核果育研 20 2 2 0 20 10 0


ブ ドウ 果樹試 カキ、ブドウ育研 25 15 0 2 5 2 5 2 5 30 0 2 5 17 5


かき 果樹試 カキ、ブドウ 育研 20 2 4 0 2 0 14 0 20 16 0 2 0 20 2 0 2 4 0 2 0 80


いち じく 果樹試 カンキツ業務科


かんきつ


か んきつ


ウンシュク


ワセ ウンシ ュウ


その他かんきつ類


果樹試


種苗セ


果樹試


果樹試


果樹試


カンキツ遺伝研


鹿児島


カンキツ育種研


カンキツ育種研


カンキツ育種研


30


9


22


30 0


3 6


7 2


30


IO


13


2 9


5 70


10


13


4 4


30


・10


1 3


5


18 0


10


13


3 0


30


10


13


2 9


120


2 0


26


58


30 33 0 3 0


7


12


9


2 40


42


84


63


び わ


びわ


種苗セ


種苗セ


金谷


鹿 児島


6


10


6 6


10


導入 りんご 果樹試 遺伝資源研 30 2 70


植物種類別合計 550 4，896 24 1 1，15 4 22 6 1，152 2 17 5 8 7 14 0 1，23 2 14 9 79 0


－　41－







野菜類 担当機 関 部室名 1必 系統 1必点数 1選系統 1選点数 2必系統 2必 点数 2選系統 2選 点数 3必系統 3必点数 3選系統 3選点数


キュウ リ 野茶試 久留米卵研 66 1，18 8 66 1，71 6 6 6 3 96 6 6 66 6 6 1 98． 66 198


メロン 野茶試 久留米卵研 54 64 8 30 8 10 3 0 2 40 3 0 30 3 0 30 0 3 0 2 40


ニガ ウリ 野茶試 久留米卵研 31 40 3 3 1 37 2


なす （含近縁種） 野茶試 ナス科育研 9 64 9 3 3


トマ ト 野茶試 ナス科育研 41 6 15 4 1 20 5 4 1 4 1


ビーマン、トウガラシ（含近縁種 野茶試 ナス科育研 27 27 0 2 7 2 16


ハ クサイ 野茶試 ・ アデラナ科研 58 46 4 58 1，218 5 5 5 8 58 5 8 58 58 5 8


カブ 野茶試 アデラナ科研 35 28 0 3 5 1，08 1 3 5 35 3 5 1 1 1 35 7 0


つ けな 野茶試 アデラナ科研 81 56 7 8 1 2，08 8 12 12 8 1 8 1 8 1 1 62 8 1 8 1


キャベ ツ 野茶試 アデラナ科研 53 42 4 5 3 1，06 0 5 3 53 5 3 53


カ リフラワー 野茶試 アデラナ科研 12 12 0 12 25 2 12 24 12 12 12 12


ブロ ッコ リー 野茶試 アデラナ科研 5 60 5 10 0 5 5 5 10 5 5


たかな 野茶試 アデラナ科研 12 8 4 1 2 25 8 12 12 12 36 12 12


か らしな 野茶試 アデラナ科研 15 10 5 1 5 32 4 15 15 15 45 15 15


だいこん 野茶試 77やラナ科研 64 5 76 6 4 1，317 6 4 64 2 0 20 6 4 192 64 19 2


たまねぎ 北農試 作関都上席 17 8 5


ニンニク 野茶試 ユ リ科育研 97 8 73


ね ぎ 野茶試 ユ リ科育研 17 1 36 14 3 4 7 7


アサツキ 野茶試 ユ リ科育研 1 8


ニラ 野茶試 上席研究官 15 16 5 15 30 15 15 15 15


ね ぎ属植物 野茶試 ユ リ科育研 58 46 4


にん じん 野茶試 夏秋野菜研 10 90 1 0 3 0 10 10 10 30


ほ うれ んそ う 野茶拭 夏秋野菜研 30 3 00 3 0 18 0 30 30 3 0 30 3 0 30 30 30


レタス 野茶試 夏秋野菜研 20 1 75 2 0 36 0 2 1 2 1


えん どう 長野県中信農業試験場 60 1，260 ‘ 60 8 12 6 0 120


いんげんまめ 種苗セ 沖縄 26 2 60


さといも


さといも


野茶試


種苗セ


育種法研


知覧


4


112


40


4 48


4 6 0


イチゴ 野茶試 久留米栄繁研 234 6 56 14 9 62 3 2 3 1 8 1 9 1 53 5 42 16 3 1，858


植 物種類別合計 ． 1，26 4 10，828 8 12 1 3，115 7 14 2，26 3 4 32 4 3 7 66 0 1，790 5 6 4 2，784


花 き ・緑化作物 担 当機 関 部室名 1必 系統 1必点数 1選 系統 1選点数 2必系統 2必点数 2選 系続 2遺点数 3必 系統 3必点数 3選 系統 3選 点数


き く


き く


き く


き く


しまかんぎ く


き くたにぎ く


の じぎく


さんいんぎ く


しおぎ く


いそ ぎく


おお しまの じぎ く


さつまの ぎく


生物研


野茶試


種苗セ


種苗セ


野茶武


野茶試


野茶試


野茶試


野茶試


野茶試


野茶試


野茶試


照射法研


花 き育種研


関西 ‘


道 中央


花 き育種研


花 き育種研


花 き育種研


花 き育種研


花 き育種研


花 き育種研


花 き育種研


花 き育種研


167


19


30


6 9


1


2


3


2


1


1，336


2 0 9


3 60


8 2 8


1 1


2 2


3 3


2 2


1 1


30 1，890


50


27


5


52


5 0


2 7


5


5 2


30 6 0


5 0


3 0


2 7


5


5 2


5


6


50


30


2 7


5


5 2


5


6


じゆちゆうぎく 種苗セ 道 中央 4 44


カーネー ション


カーネー ション


野茶試


種苗セ


開花制御研


雲仙 15 18 0


4 7 4 7 4 7 4 7 4 7 14 1


デ ン ドロビウム 種苗 セ セ ンター本。 20 22 0


シンビジウム 四国農試 野菜花き研 10 10 0


ぱ ら


ぱ ら


野茶試


種苗セ


花き緑化研


金谷


39


10


46 8


10 0


39 74 1 3 9 117 3 9 19 5 39 39


つばき


フランク リンツバ


さざんか


野茶試


野茶武


野茶試


花 き育法研


花 き育法研


花 き育法研


29


1


3 77


13


2 9


1


29


1


30 30


つつ じ


き りしま


野茶試


種苗セ


久留米花研


嬬恋


50


2 4


6 00


2 88


2 22 2 9 7 50 50


アルス トロメ リア 北農試 野菜花 き研 30 3 60 30 12 0 30 3 0


エ レム／レス 北農試 野菜花 き研 23 2 5 3 23 6 9 23 4 6


植物種類別合計 549 5，83 5 6 9 2，63 1 3 9 1 68 0 2 20 37 6 2 10 35 7 2 14 2 1 4


－　42　－







茶 担 当機 関 部室名 1必系統 1必点数 1選系統 1選 点数 2必系統 2必点数 2選 系統 2遭点数 3必 系統 3必 点数 3遠系統 3選点数


茶


茶


茶


茶


茶


茶


野茶試


野茶武


野茶試


種苗セ


種苗セ


宮崎 県総合


茶育研


生理遺伝研


暖地茶樹研


金谷


知覧


農 業試験場


895


150


2，419


60


1 7 1


1 34


3，18 4


60 0


4，233


12 0


96 2


1，474


150


1 34


39 7


80 4


4，87 6


7 3


1 1，61 1


1 1 1


10 2 4 08 10 2 30 6


植 物種類別合計 3，829 1 0，573 28 4 1，20 1 4，949 1 1，72 2 0 0 10 2 4 08 102 30 6


桑　　　　 l担 当機関 部室名 1必 系統 1必点数 1選 系痍 1選点数 2必系統 2必点数 2選系統 2選点数 3必系統 3必 点数 3選系統 3選点数


桑　　　　　 l蚕昆研 桑育種研 I　 30 9 0 30 12 0 1 79 1 79 2 60 78 0


植物種類別合計 l　 30 9 0 I　 30 12 0 1 79 17 9 0 0 l 2 60 78 0 0 0


熱帯 ・亜熱帯植物 担当機 関 部室名 1必系統 1必点数 1還 系統 1選点数 2必 系統 2必点数 2選系統 2還点数 3必系統 3必点数 3選 系統 3選点数


パ インア ップル 国際セ 熱果研 14 9 8 10 150 20 4 0 6 18 2 7 10 8


パ インア ップル 沖縄 県農業試験場 15 10 5 15 2 2 5 15 3 0 15 3 0 15 6 0 15 6 0


植物種類別合計 29 2 0 3 2 5 3 7 5 15 3 0 35 7 0 2 1 7 8 4 2 16 8


－　43　－


全植物合計 l15，335 l130，951 l 5，938 I39，735 I14，560 l33，255 l 3，202 I 5，310 I 4，544 I16，127 l 2，844 l 7，784







2）野生種等導入種の育種素材化実施状況（平成11年度）


植物
種類


植物
名


担当場所
部 ・室


素 材 化 課 題
及　び　 目　標


実施状況
成　 果　 の　 概　 要


組合せ
数


育成中
系統数


素材化
数


稲 類 稲 東北農試


水田利用


稲育種研


寒冷地水稲への野


生種の高度いもち


病耐性の導入


（2年 目）


6 0 0 野生稲 （0．rufipogon，O ．nivara ）の


いもち病圃場抵抗性の栽培種への導


入を目標 として、前年に得 られた 20
組合せの F l個体 を用いて栽培種め


戻 し交雑を行ったが、戻 し交雑種子


（B IF l種子）が得 られたのは6 組合


せのみであった。交配種子の得 られ


なかっ．た組合せ については、F l個
体を痍保存 し、次年度に再び交配を


試みる。


稲 九州農試


水 田利用


稲育種研


異種ゲノムからの


トビイロウンカ抵


抗性遺伝子の導入


（2 年 目）


35


8


80


0


0


B C3F l120


0


0


野生種（0 ．officinalis相伝 等）の トビイロ


ウンカ抵抗性 を日本稲 に導入するた


め新規交配を35 組合せ行った。
昨年まで交配 ・胚培養に成功 した


F lについては戻 し交雑 を 8 組合せ
行った。


さらに 戻 し交 雑 芋回 済 ませ た


B C 3F1120 系統について圃場選抜 とと
もに、さらに交配を進めた。


麦 類 小麦 東北農試


作物開発


麦育種研


小麦属近縁野生種


の赤 さび病高度抵
抗性の栽培種への


導入


（1年 目）


6 春播圃場栽培 と赤 さび病原菌・の幼


苗期人工接種により、小麦属近縁野


生種 由来の抵 抗性遺伝子、L r25　と


L d 9 をそれぞれ持つ Transec（JP 番号


147927）と　R L 6080（押 番号 147031）
を、交配母本＿に選定した。


戻 し交雑 の反復親 として、製めん
性が優れた東北 206 号 と2 12 号、製


パ ン性が優れ た東北 214 号を選定


し、上記の赤 さび病抵抗性系統 と交
配 し（6 組合せ）、F l種子を得た。


小麦 ヰ 国農試


作物開発


麦育種研


小麦近縁種の貯蔵


タンパ ク質遺伝子


の導入
（2 年 目）


4 4 0 スペルタコムギ、クラブコムギを


1 回親 として、中国 140 号、チクゴ
イズ ミに戻 し交雑を行 った。本年は


F l及びB IF lを作出した。


雑 穀


特 用


作 物


そば 九州農試


作物開発


資源作物


育種研


そばへの ソバ近縁


種の自殖性の導入


（2 年目）


3 55 0 そ　 ば　 近　 縁　 種 （Fa gopyrumhomotropicum ）の自殖性をそばに導入


す るため、種間交雑 を行い、104 個


体の種間交雑個体を得た。 さらにそ


の内の 55 個体からF 2種子を得た。
また3 組合の戻 し交雑を行った。
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植物
種類


植物
名


担当場所
部 ・室


素 材 化 課 題
及　び　目　標


実施状況
成　 果　 の　 概　 要


組合せ
数


育成中


系統数


素材化
数


牧 草


飼 料


作 物


し　ろ


ク　ロ


ー　バ


ー


東北農試


草 地


上席研


しろクローバーへ


の 升歩血潮 近縁種


からの耐干性、耐


‘暑性の導入
（2 年目）


3 6 0 しろクローバーとTrifolium uniflorum


及びT.occidentale　 との相互交雑を行


った。本年度は、両近縁種の開花制
御に成功し、T.repens ×T.occidentale


およびT.repens ×T.uniflorum の交雑
種子を得た。各種子を試験培養し幼


植物を育苗 した。現在鉢移植し交雑


植 物 を養 成 中 で あ る。 B ‾F l


（（T.ambiguum ×　T.repens ）×


T.repens ）植物にT.repens を戻し交雑


し、B F 2植物を得た。


アル


フ　ア


ル　フ


ァ


北農試


草 地


豆科牧草
育種研


北海道のエコタイプを


利用 した高タンパクア


ルファルファ系統の育成
（1年目）


9 3 1 北海道のエコタイプ由来の系統を


供試 して、CP、D N F、A D F および


薬部割合を調査した。その結果、エ


コタイプ由来の月系2 号が、高タン
パク系統育成のための育種素材とし


て適すると判断された。


果 樹


類


ぶ　ど


う


果樹試


カキ・ブドウ
育種研


栽培ブ ドウと野生


ブ ドウの交雑によ


る複合病害抵抗性
育種素材の作出


（2 年目）


8 68 栽培ブドウであるキャンベルアー


リーとマスカットオブアレキサンド


リアに野生ブドウ間の雑種 3 ，栽培ブ


ドウと野生ブドウの交雑種 1 を交配


して得た雑種種子を播種し、実生を
育成した。これらの実生を虫害抵抗


性台木テレキ 5BB に緑接接ぎを行


い、計 68 系統の個体を育成した。


桑 蚕鹿野


生産技術


桑育種


野生桑を利用 した


果実用州育種素材


の作出
（1年目）


4 5 l 3 倍性ナガミグワ(Morus laevigata


W ．）を母本 とした4 組合せの交配を
行い、今年度は一部の実生苗に結実


が見られた。導入種にコルヒチン処


理をして得られた倍数性系統につい


て特性調査を行ったところ、『大唐
桑4 倍体』は果実が極めて大きく、
育種素材として有望であることが認


められた。
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植物
種類


植物
名


担当場所
部 ・室


素 材 化 課 題
及　び　目　標


実施状況
成　 果　 の　 概　 要


組合せ
数


育成中


系統数


素材化
数


野 菜


類


い　ちご 野菜茶試


久留米


栄養繁殖


野菜研


種間交雑による新


規果色、芳香性 ・


耐病性等の導入


（2 年目）


3


2


18


20


0 モモ様 の芳香をもつ 『久留米I H 1


号』を栽培種 『pajaro』『北の輝』に


交配し、栽培種への芳香の導入を行


った。その結果、着果特性の優れた
雑種が得られた。現在、増殖を行い


着果特性等の詳細な調査を実施 して


いる。
花弁色がピンク色の種間雑種につ


いて着果性の向上と大異性を持たす
ため 『久留米 54 号』を交配 した。


その結果、着果性の向上し・た個体が
得られ、現在増殖を行い詳細な調査


を実施している。


キ　ュ
ウ リ


野菜茶試


久留米


ウリ科野菜
育種研


野生キュウリから


うどんこ病抵抗性
遺伝子の導入


（1 年目）


3 9 0 うどんこ病 ・べ ト病抵抗性野生種


とハウス栽培用固定系統との BC IF 2


世代 578 個体を6 月 9 日及び 7 月 5


日にそれぞれ子葉及び第一本葉を利
用して 20 ℃ ・16k 条件でうどんこ


病抵抗性検査を実施した。その結果、


33 個体が抵抗性を示し、これらを＿圃
場に定植 し、8 月　27　日に果実調査


を行い、果実形質の優れた 9 個体を


選抜した。さらに、選抜個体にハウ


ス栽培用固定系統を再び交配し、得
られた BC2F 1 9 系統を 11 月 10 日


にうどんこ病菌を切離葉接種 して抵
抗性を検定した。いずれの個体もう


どんこ病は発生したが、羅病性栽培


品種に比べると発病は遅延した。本
素材のうどんこ病抵抗性は劣性遺伝


子支配と推定されていたが、Fl にお


いても弱い抵抗性を発現した。べと
病については自然発生によって抵抗


性を評価 したが、発病は見られなか


った。


熱 帯


・亜
熱 帯


作 物


サ　ヤ
ダ イ


コ　ン


国際セ


沖　 縄


作導栽研


新導入野菜サヤダ


イコンにおける亜


熱帯適応型の選抜


（2 年目）


1 0 若葵の形質については、選抜した


集団の1 本あたりの重さは、オリジ


ナルから任意に育てた初年度の集団


に比べ、一重くなり、葵形も数珠型を


した良薬率が高く、選抜の効果が認
められた。収量に関 しては初年度集


団と選抜した集団と大差なく選抜の


効果は現れていなかった。サヤダイ


コンの可食部である若菜の栄養成分
の分析を行ったところ、ほとんどの
成分で大根（根）より優れており、バ


ランスよく有 していることが明らか


となった。
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3．植物遺伝資源の維持及び配布


1）植物遺伝資源保存状況（総括表）


－
舎
　
－


区分
保存点数の増減 保存形態 保存区分


‘1 0 年度末計 増　 減 1 1 年度末計 種子　　　 栄養体　　 その他 ワーキング　コレクション ベー スコレクション アクティブ　コレクション


稲　 類
麦　 類


豆　 類
い も 類


雑穀 ・特用作物


牧草 ・飼料作物
果　 樹


野　 菜
花 き ・緑化植物


茶
桑


熱帯 ・亜熱帯作物


その他の植物


30，424


55，939


14，327
5，212


12，114
40，761


8，594
24，015


6，377


6，295
1，386


1，068


’5，772


929
895


1，691


4，228


－13，263


－521
－1，720


－1，0 10
663


－753
2，924


36，196


56，868
15，222


6，903
16，342


27，498


8，073
22，295


5，367
6，958


1，386
315


2，924


36，187


56，794
15，222


395


12，633
23，563


2
20，834


87
1


34


1，452


9


74


6，508
3，822


3，937


8，071
1，461 、


5，280
6，957


1，339
281


1，472


2


47


157


1，429
634


248


1，221
5，274


1，612 ‾
6，742


3，068
1，334


403
48


1，499


36，039


55，439


14，588
6，655


15，12 1
22，224


6，46 1
15，553


2，299
5，624


983
267


1，425


22，173


29 ，080
9，842


3，209
7，581


13，597


4，098
9，0 13


58
895


77 1
14


267


セ ン タ ー バ ン ク （農 業 生 物 資 源 研 究 所 ）


サ ブ バ ン ク （技 術 会 議 事 務 局 分 ）


農 業 研 究 セ ン タ ー


農 業 生 物 資 源 研 究 所


草 地 試 験 場


果 樹 試 験 場


野 菜 ・茶 業 試 験 場


北 海 道 農 業 試 験 場


東 北 農 業 試 験 場


北 陸 農 業 試 験 場


中 国農 業 試 験 場


四 国農 業 試 験 場


九 州 農 業 試 験 場


蚕 糸 ・昆 虫 農 業 技 術 研 究 所


国 際 農 林 水 産 業 研 究 セ ン タ ー


農 産 園 芸 局 （種 苗 管 痩 セ ン ター ）


畜 産 局 （家 畜 改 良 セ シ タ ー ）


110，5 7 1


89，73 2


1，5 7 5


16，80 1


4，8 16


7，02 9


23，52 0


6，4 87


2，8 60


6 04


1，8 70


3 90


17，9 8 7


1，3 39


1，4 54


8，79 3


4 16


－12 6


－9 9


2，0 73


6，04 1


－3，2 07


－2 10


－1，9 18


－2 27


－1，6 84


－55
3 7


2 2 7


－1，3 6 3


84


6 4


⊥4


1 10，44 5


8 6，63 3


3，64 8


2 2，84 2


1，6 09


6，8 19


2 1，6 02


6，2 6 0


1，17 6


5 4 9


1，9 0 7


6 17


16，62 4


1，33 9


1・，64 1


8，85 7


4 12


1 10，3 98


4 7，5 02


2，2 29


2 2，2 60


1，3 0 0


10，8 3 5


3，3 2 9


1，0 5 8


54 9


1，82 1


50 3


12，170


7 52


23，84 3


1，4 19


69 7


30 9


6，8 19


10，7 67


2，9 3 1


1 18


8 6


1 14


4，4 54


1，3 3 9


88 9


8，85 7


4 12


4 7


2


2


25 3


22，・30 0


79 6


7 82


1，14 2


1，7 66


9，7 6 7


4，2 4 7


5 4 2


3 54


2 5 9


1 19


1，1 15


4 0 3


1，00 8


1，1 16


1 10，192


6 4，3 3 3


2，8 5 2


2 2，0 6 0


4 6 7


5，0 5 3


1 1，83 5


2，0 13


6 34


195


1，64 8


4 98


15，5 09


9 36


6 3 3


7，74 1


4 12


83，52 0


1 3，0 54


3 68


104


6 8


3，12 5


3，0 9 7


74 2


18 4


9 7


4 4 1


25 9


3，79 1


7 7 1


7


3，6 96


3 2 8


全 機 関 合 計 2 06，5 12 －165 2 0 6，34 7 16 7，2 04 3 9，2 1 1 4 9 2 3，6 69 182，67 8 10 0，5 9 8


（平成12年1月31日集計）







2）実施機関別植物遺伝資源保存状況


－
お
　
ー


（その1）


区 分
保 存 点 数 の 増 減 ． 保 存 形 態 保 存 区 分


1 0 年 度 末 計 増　 減 1 1 年 度 末 計 種 子 栄 養 体 そ の 他 ワーキング コレクション ベ －スコレクション アクティブ　コレクション


農 業 生 物 資 源 研 究 所 （セ ン タ ー バ ン ク ） 1 10，5 7 1 －12 6 1 10 ，4 45 110 ，3 9 8 4 7 25 3 1 10 ，19 2 83 ，5 20


稲　 類
麦　 類


豆　 類


い　 も　 類
雑 穀 ・特 用 作 物


牧 草 ・飼 料 作 物
果　 樹


野　 菜
花 き ・緑 化 植 物


茶
桑


熱 帯 ・亜 熱 帯 作 物
そ の 他 の 植 物


2 1，5 57


5 3，5 80
9 ，4 07


3 70


6 ，04 8
13 ，7 22


5 ，7 60


4 7
8 0


1，7 9 1


－1，3 9 3
76 8


29 6


－2 ，36 5


78 0
8


－7 1
60


2 3 ，3 48
52 ，18 7


10 ，17 5
37 0


6 ，34 4
1 1，35 7


6 ，54 0
8


4 7


9
6 0


23 ，34 8


52 ，18 7


10 ，17 5
37 0


6 ，34 4


11，35 7


6，54 0
8


9
60


4 7


24 5


1


7


2 3 ，3 4 8


5 1，94 2
10 ，17 5


3 70
6 ，34 4


1 1，35 6


6 ，5 33


8


4 7
9


60


2 1 ，9 7 1


2 7 ，・7 48
9 ，6 6 1


1


6 ，5 5 1
1 1，0 9 6


6 ，4 2 7


9
6 0


植 物 種 類 別 （サ ブ バ ン ク 全 機 関 ） 9 5 ，9 4 1 －39 9 5，90 2 5 6 ，8 06 32 ，88 9 2 2 3 ，4 16 7 2 ，4 86 17 ，07 8


稲　 類


麦　 類


豆　 類


い　 も　 類
雑 穀 ・特 用 作 物
牧 草 ・飼 料 作 物


果　 樹
野　 菜


花 き ・緑 化 植 物


茶
桑


熱 帯 ・亜 熱 帯 作 物
そ の 他 の 植 物


8 ，8 6 7


2 ，3 5 9
4 ，9 2 0


4 ，8 4 2
6 ，0 6 6


27 ，0 3 9


8 ，5 9 4
18 ，2 5 5


6 ，3 7 7
6 ，2 9 5


1，3 3 9
9 8 8


3 ，98 1
2，3 22


127


1，6 9 1
3，9 32


－10，8 98


－5 2 1


－2，5 00
－1，0 18


6 63


－6 82
2 ，8 64


12，84 8
4 ，68 1


5，04 7
6，5 33


9，99 8
16 ，14 1
8，0 73


15 ，7 55
5，3 59


6，9 58
1，3 39


3 06
2 ，8 64


12 ，8 39


4 ，6 07
5 ，0 4 7


25


6 ，2 89
12 ，2 06


2


14 ，2 94
79


1


25
1，3 92


9


7 4


6 ，50 8
3 ，82 2


3 ，93 7
8 ，07 1


1，4 6 1
5 ，28 0


6 ，95 7
1，33 9


28 1
1，4 72


2


15 7


1，18 4
63 4


24 8
1，22 1
5 ，27 3


1，6 12
6 ，73 5


3 ，06 8


1，33 4
40 3
4 8


1，49 9


12 ，6 9 1


3 ，4 9 7
4 ，4 13


6 ，2 85
8 ，7 7 7


10 ，8 68
6 ，4 6 1
9 ，0 2 0


2 ，2 9 1
5 ，6 24


9 3 6
2 5 8


1，3 6 5


20 2


1，33 2
18 1


3 ，20 8
1，03 0
2 ，50 1


4 ，09 8
2 ，58 6


5 8
89 5


7 7 1
5


2 1 1


植 物 種 類 別 （サ ブ バ ン ク 技 会 分 ） 86 ，73 2 －99 8 6 ，6 33 4 7 ，5 02 2 3，84 3 2 22 ，30 0 6 4 ，3 3 3 13 ，0 54


稲　 類


麦　 類


豆　 類


い　 も 類
雑 穀 ・特 用 作 物
牧 草 ・飼 料 作 物


果　 樹


野　 菜
花 き ・緑 化 植 物


茶


桑


熱 帯 ・亜 熱 帯 作 物
そ の 他 の 植 物


8 ，86 7　　　　　 3 ，9 8 1


2 ，2 72　　　　　 2 ，＿3 35


4 ，92 0　　　　　　 12 7
1，95 7　　　　　 1 ，6 14


4 ，1 79　　　　　 3 ，9 34


26 ，62 3　　　　 －10 ，8 70
7，22 1　　　　 －5 00


17，55 3　　　　　 －2 ，4 74
5，49 0　　　　 －1，0 5 7


5 ，4 25　　　　　　 6 6 3


1 ，3 39
8 86　　　　　　　 －6 7 5


2 ，8 2 3


12 ，84 8


4 ，・6 0 7
5 ，0 4 7


3 ，5 7 1
8 ，1 13


15 ，7 5 3


6 ，7 2 1
15 ，0 79


4 ，4 3 3
6 ，0 8 8


1，3 3 9


2 11
2 ，8 2 3


12 ，8 39


4 ，6 0 7
5 ，0 4 7


2 5
6 ，2 8 9


12 ，2 0 6
2


14 ，2 94
7 9


1


2 5
1，39 2


9


3，54 6
1 ，93 7


3，54 9
6，7 19


7 85
4 ，3 54


6 ，0 87


1，3 39
186


1，4 3 1


2


15 7


・1，18 4
6 34


14 4
8 20


5 ，2 73


1 ，5 7 1
6 ，5 93


2 ，7 04


1，2 75
4 0 3


44
1，4 9 8


12 ，6 9 1
3 ，4 2 3


4 ，4 13
3 ，4 2 7


7 ，2 9 3
10 ，4 8 0


5 ，15 0
8 ，4 8 6


1，72 9 ・


4 ，8 13
9 36


167
1，3 25


2 02
1 ，3 32


18 1


1 ，3 3 5
6 5 8


2 ，18 1


3 ，134
2 ，3 7 8


17
6 7 1


77 1
4


19 0







区分
保存点数の増減 保存形態 保存区分


1 0 年度末計 増　 減 1 1 年度末計 種 子 栄養体 その他 ワーキング，コレクション ベ －スコレクション アクティブ　コレクション


農業研究センター 1，575 2，073 3，648 2，229 1，4 19 796 2，852 368


稲　 類 ．
麦　 類


豆　 類


い　 も 類
雑穀 ・特用作物
牧草 ・飼料作物


果　 樹


野　 菜
花き ・緑化植物


茶
桑


熱帯 ・亜熱帯作物
その他 の植物


253


5
82


769
463


3


－247


1，482


－82
65 1
269


6
1，年87


1，420
732


3


6
1，487


1
732


3


1，419


742


53


1


6
745


1，367
73 1


3


313


10
45


農業生物資源研究所 16，801 6，041 22，842 22，260 697 782 22，060 104
稲　 類


麦　 類


豆　 類


い　 も 類
雑穀 ・特用作物
牧草 ・飼料作物


果　 樹
野　 菜


花き ・緑化植物


茶


桑
熱帯 ・亜熱帯作物


その他の植物


6，446
24 7


4，244


10
1，148


903
27


3，198
492


17


69


5，922


39


－38
1


102
200


－22
18


－173


－16


－65
73


12，368


286
4，206


11


1，250
1，103


5


3，216


319
1


4
73


12，359


286
4，206


1


1，0 12
1，103


2


3，2 14


4
1


72


9


10


353


3
2


315


4
1


129


11
55


233


3


’1
33


315


2


12，239


275
4，151


11


1，0 17
1，100


4


3，183


4
1


4
71


43


5
12


10


14
15


1


4


草地試験場 4，816 －3，207 1，609 1，300 309 1，142 467 68


稲　 類
麦　 類


豆　 類


い　 も 類
雑穀 ・特用作物
牧草 ・飼料作物


果　 樹
野　 菜


花き ・緑化植物
茶


桑
熱帯 ・亜熱帯作物


その他の植物


4，816


16


23


－3，499


2


25 1


16


23
1，3 17


2


25 1


16


23
1，196


2


63


12 1


・188


11


6
873


2


250


5


17
444


1


68


－
お
　
－







区分
保存点数の増減 保存形態 保存区分


1 0 年度末計 増　 減 1 1 年度末計 種子 栄養体 その他 ワーキング　コレクション ベ －スコレクション アクティブ　コレクション


果樹試験場 7，029 －2 10 6，819 6，8 19 1，766 5，053 3，125


稲　 類
麦　 類


豆　 類


い　 も 類
雑穀 ・特用作物
牧草 ・飼料作物


果　 樹


野　 菜
花 き ・緑化植物


茶
桑


熱帯 ・亜熱帯作物


，その他の植物


7，029 －438


22
206


6，59 1


22
206


6，59 1


22
206


1，553


11
202


5，038


11
4


3，12 1


4


野菜 ・茶業試験場 23，520 －1，918 2 1，602 10，835 10，767 9，767 11，835 3，097


稲　 類


麦　 類
豆　 類


い　 も 類
雑穀 ・特用作物
牧草 ・飼料作物


果　 樹


野　 菜
花き ・緑化植物


茶


桑
熱帯 ・亜熱帯作物


その他の植物


353


13，644
4，115


5，408


2


－239
7


－2，324


－805
679


762


2
114


7


11，320


3，3 10
6，087


762


2
114


7


10，542
72


98


778


3，238
6，087


664


1


71
3


6，119
1，586


1・，275


7．12


1


43
4


5，20 1
1，724


4，812


50


1


21
1


2，373
17


671


13


．北海道農業試験場 ‾ 6，487 －227 6，260 3，329 2，931 2 4，247 2，013 742


稲　 類
麦　 類


豆　 類


い　 も　類
雑穀 ・特用作物
牧草 ・飼料作物


果　 樹


野　 菜
花 き ・緑化植物


茶


桑
熱帯 ・亜熱帯作物


その他の植物


31


15
0


161
1，075


3，869
86


458
792


－14
164


578


－537
－239


－48
－228


－75


172


17
179


739


538
3，630


38
230


717


172


17


179


534


2，252


229


118


739
2


1，380
38


1


717


54


2


17


83
63


3，024
17


156
717


170


17


162


656
475


606
21


74


2


15


106


316


35
255


13
0


2


ー
∽
○
　
－







区分
保存点数の増減 保存形態 保存 区分


1 0 年度末計 増　 減 1 1 年度末計 種子 栄養体 その他 ワーキングコレクション ベ －スコレクション アクティブコレクション


東北農業試験場 2，860 －1，684 1，176 1，058 118 542 634 184
稲　 類


麦　 類


豆　 類


い　 も 類
雑穀 ・特用作物


牧草 ・飼料作物
果　 樹


野　 菜


花き ・緑化植物
茶


桑
熱帯 ・亜熱帯作物


・その他の植物


53
286


266


122


2，100


33


－30


－74
91


－53


－1，596


－22


23
2 12


357


69
504


11


23
212


357


69
386


11


118


12
39


261


36
184


10


11


173
96


33
320


1


10


19
40


2 1


94


北陸農業試験場 604 －55 549 549 354 195 97
稲　 類
麦　 類


豆　 類


い　 も 類
雑穀 ・特用作物
牧草 ・飼料作物


果　 樹


野　 菜
花 き ・緑化植物


茶


桑


熱帯 ・亜熱帯作物
その他の植物


66


118
420


72


41


－22
－156


10


138


4 1


96
264


10


138
41


96
264


10


16
13


95
220


10


122
28


1
44


55
16


1
25


中国農業試験場 1，870 37 1，907 1，82 1 86 259 1，648 44 1
稲　 類


麦　 類


豆　 類


い　 も 類
雑穀 ・特用作物
牧草 ・飼料作物


果　 樹
野　 菜


花き ・緑化植物
茶


桑
熱帯 ・亜熱帯作物


その他の植物


452


1，4 10


8 ．


－235
4


97


171


217
1，414


105


171


217


1，414


19


171


86


232


27


2 17


1，182


78


17 1


434


7


－∽－1


（その4）







区分
保存点数の増減 保存形態 保存 区分


1 0 年度末計 増　 減 1 1 年度末計 種子 栄養体 その他 ワーキング コレクション ベ －スコレクション アクティブコレクション


四国農業試験場 390 227 617 503 114 119 498 259
稲　 類
麦　 類


豆　 類
↓、も 類


雑穀 ・特用作物


牧草 ・飼料作物
果　 樹


野　 菜
花 き ・緑化植物


茶
桑


熱帯 ・亜熱帯作物
その他の植物


150


27
2 1


74
28


90


248


27


「21


掃25
－2


－6


6


398


54
0


49
26


84


6


398
54


25
26


24


84


6


23


6


84


6


375


54


43
26


154


54


25
26


九州農業試験場 17，987 －1，363 16，624 12，170 4，454 1，115 15，509 3，791
稲　 類
麦　 類


豆　 類


い　 も 類
雑穀 ・特用作物


牧草 ・飼料作物


果　 樹
野　 菜


花き ・緑化植物


茶


桑
熱帯 ・亜熱帯作物


その他の植物


1，566


159


230


995
609


14，428


－1，487


431


－4
402


3，905


－5，887


17
1


9
1，250


79


590


226
1，397


4，5 14
8，541


17


1


9
1，250


79


590
226


20


3，640
6，644


17


1


9
944


1，377


874
1，897


306


107


119
6


42
786


1


54


79


483


107


1，39 1
4，4 72


7，755


16
1


9
1，196


79


285


75


998
489


1，694


171


蚕糸 ・昆虫技術研究所 1，339 1，339 1，339 403 936 771
稲　 類


麦　 類
豆　 類


い　 も　類
雑穀 ・特用作 物


牧草 ・飼料作物


果　 樹


野　 菜
花 き ・緑化植物


茶
桑


熱帯 ・亜熱帯作物
その他の植物


1，339 1，339 1，339 403 936 771


ー
鑑
　
－


（その5）







区分
保存点数の増減 保存形態 保存区分


1 0 年度末計 増　 減 1 1 年度末計 種子 栄養体 その他 ワーキングコレクション ベ －スコレクション アクティブコレクション


国際農林水産業研究センター 1，454 84 1，641 752 889 1，008 633 7
稲　 類
麦　 類


豆　 類


い　 も 類
雑穀 ・特用作物


牧草 ・飼料作物
果　 樹


野　 菜
花き ・緑化植物


茶


桑
熱帯 ・亜熱帯作物


その他の植物


71
1


209
56


79


220
1


817


117


1


414
13 1


8
53


1


－64 1
103


188
2


623
187


87
273


2


176
103


188


1


25
154


269


2


16
97


1


598
33


87
4


160
6


188
1


240
180


262


2


33
102


1


383
7


87


11


143
1


3


4


農産園芸局 （種苗管理セ ンター） 8，793 64 8，857 8，・857 1，116 7，74 1 3，696
稲　 類
麦　 類


豆　 類


い　 も 類
雑穀 ・特用作物


牧草 ・飼料作物
果　 樹


野　 菜
花 き ・緑化植物


茶


・桑
熱帯 ・亜熱帯作物


その他の植物


87


2，885
1，887


1，373


702
887


870


102


－13


77


－2


－21


－26
39


－7
1－7


74


2，962


1，885


1，352
676


926
870


95
17


74


2，962


1，885


1，352
676


926
870


95
17


104


401


41


142
364
59


4
1


74


2，858
1，484


1，311


534
562
811


91
16


1，873


372


964
208


4 1
224


1
13


畜産局 （家畜改良セ ンター） 4°16 －4 412 4 12 412 328
稲　 類


麦　 類


豆　 類


い　 も 類
雑穀 ・特用作物


牧草 ・飼料作物
果　 樹


野　 菜
花 き ・緑化植物


茶
桑


熱帯 ・亜熱帯作物
その他の植物


4 16 －28


24


388


24


388


24


388 ．


24


320


－


∽


∽


　


－







3）植物種類別遺伝資源保存状況


種子
（植物番号）植物名


（平成12年3月31日集計）


アクティブ


保存区分
ベ－スワーキング計栄養体他


保存形態


廟（水稲）
稲（陸稲）
水稲野生種
水稲野生種
水稲野生種
アフリカイネ


水稲野生種
水稲野生種
水稲野生種
水稲野生種
水稲野生種


水稲野生種
水稲野生種
水稲野生種
水稲野生種
水稲野生種
水稲野生種
水稲野生種


水稲野生種
水稲野生種


（311039005）「


（3110390004）


（3110390001）


（3110390002）


（3110390003）


（3110390006）


（3110390007）


（3110390008）


（3110390010）


（3110390011）


（3110390012）


（3110390013）


（3110390014）


（3110390016）


（3110390018）


（3110390020）


（3110390021）


（3110390022）


（3110390023）


（3110390025）


32，653


1，647


12


25


56


1，162


94


1


3


2


3


2


9


1


3


1


5


7


1


70


0


0


0


0


8


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


1


0


0


0


0


32，653


1，647


12


25


64


1，162


94


1


3


2


3


2


9


1


3


2


5


7


1


70


46


0


2


1


35


0


2


0


1


0


0


0


0


1


0


0


5


0


0


65


32，607


1，647


10


24


29


1，162


92


1


2


2


3


2


9


0


3


2


0


7


1


5


27，770


1，634


0


14


0


5


5


0


0


1


3


0


1


0


0


0


0


0


0


1


稲類 計 35，757 9 35，766 158 35．608 29．434


小麦（アビシニア小麦）
小麦（野生一粒系）
小麦（野生一粒系ウラルツ）
小麦（普通系）
小麦（マッハ小麦）
小麦（アルメニア小麦）
小麦（クラブ小麦）
小麦（野生エンマー）
小麦（栽培エンマー）


小麦（マカロニ小麦）
小麦（栽培一粒系）
小麦（オリエンターレ）
小麦（ポーランド小麦）
小麦（ビラミダーレ）
小麦（スペルタ小麦）
小麦（チモフエビ小麦）


小麦（リベット小麦）
ジュコプスキー小麦


コムギ属植物
大麦近縁種
大麦近縁種（バルボーサム）
大麦近縁種


大麦近縁種（むぎくさ）
大麦近縁種
大麦近縁種
二条大麦


大麦（六条）
エギロブス


エギロブス
エギロブス
エギロブス


エギロブス
エギロブス
エギロブス
エギロブス
エギロブス


（3110470001）


（3110470003）


（3110470004）


（3110470005）


（3110470006）


（3110470007）


（3110470013）


（3110470015）


（3110470017）


（3110470019）


（3110470021）


（3110470023）


（3110470029）


（3110470031）


（3110470033）


（3110470035）


（3110470037）


（3110470039）


（3110470043）


（3110410001）


（3110410002）


（3110410012）


（3110410013）


（3110410021）


（3110410023）


（3110410024）


（3110410025）


（3110010001）


（3110010003）


（3110010005）


（3110010007）


（3110010009）


（3110010011）


（3110010013）


（3110010015）


（3110010017）


161


591


198


23，609


1


599


77


213


110


5，607


49


2


14


2


62


9


117


2


46


2


4


1


34


1


26


3，919


17，356


88


12


123


59


44


5


58


271


6


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


74


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


161


591


198


23，609


1


599


77


213


110


5，607


49


2


14


2


62


9


117


2


46


2


78


1


34


1


26


3，919


17，356


88


12


123


59


44


5


58


271


6


0


0


0


439


0


0


0


0


0


1


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


7


778


0


0


0


0


0


0


0


0


0


161


591


198


23，170


1


599


77


213


110


5，606


49


2


14


2


62


9


117


2


46


2


78


1


34


1


26


3，912


16，578


88


12


123


59


44


5


58


271


6


0


350


198


19，540


1


263


47


156


5


482


33


0


0


0


10


0


5


0


0


2


4


1


34


1


26


2，559


8，017


0


0


51


0


0


0


8


105


－　54　－







（3110010019）


（3110010021）


（3110010023）


（3110010025）


（3110010027）


（3110010029）


（3110010031）


（3110010033）


（3110010035）


（3110010037）


（3110010039）


（3110010041）


（3110010043）


（3110010045）


（3110010047）


（3110070001）


（3110070003）


（3110070004）


（3110070005）


（3110070007）


（3110070008）


（3110070012）


（3110070013）


（3110070014）


（3110070016）


（3110070017）


（3110070019）


（3110070021）


（3110070027）


（3110070029）


（3110070031）


（3110440005）


（3110440021）


（3110470041）


エギロブス


エギロブス
エギロブス
エギロブス
エギロブス


エギロブス
くさびこむぎ（エギロブス）
たるはこむぎ（エギロブス）
エギロブス


エギロブス
エギロブス
エギロブス
エギロブス
エギロブス
エギロブス属植物


えん麦近縁種
えん麦近縁種
えん麦（プレヴイスえん麦）
えん麦（ビザンチンえん麦）
カラスムギ（えん麦近縁種）


えん麦近縁種
えん麦近縁種
えん麦（ヌダえん麦）
えん麦近縁種
えん麦近縁種


えん麦
えん麦近縁種
えん麦（ストリゴーサえん麦）
えん麦近縁種
えん麦近縁種
えん麦属
ライ麦
ライ麦近縁種
ライ小麦


（5420170001）


（5420170005）


（5420170021）


（5420050001）


（5420050003）


（5420610005）


（5420610013）


（5420610015）


（5420610017）


（5420610023）


（5420610025）


（5420080001）


（5420090005）


（5420100001）


（5420100003）


（5420230003）


（5420340001）


（5420340002）


（5420390011）


（5420390013）


（5420450001）


（5420450003）


（5420450005）


r5420450009）


ダイズ
ツルマメ
ジャワだいず
らっかせい


らっかせい近縁種
アズキ
オオヤプツルアズキ


ヒナアズキ
モスピーン
アズキの近縁栽培種
ヤブツルアズキ


きまめ
かわらげっめい属植物
ヒヨコマメ
ひよこまめ野生種


ホースグラム
ルービン（まだらはうちわまめ）
ホワイト・ルービン（白花ルービン
テバリーピーン


インゲン属植物
はっしようまめ
はっしようまめ近縁種
はっしようまめ近縁種
バツショウマメ


9，779


406


33


1，134


6


1，166


13


15


13


4


119


32


3


674


1


5


12


3


3


14


16


7


2


2


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


9，779


406


33


1，134


6


1，166


13


15


13


4


119


32


3


674


1


5


12


3


3


14


16


7


2


2


193


125


7


2


5


19


0


0


0


0


0


15


2


74


0


0


11


1


0


3


14


6


0


0


9，586


281


26


1，132


1


1，147


13


15


13


4


119


17


1


600


1


5


1


2


3


11


2


1


2


2


7，516


239


21


1，095


1


932


0


0


3


0


91


11


0


0


0


0


0


1


0


0


2


1


2


0


－　55　－


麦類 計 56．851 74 56．925 1．241 55．684 33、520


21


59


11


34


129


3


94


272


216


673


143


4


71


34


3


45


2


1


3


38


1


1


1


1


1


1，306


4


45


2


2


32


46


10


65


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


21


59


11


34


129


3


94


272


216　‾


673


143


4


71


34


3


45


2


1


3


38


1


1


1


1


1


1，306


4


45


2


2


32


46


10


65


0


0


0


0


0


0


0


7


0


5


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


2


0


0


0


0


0


2


0


0


21


59


11


34


129


3


94


265


216


668


143


4


71


34


3


45


2


1


3


38


1


1


1


1


1


1，304


4


45


2


2


32


44


10


65


1


0


0


0


29


0


0


46


1


50


0


0


0


28


0


45


2


1


3


31


1


1


1


1


1


1，186


4


44


2


2


30


37


10


65


植物名 （植物番号）
保存形態


種子 栄養体但 計


保存区分


ワーキンクグ ベ－ス アクティブ







植物名 （植物番号）
保存形態


種子 栄養体他 計 ワーキング


保存区分
ベ一ス アクティブ


リョクトウ


ケツルアズキ
ツルアズキ
ツルアズキの野生種


ササゲ属植物（Vigna
ヒメツルアズキ


リョクトウの近縁野生種
アズキの近縁野生種
アズキの近縁野生種
ケツルアズキの祖先野生種


アズキの近縁野生種
リョクトウの祖先野生種
リｮクトウの近縁野生種
アズキの近縁野生種
ナタマメ
タチナタマメ
ヒロバヒメクズ
パンパラマメ
アフリカンヤムピーン


（5420610007）


（5420610009）


（5420610011）


（5420610012）


（5420610019）


（5420610027）


（5420610029）


（5420610031）


（5420610033）


（5420610035）


（5420610037）


（5420610039）


（5420610043）


（5420610045）


（5420650001）


（5420650003）


（5420670001）


（5420890001）


（5420900001）


1，117


371


168


42


14


4


4


30


8


7


2


6


6


103


6


2


1


53


3


15，409


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


1，117


371


168


42


14


4


4


30


8


7


2


6


6


103


6


2


1


53


3


15、409


10


1


12


0


10


0


0


0


0


0


0


0


0


0


1


1


0


25


3


540


1，107


370


156


42


4


4


4


30


8


7


2


6


6


103


5


1


1


28


0


14，869


474


108


26


0


1


1


0


0


0


0


0


0


0


0


0


1


0


28


0


10，554豆類 計


かんしよ


かんしよ近縁種
かんしよ近縁種
かんしよ近縁種
メキシコあさがお
かんしよ近縁種
ばれいしよ
クズイモ


ウルコ
アラカチャ
オカ


（7910070003）


（7910070021）


（7910070041）


（7910070045）


（7910070047）


（7910070049）


（7820110051）


（5420630001）


（5440030001）


（5690290001）


（5800030003）


372


1


0


6


3


8


1


4


0


0


0


395


4，154


0


8


0


77


0


2，301


0


5


1


4


6，550


4，526


1


8


6


80


8


2，302


4


5


1


4


6，945


59


0


0


0


0


0


113


2


0


0


0


174


4，467


1


8


6


80


8


2，189


2


5


1


4


6，771


1，471


0


8


0


46


3


2，117


1


5


1


4


3、656いも類 計


はとむぎ
じゆずだま


いぬびえ類
いぬびえ


けいぬびえ
ひめたいぬびえ
ひめいぬびえ
たいぬびえ


栽培ひえ
インドびえ
インドたいぬびえ
ヒエ属植物
きび


あわ
きんえのころ
ゴールデンチモシーグラス
えのころぐさ


しこくびえ
そば
しゃくちりそば（宿根そば）
ダッタンそば


在来なたね
なたね
アブラナ属植物（B．tournefortii）
あま


（3110140001）


（3110140003）


（3110250002）


（3110250003）


（3110250004）


（3110250005）


（3110250006）


（3110250008）


（3110250011）


（3110250013）


（3110250017）


（3110250019）


（3110310009）


（3110500001）


（3110500005）


（3110500007）


（3110500009）


（3110610001）


（5580010001）


（5580010003）


（5580010005）


（5410010001）


（5410010014）


（5410010038）


（5500030003）


56


3


1，582


262


12


151


13


349


1，222


20


2


10


481


1，681


34


40


2


523


873


9


271


115


1，275


1


287


0


2


0


0


0


0


0


0


0


0


4


0


0


0


0


1


0


0


0


0


0


0


0


0


0


56


5


1，582


262


12


151


13


349


1，222


20


6


10


481


1，681


34


41


2


523


873


9


271


115


1，275


1


287


1


0


0


0


0


0


0


0


8


0


4


0


2


2


0


0


0


3


119


0


3


6


53


0


0


55


5


1，582


262


12


151


13


349


1，214


20


2


10


479


1，679


34


41


2


520


754


9


268


109


1，222


1


287


48


1


11


251


12


30


13


63


270


2


0


0


351


1，170


0


0


0


320


507


6


189


106


1，167


1


287


－　56　－







植物名 （植物番号）
保存形態


‾　‾＿　＿＿ニ‾＿　　＿＿


保存区拐


種子 栄養体他 計 ワーキング ベ－ス アクティブ


クフェア属植物
クフェア属植物


クフェア属植物
クフェア属植物
クフェア属植物
クフェア属植物


クフェア属植物
クフェア属植物
ひまわり
ニガーシード
ごま
さとうきび高貴種


さとうきび近縁種
さとうきび在来種（インド系）
さとうきび在来種（中国系）
さとうきび野生種（ワセオバナ）
さとうきび野生種


さとうきび（経済品種・雑種系統）
さとうきび近縁種（ヨシススキ）
てんさい（多胚）
てんさい（単胚）
ステビア
こんにゃく
いそさ


いぬびゆ
せんにん
せんにん
せんにん
せんにん


1P


L


†


し＿


ヽ1■


し


1■


」


く（ひもげいとう）
く（ひもげいとう）
く　くひもげいとう）
く（ひもげいとう）


はりびゆ
せいようはげいとう


ヒユ属植物
のげいとう
しろざ
キノア
とろろあおい
ぼうま
わた類


やくようにんじん
はぶそう


サンヘンプ
おおこまつなぎ
はいこまつなぎ
ミモザ類
こうぞ


あさ
みつまた
こうま（つなそ）
たいわんつなそ


ちょま
クフェア属
コショウ
へちま


あまちやずる
きだちたばこ
まるばたばこ
ぺにばな
じよちゆうぎく


ヤーコン
日本はっか
ベルガモットはっか


（5840010005）


（5840010009）


（5840010011）


（5840010013）


（5840010015）


（5840010017）


（5840010021）


（5840010023）


（7840110001）


（7840190001）


（7920010001）


（3110530001）


（3110530003）


（3110530005）


（3110530007）


（3110530011）


（3110530013）


（3110530015）


（3110850001）


（5370010001）


（5370010004）


（7840500001）


（3100030001）


（3170010001）


（5310010002）


（5310010003）


（5310010005）


（5310010007）


（5310010009）


（5310010011）


（5310010013）


（5310010019）


（5310030001）


（5370040001）


（5370040003）


（5380010003）


（5380030001）


（5380070010）


（5390030001）


（5420090002）


（5420110001）


（5420210001）


（5420210007）


（5420360001）


（5470010001）


（5470030001）


（5670030001）


（5680010001）


（5680010003）


（5700010001）


（5840010001）


（5870010001）


（7810090001）


（7810290001）


（7820070003）


（7820070005）


（7840050001）


（7840070001）


（7840410001）


（7890030001）


（7890030003）


＿＿　　　　‾　　‾　＿二ここ‾‾－


1


18


1


1


2


1


22


14


12


1


1，340


0


0


0


0


0


0


0


0


780


201


1


0


0


3


49


1


14


206


5


5


18


3


1


2


5


11


84


4


5


11


17


2


2


0


10


0


52


1


0


10


3


94


3


1


1


2


0


0


0


1


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


72


25


18


46


1，068


19


1，775


7


0


2


0


16


359


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


23


0


14


0


0


151


0


0


0


0


0


0


0


94


24


95


∩


1


18


1


1


2


1


22


14


12


1


1，340


72


25


18


46


1，068


19


1，775


7


780


203


1


16


359


3


49


1


14


206


5


5


18


3


1


2


5


11


84


4


5


11


17


2


2


23


10


14


52


1


151


10


3


94


3


1


1


2


94


24


95


1


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


5


17


0


3


11


532


2


339


4


63


8


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


5


0


0


1


0


7


13


2


1


1


0


1


0


0


0


0


0


34


0


1


1


0


1


6


0


1


′　t


‾　－－


1


18


1


1


2


1


22


14


12


1


1，335


55


25


15


35


536


17


1，436


3


717


195


1


16


359


3


49


1


14


206


5


5


18


3


1


2


0


11


84


3


5


4


4


0


1


22


10


13


52


1


151


10


3


60


3


0


0


2


93


18


95


0


0


10


0


0


1


0


0


2


10


0


841


50


25


15


33


535


17


1，391


3


221


131


1


2


1


3


49


1


14


188


5


5


1


3


1


2


0


11


84


0


1


0


4


0


1


0


9


13


52


1


0


10


0


37


3


0


0


2


4


0


53


0


ー　57　－







植物名 （植物番号）
保存形態 保存区分


種子 栄養体他 ワーキング ベ－ス アクティデ


西洋はっか（ペパーミント）
オランダはっか（スペアミント）
ぬまはっか
フィールドミント
ひめはっか


まるばはっか
えごま
こぶなそさ
カシア


ゴマ属植物


（7890030005）


（7890030009）


（7890030013）


（7890030015）


（7890030017）


（7890030019）


（7890050003）


（3110750001）


（5420090007）


（7920010003）


0


0


0


0


0


0


192


3


6


3


28


34


4


19


3


7


0


0


0


0


28


34


4


19


3


7


192


3


6


3


0


0


0


0


0


0


0


0


4


0


28


34


4


19


3


7


192


3


2


3


12．499　　3．910　16．409　1．264　15．145


28


34


4


19


3


7


180


0


1


0


8．927雑穀・特用作物


レッドトップ（こぬかやさ）


レスクグラス（ヤクナガイヌムギ）
レスクグラス（いぬむぎ）
いぬむぎ属類
スムースブロームグラス


オーチヤードグラス
オーチヤードグラス近縁種
トールフェスク
メドフェスク


レッドフェスク
シープフェスク


うしのげそさ属
イタリアンライグラス
ハイブリッドライグラス
ウェスタウオルズライグラス
ペレニアルライグラス


ウイメラライグラス
どくむぎ
スミログラス
リードカナリーグラス（クサヨシ）
リトルカナリーグラス（クサヨシ）
ハーディンググラス
ビッグブルーグラス
カナダブルーグラス
ウッドメドゥグラス


フォールメドゥグラス
ケンタッキーブルーグラス
ラフストークメドゥグラス
チモシー（おおあわがえり）
カーペットグラス（ちじみしぼ）
イエローブルーステム
プッフエルグラス


サンドバー
スイートピッテイドグラス
ローズグラス


ウイービングクロリス
クロリス
パープルトップクロリス
レモングラス
シトロネラグラス
シグナルグラス


パラグラス
スターグラス
コーストバトングラス
ジョンソングラス


スーダングラス
パールミレット（とうじんびえ）
ネピアグラス


（3110040001）


（3110090001）


（3110090003）


（3110090005）


（3110090007）


（3110200001）


（3110200002）


（3110290001）


（3110290002）


（3110290003）


（3110290005）


（3110290007）


（3110350001）


（3110350003）


（3110350005）


（3110350006）


（3110350007）


（3110350009）


（3110400001）


（3110450001）


（3110450002）


（3110450003）


（3110540001）


（3110540002）


（3110540003）


（3110540004）


（3110540005）


（3110540006）


（3110550001）


（3110080003）


（3110100001）


（3110110001）


（3110110003）


（3110120001）


（3110130001）


（3110130002）


（3110130003）


（3110130004）


（3110150001）


（3110150005）


（3110160001）


（3110160005）


（3110170003）


（3110180001）


（3110210003）


（3110210005）


（3110230001）


（3110230005）


9


16


1


8


9


1，314


103


699


248


104


19


31


524


24


35


467


1


3


1


30


1


2


2


3


2


2


134


4


208


6


5


177


9


2


831


55


23


47


0


0


5


0


0


25


39


186


55


0


0


0


0


0


0


632


0


2，134


251


0


0


0


0


0


0


159


0


0


0


0


0


1


0


0


0


0


84


0


0


3


1


4


1


0


0


4


1


0


2


2


1


1


2


0


0


0


0


36


9


16


1


8


9


1，946


103


2，833


499


104


19


31


524


24


35


626


1


3


1


30


1


3


2


3


2


2


218


4


208


9


6


181


10


2


831


59


24


47


2


2


6


1


2


25


39


186


55


36


9


0


0


0


7


1，046


0


1，091


438


91


17


25


207


19


1


93


0


1


0


1


0


0


0


0


0


0


10


0


56


0


0


0


0


0


13


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


22


0


0


0


16


1


8


2


900


103


1，742


61


13


2


6


317


5


34


533


1


2


1


29


1


3


2


3


2


2


208


4


152


9


6


181


10


2


818


59


24


47


2


2


6


1


2


25


39


164


55


36


0


12


1


2


0


795


82


1，722


53


3


0


1


301


5


34


348


1


2


1


29


1


1


1


3


2


2


208


4


92


0


1


30


1


1


54


3


1


1


0


0


0


0


0


2


0


128


9


0


ー　58　－







種子


キクユグラス


エチノクロア
アンテロープグラス
永年性ヒエ（ヒエ近縁種）
ウイーピングラブグラス
アフリカンラブグラス
レーマンラブグラス


テフ
ロブスタラプグラス
ニラグロスチス


ウイルマンラブグラス
ニラグロスチス


カゼクサ
カラードギニアグラス
ブルーパニックグラス
バルブパニックグラス
カブラプラグラス


ギニアグラス
パニカム


スイッチグラス
マカリカリグラス
ブラウントップミレット
クールグラス


おおくさきび
グリーンパニック
ミリオイデス
ぺレニアルベルトグラス
ダリスグラス


スコロビック（コド・ミレット）
バヒアグラス
プロストレートダリスグラス


ブラウンズウイツクグラス
パスパラム


ページイグラス
パスパラム
パスパラム
セクリア
デイジタリア（フォニオ）


デイジタリア
デイジタリア
デイジタリア
パンゴラグラス
エリューシン
クロースフットグラス（おひしぼ）
エンテロポゴン


ひめおにささが
ささしぼ
パンパスグラス


れんげ
しろばなもめんれんげ
たぬきまめ近縁種
くずもどき
ぬすびとはぎ
グリーンリーフデスモデイウム


グリーンリーフデスモデイウム
デスモデイウム類
マイハギモドキ


ちょうまめ
むらさきちょうまめもどき
グラスピー
やまはぎ


植物名 （植物番号）
保存形態


‾　一　　　一．


栄養体他 ‾計 ワーキング ベース アクティブ


（3110230009）


（3110250007）


（3110250009）


（3110250015）


（3110260001）


（3110260002）


（3110260003）


（3110260004）


（3110260005）


（3110260006）


（3110260007）


（3110260008）


（3110260009）


（3110310001）


（3110310002）


（3110310003）


（3110310004）


（3110310005）


（3110310006）


（3110310007）


（3110310008）


（3110310010）


（3110310011）


（3110310012）


（3110310013）


（3110310014）


（3110420001）


（3110430001）


（3110430002）


（3110430003）


（3110430004）


（3110430006）


（3110430007）


（3110430009）


（3110430011）


（3110430013）


（3110500003）


（3110590001）


（3110590002）


（3110590003）


（3110590005）


（3110590009）


（3110610003）


（3110610005）


（3110630001）


3　　　　　3


1　　　　0


4　　　　1


0　　　　　4


57　　　　1


9　　　　1


24　　　　1


137　　　　　0


14　　　　1


30　　　　1


20　　　　1


14　　　　　0


15　　　　　0


253　　　　1


49　　　　1


25　　　　1


56　　　　1


6　　　　　0 6


1　　　　0　　　　1


5　　　　1　　　　4


4　　　　4　　　　　0


58　　　　0　　　　58


10　　　　0　　　　10


25　　　　0　　　　25


137　　　　0　　　137


15　　　　0　　　　15


31　　　　0　　　　31


21　　　　0　　　　21


14　　　　0　　　　14


15　　　　0　　　　15


254　　　　0　　　　254


50　　　　0　　　　50


26　　　　0　　　　26


57　　　　0　　　　57


3，550　　115　　3，665　　　39　　3，626


40　　　　　2


92　　　　1


63　　　　1


5　　　　　0


11　　　　0


420　　　　　0


83　　　　　0


26　　　　　0


3　　　　　0


42　　　　1


3　　　　1


77　　　　41


1　　　　0


1　　　　0


1　　　　0


1　　　　1


1　　　　0


1　　　　0


3　　　　1


4　　　　　0


12　　　　　0


7　　　　1


15　　　　1


3　　　　　2


0　　　　1


25　　　　　0


3　　　　　0


（3110650001）　　　　3


（3110670001）　　　1


（3110710001）　　　1


（5420070001）　　　230


（5420070003）


（5420110007）


（5420140001）


（5420150001）


（5420150005）


（5420150007）


（5420150009）


（5420150011）


（5420160001）


（5420180001）


（5420250003）


（5420290001）


1


3


1


42　　　　0　　　　42


93　　　　0　　　　93


64　　　　0　　　　64


5　　　　0　　　　　5


11　　　　0　　　　11


420　　　　0　　　　420


83　　　　0　　　　83


26　　　　0　　　　26


3　　　　0　　　　　3


43　　　　0　　　　43


4　　　　0　　　　　4


118　　　　0　　　118


1　　　　0　　　　　1


1　　　　0　　　　　1


1　　　　0　　　　　1


2　　　　0　　　　　2


1　　　　0　　　　　1


1　　　　0　　　　　1


4　　　　　0　　　　　4


4　　　　0　　　　　4


12　　　　0　　　　12


8　　　　0　　　　　8


16　　　　0　　　　16


5　　　　0　　　　　5


1　　　　0　　　　1


25　　　　0　　　　25


3　　　　0　　　　　3


4　　　　0　　　　　4


4　　　　　0　　　　　4


2　　　　0　　　　　2


0　　　230　　　　37　　　193


1　　　　0


2　　　　　0


17　　　　　0


8　　　　　0


4　　　　　0


7　　　　　0


1　　　1　　　　　0


2　　　　1　　　　1


17　　　　0　　　　17


8　　　　7　　　　1


4　　　　1　　　　　3


7　　　　2　　　　　5


12　　　　0　　　12　　　　6　　　　　6


1　　　0　　　　1　　　0　　　　1


8　　　　0　　　　　8　　　　0　　　　　8


35　　　　0　　　　35　　　14　　　　21


23　　　　0　　　　23　　　1　　　22


70 0　　　　70　　　　0　　　　70


0


1


0


0


5


2


3


30


3


3


8


1


0


44


3


1


18


516


3


4


21


1


1


125


9


3


3


43


3


77


1


1


1


1


0


0


3


1


1


1


0


0


0


1


1


0


0


0


132


0


1


5


1


0


0


2


0


6


5


1


70
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みやぎのはぎ
ねこはぎ


みやこそさ
せいようみやこそさ
うまごやし
ストランド・メディック
こめつぷうまごやし


うまごやし
ゴーマ・メディック


アルファルファ
スネイル・メディック
ディスク・メディック
バレル・メディック


もんつきうまごやし
こうまごやし
雑色アルファルファ
ウズマキウマゴヤシ
フアセイピーン


熱帯くず
つるふじばかま


からすのえんどう
なんてんはぎ
しろばななんばんくさふじ


あかクローバ
クローバ近縁種


しろクローバ
クローバ近縁種
サブクローバ
クローバ近縁種
エジプトクローバ
パープルグローブクローバ
アズテククローバ
クラクローバ
クローバ近縁種


ラビットフットクローバ
クローバ近縁種
クローバ近縁種
クローバ近縁種
ストロベリクローバ
アルサイククローバ
クリムソンクローバ


クローバ近縁種
ジグザグクローバ
マウンテンクローバ
クローバ近縁種


クローバ近縁種
クローバ近縁種
クローバ近縁種
ケニアしろクローバ
クローバ近縁種


クローバ近縁種
ストリペンセクローバ
くさねむ


くさねむ類
カリブスタイロ


セインフォイン
イースタンゴーッルー
ヨーロピアンゴーッルー


ちからしば
すすき
爪寸・すすき


（5420290010）


（5420290011）


（5420330005）


（5420330007）


（5420350001）


（5420350004）


（5420350005）


（5420350006）


（5420350007）


（5420350009）


（5420350011）


（5420350013）


（5420350015）


（5420350017）


（5420350019）


（5420350023）


（5420350025）


（5420390003）


（5420400001）


（5420440001）


（5420440031）


（5420440039）


（5420470001）


（5420490001）


（5420490002）


（5420490003）


（5420490005）


（5420490006）


（5420490009）


（5420490011）


（5420490013）


（5420490015）


（5420490017）


（5420490019）


（5420490020）


（5420490021）


（5420490023）


（5420490024）


（5420490025）


（5420490027）


（5420490029）


（5420490031）


（5420490033）


（5420490035）


（5420490037）


（5420490039）


（5420490041）


（5420490043）


（5420490045）


（5420490047）


（5420490051）


（5420490055）


（5420530001）


（5420530003）


（5420550001）


（5420660003）


（5420780003）


（5420780005）


（3110230007）


（3110370005）


（3110370007）


5


4


13


48


11


6


2


2


7


3


7


1


2


4


5


5


3


1


9


1


5


1


3


2


0


2


2


1


5


473


1


386


1


5


1


8


4


1


6


1


6


2


1


2


11


29


2


2


50


4


2


2


4


3


16


92


1


3


7


2


47


1


4


9


1


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


28


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


52


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


4


39


6


5


4


13


51


11


6


2


2


7


3


7


1


2


4


5


3


3


1


9


1


5


1


3


2


0


2


2


1


5


473


1


438


1


5


1


8


4


1


6


1


6


2


1


2


11


29


2


2


50


4


2


2


4


3


16


92


1


3


7


2


47


1


4


9


5


39


6


0


0


6


1


7


0


32


120


0


284


0


0


0


11


2


1


0


0


1


2


0


0


3


340


0


134


0


0


0


8


3


0


2


0


6


1


0


2


6


26


2


1


47


1


0


1


3


2


9


66


1


3


4


0


41


0


4


9


0


31


0


51


1


22


2


2


1


2


0


1


0


4


5


9


3


1


9


0


3


0


3


2


9


0


62


1


2


133


1


304


1


5


1


0


1


1


4


1


0


1


1


0


5


3


0


1


3


3


2


1


1


1


7


26


0


0


3


2


6


1


0


0


5


8


6


21


1


11


2


2


2


2


0


1


0


4


3


2


2


1


8


0


0


0


0


2


2


0


45


1


2


122


1


90


1


4


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


1


0


3


0


0


0


0


8


4


ー　60　－


植物名 （植物番号）
保存形態 保存区分


種子 栄養体地 計 ワーキング


－－　．－　－


ベ－ス アクティブ







植物名　　　　　　　（植物番号） 両「』撃告一・・・一ラ弄房ワーキング　　　ヾ－ス


（3110370009）　　　　0


（3110460001）　　　　92


（3110460003）　　　　4


（5420290002）　　　212


（5420290008）　　　213


（5420290009）　　　　33


（7910070005）　　　　0


（3110220001）　　5，437


（3110210001）　　4，213


（3110210007）　　　　50


（5370010003）　　　　63


（5410010013）　　　14


（5420310001）　　　　5


（3110160003）　　　　1


（3110230011）　　　　0


1　　　　1　　　　0　　　　　1　　　　1


220　　　　312　　　　0　　　　312　　　199


17　　　　21　　　　0　　　　21　　　　1


0　　　　212　　　　73　　　139　　　139


0　　　　213　　　　45　　　168　　　168


0　　　　33　　　　23　　　　10　　　　10


3　　　　　3　　　　0　　　　　3　　　　　2


0　　5，437


0　　4，213


0　　　　　50


0　　　　　63


0　　　　14


0　　　　　5


0　　　　　1


23　　　　　23


316　　5，121　　4，330


130　　4，083　　3，542


15　　　　　35　　　　13


0　　　　　63　　　　　0


3　　　　11　　　　　8


4　　　　　1　　　　1


0　　　　　1　　　　°0


0　　　　　23　　　　　0


（3110900001）　　　　2　　　　0　　　　2　　　　2　　　　0　　　　0


（5420010015）　　　　9　　　　0　　　　9　　　　7　　　　2　　　　2


（5420060001）　　　　1　　　0　　　　1　　　1　　　　0　　　　0


（5420550003）　　　　36　　　　0　　　　36　　　21　　　15　　　　3


（5420550005）　　　12　　　　0　　　12　　　1　　　11　　　　2


（5420720001）　　　　4


（5420740001）　　　　5


（5420830001）　　　　1


（5610020001）　　　1


計　　　　23，547


いとすすき
のしぼ


コウライシバ
めどはぎ
ゃはずそう


まるぼやはずそう
ぐんばいひるがお
とうもろこし


ソルガム（もろこし）
ソルガム近縁種
飼料用ビート
ルタバガ
ぎんねむ
スリナングラス
ちからしば類
すずめのてっぽう属植物


アカシア類
アナギリス
スタイロザンテス類
スタイロサンテス
チヤメキティスス


エニシダ類
ロトノニス
アメランキエル類


牧草・飼料作物


フェイジョア


びわ
タイワンびわ
あさひかん
ライム
きぬかわ
ぶんたん（ざぼん）
じゃがたらゆず
はっさく
レモン


なると
なつみかん
グレープフルーツ
ぽんかん
スイートオレンジ


ワシントンネーブル（ネーブルオレン王
さんぽうかん
ひゆうがなっ
たんかん
テンプルオレンジ
うんしゆうみかん


わせうんしゆう
ブルット
モフリンキツ
カブヤオ
ベルガモット


リモンレアル
クヒチライム
スイートライム
ビロロ


シトロン
エトログシトロン
てぶっしゆかん
パロチンベルガモット


0　　　　　4　　　　4　　　　　0　　　　　0


0　　　　　5　　　　　5　　　　　0　　　　　0


0　　　　　1　　　1　　　　　0　　　　　0


0　　　　　1　　　1　　　　　0　　　　　0


5，136　　22、315　13，989


（5530090001）


（5610050001）


（5610050003）


（5620010001）


（5620010003）


（5620010005）


（5620010007）


（5620010008）


（5620010009）


（5620010013）


（5620010015）


（5620010017）


（5620010019）


（5620010021）


（5620010023）


（5620010025）


（5620010027）


（5620010029）


（5620010031）


（5620010033）


（5620010035）


（5620010036）


（5620010039）


（5620010041）


（5620010043）


（5620010045）


（5620010047）


（5620010049）


（5620010051）


（5620010053）


（5620010057）


（5620010059）


（5620010061）


（5620010065）


0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0　0
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ラフレモン


リメック（甘栗レモン）
ひめレモン（かんとんレモン）
ルミー
マイヤーレモン


ボンデローサ
かいこうかん
ひろしまなつざぼん
みつはるかん
ウワポメロ


やまみかん
いわいかん
ことうかん
てんそ
ひようかん
きんこうじ


おおたちばな
チゾン
アタニー
なんしようだいだい
やまぶき
ゆげひようかん
サワーオレンジ
ブーケー


きくだいだい
マートルリーフオレンジ
ろくがつみかん
ふなどこ
いよ
だいとうかん
＿一J●　　　　一一J■


デ－デ－


うじゅきつ


かわばた
しゆんこうかん


イーチャンゲンシス
はなゆ（はなゆず）
もちゆ
ゆず
きず
かぼす
へんかみかん


すたち
たくますだち
イーチャンレモン
ゆこう
こうらいたちばな


キング（キングオレンジ）
くねんぼ
やつしろ
けらじ
かぶち－


お－と－
クレメンチン
ちちゅうかいマンダリン


げんしょうかん
おうかん
じみかん
しかいかん


おおべにみかん
まんきつ
こべにみかん


－　62　－


（5620010069）


（5620010071）


（5620010073）


（5620010075）


（5620010077）


（5620010081）


（5620010085）


（5620010087）


（5620010089）


（5620010091）


（5620010095）


（5620010097）


（5620010099）


（5620010101）


（5620010103）


（5620010107）


（5620010109）


（5620010111）


（5620010113）


（5620010115）


（5620010117）


（5620010119）


（5620010121）


（5620010123）


（5620010125）


（5620010127）


（5620010129）


（5620010131）


（5620010133）


（5620010135）


（5620010137）


（5620010139）


（5620010141）


（5620010143）


（5620010145）


（5620010147）


（5620010149）


（5620010151）


（5620010153）


（5620010155）


（5620010157）


（5620010159）


（5620010161）


（5620010163）


（5620010165）


（5620010167）


（5620010169）


（5620010171）


（5620010173）


（5620010175）


（5620010177）


（5620010179）


（5620010185）


（5620010187）


（5620010189）


（5620010193）


（5620010195）


（5620010197．）


（5620010199）


（5620010201）


（5620010203）


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


25


1


10


2


4


2


2


3


2


1


2


1


1


2


2


2


2


1


1


1


1


2


17


1


1


3


1


2


11


1


1


3


1


2


3


2


1


20


1


4


1


11


1


2


3


2


12


4


1


3


1


1


22


8


2


1


5


1


5


2


2


25


1


10


2


4


2


2


3


2


1


2


1


1


2


2


2


2


1


1


1


1


2


17


1


1


3


1


2


11


1


1


3


1


2


3


2


1


20


1


4


1


11


1


2


3


2


12


4


1


3


1


1


22


8


2


1


5


1


5


2


2


0


0


1


0


0


1


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


5


0


0


0


0


0


2


0


0


0


0


0


1


0


0


5


0


0


0


0


0


0


0


0


7


2


0


1


0


0


8


4


0


0


0


0


1


0


1


25


1


9


2


4


1


2


3


2


1


2


1


1


2


2


2


2


1


1


1


1


2


12


1


1


3


1


2


9


1


1


3


1


2


2


2


1


15


1


4


1


11


1


2


3


2


5


2


1


2


1


1


14


4


2


1


5


1


4


2


1


2


1


5


2


3


0


2


3


2


1


2


1


0


2


2


1


2


1


1


1


1


2


8


1


1


3


1


2


4


1


1


3


1


2


1


2


1


6


1


2


1


5


0


2


3


2


0


2


1


0


1


0


5


3


2


1


3


0


4


0


1


（植物番号）植物名
保存形態


種子 栄養体他 膏 ワーキング


保存区分
ベ－ス アクティブ







種子
（植物番号）


きしゅうみかん


そうきつ
ゆひきつ
ぽんきつ
クレオパトラ


さんきつ
ぎりみかん
たちばな
し－くわしや－（ひらみレモン）


こうじ
するがゆこう
ふくれみかん
アンブリカルパ
とうきんかん
アレモウ


ざぼん雑種
ゆず雑種
タンゴール
タンゼロ
タンゼリン
レモナイム


その他かんきつ類雑種
小林みかん
金柑子温州
シトレンジ
シトレンジカット
シトラデイア


あんせいかん
ばんおうかん
たにかわぶんたん
カルナカッタ
タラミサン
アダジヤミル
キチリー
ユークニブ
ビンキツ
バリミー


シトルメロ
かんきつ類雑種
まるみきんかん
ながきんかん


ねいはきんかん
ちょうじゆきんかん
ながはきんかん
きんず（まめきんかん）
からたち（きこく）
オーストラリアンデザートライム


ミクロシトラス
ミクロシトラス
ミクロシトラス
ミクロシトラス雑種
ミクロシトラス


げっきつ
おおばげっきつ
つげこうじ
クリメニア


ジャマイカマンダリン
ジャワフェロニエーラ
インディアンアタランティア
アタランティア属植物
アタランティア属植物


植物名
保存形態


栄養体他 計 ワーキング


保存区分
ベ－ス アクティブ


（5620010205）


（5620010207）


（5620010209）


（5620010211）


（5620010213）


（5620010215）


（5620010216）


（5620010217）


（5620010219）


（5620010221）


（5620010223）


（5620010225）


（5620010227）


（5620010229）


（5620010231）


（5620010233）


（5620010235）


（5620010237）


（5620010239）


（5620010241）


（5620010243）


（5620010245）


（5620010247）


（5620010249）


（5620010251）


（5620010253）


（5620010255）


（5620010257）


（5620010259）


（5620010261）


（5620010263）


（5620010265）


（5620010267）


（5620010269）


（5620010271）


（5620010273）


（5620010275）


（5620010277）


（5620010279）


（5620030001）


（5620030003）


（5620030005）


（5620030007）


（5620030009）


（5620030011）


（5620050001）


（5620080001）


（5620090001）


（5620090003）


（5620090005）


（5620090007）


（5620090009）


（5620110001）


（5620110003）


（5620130001）


（5620170001）


（5620190001）


（5620210001）


（5620230001）


（5620230003）


（5620230009）


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


1


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


20


2


1


2


4


4


1


22


18


5


1


1


2


6


1


8


11


35


30


15


1


257


2


2


8


3


1


2


2


1


1


1


2


3


1


1


3


2


2


1


2


6


1


3


2


41


1


4


4


4


1


1


4


1


4


1


3


2


1


1


2


20


2


1


2


4


4


1


22


18


5


1


1


2


6


1


8


12


35


30


15


1


257


2


2


8


3


1


2


2


1


1


1


2


3


1


1


3


2


2


1


2


6


1


3


2


41


1


4


4


4


1


1


4


1


4


1


3


2


1


1


2


10


0


0


1


0


0


0


6


3


2


0


0


0


1


0


0


0


3


1


2


0


96


0


0


2


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


1


0


0


0


0


0


0


0


6


0


0


2


3


0


0


2


1


0


0


1


0


0


0


2


10


2


1


1


4


4


1


16


15


3


1


1


2


5


1


8


12


32


29


13


1


161


2


2


6


3


1


2


2


1


1


1


2


3


1


1


3


1


2


1


2


6


1


3


2


35


1


4


2


1


1


1


2


0


4


1


2


2


1


1


0


7


2


1


1


3


2


1


2


2


3


1


1


1


3


0


8


2


19


21


12


1


74


2


2


4


3


1


2


2


1


1


1


1


3


0


1


0


0


0


1


2


3


1


0


0


33


0


3


2


1


0


0


1


0


1


0


0


0


0


0


0
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ベルノキ


クポッグ
サンシｮウミカン
スメルノキ
ワンビ属植物
プレイオスペルミウム属植物


ナガエミカン
シトロプシス属植物
エグロプシス属植物
トゲナシカラタチ
パラミグニア属植物


やまもも
オリーブ
くり


チュウゴクそり


チンカピンそり


ヨーロッパそり


モーパンそり


ヘンリーそり


くり類雑種
くり類雑種
くり類雑種
くり近縁種
いちじく


エチオピアいちじく
マルメロ


はんあんず
おうとう
すみのみざくら
ドメスチカすもも
インシチチアすもも
さとざくら
もも
にはんすもも
アメリカすもも


アーモンド
ウェスタンサンドチェリー
ブリアンソンあんず
のもも
しょうじょう


やまあんず（もうこあんず）
あおばざくら
はなすもも
さくら属植物


おひようもも
さくら属植物（雑種）
すみのみざくら雑種
ちゅうごくおうとう
ミロバランすもも
うめ
ふじざくら


ちしまざくら
やまざくら
よしのざくら


さくら属植物雑種
いわてやまなし
まんしゆうまめなし
しろなし
まめなし


せいようなし
あおなし


植物名 （植物番号）
保存形態


種子 栄養体他
‾計‾


ワーキング


保存区分
ベ－ス アクティブ


（5620250001）


（5620270001）


（5620290001）


（5620310001）


（5620310003）


（5620350001）


（5620370001）


（5620390001）


（5620410001）


（5620430001）


（5620450001）


（5730010001）


（7900050001）


（5430010001）


（5430010005）


（5430010007）


（5430010009）


（5430010013）


（5430010015）


（5430010017）


（5430010019）


（5430010023）


（5430010025）


（5470050001）


（5470050015）


（5610030001）


（5610110001）


（5610110003）


（5610110011）


（5610110017）


（5610110019）


（5610110023）


（5610110027）


（5610110029）


（5610110037）


（5610110039）


（5610110041）


（5610110043）


（5610110045）


（5610110047）


（5610110051）


（5610110057）


（5610110059）


（5610110063）


（5610110065）


（5610110067）


（5610110069）


（5610110071）


（5610110091）


（5610110093）


（5610110095）


（5610110099）


（5610110101）


（5610110103）


（5610110107）


（5610130001）


（5610130003）


（5610130005）


（5610130007）


（5610130009）


（5610130011）


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


2


1


1


1


1


1


3


1


1


1


1


28


14


179


50


1


4


1


2


5


13


2


47


67


1


17


143


205


8


34


3


3


393


90


1


1


1


1


1


1


2


1


1


1


2


1


1


2


14


192


1


9


1


1


4


3


7


2


20


139


7


2


1


1


1


1


1


3


1


1


1


1


28


14


179


50


1


4


1


2


5


13


2


47


67


1


17


143


205


8


34


3


3


393


90


1


1


1


1


1


1


2


1


1


1


2


1


1


2


14


192


1


9


1


1


4


3


7


2


20


139


7


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


8


0


15


1


0


0


0


0


0


1


0


6


0


0


3


4


59


2


3


0


1


29


5


0


1


0


0


0


0


0


1


0


0


0


0


0


2


2


2


0


9


0


0


4


2


1


0


0


11


5


2


1


1


1


1


1


3


1


1


1


1


20


14


164


49


1


4


1


2


5


12


2


41


67


1


14


139


146


6


31


3


2


364


85


1


0


1


1


1


1


2


0


1


1


2


1


1


0


12


190


1


0


1


1


0


1


6


2


20


128


2


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


18


14


128


49


1


4


1


2


5


0


2


37


67


1


11


124


66


4


30


3


2


249


79


1


0


1


1


1


1


2


0


1


1


2


0


1


0


12


161


1


0


1


1


0


1


6


2


20


127


2
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種子
（植物番号）


にはんやまなし
はくしやまなし
あいなし


なし近縁種
ばばうっちゃぎなし
ちょうせんまめなし
オリースターなし


なし近縁種
なし近縁種
なし近縁種
とよとみなし
なし近縁種
リンドレイ
へ－リー


なし近縁種
シーリー
なし近縁種
つくしいぬなし
みつなし（三梨）


なし近縁種
なし近縁種
なし類雑種
なし類雑種
なし近縁種
たいわんいぬなし
パシアなし


なし近縁種
かりん
ブラックチョークベリー
セイヨウすぐり
あかふさすぐり
くろふさすぐり
エスティパリス種ぶどう
ベルランディエリ一種ぶどう


やまぶどう
リバリア種ぶどう
マスカダイン
ロックグレープ
ヨーロッパぶどう
えびづる
マンシュウやまぶどう
シラガイぶどう


ぶどう近縁種
ぶどう近縁種
ぶどう近縁種
ぶどう近縁種
アメリカぶどう


ぶどう近縁種
ぶどう類雑種
ぶどう類雑種
ぶどう類雑種


ぶどう類雑種
ぶどう類雑種
ぶどう類雑種
ぶどう類雑種


ぶどう類雑種
ぶどう類雑種
ぶどう類雑種
ぶどう類雑種


ぶどう類雑種
ぶどう類雑種


（5610130015）


（5610130017）


（5610130019）


（5610130021）


（5610130023）


（5610130025）


（5610130027）


（5610130029）


（5610130031）


（5610130033）


（5610130035）


（5610130037）


（5610130039）


（5610130041）


（5610130043）


（5610130045）


（5610130047）


（5610130049）


（5610130051）


（5610130053）


（5610130055）


（5610130057）


（5610130059）


（5610130061）


（5610130067）


（5610130069）


（5610130073）


（5610210001）


（5610250001）


（5650030001）


（5650030005）


（5650030007）


（5710010001）


（5710010003）


（5710010005）


（5710010019）


（5710010021）


（5710010023）


（5710010025）


（5710010027）


（5710010029）


（5710010031）


（5710010033）


（5710010037）


（5710010039）


（5710010043）


（5710010045）


（5710010047）


（5710010053）


（5710010055）


（5710010057）


（5710010059）


（5710010061）


（5710010063）


（5710010065）


（5710010067）


（5710010069）


（5710010071）


（5710010073）


（5710010075）


（5710010077）


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


232


55


1


1


1


2


2


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


6


1


47


10


61


1


3


1


9


16


4


1


2


1


1


31


2


290


1


5


1


1


3


3


1


6


1


79


38


1


6


3


17


2


3


1


4


4


1


4


232


55


1


1


1


2


2


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


6


1
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1


3


1


9
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4


1


2


1


1


31


2


290


1


5


1


1


3


3


1


6


1


79


38


1


6


3


17


2


3


1


4


4


1


4


20


3


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


2


0


3


0


58


0


0


0


1


0


0


1


2


1


0


30


1


83


1


5


1


1


3


3


1


1


1


2


4


1


2


0


1


0


3


1


4


3


1


2


212


52


1


1


1


2


2


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


4


1


44


10


3


1


3


1


8


16


4


0


0


0


1


1


1


207


0


0


0


0


0


0


0


5


0


77


34


0


4


3


16


2


0


0


0


1


0


2


140


32


1


1


0


2


2


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


0


4


1


43


10


3


1


1


1


3


14


4


0


0


0


0


1


0


177


0


0


0


0


0


0


0


5


0


46


19


0


3


1


11


1


0


0


0


0


0


0
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植物名
保存形態
栄養体他 計 ワーキング


保存区分
べ－ス アクティブ







植物名 （植物番号）
保存形態


種子 計 ワーキング


保存区分
ベ－ス アクティブ


ぶどう類雑種
ぶどう類雑種
ぶどう類雑種
ぶどう近縁種


ぶどう近縁種
ぶどう近縁種
ぶどう近縁種
ぶどう類雑種
ぶどう類雑種


ぶどう類雑種
ぶどう類雑種
ぶどう類雑種
ぶどう類雑種
ぶどう類雑種
ぶどう類雑種


ぶどう類雑種
ぶどう近縁種
あけび
みつばあけび
さねぶとなつめ
なつめ


なつめ属近縁種
キウイフルーツ


さるなし（こくわ）
またたび
みやままたたび
しまさるなし
またたび属雑種
またたび近縁種
シナサルナシ


なわしろそみ
なつぐみ
だいおうぐみ
そみ類
あきそみ
はこねぐみ
まるばぐみ


あさかわぐみ
ヒッポファェ・ラムノイデス


ざくろ
西洋さんしゅゆ
かき
まめがき


あぶちがき
アメリカがき


ラオヤーシー
かき近縁種
りゅうきゅうまめがき


ぬますのき（ハイプッシュブルーベリー）
くろまめのき
ロープッシュブルーベリ


ハイプッシュプルーペリ
ラビットアイブルーベリ
クランベリー


ペルシャくるみ
おにぐるみ
ひめそるみ


くろそるみ
くるみ類
わりんご
えそのこりんご


（5710010079）


（5710010083）


（5710010085）


（5710010089）


（5710010091）


（5710010093）


（5710010095）


（5710010097）


（5710010099）


（5710010101）


（5710010103）


（5710010105）


（5710010107）


（5710010109）


（5710010111）


（5710010113）


（5710010115）


（5740010001）


（5740010003）


（5760010001）


（5760010003）


（5760010011）


（5770010001）


（5770010003）


（5770010005）


（5770010007）


（5770010009）


（5770010011）


（5770010013）


（5770010015）


（5780010001）


（5780010003）


（5780010007）


（5780010008）


（5780010011）


（5780010021）


（5780010031）


（5780010033）


（5780030001）


（5790010001）


（5930010003）


（7860010001）


（7860010005）


（7860010009）


（7860010011）


（7860010013）


（7860010015）


（7860010017）


（7880030003）


（7880030005）


（7880030007）


（7880030013）


（7880030017）


（7880030021）


（5460030003）


（5460030005）


（5460030007）


（5460030009）


（5460030019）


（5610090001）


（5610090003）


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


1


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


0


1


4


8


1


1


66


1


1


1


1


1


2


1


1


1


1


1


10


1


1


6


3


1


10


15


11


4


1


3


2


5


2


4


11


3


0


4


1


2


1


6


26


11


83


6


1


11


1


20


1


34


1


2


3


3


1


17


2


1


1


59


13


41


1


4


8


1


1


66


1


1


1


1


1


2


1


1


1


1


1


10


1


1


6


3


1


10


15


11


4


1


3


2


5


2


4


11


3


1


4


1


2


1


6


26


11


83


6


1


11


1


20


1


34


1


2


3


3


1


17


2


1


1


59


13


41


1


1


5


1


1


16


1


1


1


0


0


0


0


0


1


0


0


1


1


0


0


0


0


0


6


11


4


1


3


2


5


2


1


0


0


0


0


0


0


0


6


1


11


06


5


0


10


1


19


1


11


0


2


3


0


1


0


0


0


0


58


0


10


3


0


0


50


0


0


0


1


1


2


1


1


0


1


1


9


0


1


6


3


1


10


9


0


0


0


0


0


0


0


3


11


3


1


4


1


2


1


0


25


0


377


211


3


1


1


1


0


1


0


3


1


0


0


3


0


7


2


1


1


1


3


1


1


0


0


2


0


0


0


1


1


1


1


1


0


1


1


9


0


1


0


3


1


0


7


0


0


0


0


0


0


0


1


1


0


0


0


0


0


0


0


2


0


9


1


26


1


1


1


0


0


0


23


1


0


0


3


0


14


2


0


1


1


11


30
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栄養体他







植物名 （植物番号）


ベにりんご


りんご属植物
まるばかいどう（いぬりんご）
りんご
みつばかいどう


りんご属植物
りんご属植物
りんご属植物
かいどうずみ


栽培りんご
パラダイスりんご
りんご近縁種
はんかいどう（ペキンかいどう）
りんご属植物
りんご属植物


さくら属植物
さくら属植物
さくら属植物（やまざくら系）
こけもも類雑種
くろみのうそいすかずら
すいかずら属植物
ココやし


バショウ属植物
カシューナッツのき
マンゴーのき
ヨーロッパはしぼみ
パンのき
パラミツ
アボカド


てりはばんじろう
きみのばんじろう
ばんじろう（グァバ）
ストロベリーグァバ
ふともも
くだものとけいそう
きいろとけいそう


おおながみくだものとけい
とけいそう属近縁種
はなかいどう
つくしかいどう
ながさきすみ
ロブスター


りんご属植物
りんご属植物
りんご属植物
りんご属植物
りんご属植物


りんご属植物
おおうらじろのき
りんご属植物
アメリカいちご
ブラックベリー


くろみラズベリー
デュウベリー
メイベリー
きいちご類


りゆうがん
れいし
ランブータン
ばんれいし
とげばんれいし


0　　　　2　　　　　2


0　　　　3　　　　　3


0　　　　97　　　　97


0　　　　37　　　　37


0　　　266　　　　266


0　　　　3　　　　　3


0　　　　　3　　　　　3


0　　　　　3　　　　　3


0　　　　5　　　　　5


0　1，373　　1，373


0　　　　56　　　　56


0　　　503　　　　503


0　　　　1　　　　1


0　　　　2　　　　　2


0　　　　4　　　　　4


0　　　　1　　　　1


0　　　　1　　　　1


0　　　　1　　　　1


0　　　　3　　　　　3


0　　　　4　　　　　4


0　　　　4　　　　　4


0　　　　1　　　　1


0　　　　1　　　　1


0　　　　1　　　　1


0　　　10　　　　10


0　　　　4　　　　　4


0　　　　1　　　　1


0　　　14　　　　14


0　　　　　9　　　　　9


0　　　　　2　　　　　2


0　　　　1　　　　1


0　　　　43　　　　　43


0　　　　　4　　　　　4


0　　　　2　　　　　2


0　　　　　2　　　　　2


0　　　　2　　　　　2


0　　　　1　　　　1


0　　　　5　　　　　5


0　　　13　　　　13


0　　　　5　　　　　5


0　　　10　　　　10


0　　　10　　　　10


0　　　　　3　　　　　3


0　　　　2　　　　　2


0　　　　1　　　　1


0　　　　7　　　　　7


0　　　　1　　　　1


0　　　　1　　　　1


0　　　　1　　　　1


0　　　　2　　　　　2


0　　　13　　　　13


0　　　　7　　　　　7


0　　　　3　　　　　3


0　　　　2　　　　　2


0　　　　2　　　　　2


0　　　　2　　　　　2


0　　　　1　　　　1


0　　　　7　　　　　7


0　　　　3　　　　　3


0　　　17　　　　17


0　　　　3　　　　　3


0　　　　　2


0　　　　　3


0　　　　97


5　　　　　32


2　　　　264


2　　　　1


0　　　　　3


0　　　　　3


1　　　　　4


233　　1，140


2　　　　54


301　　　202


1　　　　　0


2　　　　　0


4　　　　　0


1　　　　　0


1　　　　　0


1　　　　　0


3　　　　　0


0　　　　　4


3　　　　1


0　　　　　1


0　　　　　1


0　　　　　1


1　　　　　9


4　　　　　0


0　　　　　1


8　　　　　6


1　　　　　8


0　　　　　2


0　　　　　1


4　　　　　39


2　　　　　2


0　　　　　2


0　　　　　2


0　　　　　2


0　　　　　1


0　　　　　5


1　　　　12


3　　　　　2


2　　　　　8


1　　　　　9


1　　　　　2


0　　　　　2


1　　　　　0


7　　　　　0


0　　　　　1


0　　　　　1


1　　　　　0


2　　　　　0


9　　　　　4


3　　　　　4


3　　　　　0


0　　　　　2


1　　　　1


0　　　　　2


0　　　　　1


3　　　　　4


0　　　　　3


3　　　　14


0　　　　　3


（5610090005）


（5610090009）


（5610090011）


（5610090013）


（5610090017）


（5610090019）


（5610090021）


（5610090023）


（5610090025）


（5610090037）


（5610090039）


（5610090041）


（5610090065）


（5610090067）


（5610090081）


（5610110111）


（5610110113）


（5610110115）


（7880030023）


（7960030001）


（7960030005）


（3130070001）


（3190010013）


（5320010001）


（5320030001）


（5340050003）


（5470110001）


（5470110003）


（5480030001）


（5530050001）


（5530050002）


（5530050003）


（5530050005）


（5530070001）


（5570010001）


（5570010003）


（5570010005）


（5570010009）


（5610090007）


（5610090027）


（5610090029）


（5610090031）


（5610090033）


（5610090035）


（5610090049）


（5610090051）


（5610090057）


（5610090059）


（5610090061）


（5610090063）


（5610150005）


（5610150007）


（5610150009）


（5610150019）


（5610150027）


（5610150029）


（5640010001）


（5640030001）


（5640050001）


（5750010001）


（5750010003）


27


1


2


3


96


32


60


1


3


3


2


37


38


28


0


0


0


0


0


0


0


4


0


0


0


q


O


O


O


O


O


O


O


O


O


O


l


1


1


0


12


2


6


8


2


2


0


0


0


0


0


0


4


4


0


2


1


2


0


0


0


0


0


保存形態
種子 栄養体他 計 ワーキング


保存区分
ベ－ス アクティブ
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植物名 （植物番号） 保存形態 保存区分


種子　 栄養体他 計 ワーキング ベ －ス アクティブ


ぎゅうしん り （57500100105） 0　　　　　 2 2 0 2 0


チェリモヤ （5750010007） 0　　　　 41 41 1 40 2


イエロービダヤ （5910050001） 0　　　　 1 1 0 1 0


サポジラ （7940010001） 0　　　　 17 17 16 1 0


コーヒーのき （7950010001） 0　　　　 1 1 0 1 0


エルグーベ リー （7960050001） 0　　　　　 2 2 0 2 2


果樹類 計 2　 8，558 8 ，560 1，842 6，718 4 ，366


すいか （7810010001） 546　　　　　 0 546 360 186 97
ガーキンきゅうり （7810030001） 2　　　　　 0 2 2 0 0


メロン （7810030002） 1，080　　　　 0 1，080 581 499 307


まくわうり （7810030003） 300　　　　　 0 300 146 154 154


しろうり （7810030004） 133　　　　　 0 133 69 64 64


きゅうり （7810030005） 962　　　　　 0 962 332 630 607


きゅうり属植物 （7810030007） 172　　　　　 0 172 106 66 66


つのにがうり （7810030009） 1　　　　 0 1 1 0 0
黒種かぼちゃ （7810050001） 19　　　　 0 19 14 5 5
かぼちゃ近縁種 （7810050002） ‘16　　　　　 0 16 1 15 15


西洋かぼちゃ （7810050003） 69　　　　　 0 69 34 35 35


まが りくびかぼちゃ （7810050004） 4　　　　　 0 4 0 4 4


日本かぼちゃ （7810050005） 177　　　　　 0 177 68 109 79


ぺポかぼちゃ （7810050009） 55　　　　　 0 55 32 23 22
かぼちゃ近縁種 （7810050011） 264　　　　　 0 264 75 189 187


ゆうがお （7810070001） 121　　　　 0 121 62 59 59


かんぴょう （7810070002） 32　　　　　 0 32 20 12 11


ひ ょうたん （7810070003） 62　　　　　 0 62 33 29 29


つるれいし （にがうり） （7810110001） 298　　　　　 0 298 155 143 133


あれちうり （7810210001） 5　　　　　 0 5 ．3 2 2
とうがん （7810230001） 59　　　　　 0 59 41 18 12
やさいからすうり （7810250001） 3　　　　　 0 3 2 1 1
へびうり （けからすうり） （7810330001） 25　　　　　 0 25 10 15 15


ヒダウリ （7810350001） 0　　　　 1 1 0 1 1


ピーマン （7820010001） 227　　　　　 0 227 116 111 102


とうがらし （7820010002） 1，640　　　　 0 1，640 1，304 336 323


とうがらし近縁種 （7820010003） 81　　　　 0 81 62 19 19


とうがらし近縁種 （7820010004） 73　　　　　 0 73 56 17 17


とうがらし近縁種 （キダチトウガラシ） （7820010010） 35　　　　　 0 35 21 14 12
とうがらし近縁種 （7820010020） 20　　　　　 0 20 11 9 9
とうがらし近縁種 （7820010030） 52　　　　　 0 52 34 18 18


こだち トマ ト （7820030001） 5　　　　　 0 5 3 2 2


トマ ト近縁種 （7820050001） 6　　　　　 0 6 2 4 4


トマ ト （7820050003） 1，985　　　　 0 1，985 549 1，436 1，113


チェリー トマ ト （7820050004） 37　　　　　 0 37 2 35 16
トマ ト近縁種 （7820050005） 12　　　　　 0 12 2 10 10


ピアー トマ ト （7820050006） 1　　　　 0 1 0 1 1
トマ ト近縁種 ． （7820050007） 33　　　　　 0 33 12 21 21


トマ ト近縁種 （7820050009） 73　　　　　 0 73 12 61 41


トマ ト近縁種 （7820050011） 72　　　　　 0 72 7 65 58
トマ ト近縁種 （7820050013） 1　　　　 0 1 0 1 1
トマ ト近縁種 （7820050015） 125　　　　　 0 125 17 108 108


せんな りほおずき （7820100001） 2　　　　　 0 2 1 1 1


ほおずき （7820100003） 13　　　　　 0 13 8 5 5
なす近縁種 （7820110001） 4　　　　　 0 4 2 2 2


なす近縁種 （7820110002） 4　　　　　 0 4 1 3 3


なす近縁種 （7820110003 ） 32　　　　　 0 32 14 18 18


なす近縁種 （7820110004） 5　　　　　 0 5 0 5 5
なす （7820110005 ） 985　　　　　 0 985 254 731 712
なす近縁種 （7820110006 ） 121　　　　 0 121 9 112 112


なす近縁嘩 （7820110007 ） 4　　　　　 0 4 2 2 2
なす近縁種 （7820110009） 57　　　　　 0 57 29 28 28







植物名 （植物番号）
保存形態 保存区分


種子　 栄養体他 計 ワーキング ベ －ス アクティブ


なす近縁種 （7820110011） 20　　　　　 0 20 14 6 6


なす近縁種 （7820110013 ） 3　　　　　 0 3 0 3 3


なす近縁種 （7820110015 ） 5　　　　　 0 r 5 2 3 3


なす近縁種 （7820110017 ） 12　　　　　 0 12 2 10 10


なす近縁種 （7820110019 ） 40　　　　　 0 40 3 37 37


なす近縁種 （7820110021） 4　　　　　 0 4 0 4 4


なす近縁種 （7820110023 ） 4　　　　　 0 4 2 2 2


なす近縁種 （7820 110025 ） 2　　　　 0 2 0 2 2


なす近縁種 （7820110027 ） 4　　　　　 0 4 0 4 4


なす近縁種 （7820110029 ） 5　　　　　 0 5 2 3 3


なす近縁種 （7820110030 ） 419　　　　　 0 ‾419 201 218 217


なす科植物 （7820170001） 1　　　　 0 1 1 0 0


つけな （在来菜種類） （5410010002 ） 75　　　　　 0 75 8 67 54


キャベツ （5410010003 ） 391　　　　 0 391 128 263 109


アビシニ アがらし （5410010004 ） 10　　　　　 0 10 2 8 8


コールラビー （5410010005） 10　　　　　 0 10 1 9 4


ケール （5410010006 ） 36　　　　　 0 36 13 23 17


つけな （体薬類） （54 10010007 ） 129　　　　　 0 129 25 104 88


つけな （体薬類） （5410010008 ） 1　　　　 0 1 1 0 0


つけな （みずな類） （5410010009 ） 47　　　　　 0 47 4 43 41


たかな （5410010011） 63　　　　　 0 63 4 59 35


からしな （5410010012） 113　　　　　 0 113 20 93 77


つけな （なたね類） （5410010015） 44　　　　　 0 44 24 20 11


つけな （ひさごな類） （5410010017） 16　　　　　 0 16 6 10 6


くろが らし （5410010018） 22　　　　　 0 22 16 6 1


カ リフラワー （5410010019） 79　　　　　 0 79 11 68 26


めキャベツ （5410010021） 14　　　　　 0 14 12 2 1


ブロッコリー （5410010022） 103　　　　　 0 103 13 90 6


は くさい （5410010024） 731　　　　 0 731 150 581 352


つけな （非結球性白菜） （5410010025） 74　　　　　 0 74 7 67 64


かぶ （5410010026） 275　　　　　 0 275 63 212 203


つけな （小松薬類） （5410010027） 90　　　　　 0 90 14 76 58


は くらん （5410010029） 4　　　　　 0 4 1 3 2


つけな （体薬類 ・菜心） （5410010030） 36　　　　　 0 36 5 31 20


か らしはくさい （5410010031） 1　　　　 0 1 0 1 1


キャベツ近縁種 （5410010032） 7　　　　　 0 7 3 4 4


かい らん，カランチョウ （5410010036） 18　　　　　 0 18 5 13 5


なたね属植物 （5410010037） 5　　　　　 0 5 2 3 0


きばなすずしろ （5410070001） 50　　　　　 0 50 29 21 21


こしょうそう （54 10080001） 1　　　　 0 1 0 1 0


だいこん （54 10 110001） 797　　　　　 0 797 147 650 478


さやだいこん （54 10110002 ） 39　　　　　 0 39 15 24 16


しろがらし ．（54 10130001） 4　　　　　 0 4 1 3 3


しろがらし （54 10130003 ） 1　　　　 0 1 0 1 1


ルナリア （54 10190001） 2　　　　　 0 2 2 0 0


たまねぎ （3140010001） 318　　　　　 6 324 162 162 78


らっきょう （3140010002 ） 0　　　 10 10 10 0 0


ねぎ （3140010003） 246　　　　　 3 249 40 209 89


わけぎ （3140010004 ） 0　　　　 36 36 36 0 0


あさつき （3140010005） 2　　　　　 0 2 2 0 0


にんにく （3140010006） 0　　　 127 127 104 23 0


にら （3140010007） 38　　　　　 0 38 38 0 0


アスパラガス （3140030001） 20　　　　 1 21 13‾ 8 5


すいぜんじな （7840100001） 0　　　　　 2 2 2 0 0


レタス （7840120001） 428　　　　　 0 428 67 361 13


たかさご阜う （7840130001） 1　　　　 0 1 0 1 1


さといも （3100050001） 0　　　 287 287 223 64 63


はすいも （3100050003） 0　　　　　 3 3 1 2 2


アメリカさといも （キサントソーマ） （3100100001） 0　　　　　 6 6 6 0 0


だい じよ （3230010001） 10　　　 28 28 6 22 22


かしゅ ういも （32300100031 0　　　　 14 14 1 13 13







植物名 （植物番号）
保存形態 保存区分


種子　 栄養体他 計 ワーキング ベ －ス アクティブ


じねんじょ （3230010007 ） 0　　　　 10 10 0 10 10


やまのいも （3230010009） 0　　　　 68 68 0 68 66


やまのいも近縁種 （3230010011） 0　　　　 19 19 5 14 14


レンズまめ （5420270001） 94　　　　　 0 94 55 39 3


いちご （5610070001） 0　　　 749 749 18 731 169


しょうが （3150010001） 1　　　　 0 1 0 1 0


ひゆな （5310010001） 9　　　　　 0 9 2 7 6


ふだんそう （5370010002 ） 16　　　　　 0 16 5 11 11


ほうれんそう （5370030001） 331　　　　 0 331 36 295 27


お くら （5380090010 ） 107　　　　　 0 107 0 107 95


ふ じまめ （5420230001） 49　　　　　 0 49 10 39 15


ライマメ （5420390004 ） 524　　　　　 0 524 8 516 31


インゲンマメ （5420390005 ） 1，477　　　　 0 1，477 34 1，443 872


ベニバナインゲン （5420390009） 48　　　　　 0 48 5 43 8


えんどう （5420410001） 349　　　　　 0 349 13 336 166


シカクマメ （5420420001） 86　　　　　 0 86 2 84 42


そ らまめ （5420440017 ） 216　　　　　 0 216 77 139 35


そ らまめ野生種（Ⅴ．kokanica ） （5420440043 ） 1　　　　 0 1 0 1 0


そ らまめ野生種（Ⅴ．tenu ifolia ） （5420440045） 1　　　　 0 1 0 1 0


ささげ （5420610001） 1，864　　　　 0 1，864 43 1，821 545


三尺ささげ （5420610003） 188　　　　　 0 188 18 170 86


ジュウロクササゲ （5420610049） 1　　　　 0 1 0 1 0


ササゲ （5420610051） 149　　　　　 0 149 0 149 78


フジマメ （5420940001） 4　　　　　 0‘ 4 0 4 0


つるむらさき （5440010001） 1　　　　 0 1 0 1 1


たで （5580090001） 2　　　　　 0 2 2 0 0


イノン ド （5690010001） 10　　　　　 0 10 9 1 1


セロリー （5690030001） 7　　　　　 0 7 2 5 5


コエンドロ （5690050001） 10　　　　 ’0 10 、 1 9 9


ういきょう （5690060001） 2　　　　　 0 2 0 2 2


みつば （5690070001） 9　　　　　 0 9 4 5 5


はなうど （56901080001） 1　　　　 0 1 0 1 0


パセ リ （5690090001） 9　　　　　 0 9 8 1 1


にんじん （5690110001） 158　　　　　 0 158 12 146 ° 41


ク ミン （5690150001） 9　　　　　 0 9 0 9 0


とかどへちま （7810090003） 13　　　　　 0 13 3 10 9．


ごぼう （7840010001） 34　　　　　 0 34 0 34 34 －


ごぼうあざみ （7840020001） 4　　　　　 0 4 0 4 3


しゆんぎく （7840070003） 17　　　　　 0 17 0 ． 17 17


しそ （7890050001） 64　　　　　 0 ‘ 64 2 62 34


えんさい （ようさい） （7910070001） 1　　　　 0 1 0 1 1


野菜類 計 2 0，836　 1，370 22 ，206 ・ 6 ，72 1 15，48 5 9，3 99


カーネーション （5350010001） 0　　　 445 445 120 325 1


ダイアンサス属 （5350010003） 0　　　 118 118 56 62 0


あさがお （7910040001） 1　　　　 0 1 0 1 0


きく （7840070005） 0　 1，401 1，401 844 557 ・昭


の じぎく （7840070007） 0　　　　 27 27 18 9 0


はまぎく （7840070009） 0　　　　　 3 3 2 1 1


こはまぎく （7840070027 ） 0　　　　 31 31 31 0 0
きくたにきく （7840070029） 0　　　　　 5 5 4 1 1


しまかんぎく （7840070031） 0　　　　 11 11 10 1 1


さんいんぎく （7840070033） 0　　　　　 5 5 5 0 0


さつまのぎく （7840070035） 0　　　　　 6 6 6 0 0


イキシオ リリオ ン属植物 （3120130001） 0　　　　　 2 2 2 0 0


チュー リップ （3140170001） 0　　　　 70 70 70 0 0


ムラサキクンシラン属植物 （3140250001） 0　　　　 31 31 31 0 0


プロデイア属植物 （3140330001） 0　　　　 10 10 10 0 0


トリテレイア属植物 （3140350001） 0　　　　 23 23 23 0 0


レウココリネ属植物 （3140410001） 0　　　　 13 13 13 0 0







植物名 （植物番号）
保存形態 保 存区分


アクティブ種子　 栄養体他 計 ワーキング ベ －ス


ハナビニラ属植物 （3140430001） 0　　　　　 7 7 7 0 0


クロッカス属植物 （3160090001） 0　　　　　 2 2 2 0 0


アルス トロメリア属植物 （3270010001） 0　　　　 30 30 30 0 0


きりしま （7880010013） 0　　 ・458 458 13 445 240


うんぜんつつ じ （7880010017） 0　　　　 1 1 1 0 0


ひ らどつつ じ （7880010019） 0　　　　 73 73 0 73 0


ネギ属植物 （3140010009） 63　　　 445 508 504 4 0


デンドロビューム （3200070001） 0　　　 328 328 328 0 0


ば ら （園芸品種） （5610140075） 0　　　 515 515 309 206 0 ．


L もつけ類 （5610270001） 0　　　 179 179 70 109 0


白花ヨウシュチョウセンアサガオ （7820130001） 2　　　　　 0 2 2 0 0


ハシリドコロ属植物 （7820150001） 5　　　　　 0 5 4 1 0


パチフラグラ （7820190001） 1　　　　 0 1 1 0 0


アラム属植物 （3100230001） 0　　　 ．2 2 2 0 0


ユ リ属植物 （3140110023 ） 0　　　　 39 39 39 0 0


ツルハキア属植物 （3140270001） 0　　　　　 7 7 7 0 0


ハナニラ属植物 （31403－10001） 0　　　　　 5 5 5 0 0


ブルーメリア属植物 （3140370001） 0　　　　　 3 3 3 0 0


デイケロステ ンマ属植物 （3140390001） 0　　　　 5 5 5 0 0


ベ ツセラ属植物 （3140470001） 0　　　　　 2 2 2 0 0


エ レムルス属植物 （3140490001） 0　　　　 24 24 24 0 0


シンビジューム （洋 らん） （3200050003） 0　　　　 84 84 84 0 0


ナ ンパンパコぺ （5350030001） 1　　　　 0 1 0 1 0


スイ トピー （5420250001） 2　　　　　 0 2 2 0 0


アサマフウロ （5450030001） 1　　　　 0 1 0 1 0


シヤク （5690170001） 1　　　　 0 1 0 1 0


シラネニンジン （5690190001） 1　　　　 0 1 0 1 0


オキナグサ （5830030001） 1　　　　 0 1 0 1 0


サ ンリンソウ （5830050001） 1　　　　 0 1 0 1 0


シキンカラマツ （5830070003） 1　　　　 0 1 0 1 0


トガクシショウマ （5850010001） 1　　　　 0 1 0 1 0


えそのよもぎぎく （7840070011） 0　　　　　 3 3 2 1 1


いそぎく （7840070013） 0　　　　 52 52 36 16 1


しおぎく （7840070015） 0　　　　 26 26 15 11 1


なかがわのぎく （7840070017 ） 0　　　　　 2 2 0 2 0


わじきぎく （7840070019） 0　　　　 1 1 1 0 0


りゆうのうぎく （7840070021） 0　　　　　 2 2 0 2 1


おおしまのじぎく （7840070023） 0 －　　　　 5 5 5 0 0


いわざく （7840070025） 1　　　　 21 22 20 2 1


れんげっつじ （7880010001） 0　　　 12 12 12 0 0


さつき （7880010003） 0　　　 167 167 29 138 0


みやまきりしま （78800 10005） 0　　　 313 313 295 18 0


もちつつ じ （7880010009） 0　　　　　 9 9 3 6 0


りゆうきゆうつつ じ （7880010011） 0　　　　　 9 9 0 9 0


けらまつつ じ （7880010015） 0　　　　　 8 8 8 0 0


アザレア （7880010021） 0　　　 191 191 0 191 2


リンドウ属植物 （7970010003） 1　　　　 0 1 1 0 0


リンドウ属植物 （7970010007） 2　　　　　 0 ．2 2 0 0


リンドウ属植物 （7970010009） 1　　　　 0 1 1 0 0


花 き ・緑化植物 計 87　 5，231 5 ，3 18 3，119 2 ，199 343


茶 （5660010013） 1　 6，253 6，254 1，064 5，190 1，030


つばき （5660010001） 0　　　 345 345 178 167 0


やぶつばき （5660010003） 0　　　　 65 65 35 30 0


さざんか （5660010005） 0　　　 128 128 58 70 0


たいわんや まつばき （5660010007） 0　　　　　 2 2 0 2 0


ゆちや （5660010009） 0　　　　　 4 4 1 3 0


とうつばき （56600100 11） 0　　　 18 18 7 11 0


ク リエンシス （56600100 15 ） 0　　　　　 2 2 1 1 0


イラワジエンシス （5660010017 ） 0　　　　 1 1 0 1 0







植物名 （植物番号）
保存形態 保存区分


種子　 栄養体他 計 ワーキング ベ －ス アクティブ


ホンコンつばき （5660010019） 0　　　　　 3 3 1 2 0


サル ウイ ンつばき （5660010021） 0　　　　　 3 3 1 2 0
ピタルデ イ （5660010023 ） 0　　　　　 5 5 5 0 0


キン カチヤ （5660010025） 0　　　　　 6 6 2 4 0


キッ シー （5660010027） 0　　　　　 4 4 1 3 0


しまさざんか （みやまさざんか） （5660010029） 0　　　　　 2 2 0 2 1
おきなわさざんか （ミヤギー） （5660010031） 0　　　　 1 1 0 1 0
たいわんさざんか （5660010033） 0　　　　　 3 3 1 2 0
ドルピフェ ラ （あぶらつばき） （5660010035） 0　　　　　 2 2 1 1 0


ひめさざんか （5660010037） 0　　　　 40 40 2 38 0


たいわんひめさざんか （5660010039） 0　　　　　 3 3 1 2 0


うすばひめさざんか （566001004 1） 0　　　　　 2 2 0 2 0
カスピダータ （5660010045） 0　　　　　 3 3 1 2 0


プラテルナ （5660010047） 0　　　　　 2 2 0 2 0


フォレスティー （5660010049） 0　　　　　 3 3 1 2 0


ツァ イ （5660010051） 0　　　　　 4 4 2 2 0


ロゼフローラ （5660010053） 0　　　　　 3 3 1 2 0
フルフラセア （56600 10055） 0　　　　 1 1 0 1 0
グランサムつばき （56600 10057） 0　　　　　 5 5 1 4 0
やなぎばさざんか （5660010059） 0　　　　　 3 3 1 2 0


アヅシミリス （56600 10061） 0　　　　 1 1 0 1 1
しまひめつばき （コーダータ） （5660010063） 0　　　　 1 1 0 1 0


パービフローラ （5660010065） 0　　　　 ・1 1 0 1 0


マ リフローラ （5660010067） 0　　　　　 2 2 1 1 0
つばき類 （5660010069） 0　　　　　 8 8 7 1 0


チェキアンオ レオーサ （5660010071） 0　　　　　 3 3 2 1 0


ベ トナメンシス （5660010073） 0　　　　　 3 3 1 2 0


クラブネ リアーナ （5660010075） 0　　　　　 2 2 2 0 0


トリコクラーダ （5660010077） 0　　　　 1 1 0 1 0


ポ リオ ドンタ （5660010079） 0　　　　　 3 3 2 1 0
メイオカルパ （5660010081） 0　　　　　 3 3 3 0 0
オク トペタラ （5660010083） 0　　　　　 2 2 2 0 0
ユーシエネンシス （5660010085） 0　　　　　 3 3 3 0 0
グ リジシー （5660010087） 0　　　　　 2 2 1 1 0
うんなんつばき （5660010095） 0　　　　 1 1 1 0 0


フランクリンツバキ （5660030001） 0　　　　 1 1 1 0 0


ヒサカキサザンカ （5660050001） 0　　　　 1 1 0 1 0


なつつばき （5660070001） 0　　　　　 2 2 2 0 0
ひめしやら （5660070003） 0　　　　 －1 1 1 0 0


茶 計 1　 6，957 6 ，958 1 ，395 5 ，563 1，032


カラヤマグワ （5470090001） 0　　　 250 250 95 155 131


ヤマグワ （5470090003） 0　　　 630 630 121 509 385


ログワ （5470090005） 0　　　 346 346 55 291 246


ケグワ （5470090007） 0　　　　 1 1 0 1 1
シマグワ （5470090009） 0　　　　 20 20 13 7 2


カントングワ （5470090013） 0　　　　　 3 3 0 3 3


オガサワラグワ （5470090015） 0　　　　 11 11 11 0 0
カラケグワ （5470090017） 0　　　　 1 1 1 0 0
エノキグワ （5470090019） 0　　　　 1 1 1 0 0


タイワングワ （5470090020） 0　　　　　 2 2 2 0 0


ハチジヨウグワ （5470090023） 0　　　　 23 23 21 2 0
ナガ ミグワ （5470090025） 0　　　　　 3 3 3 0 0
マレイグワ （5470090027） 0　　　　 1 1 1 0 0


アフリカグワ （5470090029） 0　　　　 1 1 1 0 0


ヒメグワ （5470090031） 0　　　　 1 1 0 1 1
クロミグワ （5470090039） 0　　　　　 2 2 1 1 0
カラオニグワ （5470090041） 0　　　　　 3 3 3 0 0


マルハグワ （5470090043） 0　　　　 14 14 13 1 1


シャムグワ （5470090045） 0　　　　 24 24 23 1 0
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植物名 （植物番号）
保存形態 保存区分


種子　 栄養体他 計 ワーキング ベ －ス アクティブ


アカミグワ （5470090047） 0　　　　 1 1 1 0 0


テンジクグワ （5470090049） 0　　　　　 3 3 3 0 0


イン ドグワ （5470090050） 0　　　　 30 30 21 9 0


桑近縁種 （5470090051） 0　　　 15 15 13 2 1


桑 計 0　 1，386 1，386 403 983 771


サラカヤシ （3130190001） 0　　　　 1 1 0 1 0


パイナ ップル （32 10010001） 0　　　 198 198 28 170 0


パイナ ップル近縁種 （3210010003） 0　　　　　 2 2 0 2 0


パイナップル近縁種 （3210010005） 0　　　　　 3 3 2 1 0


パイナップル近縁種 （3210010006） 0　　　　　 2 2 0 2 0


パイナップル近縁種 （3210010011） 0　　　　　 2 2 0 2 0


パイナップル属植物 （3210010013） 0　　　　　 3 3 3 0 0


プシュー ドアナナス （3210020001） 0　　　　　 3 3 2 1 0


アムラたまごのき （5320110003） 0　　　　 1 1 0 1 0


キャッサバ （5400050001） 0　　　　　 5 5 5 0 0


でんせい （つの くさねむ） （5420430017） 1　　　　 0 1 0 1 1


お うごちょう （5420680003） 1　　　　 0 1 0 1 1


くろばなつるあずき （5420920001） 12　　　　　 0 12 0 12 3


なんばんあかばなあずき （5420920003） 1　　　　 0 1 0 1 1


ジャンボラン （55．30070003） 0　　　　　 2 2 0 2 0


イヌバンレイシ （5750010009） 0　　　　　 2 2 0 2 0


や まとげばんれいし （5750010011） 0　　　　 1 1 0 1 0


オオバナカカオ （5810010003） 0　　　　 1 1 0 1 ・0


キミノカカオ （5810010005） 0　　　　 1 1 0 1 0


ドリアン （5890030001） 0　　　　　 2 2 0 2 0


カイエンナ ット （5890050001） 0　　　　　 2 2 0 2 0


ギアナグ リ （5890050003 ） 0　　　　 1 1 0 1 0


ピタヤ （5910030001） 0　　　　　 3 3 0 3 0


マンゴスチン （5950030001） 0　　　　　 3 3 0 3 0


セイロンオ リーブ （6030010001） 0　　　　 1 1 0 1 0


おおみいぬかん こ （6050010001） 0　　　　 1 1 0 1 0


パパイヤ （7830010001） 16　　　　 12 28 6 22 0


カニステル （7940030001） 0　　　　　 2 2 0 2 0


スイショウガキ （スターアップル） （7940050001） 0　　　　 1 1 0 1 0


はにしき （はい も） （3100130003 ） 0　　　　 1 1 0 1 1


アースアーモン ド （3240010005） 0　　　　 1 1 0 1 0


食用カンナ （3260010001） 0　　　　　 5 5 1 4 4


つの くさねむ属植物 （5420430019） 1　　　　 0 1 0 1 1


ハギカズラ属植物 （5420840005） 1　　　　 0 1 0 1 1


ナ ンバンアカバナアズキ属植物 （5420920005） 1　　　　 0 1 0 1 1


アセローラ （5510030001） 0　　　　　 5 5 0 5 0


レンプ （5530070005） 0　　　　 1 1 0 1 0


れんぶ （5530110001） 0　　　　　 4 4 3 1 0


ピタンガ （5530110003） 0　　　　　 3 3 1 2 0


ジャボチカーバ （5530130001） 0　　　　　 4 4 1 3 0


ゴレンシ （5800010001） 0　　　　　 3 3 0 3 0


ミラクルフルーツ （7940070001） 0　　　　 1 1 0 1 0


熱帯 ・亜熱 帯作 物 計 34　　　 2 83 317 52 265 14


イネ科 （3110000000） 1　　　　 0 1 0 1 0


カモジグサ属 （3110020000） 0　　　　 12 12 0 12 12


シバムギ （3110020003） 0　　　　 1 ．1 0 1 1


コヌカグサ属 （3110040000） 6　　　　　 0 6 0 6 0


オオカニツリ属 （3110050000） 2　　　　　 0 2 0 2 0


スズメノチヤヒキ属 （3110090000） 17　　　　　 0 17 15 2 0


アン ドロボゴン属 （3110100000） 3　　　　 1 4 ・ 0 4 0


アン ドロボゴン （3110100002） 3　　　　　 0 3 0 3 0


アン ドロボゴン （3110100003） 3　　　　 1 4 0 4 0
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植物名 （植物番号）
保存形態 保存区分


種子　 栄養体他 計 ワーキング ベ －ス アクティブ


アン ドロボゴン （3110100004） 1　　　　 1 2 0 2 0


ク リノイガ属 （3110110000） 4　　　　　 0 4 0 4 0


ヒメアプラススキ属 （3110120000） 19　　　　　 2 21 0 21 0


ヒゲシバ属 （3110130000） 97　　　　　 7 104 0 104 0


ジュズダマ属 （3110140000） 9　　　　　 0 9 0 9 0


レモングラス属 （3110150000） 5　　　　　 4 9 ・ 0 9 0


ニクキビ属 （3110160000） 10　　　　　 2 12 0 12 0


ギョウギシバ 属 （3110170000） 1　　　　 1 2 1 1 0


バ ミューダグラス （3110170001） 17　　　　 57 74 2 72 2


タツノツメガヤ属 （3110180000） 1　　　　 0 1 0 1 0


カモガヤ属 （31102000°00） 14　　　　　 0 14 13 1 0


ソルガム属 （3110210000） 10　　　 ・1 11 0 11 0


チカラシバ属 （3110230000） 0　　　　 1 1 0 1 0


ヒエ属 （3110250000） 19　　　　　 0 19 0 19 0


ジャングルライス （3110250001） 4　　　　　 0 4 0 4 0


スズメガヤ属 （3110260000） 0　　　　 1 1 0 1 0


センティピー ドグラス （3110280001） 3　　　　　 2 5 0 5 0


キビ属 （3110310000） 42　　　　　 0 42 1 41 0


ヌカキビ （3110310017） 13　　　　　 0 13 0 13 0


ドクムギ属 （3110350000） 17　　　　　 0 17 16 rl 0


ススキ属 （3110370000） 1　　　　 6 7 0 7 5


か りやすもどき （3110370001） 0　　　　 1 1 0 1 1


おぎ （3110370003） 0　　　　 1 1 0 1 1


か りやす （3110370011） 0　　　　 1 1 0 1 1


オオムギ属 （3110410000） 1　　　　 0 1 0 1 0


シバ属 （3110460000） 8　　　 251 259 241 18 0


コムギ属 （3110470000） 3　　　　　 0 3 0 3 0


サイ ドオーッグラマ （3110490001） 4　　　　 1 5 0 5 0


ブルーグラマ （3110490002 ） 2　　　　　 0 2 0 2 0


エ ノコログサ属 （3110500000 ） 36　　　　 1 37 0 37 0


ベティバー （3110570001） 3　　　　　 3 6 0 6 0


ヒメシバ属 （3110590000 ） 28　　　　　 3 31 0 31 0


メヒシバ （3110590011） 445　　　　　 0 445 ‾ 0 445 0


オヒシバ属 （3110610000） 12　　　　　 2 14 0 14 0


ヒメオニササガ属 （3110650000） 12　　　　 1 13 0 13 0


アゼガヤ属 （3110720000） 13　　　　　 2 15 0 15 0


ナルコビエ属 （3110730000） 1　　　　 1 ・ 2 0 2 0


ツクシガヤ （3110830001） 0　　　 ．1 1 1 0 0


タカオススキ属 （3110850000） 0　　　　　 5 5 2 3 3


タカオススキ属植物 （3110850009） 0　　　　　 2 2 0 2 ．0


ヒパ レニア属 （3110860000） 3　　　　　 0 3 0 3 0
ヒパ レニア属植物 （3110860001） 10　　　　　 2 12 0 12 0


メガルカヤ属植物 （3110870001） 4　　　　 1 5 0 5 0


メガルカヤ （3110870003） 1　　　　 0 1 0 1 0


ネギ属 （3140010000） 1　　　　 0 1 1 0 0


ユ リ属 （3140110000） 1　　　　 0 1 0 1 0


プ リチラリア属 （3140230000） 0　　　　 53 53 53 0 0


アイ リス属 （3160030000） 0　　　　 1 1 1 0 0


イグサ属 （3170010000） 0　　　 170 170 0 ’170 170


シュンラン属 （3200050000） 0　　　　　 6 6 6 0 0


カンナ属 （3260010000） 0　　　　　 2 2 2 0 0


ネパールはんのき （5340010009） 1　　　　 0 1 1 0 0


ハシバ ミ属 （5340050000） 0　　　　 1 1 1 0 0


ほうきぎ類 （5370050003） 1　　　　 0 1 1 0 0


ハマアカザ類 （5370060001） 2　　　　　 0 2 2 0 0


アオイ科 （5380000000） 2　　　　　 0 2 0 2 1


トロロアオイ属植物 （5380010007） 1　　　　 0 1 0 1 0


とうごま （5400020001） 1　　　　 0 1 0 1 0


ジュウジバナ科 （54 10000000 ） 6　　　　　 0 6 6 0 0


アブラナ属 （5410010000） 2　　　 ・0 2 0 2 0


マ メ科 （5420000000） 95　　　　　 0 95 92 3 0
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植物名 （植物番号）
保存形態 保存区分


種子　 栄養体他 計 ワーキング ベ －ス アクティブ


0アカシア属 （5420010000） 1　　　　 0 1 1 0


ながばアカシャ （5420010009） 2　　　　　 0 2 2 0 0


クロバナエンジュ （5420040001） 2　　　　　 0 2 2 0 0


レンゲ属 （ゲンゲ属） （5420070000） 5　　　　　 0 5 3 2 0


カワラケツメイ属 （5420090000） 1　　　　 0 1 0 1 0


かわらげっめい （542009000 1） 1　　　　 0 1 0 1 0


タヌキマメ属 （5420110000） 9　　　　　 0 9 4 5 0


たぬきまめ属植物 （5420110017） 6　　　　　 0． 6 2 4 4


くずもどき近縁種 （5420140003） 2　　　　　 0 2 1 1 1


ヌスビトハギ属 （5420150000） 17　　　　　 0 17 1 16 0


チョウマメモ ドキ属 （5420180000） 6　　　　　 0 6 0 6 0


ちょうまめもどき属植物 （5420180007） 1　　　　 0 1 0 1 1


たぬきこまつなぎ （5420210011） 1　　　　 0 1 0 1 0


フジマメ属 （5420230000） 1　　　　 0 1 1 0 0


ギンネム属 （5420310000） 6　　　　　 0 6 0 6 0


ぎんねむ属植物 （5420310003） 4　　　　　 0 4 0 4 4


ミヤコグサ属 （5420330000） 4　　　 ・0 4 1 3 0


ウマゴヤシ属 （5420350000） 39　　　　　 0 39 24 15 2


プロソピダス トラム （5420370001） 1　　　　 0 1 1 0 0


プロソビス （5420380001） 3　　　　　 0 3 3 0 0


インゲンマメ属 （5420390000） 1　　　　 ＿0 1 0 1 0


ツノクサネム属 （由20430000） 5　　　　 ‾0 5 1 4 0


つの くさねむ （5420430001） 7　　　　　 0 7 6 1 1


つの くさねむ （5420430003） 1　　　　 0 1 1 0 0


ソラマメ属 （5420440000） 12　　　　　 0 12 9 3 0


くさふ じ （5420440011） 3　　　　 1 4 1 3 0


ウィ ンターベッ チ （5420440013） 1　　　　 0 1 1 0 0


すずめのえんどう （5420．440021） 16　　　　　 0 16 0 16 0


おおば くさふ じ （5420440029） 0　　　　 1 1 0 1 0


いぶきのえん どう （5420440035） 1　　　　 0 1 0 1 0


かすまぐさ （5420440037） 13　　　　　 0 13 0 13 0


下ビカズラ属 （54204餌000） 3　　　　　 0 3 1 2 0


テフロシア属 （5420470000） 2　　　　　 0 2 2 0 0


シナガワハギ属 （5420480000） 11　　　　 0 11 11 0 0


コゴメハギ （5420480001） 1　　　　 0 1 1 0 0


ツメクサ属 （5420490、000） 9　　　　　 0 9 0 9 0


クサネム属 （5420530000 ） 3　　　　　 0 3 0 3 0


ササゲ属 （5420610000 ） 42 ‘　　　 0 42 5 37 37


ナクマメ属 （5420650000 ） 2　　　　　 0 2 1 1 0


オノプリキス属 （5420660000 ） 2　　　　　 0 2 0 2 0


ジャ ケツイバラ類 （5420680001） 1　　　　 0 1 1 0 0


ムレスズメ類 （5420690001） 1　　　　 0 1 1 0 0


ハナズオウ類 （5420700001） 1　　　　 0 1 1 0 0


イナゴマメ類 （5420710001） 1　　　　 0 1 1 0 0


オウゴンハギ属 （5420730000） 4　　　　　 0 4 4 0 0


オウゴンハギ類 （5420730001） 2　　　　　 0 2 2 0 0


ミズオジギソウ類 （5420750001） 1　　　　 0 1 1 0 0


ドリクニウム （5420760001） 2　　　　　 0 2 2 0 0


プレミンギア属 （5420770000） 1　　　　 0 1 1 0 0


フレミンギア （5420770001） 1　　　　 0 1 1 0 0


ガレガ属 （5420780000） 15　　　　　 0 15 15 0 0


ガレガ類 （5420780001） 2　　　　　 0 2 2 0 0


ヒトツハエニシダ類 （5420790001） 1　　　　 0 1 1 0 0


レタ マ類 （5420800001） 1　　　　 0 1 1 0 0


バ リエンジュ類 （5420810001） 3　　　　　 0 3 3 0 0


テ リーネ類 （5420820001） 1　　　　 0 1 1 0 0


ロトノニス （5420830003） 3　　　　　 0 3 0 3 0


ハギカズラ属 （5420840000） 1　　　　 0 1 1 0 0


ささはぎ （5420850001） 3　　　　　 0 3 0 3 3


キアモプシス属 （5420870000 ） 4　　　　　 0 4 0 4 0


グアールマメ （5420870001） 5　　　　　 0 5 1 4 4
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植物名 （植物番号） 保存形態 ．　　　　　　　　　　 保存区分
種子　 栄養体他　　 計　　　 ワーキング　　　ベ －ス　　 アクティブ


ナンバンアカバナアズキ属． （5420920000） 5　　　　　 0　　　　　 5　　　　　 0　　　　　 5　　　　　 0


レイリョ ウコウ属 （5420960000） 2　　　　　 0　　　　　 2　　　　　 0　　　　　 2　　　　　 0
ソバ属 ▼（5580010000） 2　　　　　 0　　　　　 2　　　　 1　　　　 1　　　　　 0
バラ科 （5610000000） 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0
コワニア類 （5610040001） 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 1　　　　　 0　　　　　 0
リンゴ属 （5610090000） 0　　　 105　　　 105　　　 105　　　　　 0　　　　　 0
サクラ属 （5610110000） 0　　　　 1　　　　 1　　　　 1　　　　　 0　　　　　 0
プルシア類 （5610120001） 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 1　　　　　 0　　　　　 0
ナシ属 （5610130000） 0　　　　 19　　　　 19　　　　 19　　　　　 0　　　　　 0
バラ属 （5610140000） 2　　　　　 0　　　　　 2　　　　　 0　　　　　 2　　　　　 0
キイチゴ属 （5610150000） 0　　　　　 3　　　　　 3　　　　　 3　　　　　 0　　　　　 0
サンザシ属 （5610230000） 0　　　　　 6　　　　　 6　　　　　 6　　　　　 0　　　　　 0
ミカン属 （5620010000） 0　　　　　 3　　　　　 3　　　　　 3　　　　　 0　　　　　 0
エレモシトラス属 （5620080000） 0　　　　　 3　　　　　 3　　　　　 3　　　　　 0　　　　　 0
スグリ属 （5650030000） 0　　　　 1　　　　 1　　　　 1　　　　　 0　　　　　 0
ツバキ属 （5660010000） 0　　　　 10　　　　 10　　　　　 0　　　　 10　　　　　 8
セリ科 （5690000000） 2　　　　　 0　　　　　 2　　　　 1　　　　 1　　　　 1
シシウド属 （5690130000） 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0
ブドウ属 （5710010000） 0　　　　 52　　　　　 52　　　　 52　　　　　 0　　　　　 0
モクマオウ類 （5720010005） 2　　　　　 0　　　　　 2　　　　　 2　　　　　 0　　　　　 0
ナツメ属 （5760010000） 0　　　　　 2　　　　　 2　　　　　 2　　　　　 0　　　　　 0
ソリチヤ類 （5760030001） 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 1　　　　　 0　　　　　 0
ヒヅポフアエ属 （5780030000） 0　　　　　 4　　　　　 4　　　　　 0　　　　　 4　　　　　 4
カラマツソウ属 （5830070000） 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0
ジヨジヨバ （5880010001） 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 1　　　　　 0　　　　　 0
サボテン科 （5910000000） 0　　　　　 2　　　　　 2　　　　　 2　　　　　 0　　　　　 0
ウリ科 （7810000000） 18　　　 ・0　　　　 18　　　 17　　　　　 1　　　　 1
スイカ属 （7810010000） 4　　　　　 0　　　　　 4　　　　　 2　　　　　 2　　　　　 1
キュウリ属 （7810030000） 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 1　　　　　 0　　　　　 0
カボチャ属 （7810050000） 23　　　　　 0　　　　　 23　　　　 23　　　　　 0　　　　　 0
ユウガオ属 （7810070000） 7　　　　　 0　　　　　 7　　　　　 6　　　　　 1　　　　　 0
ツルレイシ属 （7810110000） 13　　　　　 0　　　　 13　　　 12　　　　　 1　　　　 1
コックシニア属 （7810250000） 9　　　　　 0　　　　　 9　　　　　 9　　　　　 0　　　　　 0
ホオズキ属 （7820100000） 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 1
キク科 （7840000000） 10　　　　　 0　　　　 10　　　　 10　　　　　 0　　　　　 0
ヨモギ類 （7840040001） 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 1　　　　　 0　　　　　 0
キク属 （7840070000） 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0
ホソバワダン （7840390001） 0　　　　　 2　　　　　 2　　　　　 0　　　　　 2　　　　　 0
ツツジ属 （7880010000） 1　　　 614　　　　 615　　　 579　　　　　 36　　　　　 1
シソ科 （7890000000） 2　　　　　 0　　　　　 2　　　　　 0　　　　　 2　　　　　 2
アカテツ科 （7940000000） 0　　　　　 2　　　　　 2　　　　　 2　　　　　 0　　　　　 0
ルクマ属 （7940030000） 0　　　　　 2　　　　　 2　　　　　 2　　　　　 0　　　　　 0
マツムシソウ属 （8010010000） 1　　　　 0　　　　　 1　　　　 0　　　　　 1　　　　　 0


その他の植物 計 1，436　 1，445　　 2，881 1，453　 1，42 8　　　 274


合　　　 計 166，854　 39，677　 206，53 1 2 3，498 183，033　 116，279
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4）植物遺伝資源配布実績


平成 1 1 年度 （平成 1 1 年4 月 1 日～平成 1 2 年 3 月 3 1 日）


区　　 分
国立試験
研究機関


公立試験
研究機関


大　　 学
民　　 間
そ　の 他


外　　 国 合　　 計


稲　　 類
1，29 8


（25）


3


（2）


24


（‘7）


116


（18）


204


（2）


1，645


（54）


麦　　 類
2，65 6


（2 1）


5


（2）


．28


（3）


2，689


（26）


豆　　 類
92 7


（13）


66


（2）


10


（3）


1


（1）


1，004


（19）


い　も 類
1


（1）


1


（1）


雑穀 ・
特用作物


14 7


（10）


1


（1）


92


（2）


8


．（5）


18


（1）


266


（19）


牧草 ・
飼料作物


40 5


（5）


14


（2）


2


（2）


7


（3）


152


（2）


58 0


（14）


果 樹 類
5


（4）


5


（4）


野 菜 類
195


（7）


75


（15）


487


（3）


59


（9）


32


（3）


84 8


（37）


花き ・
緑化植物


5


（1）


5


（1）


茶


桑
8


（4）


16


（8）


3


（1）


27


（13）


熱轟 ・


亜熱帯植物


合　　 計
5，．628


（81）


106


（25）


67 2


（17）


22 6


（52）


43 8


（13）


7，070


（＿圏）


注）上段：配布点数　　下段（）：配布件数
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累　　 計 （昭和6 1年 1月2 5 日～平成1 2年 3月3 1 日）


区　　 分
国立試験
研究機関


公立試験
研究機関


大　　 学
民　　 間
そ　の 他


外　 国 合　　 計


稲　 療 15，013


（409）


1，411


（47）


2，666


（99）


2，188


（254）


2，169


（83）


23，447


（892）


麦　　 類
30，350


（311）


293


（15）


1，013


（41）


213


（40）


2，282


（82）


34，151


（489）


豆　　 類
23，587


（226）


974


（21）


3，012


（52）．


219


（31）


716


（47）


28，508


（377）


い　も 類
724


（7）


4


（2）


109


（4）


107


（30）


119


（20）


1，063


（63）


雑穀 ・
特用作物


4，452


（98）


229


（20）


492


（37）


195


（58）


1，344


（68）


6，712


（281）


牧草 ・
飼料作物


3，700


（77）


146


（15）


202


（27）


576


（46）


1，017


（66）


5，641


（231）


果 樹 類
8


（1）


108


（8）


128


（2）


162


（40）


99


（12）


505


（63）


野 菜 類
4，274


（155）


530


（62）


1，358


（48）


1，090


（194）


1，894


（112）


9，146


（57 1）


花．き ・


緑化植物
4


（1）


23


（11）


28


（4）


135


（25）


1


（1）


191


（42）


茶
（0） （0） （0）


8


（2）


2


（1）


10


（3）


桑
2


（1）


63


（19）


1


（1）


25


（12）


3


（1）


94


（34）


熱帯 ・
亜熱帯植物


1


（1） （0）


5


（1） （0） （0）


6


（2）


合　　 計
82，115


（1，287）


3，781


（220）


9，014


（316）


4，918


（732）


9，646


（493）


109，474


（3，048）


注）上段：配布点数　　下段（）：配布件数
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4．遺伝資源情報の管理・運営


1）植物遺伝資源特性評価データ蓄積状況


植　 物　 名　　　　　 1 次 必　 2 次 必　 3 次 必 1 次選　　 2 次選　 3 次 選 植 物 計


稲　　　　　　　　　　 28 ，766　 2 1，736　　 8，674 1 1，46 9　　 7 ，30 1　 9，684 8 7，630


稲　 類　 合　 計　　　　 28 ，766　 2 1，736　　 8，674 1 1，46 9　　 7 ，30 1　 9，684 8 7，630


小 麦　　　　　　　　　 17，099　 10 ，722　　 5，627 3 ，9 21　　 3 ，9 38　　 2，973 4 4 ，280


大 麦　　　　　　　　　　 7，838　　 4，617　 1，067 1，517　　 2 ，69 7 1 7，736


麦　 類　 合　 計　　　　 24 ，937　 15，339　　 6，694 5 ，4 38　　 6 ，6 35　　 2，973 6 2 ，016


大 豆　　　　　　　　　　 7，133　　 196　 1，78 1 2 ，516　　　　 57　　　 709 1 2，392


あず き　　　　　　　　　　 782　　　　 0　　　　 0 49 6　　　　　　 0 1，278


らっ か せ い　　　　　　　　 3 12　　　 72　　　 72 26　　　　　　 0　　　　　 0 482


さ さげ　　　　　　　　　　　 328 3 2 8


パ ンパ ラマ メ　　　　　　　　　 20 20


豆　 類　 合　 計　　　　　 8，575　　　 268　 1，8 53 3，0 38　　　　 57　　　 709 1 4，500


か ん し ょ　　　　　　　 19，526　　 4，286　　 5，5 57 12 ，471　　　 323　　　　 0 4 2，163


ば れ い し ょ　　　　　　 17，688　　　 460　　　 99 4 5 ，015　　 1，470　　 132 2 5，759


ば れ い し ょ （秋 作 ）　　　 187　　　 3 5　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　　 0 222


ヤ ー コ ン　　　　　　　　　　 74　　　 2 1　　　 73 37　　　　　 19　　　　　 0 224


い も 類 合 計　　　　 37，475　　 4，802　　 6 ，6 24 ’ 17，523　　 1，8 12　　 132 6 8，368


あ わ　　　　　　　　　　 1，092　　　 39　　　 19 ・ 759　　　　　　 0　　　　　 0 1，909


きび　　　　　　　　　　　 29 1　　　 64　　　 39 19 3　　　　　　　　　　　　 0 587


ひ え　　　　　　　　　　　　 706　　　 3 3　　 170 4 6 0　　　　　　　　　　　 39 1，408


し こ くび え　　　　　　　　 339　　　 2 5　　　　 0 189　　　　　　　　　　　　 0 553


そ ば　　　　　　　　　　　 85 3　　　 29 5　　　 292 3 5 8　　　　 10　　　　 6 3 1，87 1


は とむ ぎ　　　　　　　　　　 29　　　 29　　　 29 9　　　　　　 0　　　　 29 12 5


な た ね　　　　　　　　　　 388　　 14 5　　 2 ，402 0　　　　　　 0　　　　 46 3 3，398


ご ま　　　　　　　　　　 1，566　　　 77 3　 1，1 11 9 8 7　　　　 680　 1，08 1・ 6，198


さ と うき び　　　　　　　 7，0 50　　 5，9 17 －　　 3，5 12 3，665　　　 2，702 2 2 ，846


て ん さい　　　　　　　　　 19 0　　　 30 4　　　 55 72　　　　 11　　　　 55 68 7


こ ん に ゃ く　　　　　　　　 30　　　 22　　　 19 30　　　　　　 0 101


い ぐ さ　　　　　　　　　　 284　　 134　　 117 2 8 2　　　　　 25　　　 117 9 5 9


は っ か　　　　　　　　 1，364　　　 308　　　　 0 28 8　　　　　　 0　　　　　 0 1，960


ち ょま　　　　　　　　　　　　 0 0


み つ ま た　　　　　　　　　　　 2 2


こ うぞ　　　　　　　　　　　 72 72


じ ょち ゆ うぎ く　　　　　　 235 2 3 5


え ご ま　　　　　　　　　　　 430　　　　　　　　 2 37 3 9 3　　　　　　　　　　 269 1，329


ク フ ェ ア　　　　　　　　　　 23　　　　 0　　　 23 23　　　　　　 0 69


ひ ま わ り　　　　　　　　　 10　　　 10　　　　 0 10　　　　　 0　　　　　 0 30


雑 穀 ・準 用 作 物 合 計　 14，954　 8，098　 8 ，0 25 7，7 18　　 3，428　　 2，116 4 4，339


イ タ リア ン ライ グ ラス　　　 347　　　 2 17　　　 14 35 8　　　　 286　　　　　 0 1，222


ペ レニ ア ル ライ グ ラ ス　　　 324　　　 269　　　　 0 38　　　　 240　　　　　 0 8 71


チ モ シー　　　　　　　　　 17 7　　 136　　　　 8 100　　　　　 0　　　　　 0 421







植　 物　 名　　　　　　 1 次必　 2 次必　 3 次必 1 次選　　 2 次選　 3 次選 植物 計


ブルー グ ラス類　　　　　　 409　　　　 9　　　　 0 11　　　　　　 0　　　　　 0 429


しぼ　　　　　　　　　　　　 63 1　 1，080　　 19 5 669　　　　　 39 0　　　　 390 3，355
寒 地型イ ネ科多年 生牧 草 1，848　 1，38 5　　　 2 71 8 11　　 1，04 1　　　 296 5，652


暖 地型 イネ 科牧草　　　 1，・082　　　 2 15　　 16 1 3 13　　　　　 75　　　　　 50 1，896


と うもろ こし　　　　　　 3，987　 1，450　　　 340 2，152　　　　 711　　　　 0 8，640
ソル ガム ，ネ ピアな ど　　 4，576　　　 322 ‾　　　 8 3 976　　　　　 76　　　　　 0 6 ，033
えん麦　　　　　　　　 1，180　　　 64　　　 24 142　　　　　　 0　　　　　　 0 1，4 10


その他 イネ科飼 料作物　　　 27　　　　 0　　　　 0 3　　　　　　 0　　　　　　 0 30


しろクローバ　　　　　　　 16 1　　　 76　　　　 0 92　　　　　　 6 9　　　　　 3 1 429


あか クローバ　　　　　　　 155　　　 154　　　　 4 90　　　　 134　　　　　　 0 537


アル ファル フ ァ　　　　　　　 36 1　　 184　　　　 0 12　　　　　　 2 6　　　　　　 0 583


れ んげ　　　　　　　　　　 466　　　 438 466　　　　 16 7　　　　 177 1，7 14
暖 地型 マ メ科 牧草　　　　　 2 1　　　 0　　　　 0 20　　　　　　 0　　　　　　 0 4 1
その他 マ メ科飼料 作物　　　 435　　　　 0　　　　 0 58　　　　 2 3　　　　 23 534
マ メ科イネ科 以外 の飼料作　　 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　　 0 0


牧草 ・飼 料作物合 計　　 16 ，187　　 5，999　 1，100 6 ，306　　　 3，238　　　 967 3 3，797


りん ご　　　　　　　　　 2，805　　　 312　　　 32 1 859　　　　　 5 3　　　 ・54 4 ，404
せ い よ うな し　　　　　　　 160　　　　 0　　　　 0 55　　　　　　 0　　　　　 0 215


マル メ ロ　　　　　　　　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0 0　　　　　　 0 0
お うと う　　　　　　　　　 133　　　 17　　　 19 36　　　　　 18 223
きい ち ご　　　　　　　　 19　　 19　　 10 0　　　　　 19　　　　　 0 67


カー ランツ　　　　　　　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　　 0 0


グー ズベ リー　　　　　　　　　 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　　 0 0
ブルーベ リー　　　　　　　　 36　　　　 36　　　 17 36　　　　　　 36 16 1


くるみ　　　　　　　　　　　 264　　　　 0　　　　 0 25　　　　　　 0　　　　　 0 289


く り　　　　　　　　　　　　　 588　　　 244　　　 10 1 105　　　　　 244　　　　　 82 1，364
にほんな し　　　　　　　　　 299　　　 170　　 166 57　　　　　 5 1　　　 16 7 90


もも　　　　　　　　　　　　　 760　　　 570　　　 266 0　　　　　　 0 1，596
す もも　　　　　　　　　　　 11　　 11　　　 0 0 22


あんず　　　　　　　　　　　 24　　　 24　　　　 0 0　　　　　　 0 48


うめ　　　　　　　　　　　 115　　 1 13　　 108 0 336
ぶ ど う　　　　　　　　　　　 835　　　 514　　　 402 4 82　　　　　 40 1　　　　 40 2 3，036


か き　　　　　　　　　　　　 392　　　 242　　　 242 156　　　　　 24 1　　　　 235 1，508


い ち じく　　　　　　　　　　　 90　　　　 5 1　　　 30 92　　　　 104　　　　　 32 399
かんきつ　　　　　　　 1，812　　　 677　　　 57 1 710　　　　　 65 1　　　 578 4 ，999


や ま もも　　　　　　　　　　　 0 0 0


び わ　　　　　　　　　　　　　 98　　　　 0　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　　 0 98
導入 りん ご　　　　　　　　 4 13 4 13


チェ リモヤ　　　　　　　　　　 27　　　　 22　　　　 23 22 94


果　 樹　 合　 計　　　　　 8，88 1　 3，022　　 2，276 2 ，6 13　　 1，8 18　　 1，572 2 0，182


き ゅ うり　　　　　　　　　　 508　　　 495　　　 495 439　　　　　 84　　　　 269－ 2，290


す いか　　　　　　　　　　 18 1　　　 8 1　　 119 133　　　　　 15　　　　 106 63 5
かぼ ちゃ　　　　　　　　　 243　　　 69　　 150 242　　　　　 2 3　　　 130 85 7


メ ロン　　　　　　　　　　　　 948　　　 667　　　 849 859　　　　　 4 14　　　　 872 4，609


なす　　　　　　　　　　　　 386　　　 40 181　　　　　　 0　　　　　 0 60 7


トマ ト　　　　　　　　　　　　 998　　　 577　　　 445 786　　　　　　 0　　　　　　 0 2，806


ピーマ ン　　　　　　　　　　　　 628　　　　 85 475　　　　　 8 1　　　　　 0 1，269


は くさい　　　　　　　　　　 573　　 109　　 169 305　　　　　 282　　　　　 54 1，492


かぶ　　　　　　　　　　　　　 460　　　　 7　　　 252 369　　　　　　 0　　　　　 88 1，176


つ けな　　　　　　　　　　　 369　　　　 9　　 184 224　　　　 118　　　　　 8 1 98 5
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植　 物　 名　　　　　　 1 次必　 2 次必　 3 次必 1 次選　　 2 次選　 3 次選 植 物 計


キャベ ツ　　　　　　　　　　 300　　 135　　 162 25 1　　　　 219　　　　　 0 1，067


カ リフラワー　　　　　　　　 65　　　　 55　　　　 25 53　　　　　 45　　　　　 0 243


ブ ロッコ リー　　　　　　　 147　　 147　　　　 90 147　　　　 100　　　　　 0 631


コール ラ ビー　　　　　　　　 11　　　　 0　　　　 0 7　　　　　　 0　　　　　 0 18


た かな　　　　　　　　　　　　 75　　　　 1　　　 6 5 69　　　　　 24　　　　 13 247


か らしな　　　　　　　　　　　 83　　　　 0　　　　 34 55　　　　　 34　　　　 13 2 19


だ い こん　　　　　　　　　　 589　　 16 5　　　 28 8 487　　　　　 80　　　 185 1，794
た まね ぎ　　　　　　　　　 187　　　 2 7　　　 56 16 1　　　　　 49　　　　　 5 485
にんに く　　　　　　　　　　 357　　　　 0　　 16 0 206　　　　 116　　　 174 1，013


ア スパ ラガス　　　　　　　　 10　　　　 0 ・0　　　　　　 0　　　　　 0 10


にん じん　　　　　　　　　　　 74　　　　 0　　　　 23 23　　　　　　 0　　　　　 23 143


ほ うれ んそ う　　　　　　　 103　　　 9 0　　　 84 90　　　　　 84　　　　 24 475


レタス　　　　　　　　　　　　 348　　　　 59　　　 14 0 125　　　　　　 0　　　　　 0 6 72
ごぼ う　　　　　　　　　　　 14　　　　 0　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　　 0 14
えん どう　　　　　　　　　　 70　　　 60 ‘6 0　　　　　　 0　　　　　 0 190


い んげんま め　　　　　　　 780　　　 24 1　　　 0 2 13　　　　　　 0　　　　　 56 1，290


さ とい も　　　　　　　　　　 608　　　　 0　　　　 0 155　　　　　　 0　　　　　 0 763


や まの い も　　　　　　　　 137　　　　 20　　　　 2 1 29　　　　　　 0 207


い ちご　　　　　　　　　　 2，552　　 2，099　　 2，0 77 2，306　　　　 34 2　　 2，227 11，603


しそ　　　　　　　　　　　　　　 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　　 0 0


野　 菜　 合　 計　　　　 11，804　　 5，238　　 5，88 8 8，4 50　　　 2，110　　 4，320 ・ 37 ，810


きく　　　　　　　　　　　 1，40 5　　 140　　　 50 0 111　　　　 524　　　 102 2 ，782


カ 一ネー シ ョン　　　　　　 37 3　　　 370　　　 2 15 17　　　　　 521　　　 119 1，6 15


ダイ アンサス　　　　　　　　 77　　　 78　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　　 47 202
デ ン ドロビウム　　　　　　 20 5　　　 20 3　　　 20 3 26 7　　　　　　 0　　　　 203 1，08 1


ば ら　　　　　　　　　　　　 508　　　 23 5　　 14 8 16 8　　　　　 2 14　　　 157 1，430


つつ じ　　　　　　　　　　　　 424　 1，20 1　　　 34 6 4 70　　　　　 533 2 ，974


つば き　　　　　　　　　　　 6 14　　　 69 3　　 18 9 0　　　　　 39　　　　　 0 1，535


チ ュー リップ　　　　　　　 240　　　 240　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　 245 725
て っぽ うゆ り　　　　　　　 10　　　　 8　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　　 9 27


す か しゆ り ・か の こゆ り　　　 5 7　　　 30　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　　 8 5 172


フ リチ ラ リア　　　　　　　　　 75　　　 109　　　　 6 5 0　　　　　 0 249


ア リウム類　　　　　　　　 53 1　　 863　　　 44 5 1，839


花 き ・緑化植 物合 計　　　 4，5 19　　 4，170　　 2，111 1，0 33　　 1，8 3 1　　　 967 14，63 1


茶　　　　　　　　　　　 17，540　　 7，074　　 3，0 11 7，30 3　　　 2，247　 1，83 1 39 ，006


茶　 合　 計　　　　　　 17，540　　 7，074　　 3，0 11 7 ，30 3　　　 2，247　 1，83 1 39 ，006


桑　　　　　　　　　　　　 3，350　 1，5 15　　　 80 3 9 88　　　　　 920　　　　　 0 7，576


桑　 合　 計　　　　　　　 3，350　 1，5 15　　　 80 3 9 88　　　　　 920　　　　　 0 7，576


しか くま め　　　　　　　　　　 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　　 0 0


パイ ンア ップル　　　　　　 3 11　　 133　　　 23 5 2 47　　　　　 225　　　 166 1，3 17


熱 帯マ メ科緑 肥 ・被 覆作物　　 0　　　　 0　　　　 0 0　　　　　　 0　　　　　 0 0


熱 帯 ・亜熱帯 作物合 計　　　 3 11　 133　　　 2 35 247　　　　 225　　　 16 6 1，317


合　　　　 計　　　　 177，299　 77，394　 47 ，29 4 72 ，126　　 31，622　 25，4 37 43 1，172


注：－は，調査基準が定められていないことを示す
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